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　　プロローグ







　サイラス・レッドマンは自身の目の前が突然、霞かすみがかるのを感じた。いったい何が起きたのかわからない。身体からだは動かず、前後不覚のまま崩れ落ちた。

「……ごめんね。あまり邪じや魔まをして欲しくなかったんだ」

　上から、少女の声が響ひびく。その声は、先ほどレッドマンをこの路地裏に誘い込んだ少女のものだった。

　──〝整列のプログラム〟を、私は知ってる。探してるんだったら、教えてあげようか。

　夕刻だった。彼女はレッドマンの前に突然現れ、そう言った。

　レッドマンはぎょっとした。というのもそのプログラムの名前が、自分がいま取り組んでいる困こん難なんな問題の中心にあるものだったからだ。

　少女はまだ十代の半ばのように見え、とても先ほどのプログラムの名前がその口から発せられたとは信じ難がたかった。

　少女はレッドマンの脇わきを抜け、近くの路地裏に入っていく。

　ついて来いとでもいうのだろうか？　レッドマンは、慌てて彼女の後を追いかけた。

　この判断が破滅の始まりだった。

　道の奥で悠然と微笑ほほえむ少女に、レッドマンは冷静さを欠いた対応をしてしまう。

　彼女を詰きつ問もん口調で問い詰めたのである。そのときどこからか、彼女の知り合いと思われる少年が現れ、レッドマンを突き飛ばした。

　一いつ瞬しゆんレッドマンははめられたと思った。美人局つつもたせの一種だと思ったのだ。

「亜あ季き、逃げろ！」

　しかし少年は焦しよう燥そうも露あらわにそう言い、レッドマンに組みついてくる。

　何が起こっているのかまったくわからず、レッドマンは混乱した。

　因いん縁ねんをつけてくるわけでもなく、逃げろとはどういうことだ？

　しかしレッドマンは情報処理を生なり業わいとするうち、その基本となる行動指針が実生活でも身についていた。すなわち問題が錯さく綜そうしているときは、明確な場所まで戻ることだ。少女が〝整列のプログラム〟という言葉を発したことだけは疑いようがない。彼女と対話すれば、この混乱は晴れ、すべてが明らかになるだろう。

　少年はなおも暴あばれていたが、レッドマンとは体格差がありすぎた。少年を振りほどき、腹に重い一いち撃げきをお見み舞まいする。そして少年がよろめいた隙すきを逃さず、懐ふところからスタンガンを取り出して彼の首に押し付けた。少年は身体を一瞬痙けい攣れんさせ、意識を失った。

　レッドマンはぐったりした少年を路地裏のビルの壁にもたれかけさせると、少女に向き直った。

「この少年とは知り合いかね」

　少女は肩をすくめた。「そうだけど、何でこんな行動をとったのかはわからない……私が襲おそわれているように見えたのかな」

「いい友人じゃないか。ところで、さっきの話の続きを聞かせてもらいたいのだが」

　赤い光が路地に差し込み、少女の瞳ひとみがきらりと輝いた。口の端はしが上がる。

　レッドマンは身構えた。彼女の仕草、態度に敵意が宿っているように感じたからだ。

「……残念だけど、もうあなたに語っても無意味だと思う」

　言葉とともに、彼女は袖そで口ぐちから先せん端たんの鋭するどく尖とがった金属芯しんを取り出した。

　彼女が先天的に世界言語を使用できる人間──オフスプリオリ──だということはすぐに判断できた。力を用い〝攻こう撃げき〟を仕掛けてきたからだ。

　世界言語を書き換え、それに付ふ随ずいする現象を変化させる。それがオフスプリオリの力だ。

　しかしレッドマンの目には、少女のそれが工夫のない攻撃に映った。世界言語に作用できない者ならいざ知らず、オフスプリオリにはまるで通用しないだろう、と。

　少女の手を離れた金属は物理法則を無視し、回転しながら彼女の周りを飛び回る。そして突如軌道を変えると、レッドマンの方に猛烈な勢いで飛んでくる。

　突き刺されば致命傷になるに違いない。だがレッドマンにも少女が使っている力を理解し、使用する才能があった。この場にいるオフスプリオリは彼女一人ではない。

　レッドマンは金属に作用している世界言語を書き換えた。どうやら力比べではレッドマンに分があったらしい。金属は少女の影えい響きよう下かからもぎ取られ、コンクリート面に叩たたきつけられる。

「君が何をしたいのかわからないが、私は君に危害を及ばすつもりはない。話し合いを──」

　そのとき唐突に、パン、と何かがはじけるような音が響ひびいた。

　何だいまのは？　レッドマンは辺りを見渡し、音の発生源を探した。何もない。

　向こうに立つ少女が薄く笑みを浮かべている。なぜ笑う？　この状況で──

　ところが次の瞬しゆん間かん、彼の焦点は拡散し、少女はぼやけた色彩だけの存在になった。

　何が起こったのかわからないまま、レッドマンは崩れ落ちた。

　身体からだに力が入らない。

　身体に意思が伝わらない。

　現状を知るための手がかりはなにもなく、次第に彼の視界は薄れていった。
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『例の事件のことで、公安警察はマルガレーテの魔女に依頼を出してる。彼女、明日には捜査に加わるよ』

　富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のは、そのメールを見て驚おどろいた。警察が最近の〝植物人間事件〟に手を焼いているのは知っていたが、まさかこんなに早く施設に助けを求めるとは思わなかったからだ。

「雪乃、ご飯できたよー」

　キッチンから声が聞こえてきて、思わずそのメールを閉じる。

　時刻は七時頃。

　すぐにエプロン姿の可愛かわいらしい少女、御み渡わたり姫き晴はるがリビングに姿を現した。

「どうしたの？　怖い顔して？」姫晴は言った。

　雪乃と姫晴の二人はいま一緒に生活していて、今日は姫晴の食事当番だった。雪乃は食器を運ぶために立ち上がると、動揺を悟られまいとばかりに、にっこりと笑顔を張り付けた。

「怖い顔などしていませんよ。私は大体いつもこんな顔をしているでしょう」

「演技が下手へた。何かありましたって顔に書いてあるもん。なんなら、雪乃も私たちのパーティーに入ってロールプレイしてみたら？　演技力つくよ」

「姫晴、あまりゲームをしていてばかりではいけませんよ」

　雪乃がたしなめるようにそう言うと、姫晴は苦笑いを浮かべた。

「きっといま雪乃が追いかけてる事件のことでしょ？　オフスプリオリばっかりが意識不明の状態で見つかってるやつ」

　図星をつかれ、降参とばかりに肩をすくめる。「姫晴にはかないませんね」

「あんまり深入りしちゃだめだよ。雪乃に何かあったら、私……」

　そう言うと、姫晴は途と端たんに物もの憂うげな表情になった。

　一ひと月つき前、大きな事件があった。姫晴を中心として陰いん謀ぼうの渦が巻き、関わったものたちすべてを破滅へと引きずり込もうとする、どす黒い事件。その結果として彼女は唯一の肉親である母親を失い、身を寄せる先として雪乃の庇ひ護ご下かを望んだ。

　姫晴の心配は痛いほどわかる。

　そんな重い空気を変えようと、雪乃はとっておきの言葉を引っ張りだした。

「虎とら風かぜがいるではありませんか。姫き晴はるにとって、私なんてどうでもいい存在ですものね」

　僻ひがむように言ってやると、姫晴は目に見えて狼ろう狽ばいし始めた。

「そ、そろそろそういう態度をとるの、やめて欲しいんだけど」

「それはこちらの台詞せりふですよ。わざわざ私の前でそのエプロンを着ていただかなくても結構です。虎風にプレゼントされたものがあるのですから」

　事のあらましは三日前、仲の良い友人である虎風に対して、姫晴が手料理を御ご馳ち走そうすると言い出したことだ。一か月前の悲ひ劇げきが、二人の友好関係をより深めていた。

　すでに虎風とは約束しているらしく、客人の前でみすぼらしい格好はできないと姫晴が主張するので、その前日に雪ゆき乃のは姫晴とエプロンを新調しに行った。雪乃はそこで、もっとも姫晴が可愛かわいく見えるものを選んであげたのである。しかし当日姫晴はそれを着なかった。彼女は、何かお返しがしたいと言う虎風が当日にプレゼントしたエプロンを着て、料理を作ったのだ。

「……どうせ私は除のけものです」

「もう！　雪乃は身内、トラくんはお客さんなんだから、そうしないと失礼でしょ！　どうしたら許してくれるの？」

　雪乃は幼さの残る姫晴の顔を、じっと見つめた。「……あーんで食べさせてください」

「へ？」

「姫晴があーんでご飯を食べさせてくれたら許して差し上げます」
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　きょとんとした表情が、見る見るうちに朱に染まる。「そ、そんな恥ずかしいこと……！」

「冗談ですよ。どうです？　私の演技も大したものでしょう」

　雪ゆき乃のがそう言うと、姫き晴はるはますます顔を赤くしてそっぽを向いてしまった。

　それから二人は、姫晴の作った食事をとった。姫晴は料理の経験は浅いものの、手先が器用で、レシピどおりに料理を作ることができた。目分量などといった自分の感覚に頼った料理をしないのは、彼女の凝こり性しような性格故ゆえだろう。

　雪乃は食事の後片付けをしてからテレビを点つけ、お目当てのニュースを探した。チャンネルが幾度か替わったとき、画面に〝植物人間〟という文字が表示されて手を止める。

「ほんと、怖いよね」傍そばに腰を下ろす姫晴が、ぽつりと呟つぶやく。

　一週間ほど前から、神こう戸べ市内で意識不明の状態となったオフスプリオリが連続して発見されている。いまのところ、人数は四人。なぜ彼らがそのような状態に陥おちいってしまったのかは不明──そして原因がわからないため、警察も対応に苦労しているようだった。情報提供者によると、オフスプリオリがらみのこの案件は、すでに公安警察に引き継つがれているということだ。

　雪乃は個人的な理由で、この事件を追っていた。しかしわかっているのは、メディアで報道されているものと大差ない。先ほど届いた情報提供者からのメールが進展らしい進展だった。

　業ごうを煮やした当局はやり方を変えるらしい。マルガレーテの魔ま女じよを解き放つ気なのだ。

　メフィスト第五支局マルガレーテ──優秀な人材を揃そろえたシンクタンクである。雪乃もかつてその施設がメフィストの一研究室に過ぎなかったとき、研究に参加していたことがある。

　しかし雪乃にはいま、その施設に関して大きく懸け念ねんしている事項があった。

　それは一ひと月つき前に引き起こされた事件における暴力の、そのすべてを担になった少女──語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆを、あそこの局長が喜んで受け入れたことだった。

　局長の名は都つ筑づき亘わたるという。過去、雪乃の力について論文をまとめたこともある男性である。

　彼が管理者を務めるマルガレーテの本部は明石あかし特区にあり、それは語羅部鵬珠が世界言語の認識を奪われているということを意味している一方で、生活自体はそれまで彼女のいた淡あわ路じの収容所に比べ、遥はるかに制約が少ないらしい。

　自室に戻ってから、雪乃は先ほどメールをくれた情報提供者へとチャットを申し込んだ。

　彼の了解を確認してから、すぐにチャットルームに接続する。

　ユキノ『マルガレーテの情報、ありがとうございます。ただ私はあの施設と関係を絶って久しく、あそこの現状は表面的なものしか知りません。追加で詳しく調べられますか？』

　サヘイ『何が知りたいの？』

　ユキノ『まずはマルガレーテの魔ま女じよ……燈とう下か千せん里りという少女について。私が施設に通っていたのは十五の頃までで、そのときはまだ彼女はいませんでしたから』

　サヘイ『ああ、もうそんなになるんだ。お互い年を取ったもんだね』

　ユキノ『私はともかく、あなたはまだ老け込むような年ではないでしょう』

　サヘイ『おいおい、雪ゆき乃のさんだって十分若いだろ。変にかしこまらず、恋人の一人や二人つくった方がいいよ。何なら俺が立候補してやろうか？』

　ユキノ『私の好みは無駄口を叩たたかず、黙もく々もくと仕事をする方ですよ』

　サヘイ『（笑）ＯＫ、調べてみるよ。とりあえずいまわかってることを伝えておくと、燈とう下か千せん里りって娘はこれまでも特殊な才能を利用して、何度も警察とか司法を助けてきたらしい』

　ユキノ『彼女の力と施設の運用方法くらいは知っていますよ。その力で、今回の難なん事じ件けんも解決に導みちびくことを期待されている、と』

　サヘイ『そうみたいだね。あとは、彼女が雪乃さんに個人的な興味を持っているんじゃないかってことくらいかなあ』

　ユキノ『私に？』

　サヘイ『だって彼女、依存的性質の世界言語認識者だろ。雪乃さん以来の、ね。あの施設で生活する以上、雪乃さんの名前を聞いたことくらいあるはずだよ』

　言われてみるとそうかもしれない。そう思いながら、雪乃は千里という少女と接触をとることの是非を考えていた。この事件の真相を、何としても明らかにしたい。自分にはそう思うだけの理由がある。マルガレーテと協力関係にあることで解明が早くなるというのならば、それは一考に値する考えだ。

　ユキノ『ありがとうございます。何かさらなる進展があれば教えてください』

　サヘイ『鵬ほう珠じゆちゃんのことはいいの？』

　ユキノ『何か情報があるのですか？　彼女が入所してまだ一ひと月つきほどしか経たっていませんが』

　サヘイ『実はとっておきの情報があるんだ。お代はデート一回でいいよ』

　チャットの相手は陸奥むつ佐さ平へいという名前の青年。古くからの知り合いの情報屋である。

　苦笑しながら佐平の書き込みを待った雪乃は、いざ書かれた文章に目を通して凍りついた。

　その瞬しゆん間かん、燈下千里との接触を軽い気持ちで行ってはいけないと悟ってしまう。

　サヘイ『マルガレーテの魔ま女じよは護ご衛えいを一人連れていく。それが、鵬珠ちゃんだよ』




　　　　　※




　服ふく須す大だい地ちは身震いしながら、目を覚ました。

　目の前に広がる光景がよくわからず、目をぱちくりさせる。ここは……公園？

　なぜこんなところで寝ていたのだろう？　何気ない仕草で首筋に手をやると、火傷やけどのような痛みがあった。なんだ、これ？

　春になったとはいえ夜はまだ肌寒く、身体からだは冷え切っていた。大地は二の腕を擦さすりながら立ち上がり、いまの状況を整理しようとして、必死に記憶の糸を手た繰ぐり寄せた。

　すぐに腹部の鈍どん痛つうが、途切れた時間をつなぐ重要なヒントを与えてくれる。

　そ、そうだ、亜あ季きだ！　亜季が変な厳いかめしい外国人に絡まれていたから、自分は助けに入ったのだ。女の子に詰きつ問もん調で迫る大柄の男性という図は、日頃ニュースで流れる例のオブラート表現──婦女暴行──を連想させた。

　大だい地ちは青ざめた。なぜいま公園にいるのかわからないが、あの路地裏で自分が何もできなかったのだけは間違いない。

「や、やばい……！　亜季が！　そ、そうだ、警察！」

　大地は大慌てで携帯を取り出した。１１０番に連絡しようとして、何と亜季からメールが入っているのを見つける。恐慌状態でメールを開封したところ、『何がしたかったの？』という短い文章が画面に表示される。

　メールの到着時刻は七時頃だった。いまが大体七時半過ぎなので、亜季は約三十分前にこのメールを打ったことになる。大地が亜季の助けに入ったのは夕刻の六時頃だった記憶があり、だとすれば亜季はあれから少なくとも、一度はメールを打てる状態にあったということだ。

　大地ははやる鼓動を抑え、落ち着けと念じながら、亜季に電話をかけてみた。

　五回目のコールで、電話口の向こうから『……何？』という平へい坦たんな声が聞こえてくる。

「あ、亜季!?　お、お前、無事か!?　いいか、落ち着いて、ゆっくり話すんだぞ！」

『……』

「い、いまどこにいるんだ……!?　わかるか!?」

『……家だけど』

「家!?　よ、よし！　ちょっと、待ってろ！　すぐ行く！」

　大地は通話を切り、勢いよく駆け出した。

　亜季の家はここからすぐだ。彼女はこの春から児童養よう護ご施設を出て、神こう戸べ三さんの宮みやにある高校に通うため、支援団体名義のアパートで一人暮らしを始めている。

　亜季は昔から異常なほど記憶力がよく、いまは彼女が受けられる中でも最大限の支援を受けている。ほとんど返済義務のない特待支援制度だ。彼女を見ていると、環かん境きようは人間の能力の形成にまったく影えい響きようがないのではないか、と疑ってしまう。お世辞にも恵まれた環境で育ったとは言えないが、彼女は大地の知る中で、もっとも優すぐれた頭脳の持ち主だった。

　亜季の部屋は三宮駅から徒歩十分ほどの、山の斜面にあるアパートの三階だった。じれったさを覚えながら、ようやくそこまで辿たどり着いた大地が息を整えてインターフォンを押すと、ガチャリという音とともに扉が開き、中から見知った少女が顔を出す。

　少女の安全を確認した大地はひとまず、ほっと息をついた。「亜季、よかった……」

「……色々と言いたいことはあるんだけど、とりあえず上がる？」

「あ、あいつには何もされなかったか!?」

「あの外国の人に？　色々と誤解してるみたいだけど、道を聞かれてただけだよ。駅はすぐそこだったのに、間抜けだよね」亜季は薄く笑った。「ただ大地、あのときの彼の反はん撃げきは正当防ぼう衛えいだと思うよ。突然襲おそいかかるから何事かと思った」

「……え？　まじで？　俺、てっきり亜あ季きが襲われてると……」

「私はあの人に何かされる予定もなかったし、何もされてない。心配かけたならごめんね」

　それだけ言うと、亜季は扉を開け放しのまま部屋の中へと入っていく。

　大だい地ちは戸惑った。いつも亜季はこんな感じだった。何と言うか、危機感らしきものがない。昔からの付き合いとはいえ、一応自分は男で、亜季は女の子なのだから、もう少し配はい慮りよをして欲しいところだった。

　いまの彼女の姿一つをとってもそうだ。サイズの大きいシャツを着ているので下着は隠れているものの、その下に伸びるすらりとした足はぎりぎりまで露あらわになっている。

　短めの黒髪は湿っていて、ひょっとすると先ほどまでシャワーを浴びていたのかもしれない。

　無意識に唾つばを飲み込んだ大地は、自分の喉のどが予想以上に大きな音を立てたので狼ろう狽ばいした。

　すると亜季は廊下の途中で足を止め、大地の方を振り返る。

「欲望のはけ口が欲しいんだったら、相手をしてあげようか」

「な、何言ってんだ！　お前、怒るぞ！」

　大地は一いつ瞬しゆん、自分の心を見透かされたのかと、どぎまぎして大きな声を出した。扉を閉め、亜季を追って部屋の中に入る。

　亜季は机の前にある椅い子すを大地に勧すすめると、自分はベッドに腰を下ろして足を組んだ。

[image: ]

「大だい地ちがその気なら、私は構わないけど？　こんな身体からだ、別にどうなったっていいから」

「……そんなこと言うなって言ってるだろ」

　大地は亜あ季きを非ひ難なんするように睨にらんだ。いつ頃からだったか、亜季は厭えん世せい感、虚無感のようなものに取り憑つかれるようになった。大地にはその理由がわからず、いつも悶もん々もんとしてしまう。

　一番ひどい時期など、彼女は繰くり返し自殺を試こころみようとするので、児童養よう護ご施設の職員が一日中監視していたこともあるほどだった。頭の良い人間ほど、世の中に絶望する傾向があるということは大地も知っている。効率とは到達地点までの最短を志向することだが、優すぐれた人間ほど効率性の高い仕事を行い、そうしているうちに、最終的な到達地点──死──を強く意識する傾向にあるというのだ。亜季も、そういう人間の一種なのだろうか。

　大地は彼女にもう一度、昔のような希望を取り戻してほしいと思っていた。

「亜季は俺のヒーローなんだからさ。捨て鉢な態度はＮＧだって、いつも言ってるだろ」

「押し付けは勝手だし、どういう目で見ても構わないけど、せめてヒロインって言えないの」

「いや、ヒロインって守られるイメージがあるじゃないか。亜季はヒーローだよ」

「私を守ろうとして、大柄な外国人に喧けん嘩かを吹っかけたのは誰？」

「精神的な意味だって」大地は笑った。「まあ、亜季に何にもなくてほっとしてるのは事実だけどさ。ほんと、よかったよ」

「お節介だね、大地は」亜季はベッドに寝転び、天井を見つめた。

「空から振ぶりしてりゃ世話ないけどなあ。どう？　身体からだを張ったギャグとしては面白かった？」

　大地がボディブローの真似まね事ごとをすると、亜季は吹き出し、「なかなかだった」ともらす。

　それを見て、大地は調子づいた。どんな手段であれ、彼女が明るい雰囲気になるのは喜ばしいことだ。

「あはは、なら、お節介で結構！　あ、そうだ！　お節介ついでに言うけどさ、亜季、お前、学校いつまでずる休みするんだよ。お前がいないと、つまんねえよ」できるだけ軽薄な態度をまとって言う。重い言葉を重い雰囲気で言うのは、自分のやり方ではないからだ。

　亜季は入学式の後、数日間出席しただけで、それからずっと無断で学校を休んでいる。亜季と同じ学校に通おうと猛勉強した大地にしてみれば、何だか騙だまされているような気分だった。

　毎日のように学校からの連絡物を届ける役を引き受けるうちに、口の悪い人間には忠犬や信者といったあだ名で呼ばれるようになったものの、大地から見れば、彼らはこれまで本当に尊敬できる対象に会ったことのない可か哀わいそうな人間だった。

　冗談交じりにそのことを伝えると、亜季は複雑な表情をこちらに向け、「大地は私に学校に出て欲しいのか、休んで欲しいのか、どっちなの」と訊たずねた。「話を聞く限り、私はもうみんなに悪い印象を持たれてるみたいだけど」

「全然取り戻せるって。まだ四月なんだからさ。そういや今日クラスの皆で、六ろつ甲こうまで花見に行こうって約束してたんだ。お前、電話出なかっただろ。このアパートまで迎えに来たのに、いないし」

「ちょっと予定があったから……て、わざわざこのアパートまで来たの？」

「そうだよ。で、三さんの宮みやまで戻ったらお前を見つけたんだ。まさか、それからきついボディブローをもらうとは思わなかったけどさ、あはは」

　亜あ季きもつられたように、乾いた笑いを発した。「本当は気絶した馬ば鹿かをこのアパートまで運ぼうと思ったんだけど、あんまり重かったから、途中であの公園に置いといたんだ」

「ひでえ」

「みんなまだ花見中？　なんだったら、いまからでも行ってきたら？」

「いや、いいよ。今日はこれから約束もあるし。九時にはネットにつながらないと」

「そう」

「そうだ！　何だったらさ、亜季も一緒にやろうぜ！　いますごい流行はやってるネトゲがあってさ、俺のパーティーメンバーはいい奴やつばっかりだから、きっとすぐ仲良くなれるって！」

「それ、ひょっとして『レギオンエンジン』？」

　亜季がそのゲームを知っていたので、大だい地ちは驚おどろいた。「あれ意外だなあ、知ってんの？」

「聞いたことくらいあるよ。すごく話題になってるし。でも、興味はあんまりないかな」

「そう言うなって。ちょっとパソコン貸してくれ。多分もうチャットルームにはみんな集まってるはずだからさ。やらなくてもいいから、横で見てろよ」

　大地はいまがチャンスだと思っていた。最近の亜季は何だか活気があるように見える。いまなら彼女は、色々なことに興味を持ってくれるかもしれない。

「まあ別にいいけど」という亜季にパソコンを借り、パーティー間で集合の約束をしているチャットルームに接続する。

「ほら、やっぱりみんなもう集まってる。セッションは九時からだから、ちょっと前から打ち合わせが始まるんだ。このムッサって人が俺たちのリーダー格で、動画投稿サイトに俺たちのプレイ動画をアップしてくれてる。いまのイベントじゃトップグループを走ってるから、かなり人気なんだぜ、俺たち。最近ムッサはセッションを生放送してる。俺たちは五人パーティーでさ、このトラとハルってのは多分お互いリアルでも知り合いだよ。あと最後の一人、このセンリって奴がかなりトラブルメーカーで、ロールプレイが滅め茶ちや苦く茶ちやなくせに、妙にネットで人気がある。濃こいキャラ作りが受けてんだろうな」

　そう言って亜季の方をちらりと見た大地は、彼女がパソコンの画面ではなくて自分の方をまじまじと見ていたので、どきりとした。

　二人は腕が触れ合いそうなほど近付いていて、彼女の湿った髪からはほんのりと甘い香りがした。亜季には覚えたての化粧を試したがるクラスの女子たちのような飾り気はまったくなかったけれど、そこがかえって彼女の魅力を引き立てているように思える。こうして近くで見ると、長いまつ毛と形のいい唇が妙に大地の心をかき乱す。

「……大だい地ち」

「な、なんだよ……？」

　亜あ季きの手がそっと大地の腕に触れた。

「そういえば、お礼を言ってなかったよね。ありがとう」

「あ、改めて言うことでもないだろ？　俺たちの仲なんだからさ。それに、あれはただの誤解だったんだから、礼を言われる筋合いもねえよ。いいから、見てろって。会心のロールプレイを見せてやるっ」




　　　　　２




　夕食を終えた後の自由時間。施設マルガレーテの三階にある共用スペースで、語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆは隣となりに座る少女──燈とう下か千せん里りを、羨うらやましい気持ちでじっと眺めていた。

　千里はここ最近ずっとネットゲームにはまっていて、上手うまくキーボードを操そう作さできない鵬珠を尻しり目めに、自分だけ楽しんでいるのだ。

「……いいなあ、わたしもやりたい」鵬珠はぽつりともらした。

「鵬珠と組んだパーティーは、きっと一か月経たっても一セッションも進まないわ」

　千里は辛しん辣らつだった。「ブラインドタッチもできないし、そもそも『レギオンエンジン』のルールブックは読んだの？　ＴＲＰＧって、普通のゲームとは違うんだから」

「横で見てたらだいたいわかるもん」

「だいたいじゃダメ。プレイヤーが物語を作っていくんだから、あやふやな設定のまま進めちゃうと、わけわかんない物語になるわ。それに、操あやつられるキャラだって可か哀わいそうよ」

「千里のキャラだって、わがままで気持ち悪いブリっ子のくせに！」

「失礼ね！　これは計算でそうしてるの！」

「うそうそ。このセンリってキャラ、千里に似てるよ」

「はいはい。ゲームに関係ない人は無視しまーす」

　そう言いながら、千里はチャットに『みなさ～ん、今日もよろしくお願いいたしますね♥　エヘ☆』と書き込んだ。鵬珠は暗い目で千里を見つめた。

　すぐに他の誰かが千里の書き込みにコメントを返してくる。自動的にコメントの上に名前が表示される仕組みらしいということを、鵬珠はこれまでの経験で知っていた。

　ムッサ『おっす、センリちゃん。今日もネカマってんねぇ！　よろしく！』

　センリ『やだなあ、センリはぴちぴちの女子高生ですよお♥』

　ハル『ククク、今こ宵よいこそ最後のギアを手に入れようぞ……』

　トラ『みなさん、まだロールプレイは始まってませんよ（笑）』

　センリ『やだあ、トラくんったらテンション低ーい[image: ]そんな子には、開幕したら背後から火器でズドンしちゃうぞお☆』

　ムッサ『前回リアルに食らった俺は笑えないんですが（怒）』

　センリ『ドレッドノートの安全判定が厳きびし過ぎるんですよお！　ぷんぷん』

　千せん里りは鵬ほう珠じゆの方を向き、真顔で言った。「こういうのは恥ずかしがったら負けなの」

「……わたし、別に何も言ってないのに」

「いま冷たい視線を感じたわ」

　それからチャットルームでは、どこどこのパーティーが二つ目のギアを手に入れたとか、ついにレベル20を突破するボスが現れた、などという情報交換が行われた。

　ネットゲーム『レギオンエンジン』の運営会社ＧＧは、ついに今年の二月頃に、そのタイトル名の核心に至るイベントを公開し、世間の話題をさらっていた。

　この『レギオンエンジン』というゲームは、ウェブ上で行われるテーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（ＴＲＰＧ）の一種であり、これまでのゲームとはまったく異なった画期的なシステムを取り入れたことで、タイトル発表時からゲームファンの注目を集めていた。

　通常ＴＲＰＧとはゲームマスター（ＧＭ）が用意する世界の中を、プレイヤーが各々発言や行動を選択しながら冒険するという形式をもつゲームなのだが、この『レギオンエンジン』が画期的だったのは、ゲームマスターをユーザー側が用意しなくてもゲームを楽しめる点だった。運営が、ゲームマスターを最初から用意してくれているのである。

　不具合が多かった初期はいまいちユーザーの伸びも芳かんばしくなかったらしいが、いまはシステムが安定し、爆発的な人気を得ている。

　鵬珠がこのゲームを知ったのは、もちろん千里がこのゲームのプレイヤーだったからだ。最初は興味のなかった鵬珠も、これ見よがしにプレイする千里の姿につられて画面を覗のぞき込んだのが運のつき、そこに広がる無限の世界に一いつ瞬しゆんで虜とりこになってしまった。

　そう──ＴＲＰＧには、シナリオが無限に存在するという魅力がある。プレイヤーは何をしてもよく、その行動によってシナリオは変化を続ける。ただその分、プレイヤーの仕事量は従来のゲームよりも増え、例えばゲームマスターにやりたいことを伝えたり、ロールプレイの会話を行ったりするのは、ゲームを楽しむ上で最低限必要とされるスキルだ。

　つまりＴＲＰＧは〝意思表示〟のために必要とされる労力が、普通のゲームの比ではないということだ。鵬珠には、まだそれができない。千里のように、見ずに高速でキーボードを打つなんて当分できそうにない。

　思うように文字が使えない、ということでは、ここでも自分は特区に囚とらわれている。

　いじけながら鵬珠がそんなことを考えていると、パーティーの最後のプレイヤーがチャットルームに入ってきたのがわかって、おやっと思った。

　ダイチ『こんばんわー。みなさん、遅くなって悪いです』

　センリ『キャー！　ダイス神様到来！　今日もクリティカルよろです☆』

　ダイチ『（笑）ログ見たんですけど、今日のプレイ組の中じゃ俺たち以外にも五組くらいリーチかかってるみたいですね。頑張りましょう』

　トラ『運営も相当厳きびしく設定を縛しばってるみたいです。他のところでは五回行動のボスに遭そう遇ぐうしたみたいですし、ちょっと対策しといた方がいいですね。何かいい案あります？』

　ムッサ『先制は確実にとらないとまずいよね。ハルちゃんは今回のレベルアップボーナスでグラサイとれる？』

　ハル『いいですよー』

　センリ『ハルちゃん、イカサマ師になっちゃうの……？　妹のように可愛かわいがってきたのに（泣）』

「グラサイって何？」鵬ほう珠じゆは興味津しん々しんで訊たずねた。

「ここぞってときに、ダイスの出目を通常より高めに限定できる《瞑めい想そう》っていうスキルの俗称よ。六面ダイスなら四、五、六。十面ダイスなら六～九。魔ま術じゆつ師し系の技能がレベル12以上になったら選択できるボーナスの一つなの」

　ＴＲＰＧはプレイヤーの行為のそれぞれに、判定を行うものが多い。そのために使用されるのがダイスだ。一般的にはゲームマスターが基準値を決め、それをダイス値で上回ることができれば判定は成功で、プレイヤーの行為は認められる。

「出目を高めに操そう作さできるスキルがあったら、それだけ行為判定が成功しやすくなるってこと」

　鵬珠はなるほど、と頷うなずいた。

　ちなみに判定の際には、ダイスを表すＤという文字と、それをはさんだ二つの数字が提示されるが、このとき前方の数字はサイコロの個数、後方の数字はサイコロの面数を表している。例えば２Ｄ６なら六面ダイスを二個、１Ｄ10なら十面ダイスを一個振るという意味だ。

　習得技能の打ち合わせが終わってから、チャットルームの会話は『レギオンエンジン』で現在行われているイベントのことに移った。これがまた類を見ない内容なので、プレイヤーたちは大盛り上がりを見せているのである。

　イベント内での目的は、レギオンエンジンという古代技術レガシーを動かすためのギアを三つ集めることだ。各シナリオのボスを倒した際に、通常のアイテム習得ロールの他に１Ｄ１００のイベントロールを行い、０～４（つまり５％の確率）を出せば、ノーヘッド・ギアと呼ばれるアイテムが手に入る。ギアの種類は三つあり、どのギアが手に入るかは１Ｄ３のロールで決定されるため、重複もあり得る。千せん里りたちのパーティーは二種類のギアを手に入れ、リーチがかかっているものの、最後のギアを手に入れる確率は５％×１／３なので約１・７％である。

　この確率だけなら一見さほどの難なん易い度どはないと思われるが、運営会社であるＧＧが〝現代社会とゲーム世界を共生させるための倫理規定〟に基づき、各パーティーのセッションを三日に一度に限定していることが高い壁としてプレイヤーたちの前に立ち塞ふさがっている。要は、ネットゲーム廃人の対策を施ほどこしているということだ。

　しかしこの運営のやり方が巧たくみだったのは、プレイのできない中二日の期間を利用し、プレイヤーたちに、他パーティーが行っているシナリオの研究を推奨したことだった。

　なにせ同じシナリオは存在しないのである。どのシナリオにも個性的なプレイヤーがいて、個性的な物語ができあがっている。閲えつ覧らんだけでも面白いが、それらを研究することで、自分たちのシナリオをより魅力的にすることもできる。

　結果、様々な動画投稿サイトに『レギオンエンジン』のプレイ動画が溢あふれ返り、それを見た人間がゲームをプレイし始めるというサイクルができあがった。

　そして今回のイベントのもっとも注目すべき点は、運営が三つのノーヘッド・ギアを最初に集めたパーティーのシナリオを公式化し、コンテンツとして売り出すと発表したことである。レギオンエンジンというレガシーの正体はまだ明かされていない。それを知るシナリオをプレイする権利をそのパーティーに与え、完成した物語全体を商品として売り出す──これまでまったく聞いたこともない戦略に、世間は瞬またたく間に虜とりこになった。

　ムッサ『そろそろどこかがクリアしそうだけどねー。リーチも一杯かかってるし』

　トラ『でも、感かん謝しや祭さい前に運営がクリアを出しますかね……？』

　ムッサ『まあ、それは考えても仕方ないよ。今日も生中継するけど、ＯＫ？』

　センリ『えー、センリは恥ずかしいかなー[image: ]でもでもムッサさんの言うことなら、仕方ないかなあ、って思ったりー☆』

　ダイチ『（笑）俺はＯＫですよ』

　トラ『同じく、大丈夫です。そろそろ九時ですね。行きましょうか』

　ハル『待ち侘わびたぞ、このときを……我が眷けん属ぞくよ。いざ、死と油の世界へ……』

　トラ『スイッチ入ったね（笑）』

　千せん里りはチャットを切り上げ、ブラウザのブックマークから『レギオンエンジン』のサイトを開き、ＩＤとパスワードを打ち込んだ。画面が暗転し、そこに黄金に輝く文字が表示される。

　タイトルクレジットのあとに、その文章が浮かんでくる。新約聖書の一節だ。

『多勢を故ゆえとし──』それが、このゲームに君くん臨りんするゲームマスターの名前だった。

『──我が名はレギオン』




　　　　　※




　セッションは劇げき的てきな展開を迎えていた。いつもながらゲームマスター・レギオンの手法は完かん璧ぺきだった。プレイヤーの自由度を優先しながらシナリオを展開し、それにもかかわらず破は綻たんなく辻つじ褄つまを合わせる。彼にかかれば、プレイヤーの言動はいつの間にか伏線として機能することになり、シナリオの先にハッと目の覚める展開が用意されている。

　大だい地ちは舌を巻いた。ＴＲＰＧの面白さは、ゲームマスターの能力によってかなり左右される。ＴＲＰＧが根強い人気を誇りつつも、他のジャンルのゲームに比べて主流になり切れなかった原因がそれだった。つまりゲームマスターの難むずかしさ、優秀なゲームマスターの得がたさ、である。『レギオンエンジン』ではこれを克服し、従来のＴＲＰＧをプレイする際の最大のネックであったゲームマスターを運営側が用意することで、ストレスなくゲームを楽しむことができる。

　そして今回のセッションにおいてレギオンは、ネットゲームであることの最大の利点を活いかしてきた。誰もこれまで経験したことのない展開に、ネットでシナリオを見守る視聴者たちの反応は、かつて見ないほど熱気に満ちたものになっている。

　ある遺い跡せきの奥に眠る宝物庫の前に、二つのパーティーがいる。どちらもそれぞれのシナリオを辿たどりながらそこに到達したにもかかわらず、時間は同時だった。そしてレギオンは、それぞれのセッションのボスに、他のパーティーを置いたのである。

　臨りん場じよう感かんを伴うプレイヤー同士の対戦──通常のネットゲームならあり得るかもしれないが、ＴＲＰＧではまず不可能と言える。そもそもの話、ＴＲＰＧは本来そういったところを楽しむゲームではないのだ。

　興こう奮ふんと大混乱の中、この状況を支配しだしたのはダイチたちのリーダー、ムッサだった。

　ムッサ『ＧＭ、レスポンスタイミングで共有スキルから《否定》を敵の黒くろ魔ま術じゆつ師しに行使したい。対象は《バインド》』

　ＧＭ『了解。通常行動は何を行いますか？』

　ムッサ『《サーチ》で次のターンの共有スキルに《否定》を引っ張っとく』

　ＧＭ『では目標値を15で、２Ｄ６をお願いいたします。技能値ボーナスは知能値よりプラス10です』

　ムッサ『了解……っと。ひゃー、あぶねえ。２と３だ。ギリギリだな』

　ＧＭ『行動受じゆ諾だく………戦せん闘とうフェイズに移行します。敵魔術師が《バインド》を選択。敵プレイヤーとの技能値比較の結果《否定》は自動成功し、《バインド》は打ち消されます』

　それを確認してから、ムッサはロールプレイ（ＲＰ）コマンドを使って、キャラに台詞せりふをしゃべらせた。彼は自キャラのグラフィックを血走った眼めの老人に設定しており、好んで変態的なロールプレイを行っている。

　ムッサ・ＲＰ『ふぉふぉふぉ。わしの千里眼にはすべてお見通しじゃ。お前さんストリップでも踊っておるのかね？』

　センリ・ＲＰ『いや～ん、セクハラ～？』

　ムッサ『ネカマ乙！』

　この戦闘はいつものＧＭとの戦闘ではないため、専用のルールが付け加えられている。

　それは通常なら敵キャラクターの行動時にレスポンスして選択できるスキルを、自分の行動時に選択しておかなければならないという点だ。より駆け引きの要素が強くなるルール追加で、最初は相手の出方などお構いなしとばかりに、自分たちのやりたいことを押しとおして戦う敵パーティーの方が優勢だった。しかし時間とともにルールに対応したムッサは見事な立ち回りで勢いを逆転させ、すでに大勢は決まりつつある。

「……すごいね、このムッサって人」隣となりの亜あ季きが感かん嘆たんした。「相手の動きを読み切ってる」

「向こうも生中継してるから、そこから情報を得てるんだろうけど」

　対戦相手が特定できてから、大だい地ちも相手の放送を検索して別窓で開いた。しかし意思決定欄らんはすでに放送枠の外に隠され、向こうのコマンドを読み取ることはできずにいる。相手方も多分状況は同じだ。ゆえに、お互い前回までの敵パーティーの状態を考こう慮りよしつつ、セッションスタート時にどのような技能習得を終えてからシナリオを始めたかを予想して戦うほかなかったはずだ。にもかかわらず、ムッサは相手の新技能をことごとく封じてしまっている。

「多分、最初から別窓で向こうのセッションを追いかけてたんだ。相手がどういう風に成長したかを完かん璧ぺきに把握してなきゃこういう動きはできない。でも、自分たちのロールプレイをしながら他に意識を向けるなんて、とても不可能だと思うけどな」

「この人、最初から結構全力でいやらしい演技してたよね」

「あんな演技を片手間でできるはずないよな……」

　そんなことを言っているうちに、『センリ、こんな重い武器持てな～い。どうやって使ったらいいか、教えて～♥』と、全火器の開放を選択しながら敵に近付くセンリの無駄なクリティカルがさく裂し、敵パーティーは全滅した。相手方はこちらよりも平均レベルが一高く、おまけにイベント・ギアのリーチもかかっていた。この勝利は大きい。

　前ぜん代だい未み聞もんの戦せん闘とうが終了した興こう奮ふんも冷めやらぬまま、レギオンは、テンプレートな台詞せりふをコメント欄に表示させた。

　ＧＭ『おめでとうございます。あなた方は戦闘に勝利しました。同時に、このシナリオのクリアになります。代表者を決め、アイテムロールとイベントロールを行ってください』

　ムッサ『もちろんイベントロールを先だ！　よっしゃ、ダイチ！　ぶちかませ！』

　センリ『ダ・イ・ス・神・！　ダ・イ・ス・神・！』

　ダイチ『いいんですか？　また俺で[image: ]』

　トラ『お願いします！』

　ハル『ククク、天帝の加か護ごを……』

「何だか大地、すごく期待されてるみたい」亜季が言った。

「一応これまでのギアは俺がダイスロールして入手してるからなあ。ま、ジンクスみたいなもんだよ。でも、前回も前々回も外してるし──」

　ここでの判定は１Ｄ１００で行われるが、これは別に百面ダイスを一つ振るわけではない。十面ダイスを二つ振り、片方を十の位、もう片方を一の位と見なすのである。

　今回の出目は十の位が０、一の位が３────０と３？　鳥肌がぶわっと立つと同時に、コメント欄らんが爆発する。

　センリ『キッッッッッッッタ────────！！！！！！！！』

　ムッサ『まあああああじかよ、おい！』

　トラ『手震えて字が打てない』

　ハル『神引き！　[image: ↑]打ててる』

　ムッサ『生中継がやばいことになってんだけど（笑）みんな外せってさ（怒）』

　いまこのパーティーが所有しているのは〝ノーヘッド・第一ギア〟と〝ノーヘッド・第三ギア〟で、この次の三面ダイスロールで二が出れば、自分たちがこのイベントの覇は者しやになる。

　大だい地ちはちらりと亜あ季きを見た。彼女は興こう奮ふんした様子で画面を覗のぞき込んでいて、パーティーのみんなには悪いが、大地はいまのゲームの状況よりもそっちの方が嬉うれしくなった。

「俺、外すぜ、亜季」と、大地は言った。

　すると亜季は意外そうに、大地を見つめ返す。「何で？」

「次は亜季も一緒にやろうよ。ギアはそんときに手に入れればいいさ」

　そう言って、大地はダイスロール・コマンドを選択した。




　　　　　※




「な、結構おもしろかっただろ？」

　そう言う大地に、亜季は「まあね」と返した。「思っていたよりは」

　すると大地はぱっと顔を輝かせ、満面の笑みを見せる。

「ならさ！　一緒にプレイしようっての、考えといてよ。パーティーが気に入らないなら新アカ作ってもいいし。あと、明日は学校来いよー。そろそろほんとに不良だと思われちまうぜ」

「こんな時間まで出歩く奴やつに言われたくない」

「もう十二時近いもんなあ。家入れてもらえるかな……ま、花見とか言ってるし、多分大丈夫だろ、あはは」大地は玄関で、靴を履はいているところだった。

　そのとき亜季は、彼に聞きたいことがあったのを思い出した。「そう言えばさ、大地」

「ん？」

「あのＣＭ見たよ。バイオハイブリッド人工臓器の。神姫ＳメディカルＭ・マテリアルＭだっけ。急に大地がテレビに出てくるからびっくりした」

　亜季がそのＣＭを見たのは、報道番組を見ようとテレビを点つけていたときだった。

　番組が終わり〝事件〟の捜査に進展がないらしいことを確認したのち、電源を落とそうとリモコンに手を伸ばしたとき、画面に映る端たん整せいな顔立ちの少年に気付いたのである。その少年は誰あろう、亜あ季きにいつもお節介を焼く服ふく須す大だい地ちではないか。

「へ？　……あー！　あれ！　見た？　照れるなあ。俺も急に依頼が来たから驚おどろいたんだ！　でも、ま、俺ってほら男前じゃんか。ＳＭＭの狙ねらいもよくわかるって」

「よく言うよ、この三枚目」

「ひでえ」

　亜季はからからと笑う大地をじっと見つめた。

「……でも、よく出る気になったね。昔は色々と嫌いやな思いもしたじゃない」

「俺にとっちゃ、この腎じん臓ぞうは誇りさ。誰にだってできるわけじゃない経験をさせてくれたし、この腎臓のおかげで亜季にも会えた。だろ？」

「おかげで私は迷惑してる」

「おまけに打たれ強くなった」大地はニヤリと笑った。

　それから大地はしつこいほど明日登校するよう亜季に念を押すと、ようやく帰路についた。




　大地がいなくなってから、亜季は部屋まで引き返すと、パソコンの電源をもう一度入れて動画サイトにアクセスした。

　大地が閲えつ覧らんした履り歴れきから、お薦すすめ動画欄らんには『レギオンエンジン』のプレイ動画が溢あふれ返っている。亜季はそれらをすべて無視し、ヘッドフォンを装着してから、ブックマークを一つ選択した。画面の中で、動画が再生される。

　それは、ある昆虫が気味の悪い色をした蛹さなぎから、透明の成虫へと羽化する映像を捉とらえた動画だった。生き物が醜みにくい姿を捨て、これまでとはまったく別の生き物へと変化する過程だ。後からつけ足されたのだろう荘そう厳ごんなクラシックが、その一連の流れに物語を与えている。

　ドヴォルザークの〝新世界より〟第四楽章──

　亜季は興こう奮ふんを覚えながら物語を見守った──しかし突然音楽が止まり、眉まゆをひそめてしまう。

「……いま、いいところだったのに」ヘッドフォンについた小型マイクに向け、不平を呟つぶやく。クライマックスへと向かう大事な場面だった。

『それはすまないことをした』

　変声器を使ったような電子音が、亜季の鼓膜を揺らした。『首尾は？』

「心が痛い。また一人、植物人間ができあがったから」

『レッドマンは予定どおり動いたということだな。他には、何の滞とどこおりもなく？』

　一いつ瞬しゆん、亜季はレッドマンとの戦せん闘とうの途中で乱入してきた大地のことを思い浮かべた。しかし彼は何の障害にもならないだろう、と判断し「まったく問題ないよ」と、返す。

『すばらしい。そろそろ可か哀わいそうなオフスプリオリたちの医療データが出で揃そろう頃だろう』電子音は平へい坦たんに続ける。『あともう一点』

「何、ＤＪ？」

　電子音は亜あ季きとの最初の会合の際、ＤＪと名乗った。音とともに君の傍そばにいる、と。亜季はそれ以来、ずっと彼のことをＤＪと呼んでいる。

『我々の計画に、首を突っ込んでくる人間が二人増える。現段階で、最大の脅威だろう』

　亜季は眼前の映像をじっと眺め、クラシックの代わりにＤＪの声に耳を傾けた。昆虫が変化を続け、耳元で電子音が説明を続ける。警察の捜査に加わるという二人──燈とう下か千せん里りと語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆという少女のこと。両者とも力の使い方はまるで違うものの、なるほど自分たちの計画にとって、支障となる危険性がこの上なく高い。

『排除しろ』

　ＤＪが言ったとき、すでに画面の昆虫は殻を脱ぎ捨てていた。変身が終わったのだ。




　　　　　３




　ネットゲームに一区切りがつき、別室に呼ばれた千里は、椅い子すに座って〝学習〟を施ほどこされている語羅部鵬珠を退屈な思いで眺めていた。

　鵬珠の首には黒い電子装置の首輪がはめられており、その上で赤い鈍どん光こうが明滅している。

　彼女が外出するために必要な装置と、心構えの最終点検を行っているのだ。

　施設の職員が檻おりの中からラットを取り出し、その首元に鵬珠のしているものを小型にしたような首輪を装着する。

「いいぞ、千里」

　職員に促うながされるまま、千里は携帯端末を操そう作さし、首輪に向かってコマンドを発信した。すると次の瞬しゆん間かん、首輪は大きな音を立てて爆発し、ラットは首から上を吹き飛ばされて絶命した。痙けい攣れんするラットの首元から、赤い血が勢いよく噴ふき出していく。

　職員は満足げに頷うなずいた。「ラットはどうなった？　鵬珠？」

「壊こわれた」

「誰がそうした？」

「千里」

「そうだ。そして、君の首にも同じものがついている。わかるね」

「これ、何回目？　わかってるってば」

「いいから聞きなさい。彼女の携帯からは二種類のコマンドを送ることができる。首輪をいますぐ爆破するものと、首輪の爆破を延期するコマンドだ。前者のコマンドが、いま君の目の前で起こったことを引き起こした。後者のコマンドについて言えば、君の首輪は二十四時間以内に千里から特定のコードを受け取らなければ爆発する仕組みになっていて、その延期コードを首輪に送信するためのものだ」

　鵬ほう珠じゆは生物の生き死にの概念をよく理解していないと言われているため、職員はより入念にチェックを行っているのだろう。しかしこんな退屈なことに何度も付き合わされる千せん里りはたまったものではない。あくびを嚙かみ殺して、同じく退屈そうにしている鵬珠に目を向ける。

　外に連れていったら、鵬珠は自分の玩具おもちやだ。彼女をパートナーにするためには本当に苦労したのだから、少しくらい楽しみがあったっていい。施設の連中は、「君のたっての頼みということだから、特別に許可するんだよ」と、これが例外的な処置であることを何度も強調した。しかしそんなことは言われるまでもなかった。自分の思いどおりにならないものなど、この施設にはないのだから。政治的、経済的に千里がこの施設にもたらしている恩恵は計り知れない。その代わりに、あらゆる望みが叶かなえられて然しかるべきなのである。

　あんな首輪があったら普通の格好をさせてもきっと似合わないし、ゴスロリ風の服でも着せようか──と、鵬珠に目をやりながら、千里は『レギオンエンジン』での自キャラ、センリの容姿を思い浮かべた。西洋人形をイメージして作ったキャラクターで、いたるところにフリルが付いた可愛かわいいドレスで着飾っている。鵬珠も年齢に比べてずっと幼い印象があるので、あざとさを感じるくらい可愛い服の方がきっと似合う。

「つまり千里が携帯を操そう作さできない状態になってしまった場合、君は二十四時間以内に先ほどのラットのように壊こわれる。君は千里を守らなければならないし、君が千里に敵意を抱いてもならない。わかるね？」

「千里はわたしに意地悪するのに、わたしは千里に仕返ししちゃいけないってことでしょ」

「意地悪なんてしてないわ、さっきのゲームのことを言っているんだったら。鵬珠が速くキーボードを操作できるようになればいいだけよ」

　職員は千里に向かってべっと舌を出す鵬珠を諫いさめ、説明を続けた。

「首輪を無理に外そうとすると、安全装置が外れて首輪は爆発するから、それもやめておいた方がいい。そして、君が壊れたときのことだ。これが重要だね。君はさっきの壊れたラットを直すことはできる？」

「できる。世界言語が見えていれば」

「それは君がラットを認識しているからだね。しかし君が壊れたとき君は意識を失い、君が自分自身を認識することはできない。自分で自分を直すことはできない。君は壊れたままだ。どうする？」

「どうしようもできないから、壊れないように気をつける」

　職員は淡々と頷うなずいた。「そのとおりだ」




「明日、朝早くに警察の人が迎えに来るわ。早く寝ましょ……て、またそのペンダント見てるの？　鵬珠、あなた、それくれた人のこと嫌きらってたじゃない」

　千里はベッドの上でくつろぎながら、パジャマ姿の鵬珠に話しかけた。

　鵬ほう珠じゆは真剣な表情で、手に載のったペンダントをまじまじと眺めている。ペンダントには何かの絵画を縮小した図柄が印刷されていて、小さいながらもなかなか高級感のある作りだ。

　鵬珠がそのペンダントを手に入れたのは二日前、車いすに乗った男性がこの施設を訪れたときだった。男は都つ筑づき流ながれと名乗り、なんとこの施設マルガレーテの局長、都筑亘わたるの息子だという。

　千せん里りはそれまで、不ふ機き嫌げんな鵬珠なら何度も見たことがあったけれども、あそこまでお冠かんむりな彼女を見るのは初めてだった。

　なぜ鵬珠がそんなに怒るのかはわからない。ただ聞いた話によると、都筑流がいまの車いす状態に陥おちいったのは鵬珠が原因らしい。まあそれは世界言語の存在する場所で、鵬珠の怒りが具現化した結果であるということは想像に難かたくない。

　特区を出てから、千里は鵬珠に怒りの原因を聞こうと思っていた。いま鵬珠は何も教えてくれないが、特区の外でなら話は別だ。

「でもまあ確かに、それに印刷されている絵、綺き麗れいよね。きっと有名な人が描かいたんだわ」

「うん」鵬珠はペンダントを持ったままベッドの掛け布団にもぐり込むと、千里のすぐ横から頭を出した。

「見て、この女の人。赤ちゃんを抱き締しめてる。わたしとママもこんな風だったのかなあ。そんなこと考えてたら、誰にもらったかなんてどうでもよくなっちゃってさ」

　絵には川をはさんで二人の裸婦が描かれていた。右の女性は赤ん坊を胸に抱き、乳を与えているようにも見え、左の女性は水浴びをしているようだ。

「あの人、このペンダントのことお守りって言ってたわ。きっと鵬珠のこと心配してるのよ」

「お守り？　心配？　あの人が？」

「そうよ」

　都筑流は面談中、終始怒り狂う鵬珠を慰い撫ぶするように行動していた。鵬珠はペンダントを男に投げつけて自室に引っ込んでしまったため、近くで見守っていた千里がこのペンダントを鵬珠に渡す役を引き受けたのだ──もちろん施設の厳げん重じゆうな審査を受けなければならなかったが。

　鵬珠は千里のように望んでこの施設にいるわけではなく、言わば収容されているという表現が正しいため、物一つ受け取るのも審査が行われるし、毎日持ち物もチェックされている。

　だからこのペンダントは、鵬珠にとって唯一の私物と言ってもよかった。

「気に入らないわ」と、千里は呟つぶやいた。

「え？」

「物で釣るなんて。鵬珠はここではほとんど自分のものなんて手に入らないんだから、そのペンダントに気を取られるのは仕方ないわ。私が先にすればよかった」

　不可解そうな表情の鵬珠に向かって、しかし千里はにっこりと笑ってみせた。

「でも明日から鵬珠はずっと私の傍そばにいて、ずっと私のことだけを考えてくれるのよね？　鵬珠はきっといままでの人たちとは違うわ。何となくだけど、そう思うの」

「はあ」

「鵬ほう珠じゆ、目を見せて」

　千せん里りは鵬珠の反応を待たず、彼女に覆おおいかぶさった。頰ほおを両手ではさみ、息がかかりそうな距離まで顔を近付けると、千里の金髪が幾筋か鵬珠の顔に垂たれ落ちる。鵬珠は嫌いやがったが、千里は華きや奢しやな少女の体たい軀くを押さえつけるだけの身体的成長には恵まれていた。

「やっぱりすごく綺き麗れい……鵬珠、私、自分以外の人にこんなに興味を抱くのって初めてよ。私たちは似てるの。どっちも怪物で、お互い以外にお友だちを知らないんだわ」

「わたしは怪物じゃないもん」

「怪物よ。ねえ、鵬珠、こんな言葉を知ってる？　〝怪物と戦う者は自みずからも怪物とならないように気を付けねばならない。汝なんじが深しん淵えんを覗のぞき込むとき、深淵もまた汝を覗き込んでいるのだ〟って。あなたの瞳ひとみの中には魅力的な光が宿ってる。嵐あらしのように暴力的で、他の人の理解を許さない光よ。私の瞳の中はどう？」

「……よくわかんない」

「そうよね」とだけ言って、千里は鵬珠の束そく縛ばくを解いた。「こんなに特区の外に出るのが楽しみなのも、初めてのことよ。私、世界言語って嫌きらいだから」

「わたしも楽しみ！　世界言語は大好きだけどね」

　二人は笑い合った。千里は明かりを消し、それから十分後には眠っていた。
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　暗くら闇やみの中、鵬ほう珠じゆは体を起こした。そして寝息を立てる千せん里りの顔を、静かに覗き込んだ。




　　　　　４




　翌朝、鵬珠と千里を迎えに来た刑事は中なか辻つじと名乗った。彼は軽い挨あい拶さつを済ましてから二人を警察車までエスコートすると、運転をＡＩに任まかせ、二人に事件を説明し始めた。

　しかし車が特区の境界線を越えるのをいまかいまかとわくわくしながら待っている鵬珠の耳には、当然彼の説明など入ってこようはずもない。

　代わりに鵬珠の頭にあったのは、施設で読んだ世界言語に関する学術的な本のことだった。その本は通常の人間とオフスプリオリの違いに関して、興味深い意見を述べていたのである。

　いわく、すべての人間は世界言語を扱えるのだという。オフスプリオリにしか世界言語の使用はできないと思っていた鵬珠は、その箇所を読んだとき、おやっと思った。

　その本によると、両者の違いは力の有無ではなく、言語使用を可能とする範はん囲いにしかないということだ。世界言語が使用されるとき、オフスプリオリは脳の運動野や小脳という部分を大いに刺激しているようなのだが、これは人間が手を動かす、足を動かすといった通常の行動をとるとき脳の同じ部分に走る刺激と似ている。つまり普通の人間は自身の身体からだを動かすときにのみ世界言語を利用でき、言語を書き換えて身体を動かしている一方で、オフスプリオリは自身の身体という制限なく、世界言語を利用できる。自身の身体の境界線を越えて世界言語を使用できるか否いなか。両者の違いはそこにしかないと本には書いてあった。

　しかし本の出版は十年以上前で、残念ながらこの考えはいまの主流ではないらしい。生命を世界言語の中に取り入れることのできない規則──魔ま法ほう一条によって、完全に否定されてしまったということだ。

　しかし、生命？　魔法一条？　どちらもピンとこない鵬珠にとって、ついに世界という巨大な一文字の中に取り込まれて感じたのは、あの本の考え方が決して間違ったものではないという実感だった。

　歓喜の瞬しゆん間かん───車が特区の境界線を越え、文字が自分の周りに浮かび上がったとき、鵬珠は身体がどこまでも広がって世界と一致する感覚を覚え、空間のいたるところに力場が発生するのを感じた。

　筋力ではなく、言語の書き換えによって身体を動かしてみる。そして今度は随ずい意い筋きんに命令するように、身体の外にある車のロックを上げ下げする。

　頰ほおの緩ゆるみを抑えられない。世界言語を認識できるようになってから、鵬珠は興こう奮ふんしっぱなしだった。

「千里、見て！」

　フロントウインドウの向こうにある世界言語を書き換える。言語翻訳コンパイルの結果、前を走っている車の〝色素〟情報が変化し、シルバーからワインレッドへと変更される。

「〝朱を入れるミニアーレ〟ね！　すごいわ！」千せん里りは手を叩たたいて喜んだ。

「？　ミニアーレって何？」

「大昔の写本は、段落の始まりがわかるように段落の最初の文字が赤色で書かれていたのよ。その朱入れの仕事をミニアーレって言うの。真っ赤な文字──あの車の表面を構成しているような、ね。私たちの物語の始まりにピッタリだわ」

　千里はそれまで、車の前列席で面白くなさそうに隣となりに座る中年の刑事の言葉を聞いていただけだったが、鵬ほう珠じゆの力を目まの当たりにするや否いなや、嬉き々きとして眼めを輝かせた。彼女は中なか辻つじに向かって言い募つのった。

「あなたとの話は終わりよ。私がすることは大体わかったわ。植物人間の声を聞けばいいんでしょ？　そんな簡単なことすぐできるから、病院の前にちょっとブティックに寄ってくれない？　私と一緒にいる子がみすぼらしい格好をしているなんて耐えられないわ」

「服を買ってくれるの!?」鵬珠は身を乗り出した。

「捜査が先です」中辻は仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。「燈とう下かさんを時間までにお連れしないと私が大目玉を食いますよ」

「食ったらいいじゃない。私が機き嫌げんを損そこねて、施設に帰ったらどうするの？　そんなものじゃすまないわよ」

　千里が言うと、中辻は青筋を浮かべ、感情を抑えるように大きな息を吐いた。

「あなたがそういう気持ちになるのは仕方ないわ。こんな小娘に、どうしていいように命令されなければならない……でも答えは簡単よ。あなたたちに見えないものが、私には見える。あなたたちにできないことが、私にはできる」

「重々承知の上です。そしてあなたを、くそったれの生意気な小娘だと感じていることも認めます」

　千里は大きな声で笑った。「正直ね。まあ、私の前で噓うそをついても無駄だもの。でも、そういう態度をとった方が、まだ私の印象を悪くしなくて済む──という打算まで透けて見えるから、結局気に入らないわ」

　千里は青い目を細くし、中辻を見据えた。「ねえ、少し興味があるんだけど、あなたは私と後ろの鵬珠と、どっちに女性的な魅力を感じる？」

　中辻は口を開かなかった。

「答えなさい」

「……捜査に関係のないことは答えられません」

「そう」千里は吹き出しそうな顔で後ろを振り返り、鵬珠を見つめた。「鵬珠、気をつけて。この人、小児性愛者の気があるわ」

「千せん里り、あんまり他の人に意地悪しちゃダメだよ。局長もそう言ってたじゃない」

「鵬ほう珠じゆはいい子ね。御ご褒ほう美びに服を買ってあげる」

　千里はにっこり笑った。「その代わりってわけじゃないけど、約束してね。私が許可するまで人の世界言語には触らないって。さあ中なか辻つじさん、車をブティックに向けてくれる？　もちろん、真っ赤になりたければ話は別よ」

　青ざめた様子で車のパネルを操そう作さする中辻を見ながら、鵬珠は千里と初めて出会った日のことを思い出していた。




「私には共感覚があるの」と、そのとき千里は言った。

「知ってる？　共感覚って。五感がそれぞれ個別に存在してるんじゃなくて、複数の感覚にわたって存在することよ。私の場合は視覚と聴覚がつながってるの。聴覚から視覚への一方通行だけどね」

「何言ってるのか、全然わかんない」

「あなたのいまの言葉には、薄い紫色を感じたわ。ねえ鵬珠、私、あなたが好きよ」

「……はあ？」鵬珠は眉まゆをひそめた。この少女は突然何を言い出すのだ、と思った。

「あはは、紫色が濃こくなった。どうやら、あなたの困惑は紫色で表現されるみたい」

「言葉に色が見えるの？」

「正確には、音に、ね。こういうの、色聴って言うらしいわ」

　鵬珠は驚おどろいて、千里をまじまじと眺めた。彼女はハーフらしく、周りの人間と姿形が少し異なっている。金色の美しい髪と、青い瞳ひとみ。それが関係しているの？　と聞いたところ「あなた外国の人見たことないの？」という言葉が返ってくる。どうも関係ないらしい。鵬珠が外国人の血が流れている人を直じかに見るのは、これが初めてだった。

「その違いは、私の力に何の影えい響きようも及ぼしてないわ。それに私はオフスプリオリですらない。世界言語を使えないの。ただ文字の認識ができるだけ。でもその認識が視覚情報だけじゃない」

　いま鵬珠が言葉を出せば、千里はきっとそこに強烈な〝興味〟の色を感じ取っていただろう。

　彼女の言葉の意味するところ。それは、つまり。

「もう理解した？　私の場合、特区の外に行ったら、聴覚から世界言語が入ってくる。感覚が文字だらけになって鬱うつ陶とうしいから、あまり外に出たくないの」

「どんな風に見えるの？　いや……どんな風に感じるの？」

「普通の音なら、それがどの音程かわかる程度の情報が文字列で認識できるだけだけど……これは別にドの音程だけがわかるって意味じゃないわ、勘違いしないでね」

「駄だ洒落じやれだ！　ドの音程だって！　面白い！」

「この言葉を軽く流してくれなかったのは、あなたが初めてだわ。やめて、泣きたくなるから」

　千里は透き通るような白い肌を、赤く染めた。照れているらしい。

　誤ご魔ま化かすような咳せき払ばらいの後、彼女は続けた。

「音は音でも、私にとって特別な音があるの。それは人が言葉に乗せた音よ。ううん、それだけじゃない。誰かが発した音なら、言葉じゃなくてもいい。呼吸音とか、鼻歌とかでもね。私は、人の音にある思想や意図を言語として認識できるわ。音の表層に隠された、真意を覗のぞくことができる。外の世界で感じたのは、人は心を表さない音を生み出したがる存在だってこと。つまり真意をずらすのが〝噓うそ〟、小さくするのが〝謙けん遜そん〟、逆が〝虚勢〟、まったく別の事を奏かなでるのは〝欺あざむき〟。その情報を大きな文字として感じて、もっと感覚を凝こらすと、それを構成している小さな文字がより複雑な情報を伝えてくれるの」

　鵬ほう珠じゆはハッとなった。「それって、精神認識じゃない？」

「そういう言い方もできるかしら。ここの施設の人は〝暴ばく露ろ〟って呼んでいるけれど。色聴の人はここに何人かいるわ。でも、人の心を見通せるのは私だけ。他の人は、音から自分で解釈した言語を感じる。私はそうじゃなくて、その人自身の解釈を文字として感じてしまう」

　こういうのを、依存的性質の世界言語認識って呼ぶんだって、と千せん里りは言った。

「ここの施設が依存的性質の世界言語認識者を迎えるのは、私が二人目なのよ。貴重なの。だから私は周りからすごく大切にされる。ここを気に入っているわ。だって、何でも望みが叶かなうんだもの。ねえ、鵬珠、お腹なかが空すかない？　おかし持ってきてもらおうかしら」

　その日から、鵬珠と千里は友だちになった。




　結論から言うと、千里の選んだ服は鵬珠の好みではなかった。ゴテゴテと色々な修飾物で覆おおわれた服は動きにくく、何より悪趣味だと感じた。しかしあまりにも千里が可愛かわいいと褒ほめるので、いつのまにか鵬珠はすっかりその気になってしまっていた。

「……まあ、たまにはこういうふりふりした服もいいかな」

「お人形さんみたい！　やっぱり私の見立てに間違いはなかったわ！」

「千里はこういう服着ないの？」

「私はいいの」千里は白いワンピースを着ていた。「自分で着てもほとんど見られないもの。こういう可愛い服は、誰かに着てもらうのが一番だわ！　……ああ、でもヘッドドレスがいまいちね……もう一軒行かなきゃ！」

　そんな寄り道をしていたため、本来の目的地である病院に着いたときには昼を回っていた。

「お待ちしておりました、燈とう下かさん。私は青あお木きと申します」

　出迎えた年配の刑事に、千里は「イライラは体に毒よ」と返した。「あの中なか辻つじって人をあんまり責めないであげてね。あの人のおかげで、私はすごく楽しめたわ」

「遅れる旨むね、報告は聞いています」

「そうみたいね。さあ、可か哀わいそうな植物人間たちのところに案内して。鵬珠、行くわよ」

　院内では、周りの人が鵬珠たちの方に奇異の視線を送ってきた。みんなやっぱり外国の人をあんまり見たことがないのだろうか、と思った。何せ、千せん里りの金髪はすごく目立つのだ。

「昨日、また一人のオフスプリオリが植物人間の状態で発見されました。三さんの宮みやの駅近くの裏路地で倒れているところを見つけられ、この病院に搬送されたのです。ああ、あと、誤解のないように言っておくと、便べん宜ぎ上じよう植物人間という言葉を使っているだけで、実際に彼らがいまどのような状態にあるのかはまだわかっておりません。一般的な医療的検査は終わっていますが、要領を得ていないというのが現状です。呼吸が続いているため脳死状態にあるわけではないと判断しておりますが、精密な検査結果はこれから出ます」

「みんなオフスプリオリなのよね？」

「そうです。最初の発見は一週間前の四月二十日。倒れていたのは三十代の女性でした」

「結構、理路整然と物事を考えてしゃべるのね。先々まで説明が整理されているから驚おどろいたわ。そういう思考ができる人、実はなかなかいないのよ」

「は？」

「三人目の発見が気になるわね。目もく撃げき者しやがいたんだもの。というよりも、人ごみの中で突然倒れた。その場にいた人たちの中には〝虫のようなものが飛び回っていた〟ことに気付いた人が複数いる」

　青あお木きは息を吞のみ、押し黙だまった。

「その虫のようなものって何だったの？　──って聞いてもわからないわよね。あなたの頭の中にあるイメージに存在しないんだから」

「……恐れ入ります」

　三人は廊下を進み、一つの病室に入った。奥のベッドに女性が横たわっている。目を閉じ一定のリズムで呼吸するその様は、鵬ほう珠じゆの目には彼女がほとんど眠っているだけのように映った。

「ごきげんよう。ご気分はいかが？」

　千里は彼女の傍そばに行くと、ベッドの端はしに腰を下ろした。何度か言葉をかけながら女性の頰ほおを軽くはたいたり、身体からだを揺すったりする。

　千里は青木の方に目をやった。「意識不明ってどの程度？　もう彼女は空からっぽ？」

「先ほども申し上げましたが、詳しい検査はこれからなのです。対策チームの責任が公安へと移されたのも最近なので。我々は極きわめて厳げん密みつな脳磁図と脳波の検査を予定しています。何せ本人に意思確認できないため、対応が遅れておりまして」

「検死解剖とは違うものね。死んでくれていた方がやりやすかったなんて、間違っても考えちゃだめよ」

　千里はニヤリと笑った。「次の人に行きましょ。この人からは何も聞こえないわ」

　二人目、三人目、四人目、と千里は同じようなことを繰くり返した。

　千里は音から思いを読み取る。吐と息いきの中に少しでも意図して発せられた音があれば、そこから捜査を進展させる情報が摑つかめるかもしれない……それこそ、警察が千里に期待したことだった。しかし芳かんばしい結果は得られないようだった。

「鵬ほう珠じゆ、安心して。もし私が捜査から外れても、しばらく特区の外にいることにするわ。私の護ご衛えいはあなた以外認めないし、しばらく世界言語で遊ばせてあげる」

「え、もう諦あきらめてるの？」

「世の中どうしようもできないことってあるわ。ボーナスなしの目標値が十三以上だったら、２Ｄ６振っても無駄でしょ？」

「出目が悪いだけじゃない？」

「最後はクリティカルだといいわね」

　昨日見つかったばかりという最後の植物人間は、大柄な外国人だった。カールしたブラウンの髪がふさふさと頭皮を覆おおっていて、顔の彫りは深く、鼻が高い。

「ハロー、外人さん？」と自分のことを棚に上げ、ふざけた態度で横たわる男性に話しかけた千せん里りは、一呼吸おいたあとに眉まゆをひそめると、態度を一変させた。

「──これから二人ともしゃべっちゃだめよ」

　あまりに急な変化──鵬珠と青木は顔を見合わせると、千里の方に向き直って頷うなずいた。

　千里は外国人の鼻先に右耳を持っていくと、「こんにちは、サイラス・レッドマン」と言葉を発した。

　鵬珠の隣となりで、青あお木きが息を吞のむのがわかった。

　サイラス・レッドマン？　あの外国人の名前だろうか。

　もしそうだとすれば、千里はその名前をどうやって知ったのだろう？　鵬珠がそんな名前を聞くのはこれが初めてだったし、ということは、ずっと一緒にいた千里も直接聞いたことはないだろう。青木との会話中にその言葉を知ったのだろうか？　それとも……。

　鵬珠と青木が見守る中、千里は言葉を続けた。

「レッドマン？　私にはあなたの思いがわかる。これからあなたにいくつか質問をします。その反応によってあなたを救う手段が見つかるかもしれませんから、死ぬ気で応答してください」




　　　　　※




　暗くら闇やみの中、女の声が聞こえる。それに導みちびかれるようにして、私は今回の依頼を受け、依頼人と日本にやってきたときのことを思い出した。

　すべての始まりは三か月前だ。世界的な発見の重要性を、私はその依頼人から幾度も説とかれた。こちらが職業倫理を説明しても、依頼人はなかなか納得のいかない様子だった。私たちが信用を勝ち取るためには、依頼に対する満足度と、依頼人及びその厄やつ介かい事ごとに対する守秘義務が絶対条件だというのに。

　リサーチ会社ストーン・アンド・ジェフリー（Ｓ＆Ｊ）の個人調査部に籍せきをおく社員。それが私の身分だ。元々、市場動向調査を行う部門にいたが、三年前に配置換えがあったのである。

　他部門から見る個人調査部の印象は、無駄飯食らいだった。彼らはほとんどフリーの立場ではないかと疑うほどオフィスにおらず、一方で会社にもたらす利益も部門内で最下位だった。

　故ゆえにそんな部に配属になると聞いたとき、私は会社に失望を覚え、一度は退職を決意した。辞表を懐ふところに忍ばせて向かった辞令交付の場で、取とり締しまり役やくは笑顔で言った。

『君はオフスプリオリだ』

　その一言は、私たちのような人間に対する根強い差別をイメージさせるに十分だった。しかし取締役はすぐに、その思い違いを正す言葉を続けた。

『いや、この言い方では誤解を生むな。君には特殊な才能があると言った方がいいか。個人調査部は刺激的な場所だからね。いつか君にはここに移ってもらおうと思っていたんだ』

　つい眉まゆをひそめてしまう。『どういうことです？』

『我々の企業のもっとも強力な武器は何かわかるか、レッドマン』

『広告部門でしょう。広告収入がもっとも利益を生み出しています』

『それはある意味で正解だが、ある意味では間違いだ。我々の武器はコネクションだ。この間の大型広告主は、このコネクションを使って得た。我々は安価で信用を売っていて、それが強力なコネクションにつながっている』

『どういう意味です？』

『世の中には、知的な探究心を満たしたいという大きな需要がある。しかしそれが歪いびつであればあるほど、それを供給する者は少なくなる。我々はそれを提供している。君たちに白い目で見られている部門でね』

『個人調査部で？』

『君が今日から所属する部門でだ。詳しく説明しよう。ところで暑くないか？　上着を預かろう』

　混乱したまま上着を脱ぎ、取締役に渡す。すると彼は、私の上着の内ポケットから目ざとく辞表を見つけ出すと、部屋の隅すみにあるシュレッダーにかけた。

『やっぱり持っていたか。こんなものは必要ない』

　その日から、私は個人調査部で数々の依頼をこなした。依頼人は様々な業界で活かつ躍やくする著名人ばかりだったが、彼らが知りたいと願うものの中には、確かに取締役の言葉で言う歪な欲望が含まれているものもあった。

　そんなものと比べれば、今回の依頼主の願いは至し極ごくまっとうなものだった。

　彼は世界的な学者だった。私は依頼を受けるまで知らなかったが、ウェブ上で検索をすればすぐ見つけることができる名前だ。

　この期ごに及んで頑かたくなに情報漏ろうえいを恐れる依頼人をなだめ、依頼内容を話すように促うながす。

『我々の会社は何よりも依頼人の秘密を守ります。そうやって信用を得てきました。脳科学の権威にこのような表現は失礼かもしれませんが、我々の頭はあなたの頭と連結していると思っていただいても結構です。あなたが公表したいと思うまで、秘密を明らかにする者は我が社にはいません』

　依頼人はじっとこちらを見つめ、ようやく依頼内容を話し始めた。

『私の研究成果が盗み出された。その下げ手しゆ人にんを探し出して欲しいのと、研究成果に含まれている、あるプログラムが仮に使用されている場合、社会にどのような影えい響きようを与えているかを調査して欲しい。プログラムの名前は、〝整列のプログラム〟と言う。ラボ全体のシステムが、そのプログラムのためにあると言ってもいい。私の研究内容のすべてだ。プログラムを理解してもらうためには、ラボのシステムから話さなければならない。専門的な知識はあるかね？』

『情報工学に関する知識ならあります。職業柄ですが』

『結構だ。私は先ほど研究が盗まれたと言ったが、つまりはサイバー攻こう撃げきを受けたということだ。かなり手て錬だれのハッカーのようで、痕こん跡せきを一いつ切さい残さなかった』

『？　ハッカーが痕跡を残さなかったのに、サイバー攻撃を受けたとわかったのはなぜです？』

『我々のラボが特殊だということだ。ＡＩによる多重管理を行い、時間軸のずれたシステムが幾いく重えにも走っていて、この動き自体は人間の短期記憶のメカニズムを模倣している。システム一つ一つが、活動電位インパルスのようなものだと思ってもらいたい。脳内の受容体レセプターの感受性が強くなる状態──すなわち記憶しやすくなる状態──を長期増強ＬＴＰと呼ぶが、これはインパルスの連続した刺激で細胞の門が開き、カルシウムイオンが細胞内に満ちることで起こる。この動きを模倣しているということだ。データの保存だけならば必要のない作業だがね』

『一部の脳内の連続した波状構造を、多重システムに真似まねさせているということですね？』

『そう。そしてハッカーが侵入したのは一つのシステムに過ぎない。もちろん他のシステムもまったく同じものだから、どれに侵入しても同じ結果は得られただろう。ただ、私たちの研究成果には興味深い波紋を残した。具体的に言えば、システム群の形成する記憶の速度が若じやつ干かん遅れた。原因を調べてみると、一つのシステムの速度が遅れたことによるものだった。人の名前を覚えるときのことを考えてもらいたい。サイラス……サイラス……ここで少し違うことを考える……そしてサイラス……サイラス……いまの一連の動きによって形成される短期記憶は、明らかに邪じや魔まな思考が入らなかったときに比べて遅くなるのはわかるだろう』

『なるほど』

『私は遅れをとったシステムを徹てつ底てい的てきに調査した。何が横やりを入れたのか、と。そして高度なシミュレーション・プログラムを利用したところ、それがはじき出した結論は原因不明──あるいは原因があるとすれば、未知のコンピュータウイルスかそれに比するものとの関連性だった。あらゆる侵入経路と侵入の痕跡を消すマルウェアの心当たりとして、私はいくつかのウイルスやトロイの木馬トロージャンの存在を知っている。私はそれらのデータを入力し、もう一度シミュレーションを走らせてみた。するとあるトロージャンを利用すれば、痕跡を残さず、侵入したシステムと同等の並列化した仮想システムを立ち上げ、そこから誰にも気付かれずにプログラムファイルなどの保存を行えることまで判明した。いつこのマルウェアが侵入したのかはわからない。システムを極ごく秘ひとはいえ他部署に売ったこともあるし、経路はいくつかあると思う。ただ決定的だったのは、ラボのシステムのデータ総量から、そのトロージャンが仮想システムを立ち上げることによって、本システムに影えい響きようを及ぼすであろう時間が、先のシステムの遅れの時間と一致したことだ』

『通常では、システムを時間の概念で管理しませんからね。記憶メディアの確認はもちろん、サーバーログの閲えつ覧らんですら時間的には過去を確認する〝現在〟に過ぎませんから。そこで一見して、侵入の痕こん跡せきがなければハッキングの可能性には気付かないでしょう。なるほど、このラボが特殊だとおっしゃられた言葉に、ようやく合点がいきました』

　依頼人は頷うなずいた。『攻こう撃げきには拠点が必要になる。恐らく中継サーバーのシステムにバッファ・オーバーフローを起こすなどしてセキュリティ・ホールを開け、システム自体を乗っ取って作り変え、そこを拠点にしたはずだ。システムのコピーもそこで立ち上げられたかもしれない。サーバーの種類によっては仮想システムを完全に同じ形でビルドするのは無理だろうが、データの拡張子を変更したり、データが可逆性なら簡単な復元のスクリプトを組むことでプログラムファイルを手に入れることができる。なるほど、君は秘密を漏らす人間はＳ＆Ｊにいないと言うかもしれない。しかし、そんな立派な倫理観をハッカーが持っているとも思えない』

『心中お察しします。調査はその中継サーバーを探すところから始めましょう。ところで一つおうかがいしたいのですが、あなたがおっしゃられているシステムの形成する〝記憶〟というものと、データの保存というのは違う概念なのですよね。その違いがよくわからないのですが』

『この多重システムの〝記憶〟は言わば根の部分にあたる。根幹、土台──その上に成り立つ成果こそ、私が夢見てきたものだ』

『それが、先ほどおっしゃられた〝整列のプログラム〟と呼ばれるものですか？』

　依頼人は、沈みがちに言った。『……そのとおりだ』
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「行為判定に成功したわ」

　千せん里りは彼女一流の言い方で、捜査の進展を報告した。

「まずこの一連の植物人間の発生だけど、これは自然に起きたものであったり、病気に起因するものではないわ。何者かによって引き起こされている犯罪だと思う。犯人像ははっきりと見えなかったけど、レッドマンの中には心当たりのような感覚があった。その人間を知っていたのか、それとも何か自分たちに関係する問題がそうさせたのかまでは判断できない。吐と息いきじゃなく言葉ならもっとクリアに認識できるんだけどね。音自体も小さいし」

「犯罪だと思うというのはどういうことです？」

「レッドマン自身が、犯人に何をされたのかわかっていないのよ。あと、彼以外の四人とは会話ができなかった。他の人たちは自然発生的なもので、レッドマンだけが誰かの意図的なものである可能性もあり得ないわけじゃないでしょ？」

　まあ、確率的にはほとんどないと思うけど、と千せん里りは付け加えた。

「今から指示を出すから、それについて調査を進めて、結果を私に報告してちょうだい。自分たちで勝手に判断せず、わかったことは全部伝えること。そこから何か糸口が見つかれば、また私が力を貸してあげるわ」

「了解しました」

「まずは、デレク・ミンスキーという名前の人間が何者なのか調べて。そして可能なら私がその人間に会えるようにセッティングするのよ。レッドマンの中には、その名前が念のように渦巻いていたわ。多分レッドマンの上司か何かだと思う。ミンスキーの名前の周りには、職務意識のような感覚がこびりついていたから。彼が狙ねらわれた理由がそこからわかるかもしれない。レッドマン自身の所属とかはわかっているの？」

「Ｓ＆Ｊという、調査を専門とする外国企業の社員です」

「なら、その筋を洗って。私は時間をおいて、レッドマンともう少し会話をしてみるわ。でも他の人と会話できなかったことを考えると、彼からこれ以上の情報を聞き出すのは難むずかしいと思うわね。彼と他の人との違いって、植物状態になってから私と接触するまでの時間の短さと、外国人であることくらいしかないし、外国人であるかどうかは本質的な違いをもたらすとは思えない。つまり間一髪で私が間に合ったってこと。私の考えでは、彼はこれから少しずつ完全な植物人間に変わっていく。他の人たちのような、ね」

　鵬ほう珠じゆは口をはさんだ。「ねえ、千里。千里の言うことが正しかったら、もっと早く着いてたらもっと色々なことを聞けたんじゃないの？」

「意地悪言うのね。それは結果論よ。いいじゃない、楽しかったんだから」千里は青あお木きに向き直り、「ま、とにかく、レッドマンからこれ以上の成果を得られるとは思わないで」と続ける。

「十分です。まずはデレク・ミンスキーという名前を当たってみますよ」青木は答えた。




　　　　　５




　夕方まで病院にいた千里は、結局、最初の対話以降レッドマンからあれ以上の情報を引き出すことができずに、一日目の仕事を切り上げた。警察の手配したホテルは徒歩で二十分ほどかかる距離にあり、普段なら絶対歩こうなどとは思わないのだけれども、鵬珠に施ほどこしたコーディネートをみんなに見てもらいたいという気持ちが抑え切れなかったため、徒歩を選んだ。

　思ったとおりに鵬珠は道行く人の注目の的となり、千里は機き嫌げんをよくした。

　しかし病院から出て二人っきりになった途と端たん、当の鵬ほう珠じゆはおしゃべりになり、自分に向けられる視線に気付いていないようだった。護ご衛えいとしてはあるまじき態度だ。

「ねえ、千せん里り。明後日あさつてのオフ会には行くの？」

　鵬珠は興味津しん々しんと言った様子で訊たずねてくる。彼女がいうオフ会とは、『レギオンエンジン』の現行イベントをクリアした記念として、パーティーメンバーで会おうという話のことだ。

　昨晩、メンバーのダイチはすばらしい引きを見せた。

　ダイスが二で止まった瞬しゆん間かん、パーティーのテンションが爆発した。当のダイチ本人の反応はいまいちだったけれど、それは目の前の物事に頭がついていってなかったせいに違いない。

　それから運営より直じき々じきにメールが届いた。今後の打ち合わせも兼ねて、パーティーメンバー全員をＧＧへと招待したいという。

　日時は、来週五月三日に開かれる一周年感かん謝しや祭さいの後。元々、前もって感謝祭にはギアのリーチがかかったパーティー全組が招待されていたので、今回の件はそう無理な誘いというわけではない。感謝祭への参加依頼に際しては交通費支給だけだったが、今度のＧＧへの招待は何と謝礼金まで付いている。それだけ、ＧＧがこのイベントに力を入れているということだろう。

　明後日のオフ会は、要はＧＧに行く前の打ち上げだった。パーティー結成時に、千里はメンバーの選考をお任まかせに設定していて、どうやら接続した端末のＩＰアドレスから、メンバーが全員関西圏に住んでいる人を対象に選ばれていたらしいことも追い風になった。

「行くんだったら、わたしも一緒に行っていいよね。なんてったって千里の護衛なんだから！　わたし、ハルちゃんに会ってみたいなあ。絶対面白い子だよ！　でもムッサさんはちょっと嫌いやかなあ……わけわかんないこと言うし、たまにセンリの悪口も言うし」

「あれは挨あい拶さつみたいなものよ。いちいち気にしてちゃダメ」

「そうなの？」

「そうよ。あと、楽しみにしているんだったら謝あやまらないといけないわね。私、そういう集まりには行くつもりないの」

「えー、どうして！」

「幻滅したくないのよ。あのパーティーは結構気に入っているのに、直接会って心の醜みにくい部分を見せつけられたりしたら、繊せん細さいな私は立ち直れないわ。ネットゲームが好きなのも、相手の声を聞かなくて済むからよ。気楽なの」

　露ろ骨こつにがっかりする鵬珠を見ながら、千里はますますこの少女に惹ひきつけられている自分に気がついた。鵬珠の言葉は感情を妙に生々しく伝えてくる一方で、そこから他の人間の言葉からならすぐ見み出いだせる、物事に対する詳細なイメージというものが浮かんでこない。千里は鵬珠の思いや意図の詳細な部分を上手うまく認識できないのだ。こんなことは初めてだった。

　鵬珠は、普通の人間とは異なった認識で生きていると言われている。千里は二人の認識のずれが、この初めての経験を引き起こしていると思っていた。例えば、日本語では犬とタヌキはまったく違う言葉で言い表され、違う概念として認識されている一方で、英語では両者をdogというグループでくくる。どちらの言語を使っているかで、それぞれの言葉が形作る先のイメージは変わってくる。それと同じことだ。

　ホテルに到着すると、千せん里りは鵬ほう珠じゆを連れてチェックインに向かった。

「燈とう下か千里さまですね？」

　ホテルマンの言葉に頷うなずきを返す。そして差し出された鍵かぎを受け取ろうとしたそのとき、千里は目の前の男性が先ほどの言葉の中に企たくらみを忍ばせているのに気付いて、おやっと思った。

　サプライズプレゼントだ。こちらの驚おどろく顔を期待している。

　ホテルマンはここぞとばかりに、カウンターの下から西洋人形を取り出した。

「あなたさまに、富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のさまという女性からプレゼントが届いております」

「……富士城雪乃？」

「ええ。それから、お手紙も」

「……ありがとう。すごく驚いたわ」

　千里は人形と手紙を受け取り、部屋に急いだ。胸がざわつき、心臓が早はや鐘がねを打ち始める。

　なぜ？　と思った。富士城雪乃──メフィストの遺い物ぶつ──が自分に何の用だ、と。

「千里、どうしたの？」

「何でもないわ」

　千里は大急ぎで四階の部屋に駆け込むと、手紙を丁てい寧ねいに開封し、そこにあるメッセージに目を這はわせた。

『初めまして、燈下千里さん』と、手紙は始まっている。

『私は富士城雪乃と申します。あなたがご存知かどうかはわかりませんが、私は過去、都つ筑づき局長の下で行われていた研究に参加していたことがあります。言わば現在のあなたと同じような立場で、研究機関にデータを提供していたということです。そのよしみもあって、私は施設と関わりのなくなった後も都筑局長の管理するマルガレーテの状況にはことさら敏感に気を配っていましたが、その中でもあなたの登場には驚かされました。失礼ながら、私はあなたの力を知っています。公平を期すなら、マルガレーテの過去データの中に私の力を教えてくれるものがあるでしょうから、それを閲えつ覧らんしていただいても結構です。

　さて、私があなたにこうしてお手紙を差し上げたのは、私が個人的に今回のオフスプリオリに降りかかっている一連の事件を追いかけているからです。正直に告白いたしますと、私個人の力では得られる情報に限りがあり、捜査は暗あん礁しように乗り上げていました。しかし幸運だったのは、あなたがこの事件の解決に力添えをするという情報を得られるだけの情報収集力には恵まれていたことです。

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げます。あなたさえよければ、一度二人きりで話をする機会を与えていただけないでしょうか？　日時と場所は友人に教えています。あなたが来てくれるのを願っています。

　追伸──あなたが好きだということで、その人形を贈ります。彼女が、あなたと私の共通の友人になればいいのですが』

　千せん里りは西洋人形に目をやった。人形はマスクをしている。マスクを剝はがしてみると、その裏面に、どこかのウェブサイトのＵＲＬが書いてあるのがわかった。手紙に書けばいいのにこんな芝居がかったやり方をするのは、富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のの趣味だろうか。

　千里は施設での富士城雪乃の扱いを思い出していた。千里同様、非凡な能力に恵まれた彼女は、模も範はんとすべき存在として過去に君くん臨りんすることで、何度も千里を煩わずらわせた。千里が行動するたびにその姿勢や協調性を比較され、次第に千里は彼女に対抗心を持つようになっていた。

　その富士城が、自分に話があるという。というよりも、メッセージを読む限り彼女は自分に助けを求めている。

　千里は施設から持ち出していたノートパソコンの電源を入れ、ネットに接続した。

「あ、またゲームするの？」と、すぐに鵬ほう珠じゆが身を寄せてくる。

「そうよ。私がゲームマスターのゲームをね。せいぜいみんな私に媚こびを売ればいいんだわ」

「あ……千里、いますっごく悪い顔してる」

「楽しいとき、自然とこうなるのよ。私って性格悪いかしら？」

「どうだろ？　良くはないんじゃない？　でも、一緒にいると楽しいよ」

「ありがとう、鵬珠。私もよ」

　アドレス欄らんに先ほどのＵＲＬを打ち込むと、スケジュール調整サービスのページに飛んだ。イベントを作成すると個々の専用ページができあがり、そのＵＲＬをイベント参加者に知らせることで、当日までに各々で出席等の意思表示を行えるサービスだ。

　イベント名には〝会合〟とあり、その下に〝四月二十八日〟──明日の日付だ──そして時刻は〝十七時〟と示されている。

　場所は──……そこに書かれているものを見て、千里は口の端はしを上げた。なるほど富士城はこちらの能力を知り、対策をしているつもりなのだろう。胸中を暴あばかれないよう、必死に知恵を絞った跡をそこに見つけた千里は、愉快な気持ちになった。しかし無意味だ。

「明日の五時ね」と、呟つぶやく。「楽しみだわ」

　そして先方から求められてもいない出欠確認欄らんを作成すると、〝出席〟に○印をつけた。




　　　　　※




　あれだけ念を押したにもかかわらず、今日亜あ季きは学校に来なかった。大だい地ちは少し失望の念を覚えたものの、こんなことにはもう慣れっこになっていたので、すぐに気持ちを切り替えた。

　前向きに、前向きに。そんな姿勢を教えてくれたのは、他の誰でもない亜季なのだから。

　彼女と会うまでの大だい地ちは怪物だった。人間としての尊そん厳げんを取り戻せたのは、亜あ季きが救いの手を差し伸べてくれたからである。恥ずかしくて本人には言ってないものの、大地にとって亜季はアリアドネーだった。半人半獣の怪物へと向かって暗い闇やみを進んでいた大地は、彼女の救いの糸によって迷宮を脱したのだ。

　それ以来大地は亜季のことを誰よりも尊敬していて、彼女が寂しそうな顔をしたり、自分のことを大事に扱わなかったりするのを見ると、胸中が無性にざわついてしまう。

「おい、ブタ」

　それが小学校の頃の大地のあだ名だった。

　生まれつき腎じん臓ぞうが弱かった自分はまず父から腎臓の生体移植を受け、定着が失敗した。それは誰のミスでもなく、何が悪かったのかと問われれば運が悪かったと答える他なかった。そして担当医は失意の家族の前で、あくまで可能性の一つと前置きしてから、バイオハイブリッド人工臓器の説明を始めた。

　それは大地の遺い伝でん子しから特定の臓器をつくり出すことができる技術だった。

「まず遺伝子操そう作さにより一部の臓器を欠損させたブタを用意します。その臓器欠損ブタの初期胚はいにヒトのｉｐｓ細胞と呼ばれる特殊な細胞を移植することで、ブタ細胞とヒト細胞が混ざったキメラ個体をつくり上げることができるのです」

　担当医の説明を理解するには、大地はまだ幼すぎた。後々にその技術のことを勉強することで、ようやく担当医の言っていた意味がわかったのだ。

「遺伝子欠損部分にできあがった臓器は完全に移植されたｉｐｓ細胞由来の──つまりヒトの──臓器になり、遺伝的には人間のものであるため、その遺伝子を提供した持ち主に臓器を移植しても拒否反応が起きません。簡単に説明すると、腎臓部分が空からっぽのブタをつくり出し、そのブタに大地君の腎臓を育ててもらおう、ということです」

「ブ、ブタですか？」父は怯おびえたような声を出した。

「万能細胞から臓器をつくるためには場所が必要なのです。万能細胞は培養しても細胞にしかなりません。二次元シート状にするのが精一杯なのです。三次元的な臓器にするためには空間が要りますが、人の中でその領域を確保することは倫理的に許されることではありません」

　担当医は慎重に言った。「抵抗があるのはわかります。しかしすでにそういった技術を提供する企業もいくつかありますし、臓器ということでみなさん二の足を踏ふまれるのですが、整形外科の分野ではもはや常識となっています。関節に金属を埋め込む時代は過ぎ、自分の体を自分でつくり出す時代に突入しています。いま臓器の分野は依然としてドナーからの移植が中心ではありますが、次第に新しい流れに追いつこうとしているのですよ」

　それから担当医は自分の手で回復した患者の話をした。みな透析を受けず、拒絶反応を抑えるための薬すら飲まずに生活している。臓器を自分の細胞からつくり出すため、いつ現れるかわからないドナーを待つ必要もない。

「しかしバイオハイブリッド人工臓器は先せん端たん医療で、保険制度の枠組みからは外れています」

　それは治療に莫ばく大だいな費用がかかるということだ。

「すぐに決めることはできないと思います。よく考えてから決断してください。それにドナーが見つからないと決まったわけでもありませんから」

　父は臓器の定着ができなかったのは自分の責任だと思い込んでいた。そうではないと医者に言われても納得ができないようだった。

　そしてドナーの出現にも懐かい疑ぎ的だった。大だい地ちの母がどうしても自分の腎じん臓ぞうを息子に与える決断ができないことにもその理由があった。すなわち、肉親のためですら臓器を与えることに抵抗があるというのに、赤の他人のために自みずからの血肉を提供する聖人のような人間がいるものか、と。ちなみに母の尊そん厳げんのために言っておくと、彼女の反応が普通だと大地は思っている。

　また脳死の人間を待つというのも、父の倫理観から外れた行為だった。移植可能な臓器の到来を喜ぶということは、誰かの不幸を笑うことと同義ではないか。

　父は決断を延ばさなかった。

「先生、この子には人生を楽しんでもらいたいんです。同世代の子どもたちと同じように生活して、おいしいご飯を食べて。お金は何とか工面しますから、この子の新しい腎臓をつくってください」

　それからのことは幸運と呼ぶしかなかった。あるチャリティ団体が大地のことを知って応援を願い出て、手術のために募金運動をしてくれた。そしてそれが、ちょうど全国区の大手テレビ局でバイオハイブリッド人工臓器の特集番組が組まれるタイミングと重なったため、大地は両親とともに取材を受けることで、世間の善意に訴えかける機会に恵まれたのである。

　結果、世界中から手術費用を上回る募金が集まった。

　腎臓の形成と移植手術は滞とどこおりなく終わり、両親は涙を流して喜んだ。大地も自分が生まれ変わったように感じた。ご飯もおいしくなったし、自分の膀ぼう胱こうから尿にようを出すことができて感動したし、何より通院や透析をしなくてよくなったことで、自分のために使える時間を大量に手に入れたことが嬉うれしかった。

　しかし大地の幸運はここまでだった。

　休みがちだった学校に毎日通えるようになり、最初クラスメートは喜んでくれた。例の番組を見かけた子たちが大勢いて、「テレビに出るなんてすげー！」と大地は人気者になり、何人かの女の子からは告白もされた。

　ただそんな大地をよく思わない人間もいた。彼らに言わせれば、大地は何か能力的に優すぐれているわけでもなく、同情を利用して他人の注意を集めているだけだった。もちろんそのとおりだったのだが、周囲の視線というのは大地本人でどうにかできる問題ではなかった。

「おい、ブタ」

　最初大地は、その言葉が自分に向けられたものだとは夢にも思わなかった。

「お前だよ、ブタ。無視すんな」

　大だい地ちは驚おどろいて、言葉の飛んできた方を見た。三人の男の子が大地の傍そばに立っている。

　自分はそのとき、怯おびえた目をしていたのだと思う。彼らは自分よりも弱いと見た人間に対して、どこまでも残酷になれた。

「なあ、最近ちょっと調子乗りすぎなんじゃねえ？　テレビに出たくらいでさ」

「べ、別に調子なんて乗ってない……」

「周りにちやほやされて、ヘラヘラしてるじゃん。でも教えてやるけど、みんながお前に優しいのは、お前が飼育動物とおんなじだからだよ。みんな動物小屋に行って、可愛かわいい可愛いって言うだろ。それとおんなじだよ」

　別の子が言った。「お前って人間のかっこしてるけど、中身はブタなんだろ？　スーパーでブタの肉見たことあるぜ。ああいうのが詰まってんだ」

「……ち、違う。僕は腎じん臓ぞうだけ……」

「お前はさ、人間じゃないんだって。怪物さ。中身はブタなのに、人間の姿をして人間の言葉を話すんだ。くせえんだよ。これからは、それをわきまえて行動しろよな」

　彼らの言葉で、大地の世界は崩ほう壊かいした。その日から大地は周囲の目から怯えながら生活するようになった。みんなの笑顔が恐ろしく感じ、彼らが本当は自分のことを人間として扱っていないと信じるようになった。大地と周囲の間には、自然と壁ができあがっていた。

　そうこうするうち、クラスメートたちは大地に冷ややかな目を向けるようになった。狭いコミュニティの中で一つの価値観が創造されるのは恐ろしく早い。最初に大地のことをブタと呼んだ子たちは、いまではみんながいる前で堂々と大地をブタ呼ばわりするようになっていた。

　大地は学校に通い続けたが、それは自分のために一つの臓器を失ってまで尽くしてくれた父を悲しませたくなかったからだった。

「学校は楽しいか？」という父に大地は笑顔を返し、部屋で泣いた。どうすればいいかわからなかった。もしあのとき父がバイオハイブリッド技術の手術を了承しなかったら、どうなっていただろう？　多分、いまも大地は透析のために病院に通い続け、暗あん澹たんとした気持ちでドナーを待ち続けているだろう──しかし、誰かにブタ呼ばわりされることもなく。

　じわりと父に恨みの念を抱いていることに気付いて、大地は自分に深く失望した。

　転機が訪れるまで、大地は自分の世界を家庭のみに限定し、学校生活のための時間は病院に通っていたときと同じ〝必要悪〟と割り切るようにしていた。元々自分には友人などいなかったのだ。さみしい理解だったけれど、その経験がなければ精神の均きん衡こうを保てなかっただろう。

　ゆえに小学五年生になったときも、大した感慨は抱かなかった。自己紹介のとき、一人の少女が自分から孤児であることとオフスプリオリであることを告白して、クラスが一いつ瞬しゆん静まり返ったことは覚えていたものの、それだけだった。

　その少女が亜あ季きだったわけだが、大地にとって彼女が特別な存在になるのはその次の日──粟あお生う姓の亜あ季きが日直を任まかされた、授業の初日だった。

　日直の亜季は授業用の電子メモリをみんなに配らなければならず、大だい地ちの席にも来た。

　大地は口ごもりながら、少女にメモリを机に置いてくれるように頼んだ。前のクラスでは、大地は手渡しで何かをもらうことはなく、今後このクラスでもそうなるべきだと考えていたのだけれど、どうしても最初は勝手を知らない人たちにそのことを伝えなければならない。

「お、ブタがしゃべった。めずらしー」

　小さな冷やかし声が飛び、大地は真っ赤になってうつむいた。

　亜季は胡う乱ろん気げな顔をしたものの、そのときは結局大地の依頼どおりメモリを置いて去った。

　授業が終わり、教師が出ていってから、一人の少年がご丁てい寧ねいに亜季に大声で説明を始めた。周囲の事情を知っている者たちは薄く笑い、知らない者たちは、今後同じような表情を浮かべることになるであろう顔に、訝いぶかしげな表情を張り付けている。

　しかし説明が終わってから、亜季は納得できないように眉まゆをひそめ、

「服ふく須す君の臓器が人工的につくられたものってことは知ってる」と言った。「で、それがどうしてブタにつながるの」

「はあ？　お前、話聞いてたかよ？　ブタからつくられた臓器なんだよ。ブタの肉が体の中に詰まってるんだ」

「でも遺い伝でん子し的に人間のものじゃない細胞が、人間の中でうまく作用するはずがないよ。それはどう説明するの」

「……遺伝子？　何だよ、それ」

　二人の会話は嚙かみ合っていなかった。亜季は遺伝子操そう作さだの万能細胞だのの専門用語を淡々と挙げ、展開する自説を論理的に正しいと主張した。いまから思えば、そのときの亜季は比ひ喩ゆ的なものの見方ができていなかったのだ。けれど、呪じゆ詛そもかくやとばかりの意味不明な言葉の羅ら列れつを浴びせられた少年は、それ以上に混乱し切っていた。

「お、お前もオフスプリオリとかで周りに友だちがいないから、このブタを庇かばうんだろ。お似合いだぜ」

　亜季は嘲ちよう笑しようした。「議論ができないなら、もう君とは話さなくていいね」

　大地は呆あつ気けにとられて、眼前のやりとりを見守るしかなかった。しかし休憩時間が終わり、次の授業が始まるにつれて、次第にあの女の子に腹が立ってきた。波風が立ったしわ寄せを一番食らうのはどうせ自分になる。あの子はいじめられっ子を庇ったという自己満足に浸ひたりたいがために、自分を利用したに違いない。

　ゆえに放課後、亜季が話しかけてきても大地は取り合わなかった。

「待ってってば。話くらい聞いてよ。本当は私、服須君とずっと話したかったんだ」

　逃げようとする自分の手を亜季が摑つかんだとき、大地は体に電流が走ったように感じた。汚らしい自分が誰かに触れられるなど、それまであってはならないことだったからだ。

　鳥肌を立てて震える大だい地ちに向かって、少女は目を輝かせ、こう言った。

「……ねえ、手術痕こん見せて」

　そのとき、大地はこの少女が少しおかしいことに気がついた。




　亜あ季きは多くの子たちと同様、例の特集番組によって大地のことを知ったという。大地の退院後、何度かお目当てのクラスを覗のぞいてみたものの、大地は休憩時間も放課後もほとんど教室におらず、話す機会に恵まれなかったらしい。

「私、児童養よう護ご施設に住んでるんだけど、お父さんは知ってるの。ほら、オフスプリオリって数が少なくって、誰が誰の遺い伝でん子しを受け継ついでいるかもすぐわかるから。それでお父さんのことを知って、その人のことを調べてる内に、お父さんがバイオハイブリッド人工臓器の研究をしてたって知ったんだ。いまはどこにいるのかわからないけど」

　亜季はバイオハイブリッド人工臓器を詳しく知るために、遺伝子や生体に関する学問を勉強したそうだ。大地も治療の当事者ということで大まかな知識はあったけれども、亜季の知識はそれを遥はるかに凌しのいでいた。

「実際に手術を受けた人と話せる機会なんてそうそうないよ。しかもそれが、同じ学校にいる男の子だなんて。私が服ふく須す君と話したかったっていうこと、信じてくれる？」

　最初亜季に悪い感情を持っていた大地は、急に自分が恥ずかしくなって、大慌てでコクコクと頷うなずいた。

　それから大地と亜季は近くの公園で一緒におしゃべりした。

　そういう性格なのだろう、亜季は淡々とした調子でしか喋しゃべらなかったけれども、大地の緊きん張ちようをほぐすにはかえってちょうどよかった。

　亜季はバイオハイブリッド人工臓器がいかに優すぐれた技術であるかを説明し、クラスの連中を馬ば鹿かな連中と言ってはばからなかった。

「細胞っていうのは分裂を繰くり返して、最初の細胞は何年かすると新しい細胞と全部入れ替わるんだよ。そもそも最初の細胞ですら服須君の遺伝子をベースにつくられているんだから、ヒトの細胞だしね。アリストテレスっていう昔の偉い人の考えに、こんなものがあるんだ。『質料ヒユレー』と『形相エイドス』の関係。〝あるもの〟が現実となるために必要な設計図を形相エイドスと呼んで、〝あるもの〟を構成し得る素材を質料ヒユレーと呼ぶの。現実のものは二つの関係性によってしか存在できないんだけど、その〝あるもの〟の外観とか機能は、あくまでも形相エイドス──設計図が負担するって。それで、うん──つまり──私が言いたいのは、つくられた臓器の設計図は服須君の遺伝子の中にあるんだから、どう考えてもそれは人間のものだってこと」

　難むずかしいことを説明するとき、少し亜季は得意そうだった。

　亜季に言い負かされた少年同様、大地は遺伝子のことなど全然知らなかったのだが、そのことを伝えると、亜季は嬉き々きとして説明を始めた。遺伝子がどういうものか。研究がどのように発展してきたか。そして、今後はどうなっていくか……。

「遺い伝でん子し工学はいま、特殊な文字を認識できるオフスプリオリが牽けん引いんしていると言っても言いすぎじゃないの。身体からだを構成している情報っていうのは層状をしていて、深い層に行けば行くほどより詳しい情報を見ることができるらしいんだけど、こういうのをデータのカプセル化って呼ぶんだって。それでね、目に映った表層以上のものを見ることができる人の瞳ひとみには、対象として認識する人間の細部の情報が──今朝何を食べたとか、どんな怪け我がをしたことがあるかとか、どんな遺伝子を持っているかとか──わかるんだって」

　よくわからないものの、亜あ季きが言うには、カプセル化というのは元々ネットワーク通信やオブジェクト指向プログラミングというものを扱うときにも関係する概念ということらしい。

「バイオハイブリッド人工臓器でも、この人たちは重要な問題を解決したの。それが免疫問題。遺伝子技術を使った人工臓器の発想は大昔からあったんだけど、その問題だけがどうしても未解決だった。実は結構最近になってからなんだよ。キメラ生物の臓器を、拒絶反応なしで人の身体に入れられるようになったのって」

　亜季は本当に物知りで、彼女が遺伝子工学やバイオハイブリッド技術に関する今後の展望や課題を語るとき、何だか活いき活きとしているように感じて、大だい地ちは純粋に彼女のことをすごいと思った。自分には、何かここまで本気になって物事に取り組んだ経験はなかった。

「知ってる？　バイオハイブリッド人工臓器では決してつくれない器官があるの。もちろん問題は技術面じゃなくて、倫理的なところにあるんだけど。つまり、つくれない、じゃなくて、つくってはいけない、って言っていいかな。どこかわかる？」

　大地は首を横に振った。

「声出しなよ。何だか私ばっかりしゃべってる気がする……ああ、もしかして声帯って言いたいの？　残念だけど声帯はつくっていいし、もうたくさん移植例もある」

「違う。わからないって意味。それって、どこなの？」

「それはね……」

　亜季が答えを発したとき、大地は一いつ瞬しゆん背筋に冷たいものを感じ取った。確かに〝それ〟をつくってしまうのはまずい気がした。

　大地の反応が予想以上だったのか、亜季は大げさと思えるほど深く頷うなずいた。

「まあ、色々課題はあるよ。でもそれはどんな技術にも言えることだから。人間ってすごいよね。自分たちで我慢しないと世界が無茶苦茶になるような技術を持っていて、同時にそれを抑えつける理性を持っているんだから。人間のクローンだってつくろうと思えばつくれるんだ。でもそうしないのは、人間が理性的な動物だからだよ」

　他の動物には絶対に真似まねできない、と亜季は続けた。

「私、漠然とだけど将来は他の誰かを助けられるような人になりたいなって思ってるんだ。本当の意味で他人のために行動するのって利己的な人ならできないことだし、すごく理性的だと思う。せっかく理性を持った人間に生まれてきたんだから」

「……あ、粟あお生うさんならなれるよ」

　僕も今日……その言葉は、すんでのところで吞のみ込む。

　そのとき少女は初めてにっこりと笑った。

「ありがとう」

　大だい地ちはどきりとした。意識して見ると、目の前の女の子はすごく可愛かわいかった。

「ねえ、嫌いやだったらいいんだけど、手術の跡あとを見せてくれない？　服ふく須す君が救われた証あかし。バイオハイブリッド技術が誰かを救った証」

　心臓が大きな音を立て始めているのがわかる。大地は赤くなった顔を悟られないよう、そんな要望は何でもないと言わんばかりに、シャツをめくり上げた。

　少女の手が脇わき腹ばらにそっと触れる。平然を装よそおいながらも大地は目眩めまいを覚え、頭がおかしくなったのかと思うほどクラクラした。

「……すごい。やっぱり、人間ってすごいね」

　亜あ季きがそう言ったとき、夕日が彼女の瞳ひとみをきらきらと輝かせた。

　息を吞み、心奪われた。心臓の音は静まるどころか、どんどん大きくなっていく。こんなに美しいものを、大地は見たことがなかった。
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　四月二十八日の夕刻。時刻はもうすぐ午後の五時を迎えようとしている。

　千せん里りは富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のとの会合の場所に来ていた。

　──二人きりで──そう書かれていた文面のとおり、鵬ほう珠じゆは別の場所で待機させてある。富士城の言葉に耳を貸す義理はないが、千里にとっても彼女は気になる存在だったため、一度は誰の邪じや魔まもはさまずに対話してみたいと思ったのだ。

　メッセージで指摘されるまでもなく、施設に残されていた彼女のデータに千里はすべて目を通していた。彼女が本気になった姿は確かに圧巻で、力の方向性が違うため比較ができないとわかっていても、千里は大きな敗北感を覚えた。

　富士城の力は他者の言語使用を認識できることと、それを利用した言語〝否定〟だ。他者の認識に違和感を生じさせ、世界言語の書き換えを空から振ぶりさせる。

　違和感の創出には黒い色素が使われるため、最初千里は、元々真っ黒な対象に世界言語を使用すれば彼女は否定を行えないのではないかと思った。つまり黒いものを富士城が黒く変化させたところで、認識の錯さく誤ごは起こらないのではないか、と。

　しかし彼女の本気は千里の予想を遥はるかに上回っていた。

「もうこの部屋は元に戻らないと思ってください。私の記憶には限界がありますから」

　映像の中で、富ふ士じ城しろは言った。

　部屋には松材の戸棚と鋲びようを打った革の椅い子すがあり、高級そうな布地のカーテンが窓を覆おおっていた。床は灰色と赤せき褐かつ色しよくの碁ご盤ばん模様。部屋には、様々な色彩が溢あふれている。

　しかし次の瞬しゆん間かん、彼女のいる部屋に雪が降り積もった。いや、本当に雪が降ったわけではない──目の前に突然起こったことでそう錯覚したということだ。

　部屋を構成するすべての構築物が、一瞬で白く塗り換えられていた。オフスプリオリでない千せん里りには、どれほどの力があればそんなことが可能なのか見当もつかない。しかしとてつもない力だという直感だけはあった。

　美しい光景。真っ白な部屋に、彼女の黒髪と黒い瞳ひとみが刺激的なアクセントを加えている。

　そのデータを取った日付には、まだ魔法一条が制定されていないはずだが、いまとなって考えてみれば、部屋の中に彼女が否定できないものはなかった。要するに、否定を逃れ得る〝黒い〟対象は、生命を表現するものしか残されていなかったということだ。

　千里は映像の中の富士城雪ゆき乃のの姿に見とれ──そしてすぐに我に返った。

　こんなにイライラした気持ちになったのは初めてだった。それ以来彼女の美しい容よう貌ぼうは、千里の心の中に黒い染みとなって残り続けた。

　ゆえに鵬ほう珠じゆの噂うわさを聞いたとき、千里は局長に真っ先に訊たずねたものだ。

「その語かた羅ら部べ鵬珠って子と、あの富士城雪乃が力比べをしたらどうなるの？」

　局長は驚おどろいたらしい。「君がそんな愚おろかな質問をするとは思わなかった。それぞれ二人の力は知っているだろう。推おして知るべし、だよ」

　彼の言葉にはいつも鞘さやがあった。考えさせるのが好きなのだ。しかし、このとき千里は彼の方針を尊重しなかった。「いいから答えて！　私がへそを曲げてもいいの？」

　局長は困ったように笑った。「富士城雪乃では問題にならない」

　彼の言葉は千里を喜ばせ──その日から、千里は鵬珠の虜とりこになったのである。




　目の前のパソコン画面に通信が入り、千里の意識を過去から呼び戻した。時刻を見ると、午後五時ちょうど。

　通信の許可を選択すると、画面に富士城雪乃の整った顔が映り込む。会合の場所として示されていたのは、ある通信サービスサイトのＵＲＬだった。千里はにっこり笑った。その笑顔はデバイスに据えつけられた内部レンズに拾われ、富士城のもとに届けられていることだろう。

「初めまして、富士城さん。お手紙ありがとうございました。すごく光栄ですよ、世界で初めて見つかった依存的性質の世界言語認識者にお誘いを受けるなんて」

『初めまして、燈とう下かさん』富士城も柔らかい微笑ほほえみを返した。『いま、お一人ですか』

「ええ、もちろん。鵬珠は向こうの部屋で待たせています。あの子はすごく素直だから、私の言うことは何だって聞くんですよ」

『首輪をプレゼントしたそうですね。誰の意向か存じ上げませんが、いいご趣味です』

「あの、富ふ士じ城しろさん？」

　千せん里りはできるだけ困惑したような顔をつくって、富士城の行動を指摘した。

「──しゃべったらどうです？」

　彼女は画面下に別枠を表示し、そこにコメントを書いて千里の言葉に返事をしている。

「私の力は他の媒体を経由すると効果を発しなくなります。マルガレーテのデータをご覧になっていればおわかりでしょう？　この状況なら、私は誰の心の中も覗のぞけません。そもそもこの場所を富士城さんが選んだのは、私と公平な立ち位置で会話したかったからでは？」

　千里は富士城の対策を念頭におき、その考えが正しいものであるとやんわり示そうとした。すべては富士城に言葉を発させるためだ。最初彼女が口を開かなかったとき、千里は内心の失望を押さえ込まなければならなかった。

　マルガレーテの情報を鵜吞みにした馬ば鹿かな女が、自分の胸中を〝暴ばく露ろ〟されていく様子を期待していたからだ。

『こういう言い方は失礼でしょうが、あなたは優等生とは言い難がたいようです』

　富士城は唇を動かさない。その代わりに、すばやく画面下で手を動かしている。

「……私が施設に噓うそをついていると言いたいんですか？」

『いえ、私もよくやりましたからね。機き嫌げんが悪かったり、ちょっとした悪戯いたずら心ごころがあるとき、目に映る情報とは違うことを教えてしまう』

　富士城の言葉は核心をついていた。千里が噓をついたのは、まさにそういった理由だった。

　あるとき千里は、重大事件の容疑者の心を剔てつ抉けつする仕事を依頼されたとき、「彼の口を割るのはいいけど、私の口を割ってくれる人はどうするの？」と訊たずねたことがあった。つまり、自白させる対象がその容疑者から千里に変わるだけで、根本的な問題は解消しないのではないかという疑問を覚えたのだ。自分が噓をついたら、どうなるのだろう？　完全な犯罪者のことを千里が「この人はやってないわ」と言えば、彼は無実になるのだろうか。

　そのとき千里は要領を得た回答を誰からも得られないまま、結局、容疑者を正直に有罪にしたものの、その疑問は千里に噓をつく魅力を覚え込ませた。

　施設に帰った翌日の能力テストは、通信機を通した音に人の思いを感じられるかというものだった。その日以来、千里は何か媒体を通してしまうと誰の心も覗けないことになっている。

『あなたが私と同じだと断じる理由はありません。しかし念のためですよ。私の心の中には、守らなければならない秘密が多すぎます』

「……富士城さんがこの場所を選んだのは、私の能力を知っているからだと思いました」

『申し訳ありませんが違います。私は語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆとの接触を可能な限り避さけたいのですよ』

「私よりも鵬珠の方が怖いってわけですか」

『率直に申し上げるとそのとおりです。私にはなぜあなたが、あの怪物を傍そばに置いているのか理解できません。ちょっとした好奇心のために、取り返しのつかない代だい償しようを払うことになってからでは遅いのですよ』

　その物言いに、むかっ腹が立った。

「私と鵬ほう珠じゆは友だちなの。あの子は純粋だわ。どこかのひねくれ者とは違ってね」

　千せん里りは演技をかなぐり捨てた。目の前の女にあまりにも腹が立って、我慢ができなかった。

『立腹させたのなら謝しや罪ざいしましょう。私はあなたと敵対関係にいたくありません。むしろ、協力させていただきたくてお手紙を差し上げたのですから』

「なら、まず歩み寄る姿勢を示すべきね。口でしゃべりなさい」

『随ずい分ぶんとこだわりますね。やはり施設は、あなたに過小な評価を下すようミスリードされているということですか』

「そんなことはどうでもいいわ。私はあなたの態度が気に入らない。事件は解決に向かって大きく進展しているの。私のおかげでね。あなたは真相を知りたいんでしょう？」

『真相は知りたいですが、その代わりに心を知られたくもありません』

「わがままね」

『あなたにもメリットはあります』

「メリット？　あなたと協力することで、私が得られるメリットってこと？」

『そうです』そこで富ふ士じ城しろは一呼吸置いた。文字の最後尾につくアイコンが点滅している。

『護ご衛えいが必要なら、あの怪物に代わって私がして差し上げます。それだけであなたの身の周りの安全性は格段に向上するでしょう』

「話にならないわね。どうして私が、鵬珠より力の劣おとるあなたに護衛を頼まなければいけないのよ。あの子がいれば十分だわ」

『暴発した銃が、味方を傷つけることもあるのですよ』

　その言葉に、千里はぎょっとした。

　──ドレッドノートの安全判定が厳きびしすぎる──それは千里がネットゲーム中に言った言葉だ。安全判定に失敗した大型銃が、味方のムッサを攻こう撃げきしてしまったことに対する発言だった。

　千里が驚おどろいたのは、富士城の言葉から鵬珠が自分を攻撃する様を連想したからではない。

　そうではなく、彼女がネット上での千里の動きを知っているのではないかという疑念を覚えたからだ。

　思えば、なぜ富士城は自分と鵬珠が施設を出て警察の捜査に加わることを知っているのだろう。彼女のメッセージにあった〝情報収集力〟とはどれほどのものなのか。

『どうしました？』富士城の黒い瞳ひとみから、底の知れないものを感じる。

「……何でもないわ」千里は平静を装よそおって答えた。「鵬珠が私に危害を加えるわけない。あなたの言っているメリットがそれだけなら、あなたとの協力関係は必要ないわね」

『残念です。真っ当な思考の持ち主なら、一考に値する対価だと思ったのですが』

　始まったばかりの会合は、すでにまったく意味のないものと化している。千せん里りはもう通信を切ろうかと思った。やはり富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のは鼻持ちならない女だった。

『もう一つ。私を傍そばに置いておけば、あなたの秘密をしゃべらずにおいて差し上げますよ』

「私の秘密？　何よ、それ？」

『マルガレーテに噓うそをついていたということです』

　千里は通信を切った。とんでもない女だ。




　千里はイライラしながら、富士城からプレゼントされた人形を部屋の壁に放り投げた。そして大おお股またで隣となりの部屋に続く扉まで近付くと、ノックもせずに開く。

　するとすぐに、こちらに向かって飛びかかってくる影かげに気付いた──鵬ほう珠じゆだ。

　暴発、という富士城の言葉が頭をよぎった千里は一いつ瞬しゆん怒りを忘れ、恐怖を覚えた。千里は鵬珠に組み伏せられていた。

「見つけた！　千里、見つけた！」

「何、え、何が──」

　戸惑う千里などそっちのけで、鵬珠は興こう奮ふんで瞳をきらきらと輝かせている。

「ペンダントの絵が何かわかったんだ！　いまテレビのコマーシャルでやってたの！　何とか美術展……とにかく、いま神こう戸べの博物館にこの絵があるんだって！」













　　第二章　〝嵐〟　──謎なぞめく絵画と、襲しゆう撃げき者しや──
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　明石あかし特区はＭＰＷＬ（Meta-Physical World Language）特区指定を受けてから急速に発展したが、特に神こう戸べ市にある領域は、めざましい近代化の恩恵を受けている。垂たる水み区もその一つだ。

　垂水区にある、舞まい子こ公園と明石海峡大橋を展望できるカフェが、オフ会の会場だった。外のテラス席は、瀬せ戸と内ない海かいから漂ただよってくる潮しおの香りを楽しむことができる人気のスポットだ。

　虎とら風かぜにとって、オフ会の場所が特区内に決まったのはラッキーだった。何と言っても、身体からだが世界言語で表現されていない姫き晴はると、一緒に行くことができるからだ。

　二人は一時間前に待ち合わせて、一緒に会場に行くことにした。

　世間はゴールデンウィークの真っ最中。道中には家族連れやカップルの姿が多く見られた。

　電車が舞子公園駅に着き、カフェへと向かう中、虎風は姫晴から最近の富ふ士じ城しろの動向を聞いた。虎風がプレゼントしたエプロンに富士城が目くじらをたてた、という話だ。

　姫晴は楽しそうに話すものの、富士城にあまりいい感情を向けられていない自分は、彼女から何かしらの圧力を受けるのではないか、と空恐ろしくなる。

　無意識のうちに、周りを見回してしまう。

「……富士城さんは今日いないよね？」

「雪ゆき乃のだって、そこまで過か保ほ護ごじゃないよ。特区内に遊びに行くだけなのに」

「じゃ、手つないでいい？」

　虎風がそう言うと、姫晴は途と端たんに赤くなった。赤くなったが、それとなく彼女の方に伸ばしていた虎風の手を、しっかりと握り返してくる。

「このことは富士城さんに話すの？」

　照れた姫晴は本当に可愛かわいらしい。彼女は小さく「……馬ば鹿か」とだけ呟つぶやいた。

　二人は付き合い始めたばかりで、周りにはまだ関係を伏せている。知り合いがいるところでは友人で、二人っきりになれて初めて恋人になれる。今日は絶好の機会だった。

「ねえ、皆の前でもハルを演じてみてよ。きっと面白いことになるからさ」

「やめてってば」姫晴は恥ずかしそうに、首を横に振った。さらりとした髪がぱっと広がり、日の光を反射させる。「あー、もう。どうしてあんなキャラにしちゃったんだろ……ほんとに黒歴史！　オフで皆に会うことがわかってたら、あんな痛い子にしなかったのに……」

「何でさ、可愛かわいいじゃん。ああいう口調で話す姫き晴はるちゃん、見てみたいな」

　すると姫晴は上目づかいで、虎とら風かぜをちらりと見つめた。「可愛いかな……？」

「まあ、俺の目から見ると大体可愛くなっちゃうんだけど」

「だ、だったらさ」虎風の手が、ぎゅっと強く握られる。「周りに人がいないときならいいよ。私、トラくんだけの吸血鬼になってあげる。だから今日はお預け。ね？」

　虎風は、隣となりの少女を無性に抱き締しめたくなった。
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　窓を一つずつ開けていくと、四月の心地ここちよい風が研究室に満ちていくのがわかる。

　竹たけ下した信のぶ夫おは、自席に戻ってから、赤く囲まれたカレンダーの日付を確認した。

　いよいよ今日だ。デレク・ミンスキーからの急な誘いを、竹下は喜んで承しよう諾だくしていた。

　ミンスキーは業界の中で、いまもっとも注目を受ける科学者の一人であり、普段から親密にしているとはいえ、彼のような多忙な人と話す機会というのはなかなか得られるものではない。

　ミンスキーと初めて会ったのは、もう七年も前になる──脳科学学会で竹下の発表した〝認知症患者におけるウィジウィグ〟というテーマを耳にした彼が、一度会合したいと言ってきたときだった。

「君のテーマは実に刺激的だった！」と、ミンスキーは言った。初対面にもかかわらず、彼はフランクだった。「あれから、君の研究全体に目を通したのだが、何点か理解できないところがあってね。今日は是非ともそれを聞かせて欲しい。実は世界言語は門外漢なんだ」

「ご説明しますよ」

　竹下はまず〝ウィジウィグ〟の理論から説明を始めることにした。

　ＷＹＳＩＷＹＧ（ウィジウィグ）という言葉がある。〝見たものが、手に入るもの〟という意味の文章──What You See Is What You Get.──から頭かしら文も字じを取ったＩＴ用語だ。

　元は印刷技術などにおいて、ディスプレイに現れるものと、処理内容を一致させる技術がそう呼ばれていたが、現在ではオフスプリオリの世界言語の扱い方の一つも、同じ名前で呼ばれている。

「通常オフスプリオリが世界言語を使用するというのは、その言語を書き換えることによってそれに付ふ随ずいする現象を操そう作さすることを示します。ですから──見たいように世界を見る──簡単に言うと、こう表現できると思います」

「オフスプリオリの力は本当に驚きよう異い的てきだよ」

　竹下は首肯した。「ええ。そしてウィジウィグにおいても、やっていることは同じです。ただ言語使用において、元にある文字を、それとまったく同じ文字で書き換えるときに〝ウィジウィグする〟と呼ばれているのです。ウィジウィグは、世界のあり方を自分の認識に置き換えることを示します。先の表現と比較するなら──見ている世界を得る──ウィジウィグはこのように表現できます」

　この力が解決した困こん難なんな問題に、視覚上のクオリアがあった。つまり、ある人が見ている色は自分の見ている色と違うのではないか、というあれだ。

　Ａが赤い花を見てＢにそれを示すと、Ｂもその花を〝赤い〟と答えるけれども、Ｂが本当にＡの認識している赤色を認識しているかどうかはわからない。どちらも、いま認識している花の色を〝赤色〟と呼ぶことは幼少からの経験で知っているため、解答はもちろん赤色で一致する。しかし本当はＡにとっての緑色を、Ｂは赤色と呼んでいるのかもしれない。生まれたときからＢはＡの緑色を赤色として認識していて、成長する間にそれが変わるわけもなく、ずっと赤色と思っているだけなのかもしれない。

　また色の好みは千差万別だが、もしかすると人はみな同じ色を差して〝好き〟と言っているのかもしれない。つまりその色が、ある人には〝赤色〟、違う人には〝緑色〟と呼ぶように教えられた経験を通すことで、色の好みを生み出しているのかもしれない。

　これは他人の認識を覗のぞき見ることができないために生じる疑問であり、解決不能だった。

「もちろん、ウィジウィグができない世界において、と注釈がつきますが」

　効果的な沈ちん黙もくは、ときに知識欲を刺激する。プレゼンテーションの基本だ。

「……ウィジウィグは世界のあり方を自分の認識に置き換えます。つまりカーペットの赤色を、自分の認識する〝赤色〟に換えることもできる。それを見た誰もが、カーペットを〝赤い〟と答えたときこそ、認識上の難問がついにその膝ひざを折った瞬しゆん間かんでした」

「すばらしい！　認識論の授業で私は真ま面じ目めな生徒とは言い難がたかったが、いま過去に戻れれば、無欲なひよっこを張り倒すだろう！」

　竹たけ下したは笑った。「もちろん、いまのはウィジウィグの重要性を示す一例に過ぎません。この力は、いまもなお研究が続けられているテーマです。そう！　先ほどあなたがおっしゃった〝過去〟に視点を移しても、このウィジウィグは本当に興味深い結果を残しています」

　ミンスキーは身を乗り出した。「今日は、それを聞きに来たんだ」

　いまの彼は世界的な科学者ではなく、理想的な生徒だった。

「人間の時間軸の捉とらえ方を、深く知ることができるかもしれない。実際のところ、君のテーマに惹ひかれた理由はそこなんだよ」

　竹下の研究テーマを端たん的てきに表現すると、オフスプリオリが過去をウィジウィグすればどうなるか、というものだ。

　そのために力を貸してもらうのが、認知症を患わずらっているオフスプリオリである。

　彼らの認識は過去を彷徨さまようこともある。その過去をウィジウィグによってサルベージしようとするところから、研究は始まった。

　ただ構造的な問題として、年齢を重ねるごとにオフスプリオリはコンパイル能力を失っていくため、ウィジウィグ自体が行えないということがあった。

「また、彼らとはなかなか意思の疎通も行うこともできません。テーマ自体が困こん難なんでしたが、何とか成果を出すことができましたよ」

　認知症を患わずらうオフスプリオリの周りに、彼らの昔住んでいた環かん境きようを再現し、その周辺物質に変化がないかどうかを定期的に調べる。そして年代測定器が五十年前の物質を検知したとき、竹たけ下したの研究は大いに動き出したのだった。世界的な科学者の興味を引くほどに。




　あの日の会合から、七年が経たつ。それからミンスキーと竹下は家族ぐるみの付き合いとなって、彼の息子は竹下の兄弟も同然だった。

　そのミンスキーが、急に来日すると言う。しかも自分に会いに。竹下はじわりと心が浮き立つのを感じた。まさか、あのプログラムが完成したのだろうか？




　　　　　※




「そんじゃ、改めて自己紹介するっす！　俺、ダイチです！　服ふく須す大だい地ちって言います！」

　朗ほがらかな少年の一声で、オフ会は幕を開けた。

「え、本名を名乗るんですか？」

　虎とら風かぜが言うと、大地と名乗った少年は少し面食らったようだった。

「え？　ああ、名乗らないものなんですか？　実は俺、オフ会って初めてで……」

「いや、別にいいですよ。俺はトラです。阿あ万ま野の虎風っていいます」

「御み渡わたり姫き晴はるです。ハルの名前でパーティーに参加してます」

「よろしくー。いやあ、やっぱりトラとハルは知り合いだったのかあ。そうじゃないかと思ってたんです。あ、俺たち、年も近そうだし、敬語抜きでいきませんか？」

　了承すると、大地は嬉うれしそうに笑った。人好きのする少年だ、と虎風は思った。

　少し話してみると、どうやら大地は二人と同い年らしい。神こう戸べの進学校に通っていて、かなり勉強ができるようだ。

「さっきチャット覗のぞいたら、ムッサさんももう着いてるらしいけど、どっかで迷ってんのかな」

　大地は言った。「センリさんは元から来ないって言ってたけど」

「私、正直、あの人が一番どんな人か気になってた」

　姫晴が言うと、大地は大きな声で笑った。「俺もそうだよ！　でも、やっぱりネカマ疑惑があるのがネックだったんじゃないの？　ムッサさんが色々いじめるからさ！」

「失敬な」

　笑いを含んだ声が届き、三人はその方向に目を向けた。ラフな格好をした青年が、悪戯いたずら笑わらいを顔に張り付けている。虎風たちよりは年上だろうが、年齢は二十に届くかどうかといったところだろう。大学生くらいかもしれない。

　彼はムッサだと名乗った。例によって大だい地ちが人ひと懐なつっこく自己紹介すると、青年は先ほどの虎とら風かぜと同じように「本名名乗るんだ？」と一いつ瞬しゆんきょとんとした様子だったが、虎風と姫き晴はるの方をまじまじと見るや否いなや、何やら意味深な笑顔になり、「じゃあ改めて、ムッサです」と言った。

「本名は陸奥むつ佐さ平へいっていいます」




　虎風はまず、姫晴と一緒に三月の一時期からしばらくログインできなかったことを詫わびた。もちろん例の特区異変があってからのしばらく、である。チャットでも謝あやまっていたのだが、面と向かって言う方が重要だと二人は考えていた。

　しかし大地も佐平も特に気にした風ではなく、虎風はほっと息をつくことができた。

「大地君がすべてを挽ばん回かいしてくれたからね。すばらしい引きだった」

「いやあ、昔から運だけはいいんですよね」

　虎風が二人から受けた印象は、概おおむねネット上で感じていたものと相違なかった。佐平は冗談で周りを明るくする才能があるし、大地はとぼけているようで根は真ま面じ目めだ。

　また佐平はネット上では様々なことの分析に秀ひいでていたが、それはリアルでも同じだった。

　話がゲームマスターのことになると、彼は口が滑なめらかになった。

「レギオンの正体は本当に刺激的な謎なぞだよ」と、佐平は言った。「俺はわりと初期からのプレイヤーだから〝彼〟についての議論はこれまで色々目にしてきた。最初は、ＧＧが多くのシナリオライターを雇っているっていう説が有力だったんだ。彼らにゲームマスターを任まかせているってね。ほら、例の条例のおかげで、プレイ開始時間が決まっているのも、その考えに矛む盾じゆんしないだろう。『レギオンエンジン』は、いつでもプレイできるわけじゃない。決まった時間に、ゲームマスターを用意しておくっていうのは、それほど難むずかしいことじゃないと考えられたんだよ」

「黎れい明めい期はプレイヤーの人数も少なかったんですよね？」虎風は訊たずねた。

「そう。だから、その説も成り立った。でもいまじゃ、まったく支持されない説になってしまっている。マンパワーではとてもさばき切れないほどのパーティーが存在しているからね」

「はあ、俺ってレギオンが何者なのかなんてまったく考えなかったですよ。面白ければいいってずっと思ってました」大地が言った。「だけどそれじゃ、いまはどんな説が有力なんですか？」

「ＡＩだよ。人工知能だ。ただ、この説は少しファンタジーに過ぎる。いまだに世界レベルでも、対話型のＡＩについてはチューリングテストみたいな古臭い基準が権威を持っているっていうのに、日本の一ゲーム会社がそんなことできるのかって、個人的にはそう思う。会話するだけじゃなく、物語まで創造するＡＩなんてさ」

「あ、でもＧＧって、スフィア・ブレインのグループ企業みたいですよ」

　姫晴が言うと、ムッサは驚おどろいたようだった。「へえ、詳しいね」

「気になって、色々と調べたんです。裏技の噂うわさとかもあったし……」

「姫き晴はるちゃんは凝こり性しようだから」

「スフィア・ブレインって？」大だい地ちが訊たずねた。

「無人車に積んであるＡＩとかをつくっている企業のこと。ＡＩ関連では世界レベルの企業だから、ひょっとするとって思ったんだけど」

「可能性があるとすればそこだね。問題は、なんでそこまで高度なＡＩをつくれるのに、それをただのゲームにしか使わないかっていう疑問くらいかな」

「それがさっきの裏技の噂うわさにつながるんです。何だか、私たちは誰かから試されているというか、観察されているような気がします。それがスフィア・ブレインの目的かどうかはわからないですけど、害のないところで実験的な使用をしているんじゃないでしょうか？」

　虎とら風かぜは、姫晴から『レギオンエンジン』の裏技の噂について聞いたことがあった。

　それは、プレイヤーがレギオンと個人的に直接会話する方法のことである。

　多くの掲示板やチャットルームでは淫いん語ごや暴力的なコメントは〝ＮＧワード〟となり、ホストとコメントを打った者以外には見えなくなる仕組みが採用されているが、これはネットゲームである『レギオンエンジン』においてもそうだ。

　裏技を使いたいと思う者はまず、レギオンに聞きたいことをコメントし、そのコメントの頭か末尾に、まったく文脈と関係のないＮＧワードを付ける。そのコメントは当然他のプレイヤーのブラウザには表示されず、その文字を認識しているのは入力者とレギオンの二人だけになる……。

「二人きりのとき、レギオンはどんなことを話すの？」大地は興味津しん々しんといった様子だった。

「入力者が聞きたいことは何でも。そんなこともあるから『レギオンエンジン』は超高性能な検索エンジンのプロトタイプじゃないかって噂もされているの」

「コックリさんみたいだね、面白い」佐さ平へいは言った。「怪談ってわけじゃないけど、レギオンっていうのは元々、聖書に出てくる悪あく霊りようのことなんだよ。人に取り憑ついていたところをキリストによって追い払われ、最終的にブタの群れに憑ひよう依いして、そのまま湖に落ちて消滅する」

「ブ、ブタ？」

　急に表情を変えた大地が気になり、虎風は彼に声をかけた。「どうかした？」

「い、いや、何でもないよ、ごめん」

　ふいに虎風は、『不思議の国のアリス』の一シーンを思い出した。

　〝pig（ブタ）と言ったの？　それともfig（無花果いちじく）と言ったの？〟──〝pig（ブタ）よ〟

「姫晴ちゃんも陸奥むつさんも、あんまり怖い話ばかりしないでくださいよ」チェシャ猫を頭から追い払いながら、虎風は二人に苦言を呈した。せっかくみんなで、楽しんでゲームをプレイしているというのに。大地が気分を悪くするのも当然というものだ。

「あ、服ふく須す君、ごめんね」姫晴はハッとした表情になり、申し訳なさそうに眉まゆを寄せた。「だけどこの裏技って都市伝説みたいなものだから、安心して。試してみてできなかった人が大半で、誰かが勝手に言い始めた噓うそが一人歩きしているだけっていうのが、ネット上での見解。実は私もやってみたことがあって、でも、できなかったもん」

「一人でやるのが怖いって言って、俺に泣きついてきたんだよね」

「馬ば鹿か！」

「い、いやあ、別に俺びびってるわけじゃないから！」

　大だい地ちは無理やりと思えるほど大きな声で笑い、話を変える好機とばかりに、虎とら風かぜと姫き晴はるの関係について根掘り葉掘り聞いてきた。これには二人とも大弱りだった。

　何とか誤ご魔ま化かし切ったと思っていたのに、どうやら大地の中では虎風と姫晴は付き合っていると認識されたらしく、男女が一緒にどういうところに遊びに行くと両方とも楽しめるのか、とメモでも取りそうな勢いで聞いてくる。どうやら意中の女の子がいるらしい。

「それなら、来週の感かん謝しや祭さいに一緒に行ってみたら？　俺たちはその後のパーティーにも招待されてるけど、関係者だって言えばそこにも入れてくれるかもよ」

「う～ん、あいつ、そういうところは好きかなあ」

「……いいなあ、私も行きたかった」

　姫晴がぽつりと言うと、今度は佐さ平へいが興味深そうに訊たずねた。

「御み渡わたりさんは行かないんだ？」

「私と一緒に暮らしてる人がいて……姉みたいな人なんですけど、私が遠くに行くのをすごく嫌いやがるんです」

「ＧＧの本社なんて、ここから目と鼻の先じゃないか」

「基準があるんです。距離の」

　姫晴がその保ほ護ご者しやが過保護なことをもらすと、佐平は同情するように苦笑いした。

「超がつくほど心配性なんです。そのくせ、心配してるのは私も同じなのに、自分だけは大丈夫だっていつも自信満々で」

「いるよね、そういう人」

「最近は探偵の真似まね事ごとみたいなことしてて、ほら、植物人間の事件あるじゃないですか。あれを追いかけているんです。理由も全然教えてくれなくって」

　虎風は携帯端末を取り出し、事件の関連ニュースのページにアクセスした。他の三人に見えるように、ホログラムディスプレイを端末の上に表示させる。

　姫晴はそれをちらりと見てから、続けた。

「その人、オフスプリオリなんです。それで、この事件の被害者ってみんなオフスプリオリじゃないですか？　だから私、何だか怖くて。大事な人が、また私の手の届かないところに行ってしまうんじゃないかって」

　虎風の手が、被害者の写真を一枚ずつ表示させていく。彼らはまだ生きているが、報道ではもう死亡しているかのように扱われているのが気になった。

　最後の一人──レッドマンという外国人の写真がディスプレイに表示されたとき、突然、虎とら風かぜは隣となりにいる大だい地ちに腕を摑つかまれた。

「え、あ……何？」

　大地は質問に答えなかった。彼はそこに信じられないものでも見つけたと言わんばかりに、驚きよう愕がくの表情を浮かべている。「……あいつだ」




　　　　　※




　亜あ季きは、ホテルのロビーに例の二人組が現れるのを確認すると、帽子を深く被かぶり直し、マスクを付けて顔を隠した。

　語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆがやけに目立つコーディネートをしているのを見て、いつも以上に慎重な行動をとらなければならないと心に刻む。周囲の視線が集まる中で、事を起こすのは賢けん明めいではない。

　待つのだ。好機が訪れるまで。

　そして排除する。

　二人はこれからどこかに向かうようだった。亜季は静かに尾行を開始した。音を立ててはいけない、と神経が張り詰める。亜季の立てる音が、燈とう下か千せん里りには敵意を帯びて伝わるだろう。

　ふと亜季は、ドヴォルザークの逸いつ話わを思い出した。偉大なる『新世界より』の作曲者であり、列車マニアでもあった彼は、あるとき乗っている列車の走行音の変調に気付き、未然に列車事故を防いだという話だ。




　　　　　２




　千里にとって、鵬珠が他の誰かからもらったプレゼントに夢中になっているのは、許しがたいことだった。

　あれから千里は鵬珠に内緒で、神こう戸べ博物館のホームページにアクセスし、例の絵画の名前を調べた。絵画はルネサンス期の画家ジョルジョーネ作の『テンペスタ』という絵らしい。

　少し面白かったのは、画面に表示されていた絵と鵬珠のペンダントに印刷されている絵に、相違点が見つかったこと。

　ジョルジョーネは『テンペスタ』を描く際、向かって左側に一度水浴びをする裸婦を描き、そこにさらに上塗りするようにして、長い棒を持った男性を描き足している。

『テンペスタ』として公おおやけに出回っているのは男性の描かれた図柄であり、鵬珠の持っているペンダントに印刷されているのは、Ｘ線によって復元された女性が描かれた図柄だった。

　博物館に問い合わせてみると、いまはルネサンス展のお土産みやげとして、中世絵画最大の謎なぞとされる『テンペスタ』の復元絵を印刷したペンダントを売っているという。

　都つ筑づき流ながれはそれを購入したに違いない。そのとき千せん里りに名案がひらめいたのだった。

　上塗りをすればいいではないか、と。

　鵬ほう珠じゆは自分の買い与えたものだけ持っていればいい。

　警察は魯ろ鈍どんで、捜査には時間がかかるに違いない。少しくらい出歩いても構わないだろう。

「鵬珠、そんなに気になるんだったら、一緒に博物館に行ってみる？　何かわかるかもしれないわよ」

　素知らぬ風を装よそおって提案すると、鵬珠はぱっと表情を輝かせた。




　神こう戸べ博物館は神戸市の中央区にある新古典主義建築の建物で、昔から国際交流豊かだった地域にふさわしく、いい意味で日本的ではない雰囲気を醸かもし出している。

　エントランスの横に電子掲示板が表示され、数秒おきに絵画や彫刻の画像が変わっていく。

　鵬珠はしばらくそれに気を取られていたようだったが、千里が「そんなところであの絵を待たなくても、中にあるんだからいいでしょ」と言うと、ようやく歩を進めた。

「ね、千里。贋がん作さくって何？」

　二人分の入場料を払おうと端末を操そう作さしていると、鵬珠がそんなことを言った。

「オリジナルと異なるものってことよ。偽にせ物ものって言ってもいいかしら」

「さっき、外には贋作展って書かれてたよ。ここにあるのは全部偽物ってこと？」

「芸術品って、ものすごく貴重なのよ。ここにあるものを全部オリジナルで揃そろえようとしたら、国家プロジェクト並みの資金が必要になるわ」

「ふーん、じゃあわたしとおんなじなんだ。わたしもママの偽物」

　千里はぎょっとした。この娘は何ということを言うのだ、と。

　しかもさらに驚おどろいたことに、鵬珠は言葉に自じ嘲ちようじみた感情を含まず、むしろ誇りのようなものさえ感じている。理解しがたい精神構造だが、それが鵬珠の魅力でもある。

　千里はニヤリと笑った。「そうね、だからみんなもここにたくさん足を運ぶのよ。私が鵬珠のことをお気に入りにしているみたいにね」

　それから二人は入り口でもらったパンフレットを開いて、どこにどんな絵があるのかを確認した。関連したテーマごとに作品は飾られているらしい。

　千里ははっきり言って芸術などにまったく興味はなく、用があるのは売店だけだったが、鵬珠の機き嫌げんを取るためにも『テンペスタ』くらいは閲えつ覧らんしに行かなければならないだろう。

　そんなことを考えていると、見知らぬ若い男が二人の方に近付いてくるのがわかった。

「Hello?」英語だ。「Is everything alright?」

「ここは日本よ。日本語でしゃべったら？」

　パンフレットから目を上げずに答える。彼が近付いてきたときの足音から、下心が透けて見えていた。

　男は千せん里りの態度に面食らったようだった。

「い、いやあ、日本語、お上手ですね。てっきり勝手がわからないものと思いまして」

「どうも、ご親切に。私は日本生まれの日本育ちよ」

「そうだったんですか。これは失礼をいたしました。しかしいい天気ですね。絶好の博物館日和びよりだ、あはは」

　千里はため息をついた。ナンパ目的である。

　彼の考えはこうだ。こういった公的な施設には外国人旅行客がよく集まる。いくら英語表記が整っているとはいえ、なじみのない土地だ。案内人がいると非常に助かる。その役目を引き受けることで恩を売り、運が良ければその後もよろしくやれる──と。

　千里の容よう貌ぼうは、まさに彼の狙ねらいに合致していたというわけだ。

「実は僕、神こう戸べ大学で西洋美術を専攻しているんです。ルネサンス展が始まってから、ここにはよく足を運んでいましてね。一流の芸術は何度見てもいいものです。美しい女性と一緒ならなおさらというもの。案内役が必要なら、お引き受けしますよ」

　慣れたもので、何の臆おく面めんもなく歯の浮くような台詞せりふを言えるらしい。

　そしてワンピース越しに千里の裸体を想像しているところを見るに、狙いは鵬ほう珠じゆではなく自分のようだった。上玉だ──余計なお世話よ。

「勝手もわかるし、あなたの手を煩わずらわせることもないわ。結構よ」

「手を煩わせるなんて、とんでもない！　ああなるほど、そういう奥ゆかしい考えは、やっぱり日本人ですね。今日は何の絵を見に来たんですか？」男はしつこかった。

　こういう馬ば鹿かには強く言ってやらなければだめだ、と千里が口を開いたとき、隣となりの鵬珠が千里のワンピースの袖そで口ぐちを引っ張った。そして、

「邪じや魔ま？」と、一言。

　途と端たんに、千里は考えを改めた。

「──それじゃ、案内をお願いしようかしら？　私たち『テンペスタ』っていう絵を見に来たのよ。ね、鵬珠？」

　すると男はますます笑顔になって、自己紹介を始める。

　彼の話を聞き流しながら、千里は眼前の男の間抜けっぷりに、もう一度ため息をついた。

　もし千里がいま彼に否定的な言葉を投げつけていたら、鵬珠がどのような行動に出たかわからない。向こうへ行け、という千里の言葉を、直訳してしまう恐れもあった。

　自分と鵬珠を紹介してから、ちくりと皮肉を言ってやる。

「それじゃよろしく、えっと、景かげ山やまさん？　これまで、命の危機に瀕ひんしたことは？」

「日本は安全な国ですよ」

「いつも外国の人に、そう言ってるんでしょう。でもその考えは改めた方がいいかもね」

「死の恐怖ですか。なるほど、ペストがルネサンスを開花させる一因となったことを考えると、今日という日に死について考えるのは有用かもしれませんね！　死をテーマにした絵画もここにはたくさんあります。もちろんキリスト教的に言えば、その後の復活もセットになっていますが」

「はあ」

　景かげ山やまは二人を先せん導どうするように歩きながら、ぺらぺらとしゃべり出した。

「『狂気の母』という主題群をご存知ですか？　ここの一階に展示されていますよ。これこそまさに死と復活をテーマに扱った主題でしてね。母親が嬰えい児じを殺す。殺すばかりか、ばらばらに切断して煮るなり焼くなり、料理する。それを聖人が復活させる、と。残酷極きわまりない主題ですが、その裏にはキリスト教の教義が隠れています」

「例えば洗礼とか？」

「それもあります」景山は微笑ほほえんだ。

「〝人は新たに生まれなければ、神の国を見ることはできない〟……また、死と復活を破は壊かいと再生と言い換えると、聖書に出てくる麦やブドウも連想されます。それらは豊ほう穣じようのモチーフとしてよく描かれますからね。キリスト教の苦悩をここに見てとれますよ。イエスはあまりにもディオニューソス的なので、信徒を増やすために権威にすがったのだろうか……とかね」

「千せん里り」ひそひそ声で、鵬ほう珠じゆが訊たずねてくる。「この人が何言ってるかわかる？」

「もちろん」

「ええ！　ひょっとして千里って頭いいの？」

　千里は無礼な少女の頰ほおをつねった。「私のこと馬ば鹿かだと思ってたの？　知識なんてなくていいのよ。言葉の裏のイメージを辿たどっていけば、理解はできるわ」

「いいなあ、わたしも千里の目が欲しい」

「鵬珠が言うとしゃれにならないからやめて」

　景山は階段を上り、二階フロアを進んでいく。もちろん長ちよう広こう舌ぜつは続いている。

「狂気の母には魔ま女じよ的な性質が見てとれます……鍋なべ、生いけ贄にえ、そして復活と。実はこれはギリシャ神話のメデイアから受け継つがれてきた性質です。メデイアも、老いた雄羊や、イアソンの父アイソンを殺し、鍋に放り込んで若返りとともに復活させていますからね。ちなみに彼女にはイアソンとの間にできた子どもを殺害したという説もあります。多分に『狂気の母』的ですね」

　そこで景山は少し歩を緩ゆるめた。『テンペスタ』の展示エリアが近いためだろう。

　ドラマティックな演出のために説明すべきことがまだあるらしい。千里にはもう彼の思惑が透けて見えているのだが。

「同様のものに〝回春炉〟というものがあります。これはルネサンス期のあらゆる階級の人々が熱中した、とある学問が生み出したものの一つですが、この回春炉もメデイアの〝若返りの術〟に端たんを発すると言われています。回春炉の版画を見てみると、炉の上部から投入された老人が、すっかり若返って出口から出てくる様子を認められるんですよ。死の恐怖に怯おびえていた人々が、いかに不老不死に憧あこがれていたかがわかりますね」

　三人は廊下奥の展示エリアに入った。そこには美しくも謎なぞめいた絵画──『テンペスタ』──その贋がん作さくがある。発する音を聞かずとも、鵬ほう珠じゆが興こう奮ふんしているのがわかった。

「人々が熱中した、不老不死を志向する学問。何かわかりますか？」

　答えを見ながら回答するのは、本当につまらないことだ。彼の言葉が形作るイメージは、はっきりと一つの答えを示している。千せん里りは答えた。

「錬れん金きん術じゆつね」




　　　　　※




　燈とう下か千里と語かた羅ら部べ鵬珠が一つの絵画の前で立ち止まるのを見て、亜あ季きは好機が訪れたことを確信した。幸い、周囲に人はほとんどいない。先ほど合流し、あの二人を先せん導どうした男も問題にはならないだろう。

『テンペスタか』と、電子音が言った。

『──巻き起こる嵐あらしが魂たましいを呼び起こす──』

「それ、何？」

『ポープの詩だ。彼はルネサンス的概念に深い理解があった。ルネサンス期において、運命フオルトウーナは嵐テンペスタの同義語だと考えられていた。〝剛毅〟と〝慈愛〟という二つの寓ぐう意いが、〝運命〟という舞ぶ台たいの中に、劇げき的てきに配されている。テンペスタはジョルジョーネの絵画的きままさピツトレスカ・スプレツツアトウーラが表れる最たるものだが、名画を寓意的に因数分解するような、こんな解釈もある。力強く、詩的だろう』

「いま考えるべきこと？」

『激励だよ。ヴェンツェル・ホラーの素描画に〝嵐として表された運命〟というものがある。〝運命〟は擬ぎ人じん化かされた嵐として、凶暴な嵐の女王となって登場する』

　それを聞いた亜季は、テンペスタの前に立つ語羅部鵬珠に強い視線を送った。

　ＤＪはどっちのことを言っているのだろう、と思いながら。私？　それとも彼女？

「監視カメラへの干渉はできる？」ヘッドフォンのマイクに向かって、小声で呟つぶやく。

『すでに行っている。お前はいま、存在しない人間だ』

　ＤＪとの回線が切れ、亜季は袖そで口ぐちから〝槍やり〟を取り出した。情報を書き換えられた金属芯しんは緩ゆるやかに回転を始める。そこには、暴力の渦ができあがりつつあった。




　　　　　※




「『テンペスタ』とは、ルネサンス美術の中でももっとも謎の多い絵でしてね。定まった解釈というものは存在しません。男性と女性は、メリクリウスとイシスだと言われたり、ゼウスとイオだと言われたり、アダムとイヴとも言われています。この絵をギリシャ神話で解釈しようとする説の一つに、嵐あらしという主題をもっとも表していると思われる稲妻をゼウスの象徴と見るものがあります。ゼウスはセメレという女性を稲妻によって焼死させ、その死体からディオニューソスが生まれました。その解釈で言うなら、赤ん坊がディオニューソス、女性が養育係のニンフ、男性をディオニューソスの後見人だったヘルメスと見ることもできます」

　彼の言葉で、ようやく鵬ほう珠じゆは自分のペンダントにある絵と、本来の『テンペスタ』の図柄が異なっていることに気付いたようだった。

　混乱した様子の鵬珠に助け船を出すように、千せん里りは彼女の手からペンダントをそっと取ると、景かげ山やまに見えるように示した。

「でもその絵をＸ線で検査したら、このペンダントにあるように、男性のところには本来、水浴びする女性が描かれていたんでしょ？」

「そのとおりです。そのことがまたこの絵の解釈を難むずかしくしました。ジョルジョーネが最初二人の女性を描いていたことを考えると、彼女たちは天上と大地の二人のヴィーナスではないか、という解釈も成り立ちます。同じ主題で、あの有名なボッティチェッリは『ウェヌスの誕生』や『春』という作品を描いていますし、ジョルジョーネの後こう輩はいであるティツィアーノも『聖なる愛と俗なる愛』という作品を残しています。片方の女性をジョルジョーネが消した理由は、ヴィーナスの恋人であったマルスを描くためだった、とすることで、下に描かれた女性と上塗りされた男性に矛む盾じゆんがないように説明できます」

　しかし、と景山はもったいぶった間の取り方をした。

「それでは稲妻の説明がつきません。またマルスにはよろいや武器がつきものですが、この絵の男性はジプシー然としています。他の解釈も色々紹介したいところですが、『テンペスタ』について語ろうと思うなら、かなりの時間が必要となりますね。この後のご予定は？」

　千里はにっこり笑って言った。「なら、一番有力な説を教えてもらえるかしら？」

「どれも有力で、判断がつきませんよ」

「なら、あなたがもっともそれらしいと思っている説でいいわ」

　景山は誘いが失敗して気落ちしたようだったが、それを表に出さないだけの忍耐力はあったらしい。

「錬れん金きん術じゆつです」と、彼は言った。

「まあ！　ひょっとして、さっきまでの説明はこのためだったの!?」

　千里が大げさに驚おどろいた振りをしてやると、景山はまた希望を取り戻したようだった。

「そうですよ！　闇やみ雲くもに話していたわけではありません！　あなたが『テンペスタ』と言ったときから、当然、僕の頭の中にはすべての筋道ができあがっていますよ！」

　おかげで、こちらは退屈しているわけだが。千里のそんな思いを知るはずもなく、景山は張り切って説明を続ける。

「錬れん金きん術じゆつの理想とは、元素の結合や離反によってあらゆる現象が起こっているなら、その元素を掌しよう握あくすることで、すべてを意のままにできるというところにあります。ときには〝創造主〟にすらなれる、と」

「何だか、世界言語みたいだね」

　景かげ山やまは曖あい昧まいに頷うなずくだけで、鵬ほう珠じゆの言葉を無視した。最初から千せん里り以外は眼中にないのだろう。

「十六世紀に支配的だった元素は四つ。『テンペスタ』で表すならば、稲妻は〝火〟を、そよぐ木の葉は〝空気〟を、中央に流れる川は〝水〟を、そして出っ張った土手は〝土〟を象徴しています。そう、『テンペスタ』には四元素の寓ぐう意いがあまりにも多い。『フィロソフィア・レフォルマタ』という錬金術の版画集には、養育する〝大地〟と豊ほう穣じようの〝水〟の表現として子どもに乳をあげている女性がいますが、これこそ『テンペスタ』の右側の女性が象徴するものです。後ろにある建物の屋根には鳥がいて、これは〝空気〟を表し、塔に描かれたライオンは、錬金術では太陽の象徴で、つまり〝火〟を表します」

　彼は説明ごとに図柄の位置を指差し、得意そうに何度も千里の方をうかがった。

「錬金術の技を集大成した『自然についての大いなる書』という本には、驚おどろくほど『テンペスタ』と一致する表現が出てきます。厚い雲、雷かみなり、二本の円柱、緑色のライオン──〝その中には錬金術の工房があって、赤が現れ、緑がこれを破は壊かいし、白が勝利した〟──これを踏ふまえて『テンペスタ』に戻ると、男性の衣服の色は赤と白です。そして、大地は苔こけむすような緑に覆おおわれている。また、錬金術では男が能動的な作業を表していて、女がその作業のもととなる物質を表します。火と空気が男、水と大地が女──それらが混じり合ってできる奇跡の石が、『テンペスタ』に描かれた女性が抱えている、子どもの象徴するものです」

　鵬珠は景山の言葉に導みちびかれるようにして『テンペスタ』の贋がん作さくに近付き、まじまじと赤子を見つめた。

「その奇跡の石とは、別名を賢けん者じやの石とも言います」




　その言葉とともに『テンペスタ』が赤く染まった。

　あまりに急な変化だったので、千里にはいったい何が起こったのかわからなかった。

　絵画の前で茫ぼう然ぜんと立ちすくむ鵬珠──吐と血けつし、名画のレプリカを覆うガラスケースを赤く汚している鵬珠──も、千里と同じく、眼前の現象に意識が付いていっていないようだった。

　そのときになって、ようやく千里はこの場に突如現れた異物に気がつく──

　鵬珠の細い体を、先せん端たんが鋭するどく尖とがった金属の棒が貫通している。

「え？」という言葉とともに、鵬珠は自分の胸元を見た。

　ミニアーレ。真っ赤な色……彼女の、血だ。

　一度そこで止まっていた金属は、見えない手に引き抜かれるようにして鵬珠の体をゆっくり通過すると、空中で回転を始め、次第に勢いを増していく。その勢いによって、付着していた鵬ほう珠じゆの血を辺りに飛び散らせる。

　矢……いや、槍やりか！　見えない手に操あやつられる槍！

　しばらくすると、その〝槍〟は狙ねらいを定めるかのようにピタリと止まり、ぬらりと赤い輝きを反射させたかと思うと、再び猛烈な勢いで鵬珠を強きよう襲しゆうした。

　鵬珠は咄とつ嗟さに身をよじったが回かい避ひは間に合わず、今度は左の脇わき腹ばらを刺し貫つらぬかれる。

「鵬珠！」千せん里りは青ざめた。

　鵬珠は血染めの傷口を両手で押さえながら、フロアに崩れ落ちた。

　彼女の自重で槍はさらに深く刺さり、背中側を貫いて鋭するどい矛ほこ先さきを覗のぞかせる。

　混乱──千里の精神状態を一言で表現するなら、この言葉が最適だった。どうしてこんなことが起こるの？　たったいままで、自分たちは見ず知らずの男の退屈な講義を聞いていたではないか。

　そのことに──第三者の存在に意識が向いたとき、ようやく千里はこれが何者かの襲しゆう撃げきに違いないと思い至った。

　助けが必要だ！　振り向き、廊下に向かって駆け出した千里は、しかし物陰から出てきた人物を見て途と端たんに足をすくませた。

　深く被かぶった帽子とマスクで顔の大部分を覆おおった謎なぞの人物は、女性の体つきをしていた。黒いヘッドフォンを装着している。

　こいつだ、と直感する。こいつが私の鵬珠を……。

　謎の女性はピンと人差し指を立てた。

　それに呼応するかのように、血に濡ぬれた槍が彼女の〝見えない力〟に引き寄せられる。続けざまに槍は世界言語で操そう作さされ、悪趣味にもフロアに赤い文字を描く。

　〝初めまして、燈とう下か千里〟

　千里は唾つばを飲み込んだ。こいつはオフスプリオリだ。そして、自分のことを知っている。

　〝早さつ速そくで悪いけど、消えてもらう。君の力は危険だから〟

「なぜ？」千里は後ずさりながら言った。その先は行き止まりで、『テンペスタ』の贋がん作さくがあるだけである。通路を襲撃者が塞ふさいでいる以上、千里に逃げ場はなかった。

「ひょっとして、私がいま捜査協力している事件と何か関係があるのかしら？」

　目の前の女性は肩をすくめた。

　〝そこに転がっている怪物の後をすぐに追うことになる君には、もう関係のないこと〟

　襲撃者が号令を下すように腕を小さく上げると、槍の矛先が今度はピタリと千里の方を向く。

　迷っている時間はない！　千里は『テンペスタ』に駆け寄ると、思い切りガラスケースを揺らした。

　他の入場者を無駄に刺激しないよう、このような施設では警報音は鳴らないものだが、きっとこの施設の管理者には伝わっていることだろう。

　警備員が来るまで、あの槍やりの魔まの手から逃れられるだろうか？

　視界の隅すみに、ちらりと鵬ほう珠じゆが入り込む。フロアには彼女の血がいまもなお広がっている。

　千せん里りは自分の身と同時に、鵬珠の命を案じていることに気がついて驚おどろいた。こんなことは初めてだった。

　しかし必ず助かってやるという千里の意思は、猛烈な勢いで迫ってくる槍の鋭するどい一いち撃げきによって殺そがれることとなった。ワンピースごと二の腕の肉を削り取られ、激痛が生存の望みがないことを教えてくる。あの槍が自分をずたずたにするのに、十秒もかからないだろう。警備員がここまで来るのにどれだけかかるかわからないが、とても間に合わない。

　千里は苦痛の吐と息いきをもらし、床に視線を落とした。

　そこに血の文字ができあがっている。それは鵬珠の血か、それともいま噴ふき出した千里の血か……。

　〝望みはない。この施設はいま私たちの管理下に置かれている〟

　千里は視線を上げ、絶望的な気分で襲しゆう撃げき者しやの方を見つめた。

　涙で歪ゆがんだ視界によって槍はのたうち、それは鎌かま首くびをもたげる蛇のようだった。もう一度あれが牙きばを剝むけば終わりだ。千里は、これまで感じたことのない恐怖に震え上がった。

　鋼鉄が一いつ閃せんする。

　槍が凄すさまじい勢いで、千里の胸元に飛び込んでくる。

　千里は自分の終わりを覚悟して目をきつく閉じた。しかしいくら待っても痛みが襲おそってこないことに違和感を覚え、ゆっくりと目を開く。

　そこに広がっていたのは、信じられない光景だった。

　あと一歩で千里に到達する槍を、景山の手が止めている。千里は襲撃者が現れてからというもの、ほとんど彼の存在を意識の外に締しめ出していた。関係のない部外者。ここでたまたま遭そう遇ぐうしただけのナンパな男。そのはずだった。

　完全に余裕ぶっていたはずの襲撃者が、緊きん張ちようしたように身構える。

　彼女は袖そで口ぐちからもう一本の槍を取り出すと、再び千里に向かって打ち放った。

　すると景かげ山やまの手が恐ろしい速さで動き、白い閃光を摑つかまえる。

「あ、あなた、何者なの？」

　千里は戦せん慄りつすら覚えて、景山に訊たずねた。

　彼はこちらにゆっくりと顔を向けた。

「……助けて」

「……は？」

　景山の顔は涙と鼻水でベトベトだった。よく見ると、彼の手は槍を摑んでいたのではない。槍は手の平を貫通し、勢いを殺されていただけだ。そして彼の腕は尋じん常じようではない速さで動かされたせいで、ひじ関節の可動域を超えて曲がってしまっている。

「千せん里り、大丈夫？」と隣となりから声が聞こえてきて、千里はハッとそちらを見やった。

　鵬ほう珠じゆが身を起こし、フロアの上に足を伸ばすようにしてちょこんと座っている。彼女の様子は、ベッドの上にきちんと置かれた西洋人形さながらだった。

　彼女の目は千里ではなく、景かげ山やまを捉とらえていた。赤い瞳ひとみが、世界言語を書き換えているのだ。
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『逃げろ』

　亜あ季きの耳元に、端たん的てきな指示が滑り込んできた。

　いや、まだ──と〝槍やり〟を引き寄せようとした瞬しゆん間かん、語かた羅ら部べ鵬珠の瞳がこちらを向く。フロアの向こうから放たれる赤い視線に身体からだを射い貫ぬかれた途端、亜季はぞっと寒気を感じた。

『亜季、早く逃げろ』

　襲しゆう撃げきの失敗を悟る。戦せん慄りつを覚えながら、亜季は逃走を決意した。
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　襲撃者の判断は早かった。肉体を支配された景山が、映画やゲームの動死体さながらの勢いで襲おそいかかるのを一度かわすと、千里たちに未練などないとばかりに逃走を開始する。

「鵬珠！　だめよ！」

　後を追おうとする鵬珠を、千里は必死になって諫いさめた。

「でも、逃げられちゃう」

「逃げられるわけないわ。監視カメラだってあるし、ここに入るとき身分の証明が必要なのよ。入館履り歴れきと照らし合わされて、すぐ捕まる。あなたの仕事は誰かを捕まえることじゃなくて、私を守ることなの。もしあなたがどこかに行っちゃってて、そのときにあいつみたいなのがもう一人来たら、誰が私を守ってくれるの？」

　千里は鵬珠を近くまで呼び寄せ、きつく抱き締しめた。「……怖かったわ」

「千里、怪け我がしてる」

「あなたよりましよ」

　と言った千里は、『テンペスタ』のガラスケースの上にも、フロアにも、鵬珠から流れ出たはずの血けつ痕こんがないのに気付いて驚おどろいた。体を離し、鵬珠の姿を矯ためつ眇すがめつ見る。

　鵬ほう珠じゆは彼女を覆おおうドレスを含めて、完かん璧ぺきに復元されていた。

「ど、どうやったの？」

「自分のものは、全部覚えてるよ。あとは〝かたち〟を整えるだけ」

　鵬珠は得意そうに、ふふん、と鼻を鳴らした。「錬れん金きん術じゆつ」

　そのときになってようやく、千せん里りは哀れに蠢うごめく物体へと意識を向けた。

　ちらりと景かげ山やまを一いち瞥べつし、「あれは元に戻せる？」と言う。

「わたし、あの人嫌きらい」

　彼は悲惨な状態だった。皮膚はさけて関節部から白い骨が飛び出し、無茶な稼動をしたせいで体たい軀くの至るところに歪ゆがみが生じてしまっている。とてもではないが、自力で移動できるような状態ではない。息をするのすら苦しそうで、小さく、ヒィ、ヒィ、と音を発している。景山は千里にとっても確かにいけ好かない男だったし、鵬珠への態度は紳士的ではなかったとはいえ、その代だい償しようとしてここまでの仕打ちを受けるのはあんまりだろう。

「私のお願いでもダメ？」

　千里がそう言うと、鵬珠は唇を尖とがらせ、「千里が先ね」と、不平っぽく言った。

　自分の傷口が塞ふさがり、鵬珠の力が景山を整え始めるのを確認してから、千里は携帯端末を取り出した。あの襲しゆう撃げき者しやを捕らえなければならない。役に立つかどうかはわからないものの、彼女が使っていた二本の凶器がこちらにはある。

　数回のコールの後、通話は青あお木きにつながった。

『ああ、燈とう下かさん。いま、ちょうどそちらに向かうところでした』

「何かわかったの？」

『レッドマンの呼吸から燈下さんがサルベージした、デレク・ミンスキーという人物が何者かわかりました。直接ご報告にうかがいますよ。いま、ホテルですか？』

「ところが、違うのよ」

　そして千里はたったいま経験したことを、復ふく讐しゆうの決意とともに警察に報告した。あの襲撃者のマスクが剝はがれ落ちる日も、そう遠くないだろう。暴露アンマスクこそ、千里の真骨頂なのだから。
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　語かた羅ら部べ鵬珠が、あんな非効率で頭の悪い戦いをするとは思わなかった。

　せっかくこちらがあんな一本調子な攻撃をしてやっているというのに、直接〝槍やり〟に干渉せず、わざわざ他人の肉体を構成する世界言語を操あやつるなどと、誰が想像できただろう。

　常識が通用しないとは聞いていたが、単なる馬ば鹿かではないか。

　亜あ季きは元もと町まちの街並みに身を溶け込ませ、憤いきどおりを必死に抑えた。そして、この憤りの正体が恐怖と不安からくるものだと知ったとき、さらに精神の均きん衡こうを保つのが難むずかしくなった。

『落ち着け』と、ＤＪの電子音が言った。『やはり相手は一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい』

「こちらの存在に気付かれた」

『とっくに気付いてはいる。ただ、自分たちが狙ねらわれるとまでは思っていなかっただろう。今後は警備が厚くなるだろうな』

「……ごめん、やりづらくなった」

『そうかな？　あんな狂人の周りにいる人間の精神状態は、常に不安定なところを彷徨さまようことになる。状況によっては、彼らが味方してくれるかもしれない』

「そうか。世界言語のいいところは、誰が使用しているかわからないところだね」

『そのとおり。お前がもっとも気をつけなければならないのは、唯一他者の認識に滑り込んでくる、あの例外だけだ』

「富ふ士じ城しろ雪ゆき乃の？」

『そう。あの女も我々の計画を嗅かぎ回っている。お前の力の秘密に気付かれるとすれば、彼女にお前の〝ウィジウィグ〟を見られたときだろう』

「そうなっても、始末できるよ。奇妙な力関係だけど、私の力が通用しないのは魔ま法ほう一条を無視して命を操そう作さされたときだけだから」

　そう言ってから、亜あ季きは先の活かつ劇げきをもう一度思い出し、唇を嚙かんだ。語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆがあんな無茶苦茶な戦いではなく、もっとスマートに世界言語を使うことを選択していれば……六人目の実験体は、彼女になっていたというのに。

　しかし──と、亜季はすぐに考えを改める。というのも彼女が愚おろかだったからこそ、亜季はいまこうして生きていられるという事実を看過できないからだ。

　語羅部鵬珠の操あやつった肉体が自分の方に襲おそいかかってきたことを思い出すと、身震いが湧わき起こる。あの操り人形が怖いのではない。彼女の力の範はん囲いに、自分が入っていたということが恐ろしいのだ。彼女は愚かにも亜季を構成する世界言語に直接干渉せず、そのおかげで亜季はいま次の一手に頭を悩ますことができるのだった。

　少し前までなら、死への恐怖など一笑に付していた。しかし、いまはＤＪが希望を与えてくれている。まだ、死ぬわけにはいかない。

『しかし語羅部鵬珠と燈とう下か千せん里りの組み合わせは厄やつ介かいだ。我々にとって恐ろしいのは燈下千里だが、彼女を攻こう撃げきしても語羅部鵬珠を始末してからでないといくらでも復元されてしまう』

「……どうしようか」

『分断しなければだめだ。もしくは、あの二人が別れて行動する際を見逃さないことだ』

　亜季は期待を込めて言った。「その口ぶりじゃ、もう考えがあるみたいだけど」

『人間個人を狙ねらいどおりに動かすのは難むずかしい。目もく論ろ見みどおりにいくかはわからないが』

　ＤＪの情報力は驚きよう異い的で、常に先々のことが見えている。『近く、パーティーがある』

「パーティー？」

『ゲーム会社が主催するパーティーだ。燈とう下か千せん里りも招待されている。そこに彼女が出席すれば、あるいは』

「なるほど」

　ＤＪは常に亜あ季きを導みちびいてくれる。彼に声をかけてもらえたのは本当に幸運だった。それまでの亜季は世界に絶望していたが、彼のおかげでもう一度やり直せるのだ。

　〝あなた方は、新たに生まれねばならない〟──ＤＪは聖書の一節を引用した。

　洗礼だ！　それはこれまでの過去を捨て、新たな存在として生まれ変わることを意味した。

　亜季は変身を求めていた。ＤＪの計画が、亜季の望みを叶かなえてくれる。

　そして救済は亜季だけではなく、同時に人類全体に降り注ぐ。

　世界言語を認識したとき、人類は進化したと言われている。バベルの塔を一段登った、と。

　しかし計画が完かん遂すいしたとき、その階段は遥はるか下方に位置しているだろう。

　ＤＪは法を遵じゆん守しゆする姿勢に欠けているが、そんなものは人類全体にもたらされる恩恵に比べれば瑣さ末まつな問題だった。

　二人は求道者であり、導き手であり、破は壊かい者しやだった。一度、器うつわを叩たたき潰つぶさなければならない。

　人間の認識という器を。

　ＤＪはいま牢ろう獄ごくに囚とらわれていて、自由に身動きをとることができない。彼の思想を体現するのは亜季の役目であり、いつか自分は彼を迷宮から解き放つアリアドネーになる。

　亜季は熱っぽく言った。「ＤＪ、私はあなたに従うだけ。それが、どんな指示でも」




　博物館から三さんの宮みやの亜季のアパートまでは、そう遠い距離ではなかった。徒歩だったとしても、十数分もあれば辿たどり着ける。

　部屋についたら、少し眠ろう。人の倍は強い感受性のせいで、今日は本当に疲れた。

　そんなことを考えながらようやくアパートに戻ってきた亜季は、自分の部屋の前に客が来ているのを見て、おやっと思った。大だい地ちだ。

「亜季、いま帰りか？」彼は亜季の姿を見ると、声をかけてきた。「ちょっと話があるんだ」

「ごめん、大地。私、今日はちょっと疲れてるの。今度にして」

「いや、確認だけしたらすぐ帰るよ」そう言いながら、少し間を置く。「……お前、サイラス・レッドマンっていう奴やつのことは知ってるか？」

「サイラス・レッドマン？」

　亜季は眉まゆをひそめた。もちろん知っている。五人目の実験体だ。「知らないけど」

「あいつだよ。ほら、亜季が路地裏で道を聞かれた外国人。あいつ、いま問題になってる〝植物人間事件〟の被害者になってるんだ。意識不明の状態で発見されたのは三日前の夜八時ごろで、場所は三宮駅近くの路地裏」

　あれだけ報道されていれば、いずれ気付くことだろう。その心づもりもあったため、こんなことは驚おどろくに値しない。亜あ季きは冷静だった。「それがどうかした？」

「俺たちがあいつと絡んだのは三日前だろ。それに八時だったら、あのときからそんなに時間が経たってない」

「そうだね。私たちと別れて、それから少しして事件に巻き込まれたのかな？　そう考えると怖いよ。私もオフスプリオリだから。あれからすぐ家に帰ってよかった」

「うん……」と、大だい地ちは歯に何か物でも詰まっているかのような態度だった。彼は意を決したように、口を開いた。「お前……あの、何か知らないか？　つまり、事件の手がかりってことなんだけど」

「いや？」

「俺、警察に行ってきたんだ」

　その言葉で、亜季は心臓が飛び跳ねるのを感じた。

「何か捜査の進展になればいいと思って。でも警察は信じちゃくれなかった。途中で気絶したとか言ったあたりから、悪戯いたずら扱いさ。だからさ、亜季、俺と一緒に警察に行ってくれないか？　二人で説明すれば、きっとわかってくれる。それにお前記憶力が抜群にすごいし、話してるうちに何か思い出して、それが事件解決につながるかも」

　亜季は頭を回転させ、大地の態度を加味した上で、彼の言葉の真意を理解しようと努めた。

　そして結論を出す。一いつ瞬しゆん驚かされたが、大地は自分がこの事件に関係しているとは露つゆほども思っていない、と。躊ちゆう躇ちよしたような態度は亜季を疑っているからではなく、手助けを得られるかわからずにいるからだ。ほっと胸を撫なで下ろす。

　まさかいきなり警察に行くとは思わなかったのでヒヤリとさせられたものの、そもそも大地には知らぬ存ぜぬで通ると思っていたからこそ、あのときレッドマンとの戦せん闘とうを続けたのだ。

　しかし、緊きん張ちようは別の次元からやってきた。

『亜季？』

　電子音が鼓膜を揺らしたとき、亜季はもう一度心臓が飛び跳ねるのを感じた。マイクが大地と亜季の音声を拾ってしまっている！

『何の話だ？　大地とは誰だ？　状況がわからない』

　亜季は慌ててＤＪとの回線を切った。それから大地に向き直り、口調を強めて言う。

「正義の味方ごっこなら一人でしなよ。私が面倒事嫌きらいなこと知ってるでしょ？　巻き込まないで」

「お前らしくないなあ」大地は笑顔だった。その能天気さに、むかっ腹が立つ。

「誰かのためになることをしたいって、そう言ってたじゃないか。忘れたとは言わせないぞ」

「忘れたよ。人は変わる」

　大地は面食らったようだった。笑顔を引っ込め、今度は不安そうな表情を張り付ける。

　亜季はイライラを覚え、しばらくしてそれが倍増したとき、吐き捨てるように言った。

「もう帰ってくれない？　疲れてるって言ったのが聞こえなかった？」

　ドアを開き、それが拒絶の意の代わりとばかりに強く閉める。

　鍵かぎをロックして一人きりになれたことを確認してから、亜あ季きは急いで回線を開いた。

「何も問題はないんだ。説明を聞いてもらえれば、納得してもらえると思う」

『この間、お前の部屋でゲームをしていた少年か？』

　亜季は息を吞のんだ。そこまでわかるのか！　だがＤＪの情報網を使えば、その程度のことはすぐに調べられるのだろう。亜季は、逆にＤＪが頼もしく思えた。
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　鵬ほう珠じゆは千せん里りと一緒にベッドに腰掛けながら、青あお木きの報告を聞いていた。

「デレク・ミンスキーとは脳科学の研究者で、どうもサイラス・レッドマンとは調査会社の社員と、その依頼人という関係のようです。Ｓ＆Ｊの社員リストにミンスキーの名前がなかったので〝調査〟という業務内容から線を辿たどったところ、それが当たりの筋を引き当てました。ミンスキーはいま来日していまして、彼の宿泊先にＳ＆Ｊの社員が何度も立ち寄っています。調査内容の報告を行っているのでしょう。しかし何を依頼したかまではわかりません。こういった企業の常として、秘密保持は徹てつ底ていしていますからね」

「本人に聞けばわかることだわ。でも日本にいるなんて、絶好のカモね」

「彼は竹たけ下したという研究者と会合するために来日したということになっています。しかし私たちの考えは違います。ミンスキーは何かの調査のために日本に立ち寄っていて、表向きの口実に竹下を利用しているだけです」

「私もそう思うわ」

「実は竹下は我々警察とは遠からぬ縁えんを持っていましてね。県警本部長の甥おいにあたります。本部長は、我々公安にもよくしてくれる人格者です。そこで我々が用意したシナリオはこうです。本部長には頼りになる右腕がいますが──もちろんこれは本当のことです。本題はこれから──何とその部下には脳科学を専攻し、将来有望な科学者の卵である娘がいる。しかも飛びきりの美人」

　千里はニヤリと笑った。「悪くないわね」

「彼女に勉強させる意味でも、脳科学研究の第一人者たるミンスキーとの会合に際して、彼女の同行を許してくれないか、と。もちろん、この件に警察が関わっているということは知らせておらず、あくまで本部長の個人的なお願いという体ていですよ。竹下の返事はこのようでした。『喜んで。しかしそれでは、スーツを新調しなければなりませんね』」

「上出来だわ。鵬珠、私の演技力を見ておくのよ。いつもゲームで練習しているから完かん璧ぺきだわ」

「えー！　リアルでもあんな気持ち悪い演技するの！」

「例えよ、例え」

「気持ち悪いことは否定しないの？」

「生意気なことを言うのはこの口？」

　千せん里りは鵬ほう珠じゆの頰ほおを両手でつねった。「痛い、痛い！」

「あはは、面白い顔」

　ようやく手を離した千里にわざと聞こえるように、鵬珠は不平をもらした。

「そのミンスキーって人、可か哀わいそう……。こんなわがままの相手をしないといけないなんて」

「あら、ひょっとして、嫉しつ妬としてるの？」千里はなぜか嬉うれしそうだった。




　竹たけ下したとミンスキーの会合は、神こう戸べ市中央区にある中華レストランのＶＩＰルームで行われるようだった。そこに小型カメラと盗聴器を仕掛け、何かあればすぐに駆けつけられるようにと、隣となりの部屋を警察が借りて隣りん室しつの動向を監視し、鵬珠もそこで待機することになった。モニターが設置され、隣室の様子が映し出されている。

　千里が今日の昼に何者かに襲おそわれたということで捜査の人員が増やされているらしく、青あお木きはレストランの周りを固める捜査官からの連絡をひっきりなしに受けている。

　しかしそんな警察の動きを知る由よしもない竹下は、モニターの中で本部長から頼み込まれた少女と朗ほがらかに会話を続けていた。

『あなたは今日のサプライズです！　いまからデレクの驚おどろく顔が浮かびますよ。彼には私のほかに誰かが来るなどと伝えていませんし、しかもそれが、これほど美しい女性ならなおさらのこと。あなたは私の研究室でもっとも優秀な生徒と紹介しましょう』

　竹下は愛想のいい男性だった。『大学は海外ですか？　女性にこのようなことを言うのは失礼でしょうが、とてもお若く見えますね』

『いま十六です。大学はハーバードに通っています』

　鵬珠はそれを聞くと、眉まゆをひそめながら青木に訊たずねた。

「ハーバードって何？　すごいの？」

「アメリカで、一番優秀な大学ですよ」

「よく平気でこんな噓うそつけるなあ」

　鵬珠は呆あきれたが、噓の情報を教えられている竹下にとっては、千里の言葉はその情報を強める効果をもたらしたようだった。彼は大きく頷うなずいた。

『優秀な頭脳に画一な制度を押しつける日本のやり方は、早く是正されるべきですね』

　会話を長く続けるうち、竹下の言葉はどんどん熱を帯びていった。

　千里は竹下の興味、関心のある話題を振るのが上手うまく、専門的な話題にもついていくため、傍はた目めから見ていても彼が千里に夢中になっているのがわかった。

　まあ鏡と話しているようなものだから当然だ。千里の知識は竹下の中にある知識であり、自分が興味を持って取り組んでいる事柄だからこそ、高く積み上がることになった知識である。

　千せん里りはその気になれば、すぐに誰の心にでも入り込み、そこに自分の居場所を構築できるのだろう。

　鵬ほう珠じゆは、心にざわつきを感じた。千里が誰かと仲良く会話しているのを見ると、何だか嫌いやな気分になるのだ。けれどもその気持ちの正体がわからなくて、もやもやしてしまう。

　ミンスキーが到着したという知らせのおかげで、鵬珠はそれ以上を考えなくて済んだ。

『やあ、デレク！　随ずい分ぶんと久しぶりです！』

　竹たけ下したは個室に入ってきた五十代ほどの外国人男性と力強く握手した。

『少し瘦やせましたね。脳みそにばかり養分を送っているんじゃないですか？』

　ミンスキーは笑った。『君は相変わらずだな。今日は私のために、本当にすまないね。ところで、このお嬢じようさんは？』

　竹下は打ち合わせどおりに千里を紹介するどころか、将来の脳科学を担になう存在だという尾ひれまで付け加えた。

『初めまして、ミンスキー博士。私のことは千里って呼んでください。みんな私のことをそう呼ぶんです。私、竹下先生が博士と面会するって聞いて、いても立ってもいられなくなってしまって、わがままを言っちゃったんです。博士の研究は常々すばらしいと思っていましたから』

『研究者は常にそうあるべきだよ。好奇心の奴隷に甘んじ、思想を自由にはばたかせる』

　鵬珠は、また千里が探りを入れ始めたことに気付いた。先ほど竹下にしていたことと同じやり方だ。ミンスキーの発声する言葉は、彼の研究に関する情報を意図せずして千里に伝えてしまうことになる。

『千里君は、どこまでデレクの研究を理解しているのかな？　ほら、僕たちの研究テーマとは少しずれているから、あまり共有する機会がないだろう。ひょっとすると、僕よりも詳しいかもしれないけれど』

『〝整列のプログラム〟』千里は言った。『信じがたい技術です』

　そして、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだまま沈ちん黙もくする。すべてを知った上でそうしているように見えるが、実際は先ほどの〝会話〟で得た単語を場に浸透させ、どちらかが引っかかるのを待っているのだろう。次の言葉は、そのプログラムのイメージをより強く乗せた音を奏かなでるに違いない。

『まったくそのとおりだよ』千里の餌えさにかかったのは竹下だった。『デレク、実は僕も千里君と同じく、まだ半分疑っていましてね。つまり、本当にあなたが言うようなことが可能かどうか半信半疑ということです』

　ミンスキーは笑った。『一年前の私の学会発表の後、君は何と言った？　〝世界が変わる。あなたが変えるんだ〟──コロコロと意見を変えていると、得られる信用も得られないぞ』

『我々の業界では信用など水ものですよ。結果がすべてです。つまりですね、僕が言いたいのは、あなたの口からそろそろこの類たぐいの台詞せりふを聞かせていただきたい、ということです。〝プログラムが完成した〟と』

『保存された人々の記憶を自由に活用できれば、どれほど世界が発展するでしょうか？　本当に想像もつきません』

　千せん里りが何気なさを感じさせながら言うと、鵬ほう珠じゆの隣となりでモニターを見つめる青あお木きが感心したように唸うなった。「いままでのやりとりで、燈とう下かさんはすでに状況を理解したようですね」

「〝整列のプログラム〟って何なんだろ？」

「少しお待ちください。彼が先ほど言った一年前の学会というのを調べてみます」

　それから青木はどこかの誰かに電話連絡し、調べ物に必要と思われる項目を伝えていく。

　その間にも、モニターにはミンスキーが何かを考えている様子が映り続けている。彼はしばらく沈ちん黙もくした後、口を開いた。

『……期待させてしまっていたのなら申し訳ないが、まだプログラムは完成していないんだよ。実感としては、最後の仕上げというところかな』

『そうだったんですか。僕はてっきり、あなたが日本に来たのは完成を報告するためではないかと……いや、期待されるというのは誰にでも与えられる特権ではないので、早とちりを謝あやまる気はありませんよ』

　竹たけ下したは肩をすくめた。『しかし、それでは今回の来日はどういった御用向きなんです？』

『いや、実はリフレッシュしたくてね。私にとっても日本は情報技術を学んだ第二の母国だし、息子が世話になった国でもある。たまにはここの空気を吸っておきたいと思うじゃないか』

「これ、噓うそだよね」鵬珠は言った。

「でしょうね。いい傾向です。来日の目的を聞く質問が、燈下さん以外の口から出るなんて。彼女はいま心の中でほくそ笑んでいることでしょう」

　青木はモニターの竹下を指でトントンと叩たたいた。「ここまで仕事をしてくれるとは」

　ミンスキーはそれから過去の話を始めた。彼の息子が日本に留学するとき、滞在先は竹下の家だったという。竹下もミンスキーの息子を兄弟同然のように思っていたらしく、世間話に花が咲いている。

　千里はさぞ退屈しているだろう……と、彼女の表情に目をやった鵬珠は、彼女が飲み物のグラスで隠した口の向こうで、唇を三日月状に歪ゆがませているのを確認しておやっと思った。

　笑っている。何か摑つかんだのだろうか？　いまの会話で？

　けれどもグラスを置いた千里の表情は再び、殊勝な学生のそれに戻っていた。

　いま行われているのが重要な話でないと判断したらしい青木は、いまのうちとばかりに鵬珠の方にパソコンの画面を向け、先ほどのプログラムの捜査結果を表示させた。

「遠隔で情報を送ってもらっています。これを見てください。そう言えば二、三年前に大きく話題になっていました。最新の研究データが一年前のものというだけのようです。この博士の研究だったとは」

　ずらりと文字で埋め尽くされた画面を見て、鵬ほう珠じゆはうっと詰まった。

「……説明してくれない？」

「構いませんよ。かいつまんだ話になってしまいますが」

　青あお木きの説明によると〝整列のプログラム〟というのは、人間の記憶資源を有効に活用するための方法ということらしい。鵬珠は遥はるか昔、ママと暮らしているとき、鵬珠の部屋を訪れた阿あ万ま野の湫しゆう市いち教授がしていった話を思い出した。

　──実際のところ現在の科学は、一人の人間の記憶を過不足なく保存することが可能なところまで来ている。だが、それらの有効な利用方法はいまだに生み出されていない──

　青木は言った。「記憶を保存しただけのデータは、通称トリプルＢと呼ばれます。これはブラック・ボックス・ブレインの略ですが、〝整列のプログラム〟というのはこの暗箱を開ける鍵かぎなのですよ。偉人の記憶のデータというのは人間に理解できるように保存されているわけではないのです。プログラミングの際、人間がソースコードをコンパイラすると、コンピュータがそれをバイナリデータ──つまり機械が処理するための文字配列──に直すのと同じです。バイナリデータを人間が見てもわからないのと同様、トリプルＢも人間に理解できるものではありません。ここを見てください。ミンスキーの論文ですよ。ここではエヴァルト・ヘリングという学者の言葉を引用しています」

　言いながら、青木はパソコンの画面を少しスクロールした。

　鵬珠は、そこに並んでいる文章を読み上げた。

「えっと？　──記憶は、我々の存在にともなう無数の現象を集めて統一するように働いている……もしそのような記憶を結合し統一する力が失われると、我々の意識は、生きてきた秒数と同じだけの数の断片に分解してしまうであろう──」

　青木は頷うなずいた。「つまり人間の認識というハードを失ったそれらの記憶は、コンピュータの中において、各偉人が経験したように整列していない。〝整列のプログラム〟とは、保存された記憶を人間が理解できるように整列し直すプログラムなのです」

「一度保存したのに、取り出すのにそんなに面倒くさい順序が必要なの？」

「それだけ人間の脳が複雑にできているということです。人間の認識とコンピュータの認識は異なります。我々にとって時間と空間とは自明の概念で、それなくして物事を認識できませんが、コンピュータに空間の概念はあるのでしょうか？　一説によると、彼らを擬ぎ人じん化かするとすべての尺度は時間に集約されるということです。演算するための時間、情報へとアクセスする時間。〝どこに〟は〝どれほど〟に取って代わられると。我々の認識している時間軸、空間軸の概念を機械に理解させることは非常に厄やつ介かいです」

　デレク・ミンスキーは、と青木は続ける。

「彼は、記憶が人間の脳で生じるメカニズムを、様々な角度で研究したようです。ラボのシステム自体を利用することもあったようですね。研究の結果浮かび上がってきた記憶の仕組み──それをコンピュータに〝経験〟させ〝理解〟させた。そして〝我々にわかるようにデータを表示しろ〟と命じたわけです。これが〝整列のプログラム〟の正体です」

「機械に人間を勉強させたってことだよね」

「正しくは、人間がどのように世界を捉とらえているか、を。もちろん、完全な相互理解は不可能でしょう。私たちも複眼の虫がどのように世界を見ているのかわかりませんし、蝙蝠こうもりのように音波で世界を認識する生物が、どのような世界に生きているかもわかりません。それと同じこと──しかしそれを踏ふまえた上で、最大限の成果を得る研究です」

「難むずかしい話。でも、そんなすごいことがもう少しで完成するんだね」

「真の天才ですよ、デレク・ミンスキーは」

　青あお木きは興こう奮ふんしているようだった。「記憶の保存は百年ほど前から行われています。プログラムが完成すれば、過去の偉人たちの記憶を自由に閲えつ覧らんできるようになるかもしれません。最初に記憶保存が行われた人間の名前をご存知ですか？」

「ううん」と、鵬ほう珠じゆは首を横に振った。

「真ま名な子こ瞳ひとみ……通称をイヴ」

「初めて世界言語を認識した人？」

「そのとおり。我々オフスプリオリの母ですよ」

「え？　あなたもオフスプリオリなんだ」

「凡ぼん庸ような力しかありませんがね。ただ今回の事件を任まかされたのも、私がオフスプリオリだったからという理由が強いのです。被害者はオフスプリオリばかりですからね。彼らと同じ認識を持つ者が適任だろうと」

　鵬珠は青木に「頑張ってね」とエールを送ってから、モニターに意識を戻した。

　そこでは、ミンスキーが竹たけ下したにある提案をしているところだった。

『息子が帰国するとき、君の家にパソコンを置いていったろう？　いい機会だし、少しいじらせてくれないかな。あいつもあれで、象ぞう牙げの塔に籠こもっている頃はまっとうな研究者だったしな。何かひらめきをくれるかもしれない』

『構いませんよ。ただ使用はオフラインでお願いしますね』

『わかっているとも。あのトロージャンが起動すると厄やつ介かいだ』

『親子というのは似るものですね。二人とも僕には理解不能な頭脳を持っている。まったく頭の中を見せて欲しいものですよ』

　竹下は微笑ほほえんだ。

『デレクも、デレク・ジュニア──ＤＪも』
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「色々なことがわかったわ」

　ホテルに戻ってから、千せん里りはそう切り出した。鵬ほう珠じゆはお腹なかがぺこぺこだったので、他の警察の人に食べるものを買ってきてもらっていた。天てん津しん飯はんと麻マー婆ボー豆腐だ。

「……私、中華って嫌きらいなのよね。基本的に油でドロドロしてるじゃない。竹たけ下したともミンスキーとも相あい容いれないわ」

「おいしいのに」

「それで、何がわかったのです？」話がどこかにそれる前に、青あお木きは訊たずねた。

「簡単に言うと、こうよ。ミンスキーのラボから〝整列のプログラム〟というものが盗み出されたの。もちろん竹下は知らない話よ。これが約半年前。それから大体三か月後、彼は誰がそんなことをしたのか、そのプログラムがどれほどの影えい響きようを社会に与えてしまっているかを確かめるためにＳ＆Ｊに依頼を出した。ああ、そのプログラムがどういうものかっていうと……」

「それは知ってる！　わたしたちだって何もしてなかったわけじゃないもん」

「あら、そうなの？」

「少し調べました」青木は頷うなずく。「しかし影響とはどういう意味です？　プログラムはまだ完成していないのでは？」

「すでに完成しているわ。近々発表する予定だったみたい。でも、盗み出されたプログラムが大きな悪影響を与えていれば、その技術には負のイメージが付きまとうでしょ？　結果、正当な評価が受けられないかもしれない。ミンスキーは発表の前に、自分の研究が受け入れられる土ど壌じようを整えようとしているの。悪い言い方をすれば、もみ消しね」

「なるほど。人の記憶保存には悪いイメージを持っている方もいますからね」

「ミンスキーは手がかりを探るうちに日本が怪しいと気付いた。この間、国際的なハッカー集団が大規模なサイバー攻こう撃げきを仕掛けたでしょ？　脆ぜい弱じやく性のあるソフトウェアを媒介して、多くのサーバーを乗っ取った事件。半年前くらいかしら？　その攻撃に使われた中継サーバーは日本にあるものだったの」

「ありましたね。自己進化するマルウェア。パッチで対処できず、サーバー・システム自体を立ち上げ直す必要があったとか。しかしミンスキーが日本を疑う根拠としては弱いのでは」

「そのとき使われたトロージャンのプロトタイプを作ったのがＤＪという青年よ。ちなみにミンスキーのラボを襲おそったのも、このトロージャンの亜種みたい。ＤＪはさっきの会話でも出てきたでしょ？　彼はミンスキーの息子で、日本に留学し、そこで情報工学を学ぶうちに信じられないほど高性能なマルウェアを作り出した。作ったのはまだ彼が十六の頃だったみたいだけど」

「そう言えば、彼のパソコンを竹たけ下したが持っているとか。しかしあのトロージャンの大元がこんなところに潜ひそんでいたとは……然しかるべき処置を経て、差し押さえも検討しなければいけませんね」

「最初、ミンスキーは竹下を疑っていたみたいね。でも、会話を続けるうちにその疑念は薄くなっていったわ。誰か他に犯人はいる。犯人がどうやってＤＪのトロージャンを手に入れたのかを知るためには、彼のパソコンを調べる必要がある──と、こういうわけ」

「ＤＪ自身をなぜ疑わないのです？　竹下にしても、半年前にあれほど騒さわがれた事件なのだから、パソコンと一緒にＤＪのことを通報してもよかったのに」

「ＤＪが事件を起こすことは物理的に不可能だからよ。調べてみると面白いことがわかるわ。彼の人生は犯罪に彩いろどられていて、三年前逮捕されて、刑務所に放り込まれたところまでは教えてあげる」

　千せん里りはニヤリと笑った。

「ミンスキーは日本に調査を絞って来日した。そしてＳ＆Ｊの調査チームは、半年前に攻こう撃げき起点となったサーバーに関連する企業を調査していたのよ。それ以上のことはミンスキーの心の中にはなかったわ。ただレッドマンが狙ねらわれたことで、自分たちが正解に近付いているのではないかという思いがある。犯人側からすれば、これ以上知られたくないことを調査する者たちに気付けば排除しようとするでしょ？　でも同時に、レッドマンが狙われたのはミンスキーにとって痛かったようだわ。Ｓ＆Ｊはただの企業よ。人的損害が生じる事案なら、手を引くかもしれない。犯人がそこまで見越してやっているのなら、大したものだと思うけど」

「レッドマンだけが被害者として異質だったのも、これで説明がつく気がしますね。わざわざ彼のような目立つオフスプリオリを狙ったのは、そうしなければならない理由があった、と」

「そうね。そう考えるのが自然かしら。ひょっとしたらミンスキーの研究もサイバー攻撃とかも全然この件に関係なくて、レッドマンにしても偶然抽出された被害者だという可能性も消えないけど、他に目ぼしい手がかりがないんだから、この方向で捜査を進めるほかないと思うわ」

「なら我々がやることは一つですね」

「ええ。半年前のハッキング事件をもう一度洗うことね。後は私たちを襲おそった人間の確保よ。あいつの正体はわかった？」

「それが、まったく足取りがわからないのです。痕こん跡せきがありません」

「は？」

「監視カメラには、あなた方と一人の男性が『テンペスタ』までまっすぐ向かい、そこでしばらく絵を鑑かん賞しようする映像が映っていました。十分ほどすると燈とう下かさんは携帯を取り出し、私に連絡を取ります。これは私の携帯の着信履り歴れきと照らし合わせてみて同時刻と判断しました」

「入館履歴は？」

「女性を中心にあたっていますが、あまり成果は芳かんばしくありません」

　千せん里りは考え込むように、手を口元に持っていく。

「……私たちの捜査の方向性が正しいとしたら、相手はサイバー攻こう撃げきの熟じゆく練れん者しやということになるものね。情報操そう作さはお手の物ってこと？」

「手ごわい相手のようですね。しかし、必ず捕まえますよ」

「その意気ね。何かわかったらまた教えて」

「了解いたしました。ああ、そうです、お伝えしとかないと。先ほど被害者の脳波と脳磁図の詳細な検査結果が出たようです」

「ああ、例の？　どうだったの？」

「彼らは運動野と小脳の一部を損傷しています。ちょうど、随ずい意い筋きんをつかさどる箇所ですね」

「あとは、オフスプリオリが世界言語を書き換えるときに使う箇所！」

　鵬ほう珠じゆがハッと気付いて言うと、二人とも驚おどろいたようだった。

「詳しいわね」千里があまりにも目をしばたたかせるので、鵬珠はむっとした。

「そのことが書いてある本を読んだことあるもん」

「そのとおりなのですよ」青あお木きが言葉を引き取った。「彼らは世界言語を使用する際、何か誤った処理をしてしまったのかもしれません。その結果として、彼らの脳は焼かれることになった。このような表現が適切かどうかはわかりませんが」

「ちょっと待って。そこだけに不具合が出ているってことは、ひょっとして意識はあるの？」

「どうもそのようです」

「どういうこと？」鵬珠は待ったをかけた。

「つまり、植物人間たちはしっかりと意識を保っているけれど、それを表現する能力を失っているということよ。私たちの目には無意識状態で寝転がっているようにしか見えないけれど」

　青木が続ける。「レッドマンが息を吐き出すために意図的に横おう隔かく膜まくを動かせたのは、そこが随意筋と不随意筋の両方が関与する複雑な筋肉だったからではないかという意見が出ております。燈とう下かさんがおっしゃったとおり、彼の脳は時間とともに蝕むしばまれましたが、最後まで彼の意識を伝えることができた箇所が横隔膜だったのは、その複雑性が関与していたのではないかと」

　千里はまた考え込んでいるようだった。

「……レッドマンも犯人に何をされたのかわからないようだったし、相手の力はまるで謎なぞね。あの二本の凶器はどう？　そこから何かわからないかしら？　確かコンパイラ銀とかいう金属なら、オフスプリオリの代わりになるのよね」

　阿あ万ま野の教授の発見したコンパイラ銀は、オフスプリオリの世界言語書き換え命令を、保有、反射できる金属のことだ。要するにオフスプリオリ以外で唯一、世界言語への干渉を行える存在ということである。それは特区の中心で、新エネルギー開発のために利用されてもいる。

「世界言語を書き換えられると暴発する構文とかって世界言語で組めないの？　あの凶器はコンパイラ銀でできていて、そういうコードがプログラムされているとか」

「いえ、あれはただの鉄の棒だったようです。一応、科捜研に回してみましたが」

「まあ、構成する世界言語を読めばわかることよね。ただの金属だったとは思う……私、コンパイラ銀を見たことないから、その〝ただ〟の判断がつかないんだけど」

「レッドマンの意識には、燈とう下かさんたちを襲おそったものと同様の凶器は存在しましたか？」

「ごめんなさい。そこまでは読み取れなかったわ」

「凶器というところも大事な糸口になると思います。燈下さんたちを襲った女と今回の事件の実行犯が同一の人物なのかも、それで見えてくるでしょう。レッドマンを含め、病院のオフスプリオリに質問を投げかけてみますよ。意識が生きているということは、イエス・ノーの意思表示くらい脳波で読み取ることができますから」

「お願いするわ。私ももう少し考えてみる──ああ、あと」

　千せん里りは退出しようとする青あお木きに声をかけた。「私のことは、そろそろ千里でいいわ」
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　雪ゆき乃のは情報提供者、陸奥むつ佐さ平へいからもたらされた、ハッキング事件の攻こう撃げきサーバーと関係のあった団体リストを見ながら、熟じゆつ考こうしていた。これは植物人間事件の最新の情報であり、いよいよ物事の核心に迫ってきたという実感がある。

　燈とう下か千せん里りが事件に参加してからというもの、捜査は一気に進んだ。彼女の導みちびきによって、警察はマンパワーをもっとも効率よく動かせているようだ。

「見事です」と、雪乃は笑みをもらした。

　リストの他にも色々わかった情報がある。千里が博物館で何者かの襲しゆう撃げきを受けたこと。意識不明とされていたオフスプリオリたちの真の状態。脳科学研究所から盗み出された〝整列のプログラム〟。そして、ＤＪのトロージャン……。

　実は雪乃が警察の捜査を〝盗み見〟するのは、これが初めてではない。一ひと月つき前に起きた特区異常の事件においても、警察は大いに雪乃の役に立ってくれた。阿あ万ま野の教授のパソコンに入っていた〝龍たつ雲ぐも〟の３Ｄデータを手に入れることができたのは、警察のおかげだった。

　あの情報がなければ虎とら風かぜに会いに行くことも、事件を収拾することもできなかっただろう。

　そういった意味では、陸奥佐平には本当に大きな借りができた、と雪乃は思っている。

　というのも警察の捜査状況を盗み、雪乃に伝えたのは佐平なのだから。

　その他にも、阿万野邸へ侵入するためのセキュリティパスを行ったり、一時雪乃たちが潜ひそむことになった海辺の屋や敷しきの状況を調べ、安全を確認したのも彼だ。佐平はあの事件の最大の功労者と言ってもいい。

　そして今回も、彼のハッキング能力は大いに役立っている。

　そんなことを考えていると、パソコンモニターの端はしに、通信が入っていることを示すウインドウが立ち上がるのがわかった。

　佐平からだ。先ほど送ったお礼のメールを読んだに違いない。

　雪乃が受信を選択すると、眠そうな表情の佐平がモニターに現れた。

「お疲れのようですね、佐平」

『もう半分眠っていたんだ。雪乃さんからメールがあったから、一応その前に連絡しとこうと思ってさ』

「ありがとうございます。すばらしい成果ですよ」

『リスト見た？』

「ええ、ざっと。あなたは見ましたか？　大変な団体がリストアップされていますね」

『どこのこと？　大体想像つくけどさ』

　雪ゆき乃のがリストの中の一行を指でなぞると、そこに表示されていた団体名の上に薄い黄色マーカーが引かれる。

「人工臓器倫理委員会……やはり、この事件はあなたのお父さまを襲おそった不幸と無関係ではないようです」

『うん、まあ雪乃さんならそう言うと思ってた』

　人工臓器倫理委員会とは、人工臓器医療に関する業務を監視する目的を持って設立され、当該医療行為への補助金の受け入れと分配を担になっている組織だ。

　委員は国営団体と民間団体によって構成され、四半期に一度、補助金が対象医療機関によって正しく使用されているかを調べるための監査が行われる。

　そして人工臓器という単語は、雪乃と佐平の過去と大きなつながりを持っている。

　佐さ平へいの父親──陸奥むつ秀ひで央おはバイオハイブリッド人工臓器の研究に携たずさわっていた。

　当時まだ三十二歳と若く、人体を構成する世界言語のカプセル化現象を認識できるオフスプリオリとして将来を期待されていた彼は、ある日意識不明の状態で発見される。そう──いま巷ちまたで話題になっている怪事件の被害者たちと、非常に似た状態で。

　それが十年と少し前になる。雪乃がまだメフィストに協力していた頃だ。

　それ以来というもの、雪乃は彼に突然襲いかかった不幸の原因を個人的に調べていたのだが、手がかりはほとんど見つからなかった。

　ただの病気なのかもしれない……。

　外傷はなかったが、彼の脳の内部には不具合が見られたらしい。

　針は、諦てい念ねんに傾いていた。今回の事件がなければ、雪乃は真相を自分の中ででっちあげ、勝手に納得していただろう。

　そう思うと戦せん慄りつを覚える。いま騒そう動どうがこれほど大きくなり、どうやら一連の事件を引き起こしている犯人がいるらしいということがわかったからこそ、陸奥秀央の一件もやはり誰かの仕業に違いないと、ようやく信じることができたからだ。

　雪乃は自みずからの愚おろかさを恥じた。

　そして再びこの人工臓器関連のつながりに目を向ける。偶然ではない、と心が叫んでいた。これは恩師であり、友人でもあった陸奥秀央を知る雪乃だからこそ気付いた手がかりだ。

「貴重な手がかりです」と、雪乃は言った。「無駄にはできません。弔とむらい合がつ戦せんですよ。犯人が十年前と同一人物かどうかはわかりませんが、同じ力を持つ者に相違ありません」

『そうやって思い込む癖くせは相変わらずだね。もっと視野を広く持った方がいいよ』

「私は冷静です」

『本当に？　とてもそうは思えないけどね。親父おやじはもういない人間だ。そんな人間にこだわるのが、冷静な人のやることかな』

　佐さ平へいの父は、いまの事件の表現で言うところの〝植物人間〟状態に陥おちいったあと、半年ほどで他の全脳機能を失い、脳死状態になった。臓器移植のドナー登録をしていたため彼の臓器はいまも誰かの体の中で生きているのかもしれないが、彼自身はもうこの世に存在しないのである。

　雪ゆき乃のは佐平に反論した。「ドライなのと、冷静なのは違いますよ。あなたは、もう少し人とのつながりを重視するべきです」

『重視してるからこそ、こうして雪乃さんに協力してるんじゃないか。俺は雪乃さんに言われればいくらでも手を貸すよ。恩だってあるし。でもいまの雪乃さんを見てると、後ろ向きに全力疾走だ。そういうのを見ていて、あまりいい気はしないよね』

「個人的な感情があるのではないですか？」

『どういうことさ？』

「あなたたちは良好な親子関係とは言い難がたかったようです」

『そりゃそうさ。親父が俺を生んだのは自分のためじゃないか。そんな人間を尊敬できるか？　でも俺はそういうことで親父を悪あしざまに言うつもりはないよ。もう終わったこと。もう俺に関係のない人間だからね』

　雪乃が睨にらんでも、佐平は動じなかった。

『俺はさ、雪乃さんが親父と同じ目に遭あうんじゃないかって心配なんだよ。前も言っただろ。親父は消されたんだ。バイオハイブリッド技術のタブーに近付きすぎて。あまり関わりすぎると、同じ目に遭うよ。雪乃さんは警察でもなければ、誰かに頼まれてこの事件を追っているわけでもない。一人で勝手に首を突っ込んで、自滅するなんて馬ば鹿か以外の何物でもないだろ？』

「……佐平。何か私に隠していることはありませんか？」

『ん？』彼は口の端はしを上げた。『ありすぎるよ。俺が雪乃さんを盗撮してたの知ってた？』

　雪乃はため息をついた。

　佐平は笑ったあと、『タブー云うん々ぬんは俺の勘だよ』と言った。

「とにかくここまでの協力には本当に感かん謝しやしています。ですが、これ以上あなたがこの件に関わりたくないというのなら、もう頼みません。あとは私一人で調べます」

『そう？　千せん里りちゃんについて、新しく面白いことがわかったんだけどな』

「燈とう下か千里について？」

『マルガレーテのこと調べろって言ったのは雪乃さんだろ？　千里ちゃんの能力の情報はわりと簡単に手に入ったし、それはもう雪乃さんも知ってるはずだ。音から思考を読む。だけど、あの子の力を彼らがどういう角度で研究しているかについては、なかなかガードが堅かった』

「それらの研究に何か、特筆すべき点があるのですか？」

『ありすぎるね。はっきり言って、とんでもない研究だよ。奴やつら、彼女を利用して重要なミッシングリンクを見つけつつある』

　ミッシングリンクとは、人類史上において、二つの判明している出来事の間にある間かん隙げきのことである。二つを結ぶために〝こうであろう〟と予測するしかない空白部分だ。

『人間が、どうやって言葉を身につけたか。あるいは、身につけるか。この際、世界言語のことは置いといてくれ。いま話したいのは、言語学者がいうところの〝言語〟だからさ』

「言語？」

『そう。人間を他の動物と異なる存在にするもの。意思を伝えるツールであり、知識を集積する場所にもなるもの。人間がどのように言葉を使えるようになったのかは、人類史においても最大級の謎なぞだよ。何せ、俺たちはガキの頃にそれを勝手に身につける。方法はわかるのに、それを理屈で説明することはできないんだ。言語学者はそのミッシングリンクを、メンタル文法と名付けた。聞いたことは？』

　雪ゆき乃のは首を横に振った。「ありませんね」

『俺たちは言葉を扱えるけど、この世のあらゆる文章を記憶しているわけじゃない。それでも誰かに言葉をぶつけられて、それを理解することはできるだろ？　俺たちがそうできるのは、語と、その意味と、それに語を入れるパターンを覚えているからなんだ。パターンは〝語〟のパターンだけではなくて〝パターン〟のパターンも表している。言語学者はこれらのパターンを記憶装置に記憶された言語〝規則〟と呼び、規則をすべて集めたものを、頭の中にある文法──メンタル文法と呼ぶのさ』

　例えば、と佐さ平へいは言う。

『チョムスキーって偉い学者センセの本から簡単な例を出すと、

　Colorless green ideas sleep furiously.（無色の緑色の観念が猛烈に眠る）──とか、

　The harvest was clever to agree with you.（その収しゆう穫かくは賢かしこいことにあなたに賛成した）

　とかの文章を〝意味を成さないもの〟と認識するものがメンタル文法だよ。英語の文法的には何ら間違ったところはないだろ？　現に、単語のいくつかを少し違う意味のものに入れ替えれば、二つとも〝意味を成す〟文章になるんだ』

「まあ、そうですね」

『こんなパターンはあり得ない、と俺たちはわかるけど、いままでそんな文章に遭そう遇ぐうしていないだけかもしれないだろ？　にもかかわらず、それが誤った文章だとわかる。それは俺たちの頭の中に、パターンのルールができあがっているからさ。すべての文章を覚えていなくても言語を扱うことができたり、理解できるのはそういう理由なんだ。このことを知ったとき、俺は言語学者に対してちょっとした尊敬の念を抱いたよ。まあ普通の人間が当然として捉とらえているものに目を向ける姿勢が、学者には必要なんだろうけどね』

「なるほど。しかし、それが燈とう下か千せん里りとどうつながるのです」

『うん。メンタル文法の解読を難むずかしくしている問題は、言語理解のために必要な能力が、フロイトの言葉でいうところの〝無意識〟の領域にあることさ。眠りに落ちる瞬しゆん間かんと同じで、それは意識的に捉とらえることができない。考えてもみなよ。自我が芽生えたとき、俺たちはもう言葉を話していただろ？　理屈じゃないんだ。言語学者が躍やつ起きになって、言葉を身につけつつある幼児にシステムを訊たずねようにも、彼らは言葉がしゃべれない。自分の過去に聞いてみても、それは無意識の中にある。八はつ方ぽう塞ふさがりだ。しかし他人の思念の中に入り込むことのできる存在がいれば、話は変わってくる』

　佐さ平へいは続けた。

『いまの科学はある程度、脳の機能を体系づけることに成功している。脳の部分発火と、その結果身体からだに起こる反応を結びつけて考えられるのさ。テレビとかで、脳のスライスを見たこととかあるだろ？　赤とか黄色とか緑とかに色分けされてるやつ』

「ええ」

『やっていることはあれと同じなんだ。誰かの脳と千せん里りちゃんの脳を同時に観察して、それぞれの思考が言語を介して脳にどのような反応を与えるかをデータ化するんだよ。外から見れば、千里ちゃんは相手の言葉を聞くだけだね。でも、その結果が面白い。同じイメージを得ているはずなのに、二人の反応が違うんだ。同じ思考が脳の別の部分を働かせている。なぜかわかる？』

　ようやく雪ゆき乃のにも、佐平の言わんとするところが吞のみ込めてきた。

「なるほど」と、感心する。「話者にとって無意識にある領域が、言葉の受け手である燈とう下か千里にとっては意識的な領域にあるからですね。彼女はあくまで能動的に、無意識にある思考を覗のぞき込むことができる」

『そのとおり』佐平はニヤリと笑った。『言語を使うとき、人は無意識にメンタル文法を認識しているんだ。それがないと言葉を理解できないんだから、当然と言えば当然なんだけどね。その領域を見つけ出す。個人差とか誤差を除いても、除き切れない二人の有意差をこしとって、それを発せられた言語とすり合わせる。そんな作業を繰くり返しこなすうち、言語のパターンのためのパターン、規則のための規則──メンタル文法が形を表しつつある。千里ちゃんは言葉とイメージを結びつける能力に優すぐれていて、いま主要な言語のほとんどを話すことができる。その主要言語のいくつかにおいて、メンタル文法は象かたどられつつあるということだよ。これは大変な発見だ。マルガレーテが千里ちゃんを迎えたのが約五年前だけど、この五年で言語学はちょっと信じられないくらい進歩したんだ。言語学者、心理学者がこぞってマルガレーテのデータを欲しがっていて、マルガレーテの方も彼らに全面的に協力している。言語を身につける力、理解する力の体系化──近い未来、言語の垣根が取り払われるかもしれない。俺はこのことを考えるたび、ケブカガニの悲ひ劇げきを思い出すんだ』

「ケブカ……は？　いま、何と言いました？」

『ケブカガニだよ。ケガニより毛深いからそう名付けられた悲しいカニ。ケガニよりも先に発見されていれば、ケブカガニがケガニになっていたはずなんだ……あれ、これは笑うところなんだけど……まあいいや。俺はこのメンタル文法が、世界言語よりも先に概念として正式に認められていれば、それが世界言語と名付けられていたかもしれない、とまで思ってる』

「しかし燈とう下か千せん里りが世界言語を認識した結果が思考透視であり、メンタル文法の確立はさらにその後に位置するものでしょう」

『その辺が面白いところだよね、俺たちの世界の』佐さ平へいはもう一度笑ってから、『少ししゃべりすぎちゃったかな』と続けた。

『千里ちゃんが、どうして鵬ほう珠じゆちゃんと外出できたと思う？』佐平は、突然訊たずねた。

「……燈下千里の気分を損そこねてはまずいからでしょう。それだけの存在であることは流石さすがの私にもわかります」

『うん、まあご機き嫌げん取りの子犬ってところだよね。実は千里ちゃんは結構マルガレーテに飽きがきていたみたいなんだ。最近じゃ、事あるごとに〝私は他の施設に行ってもいいのよ〟って駄々をこねてたみたいでさ。鵬珠ちゃんは彼女を施設に縛しばり付けるための玩具おもちやだ。都つ筑づき局長はとにかく二人に仲良くなってもらいたくて、わざわざ二人きりの舞ぶ台たいを整えた。微笑ほほえましいよね。でも同時に、天使に逃げ出されるくらいなら、子犬に嚙かみついてもらっても構わない、とも思っている。自分たちの施設にいないのなら、これほど厄やつ介かいな存在はないんだからさ』

「……彼女の態度が改まらなければ、殺すつもりだと……？」

『それだけ運用が難むずかしいってことだよ、価値のあるものは。考えてもごらんよ。今回は言語にスポットライトが当たっただけで、千里ちゃんの力は人間の〝無意識〟を引っ張りだせるんだよ。他に利用方法さえ整えれば、それが莫ばく大だいな成果につながるのは明白じゃないか。そんなものをみすみす他の奴やつらに渡すかな。鵬珠ちゃんで気持ちをつなぎとめられれば御おんの字じ。二人が仲たがいすれば、千里ちゃんは多分もうマルガレーテを見限って出ていく。しかしその前に彼女は、喧けん嘩かの代だい償しようを支払うことになる。相手が気に入らなければ、きっと鵬珠ちゃんは千里ちゃんを壊こわすだろうから。あんまり理性的じゃないしね、あの子。結果としてマルガレーテは重要な情報資源を喪失するけれど、流出は避さけられる』

　佐平の淡々とした言葉に、雪ゆき乃のは寒気を覚えた。なぜ誰もかれも、命をこんなに安く見積もれるのだろう。

『まあ、難しい話はこれで終わりにしようよ。この話をしたのは失敗だったなあ。俺は雪乃さんの笑顔が見たかっただけなのに。怖い顔してないで、もっと楽しい話をしようよ。俺たちだって若い男女なんだからさ。今度はいつ会える？　こんなモニター越しじゃなくてさ、会って話そうよ』

「しばらくは無理でしょうね」

　すると、佐平は不満そうな表情になった。

『約束と違うじゃないか。協力すればデートするって言ったろ？』

「もう切りますよ」雪ゆき乃のは通信を遮断しようと、モニターに手を伸ばした。

『ひどいじゃないか！　ただ働きさせるなんて！』

「しばらくと言っただけです。事態が落ち着けば、いくらでも会います。ただ、デートではありませんよ。お休みのところを邪じや魔まして申し訳ありませんでした。それでは、お休みなさい」

『もう一つ言わなきゃいけないことがあった！　姫き晴はるちゃんと虎とら風かぜ君は付き合ってるよ！』

　雪乃の手は止まらず、そのまま通信終了を選択した。しかし佐さ平へいの最後の言葉が自分の中で意味を形作るやいなや、大慌てでコールバックしていた。

『情報は力だ』佐平はニヤニヤ笑いを浮かべている。『で、いつ会える？』

「殺しますよ。適当なことを言うと」

　そう言うと、初めて佐平の顔から余裕が消えた。




　それから少し佐平と話した後、雪乃は自室で人工臓器倫理委員会に関わる企業を調べ始めた。燈とう下か千せん里りの話も気にはなったが、いま考えることではないと思った。

　まず委員会から補助金の流れた企業をピックアップし、関連ニュースを集める。

　企業云うん々ぬんというよりも業界全体でのニュースで一番多かったのは、バイオハイブリッド人工臓器が保険適用商品になっていないことに対する国への強い批判だった。

　いわく、現状では金持ち連中を生き長らえさせるだけの技術に過ぎない、と。企業は金銭的に余裕のある階級の人々から遺い伝でん子しデータを受け取り、彼らのために常に新鮮な臓器を用意している。保険適用されないのは、この技術が大衆化すると、政治家を含めた上流階級層の優待がなくなってしまうからではないか、という意見もあった。

　なるほど、もっともだ。ただ〝超高級な肉屋〟という文言には、流石さすがの雪乃も眉まゆをしかめてしまったが。

　そういった批判を弱めるためか、神しん姫きメディカル・マテリアル（ＳＭＭ）という企業は、ＣＭに中流層の少年を起用していたりもする。

　雪乃はＳＭＭのホームページに行ってみた。そこではＣＭに登場するハンサムな少年が過去に受けた手術の概要が紹介されているとともに、そのＣＭ自体を視聴することもできた。

『苦しい時期もあったけど、いまは手術を受けてよかったと思っています』

　最後に彼が言った言葉が印象的だった。今後のこと──将来の夢について質問されたことに対する答えだ。

『知人の受け売りなんですけどね』と、はにかみながら彼は言った。『この世で正しいことがたった一つだけあるそうです。何が正しくて間違っているのかは時代とか価値観で変わると思うんですが、正しいと思うことをやろうとする姿勢は、いついかなるときも正しいと。だから僕はこれから、ずっと自分に正直に生きていきたいです。それができれば、何をしていたって胸を張っていられると思います』

　視聴者の印象もまずまずらしい。ＳＭＭに対する風当たりは、他の企業に比べると若じやつ干かん弱い。株価も上向いているようだ。小さなことが巡り巡って手がかりにつながると知っていた雪ゆき乃のは、この情報を忘れないようにメモを取った。

　次に雪乃は、倫理委員会を構成する委員に目を向けた。監査法人の代表、保健所の所長、公立私立の病院長、医師会会長、福祉センター長などの他に、一般的な企業からも選出されている。

　企業委員に目を向けると、五法人が選出されているのがわかった。いずれも名前を聞いたことがある大企業だ。大財閥系の二社、ＩＴ関連企業の二社、そして五十年ほど前から爆発的な勢いで事業規模を拡大した、スフィア・ブレインというＡＩ関連企業。

　スフィア・ブレインの名前は、雪乃に奇妙な引っかかりを与えた。

　医療現場ではいま、電子カルテ作成の負担を軽減したり、手術手順にミスが出ないようにしたりするため、様々な医療補助業務を行うＡＩが活かつ躍やくしている。外科手術ロボットも一時期に比べ、遥はるかに高性能だ。

　しかし雪乃がその企業について気になったのは、馬ば鹿からしいほど単純な理由で、スフィア・ブレインに含まれる〝ブレイン〟という言葉──そして人工知能ＡＩに含まれる〝知能〟という言葉が、今回の事件に深く関わっていることを知っているからだった。デレク・ミンスキーのラボから盗み出されたプログラムが、多分に人間の脳と関わりの深いものだったということを考えても、このつながりを無視してはいけないのではないか？

　雪乃は思考を整理してみた。

　ミンスキーのラボを襲おそったと思おぼしきハッキング事件は〝人工臓器〟の名前を捜査線上に浮かび上がらせた。そして今回の植物人間事件とまったく同じ症状に陥おちいった陸奥むつ秀ひで央おは、人工臓器の研究者なのだった。この時点で植物人間事件と、ハッキング事件は結びついている可能性が高いと思われる。

　そして今度は、その人工臓器と深く関わる機関が、人間の知能を模倣する技術を開発しているという。

　知能、である。その言葉がミンスキーの脳科学──サイバー攻こう撃げきを受けた研究──へと結びついたとき、雪乃の中で事件は円えん環かんのつながりを持つようになった。

　雪乃はスフィア・ブレイン傘さん下かの企業を調べることにした。そして、すぐにあることに気付く。

　ゴールド・ギア──ＧＧという企業の株価が、恐ろしい勢いで上昇している。ＧＧはゲーム会社で、『レギオンエンジン』という革命的なゲームを作ったことがその要因らしい。

　しかしゲームのリリースが一年前であるのに対し、株価の上昇が顕著に見られるようになるのは半年ほど前からだった。

　半年前？　雪乃は眉まゆをひそめた。

　それは大規模ハッキングがあった時期と重なっている。ミンスキーのラボからプログラムが盗み出された時期とも。

　驚おどろくほど短時間のうちに、雪ゆき乃のは調査の方向性を定めた。一度、ＧＧを洗ってみなければならない。確か『レギオンエンジン』というそのゲームを、姫き晴はるがプレイしていたはずだ。




　姫晴にゲームのことを詳しく聞こうと思い、リビングを横切ると、そこでお目当ての少女が雑誌を読んでいるのがわかった。まだ五月になろうかという時期にもかかわらず、姫晴が見ているファッション誌は夏の水着特集である。

　雪乃は不安になった。佐さ平へいが見苦しい噓うそをつくからだ、と怒りにかられる。あれから佐平を問い詰めた結果、彼の口からは姫晴と虎とら風かぜが付き合っていることなど真っ赤な噓だという言葉を引き出すことはできたけれども、雪乃の心に大きなしこりを残すことになった。

　姫晴はまだ誰かと交際していいような年齢ではない。少なくとも、成人するまでは絶対にだめだ。

「どうしたの？」

　姫晴に呼びかけられて、雪乃は自分が立ち尽くしていたことにハッと気付いた。

「い、いえ、可愛かわいい水着ですね」と咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かし、姫晴の傍そばに腰を下ろす。

「ねえ、雪乃も見て。どれが私に似合うと思う？」

「姫晴が着れば、何だって可愛いですよ」

　率直にそう言ってから、考え直した。「……しかし着ないという選択肢もありますね。プールや海になど行かない。冷静になってよく考えると、それほど楽しい場所でもないのでは」

「何でいきなり水着を全否定しようとするの」

「露ろ出しゆつが多すぎます。下着同然の姿で動き回るのですよ。私は姫晴がそんな馬ば鹿かな真似まねをするのを、見過ごすことはできませんね」

「でも皆やってるし、さっき雪乃も可愛いって」

「私のように理性的な人間だけが見るのならば構いません。しかし、得てしてそのような場所には、本能を優先する愚おろか者が集まるものです。姫晴はまだ、男というのがどのような生き物かわかっていません。危険ですよ、そんな無自覚な状態で公然と若い肢し体たいをさらすというのは」

「雪乃が守ってくれたらいいじゃない」

「私はあのような破は廉れん恥ちな場所には行きませんよ」

「じゃあトラくんに守ってもらうから」

　いま一番聞きたくない言葉が姫晴の口から飛び出し、雪乃はきついボディブローをくらったような気分になった。

「……虎風が一番危ないというのに。姫晴ぐらいの年齢のうちにはありがちなことです。誰かを盲目的に信じ、取り返しのつかない事態が起こってから自みずからの過あやまちに気付く……」

「もう、いちいち大げさなの！」

「私は虎とら風かぜの短所を百は挙げることができます」雪ゆき乃のはきっぱりと言った。

　すると、姫き晴はるはむっとしたようだった。

「トラくんは、いますごい頑張ってるよ。ものすごく勉強して、トラくんのおじいさんがやってたことを理解しようとしてる。そういうのを雪乃は知らないんだから」

「阿あ万ま野の教授の研究を？」

　これは意外だった。雪乃の中で虎風は、世界言語使用に関わること以外、極きわめて凡ぼん庸ような少年だったからだ。「どの部分です？」

「え？」

「教授の研究と言っても色々あるでしょう」

「その色々だよ。この間一緒に話したのはフレイムアウト・エネルギーについてだったよ。電力発生の仕組みを教えてもらおうって、一緒に電気工作部の先せん輩ぱいに話を聞きに行ったりしてるの。この間は一緒に充電池を作ったし」

「一次電池と二次電池の仕組みを理解するのは、フレイムアウト理論を理解する上でも役に立ちますからね」雪乃は頷うなずいた。

　一次電池は乾電池などに代表されるもので、化学エネルギーを電気エネルギーに変換（放電）できる電池のことで、一方、二次電池とは放電に加え、電流を放電時とは逆方向に流すことによって、電気エネルギーを化学エネルギーに戻すこと（充電）ができる電池のことである。

　フレイムアウト理論とは、メタグラムの形状部分に変換する力を加えることによって、物質的影えい響きよう下かにない〝枠の外〟で文字に崩ほう壊かいを起こすことから始まる。

　これが、先の電池の話でいうところの〝放電〟現象にあたる。

　崩壊状態に陥おちいった文字は、一定以上の形状の歪ゆがみを感じ取ると、崩壊状態から元に戻ろうとするのだが、このとき戻るのは形状だけではなく、その文字に作用していたエネルギーにも同様の効果が及ぶ。結果、最初の変換と真逆の流れが生じ、ここで初めて物質界に形あるエネルギーが抽出される。

　これが、先の話でいうところの〝充電〟現象にあたるのだ。

　もちろん使用されるエネルギーは電気エネルギーと化学エネルギーではなく、出力時点で調整することによって、メタグラムが返してくるエネルギーは熱エネルギーに設定されているものの、理屈は同じだ。

　熱さえ生じてしまえば、あとの処理は一時代に支配的だった火力発電や、現在主力となっている原子力発電と同じく、熱から生じた水蒸気が回すタービンによって電力が形成される。

　メリットは、物質界に悪影響がまったく出ないこと。物を燃やせば大気汚染物質が生じ、核分裂を起こせば放射性廃棄物が生じるが、フレイムアウト理論にあるのは、非物質界と物質界の間で行われる純粋なエネルギーのやり取りである。

「なるほど、腐っても教授の孫ということですか」と、雪ゆき乃のは言った。「少し見直しました」

「……ねえ雪乃って、それでよくメンタルカウンセラーが務まるよね」

「褒ほめているのですよ。それでもまあ、姫き晴はるにふさわしいかと問われれば、大いに疑問符が付きますが」

「もう知らない」

　姫晴は興が殺そがれてしまったようで、ファッション雑誌を放り出し、近くにあった別の雑誌を読み始めた。話しかけても言葉を返さず、膨ふくれてしまったらしい。

「お茶を入れますよ」

　そう言って雪乃はリビングを離れた。頭の中はＧＧよりも虎とら風かぜのことで占められており、この長期連休が終わり次第、釘くぎを刺してやらなければならないという思いが強くなっていく。

　虎風のことで雪乃と姫晴が喧けん嘩かをするなど、許しがたいことだ。彼が分相応に行動すれば、ここまで自分が気を揉もむこともないというのに。

　お茶を入れてリビングに戻ってきた雪乃は、姫晴のすぐ隣となりに座り、ぴったりと体を寄せた。

　そして甘えるように姫晴の顔を覗のぞき込む。姫晴はこういう態度に弱いのだ。

「怒っています……？　私が言いすぎました。反省しています」

「……本当に？」

「ええ。姫晴の前で言っても仕方ないことです。考えが足りませんでした」

「や、やめてよ、急に。私も別に怒ってたわけじゃ……」

　そのとき、雪乃はあることに気付いた。あたふたする姫晴の手元にある雑誌は、ゲーム雑誌だった。『レギオンエンジン』の特集記事のページが開かれている。

「……一周年を記念する感かん謝しや祭さいが開かれる？」

「え？」姫晴は突然雰囲気を変えた雪乃に戸惑った様子だったが、それがいま自分の読んでいた雑誌の話だとわかると、途と端たんに残念そうな表情を浮かべた。

「ああ、これ？　この連休にあるんだよね……本当はトラくんと一緒に行きたかったんだけど、本社が特区の外にあるから無理なの」

「誰でも参加できるものなのですか？」

「感謝祭はね。でもそれだけじゃなくて、私はその後にＧＧ本社で開かれる関係者だけのパーティーにだって参加する権利があったんだ。イベントのクリア特典で……」

「ＧＧに行けるのですか？　本社に？」

　姫晴はこの話題にあまりにも雪乃が食いつくので、困惑しているようだった。

「そ、そうだよ？」

「いつ？」

「え……と、五月三日だから、もうすぐだね」

　雪乃はしばらく考えた後、口を開いた。「詳しく教えてください」




　　　　　２




　五月の初日。あれから二日が経たったというのに、捜査に進展は見られないようだった。何しろ膨ぼう大だいな量の団体がリストアップされていて、どれが正解に至る道か判断がつかないからだ。

　鵬ほう珠じゆは千せん里りと二人、ホテルで待機するように言われていた。千里はイライラした様子だったが、鵬珠は世界言語があればどこでも楽しいので、待つことは特に気にならなかった。

　鵬珠は法務官のペンダントを取り出して眺めた。

　なぜか千里も同じものを買ってくれたので、いま鵬珠は同種類のペンダントを二つも持っている。今日の鵬珠の遊びは、法務官のペンダントの方に描かれている図柄を、本物の『テンペスタ』の図柄と同じにすることだった。

　もちろん世界言語を使って。鵬珠は、博物館に置いてあった『テンペスタ』の贋がん作さくに、世界言語がどのように作用しているかを記憶していた。どのように世界言語を配列すれば、あの絵の表面に現れた現象を表現できるかを学んだのである。

　ただ、それだけではだめだった。あの贋作は筆で、ペンダントの絵は印刷機で表現されているため、両者のすり合わせが必要だった。頭の中で文字はぶつかり合い、鵬珠の思いはなかなか〝かたち〟にならなかったが、何度もシミュレートすることで、ついに文字をペンダント上でも思いどおりに配列することができるだろう、と思うに至った。

「千里、見てて。面白いことしてあげる」

　鵬珠はパソコンの前で情報収集をしている千里の傍そばに行き、ペンダントを示した。

「ん……ああ、私の買ってあげたペンダント？」

「ちがーう。こっちは最初から持ってたやつ」

　すると千里は急に不ふ機き嫌げんになった。「そんなの捨てなさいってずっと言ってるでしょ。同じものを二つも持っておく必要はないわ」

「二つあるから面白いことができるの！　ほら、いいから見てて！」

　ペンダントが姿を変える。絵が消え表面がつるりとした銀色になったかと思うと、鵬珠の手の平から浮かび上がり、空中で蠢うごめき出す。

　千里がハッと息を吞のんだのがわかり、鵬珠は演出が成功したと思った。

　それから鵬珠は空中に浮かぶ小さな銀色のキャンバスに、本物の『テンペスタ』の図柄を描き込んでいった。最初に女性がいた左の川岸には、棒を持った男性が現れる。右の川岸には幼児を抱きかかえた裸婦が現れ、緑の草木が大地を覆おおう。背景には廃はい墟きよ然ぜんとした建物、そしてどんよりと曇くもった天候が絵の上部を占め、一筋の稲妻が走って完成に至る。

　姿を変えたペンダントは、ぽとりと千里の手の中に落ちた。

「すごい……すごいわ」

　千せん里りは驚きよう嘆たんしたようだった。「本物そっくりじゃない！　こんなこともできるのね！」

　しかし鵬ほう珠じゆには彼女の賛辞が届いていなかった。首をかしげ、ペンダントを見つめる。

「おかしいな」

「？　どうしたの？」

「何か違和感があったの。思いどおり動かなかったっていうか」

「上出来よ。こんなに綺き麗れいに描けているじゃない」

「ううん。そういうところじゃなくて、もっと、根本的に……」

　そう言いながら、鵬珠は千里の手からペンダントをひょいと拾い上げた。そしてポケットから今度は千里のペンダントを取り出し、両者をまじまじと比較する。二つのペンダントを表現する世界言語に干渉し、それらを宙に浮かべ、圧縮し、回転させる。

「やっぱり違う……同じじゃない」

「どういうこと？」

「法務官のペンダントは、博物館で買ったものじゃないと思う」

「？　法務官？　都つ筑づき流ながれのこと？　ねえ鵬珠、私はあなたの心がよく読めないって言ってるでしょ。ちゃんと説明してってば」

「世界言語に対する反応が二つで違うの。何でこんなことが起こるんだろ？」

　鵬珠は法務官のペンダントの方を裏向け、そこに少しずつ薄い銀色の膜を形成しては取り除いていくという作業を行った。シールを剝はがしていくようなものだ。内部構造に違いがあるかもしれないと思ったからだった。

「玉ねぎみたいね」と、千里はわけのわからないことを言う。

　何枚目かの銀膜が剝がれたとき、そこに違う色の金属が現れて、二人は目を見張った。

　ペンダントの全体を覆おおっていた銀色よりも、鈍にぶく濁にごった銀色。それは小さなプレート状をしていて、表面に文字が刻まれている。

「これが中にあったから、少し感触が違ったんだ！」

　鵬珠はプレートをまじまじと見ながら言った。

　千里は興こう奮ふんしているようだった。「上塗りよ！　このプレートを隠すために、普通の金属で上塗りしていたんだわ。『テンペスタ』の絵はこのことを伝えるためだったのね！」

「千里、こんな金属見たことある？」

「いいえ、でも銀に似てない？」心が読めないと言っていた割に、千里は鵬珠の言葉の意図を正確に読み取っている。「ひょっとすると、コンパイラ銀かも」

　鵬珠は、どきどきしながらプレートの文字を読んだ。

「〝この石が賢けん者じやの石となることを願う──真ま名な子こ類るいに教えを請こえ〟」

「真名子類って誰？」

「わかんない。でも真名子瞳ひとみなら知ってる」鵬珠は、青あお木きがこの間言っていた名前を思い出した。「イヴだよ」

「彼女の関係者かしら。ちょっと調べてみるわ」

　千せん里りがパソコンに向かい、検索エンジンに〝真ま名な子こ類るい〟と打ち込むと、すぐに結果がモニターに映し出された。

「出てきた！　真名子瞳ひとみの孫にあたるみたい！　二○七○年生まれ。彼女の正当な血筋としては最初のオフスプリオリって書いてあるわ。ほら、イヴにはちゃんとしたパートナーがいて自分で産んだ子どもがいたけど、それ以外にも遺い伝でん子しを提供した子どもたちが一杯いたでしょ……初めてのオフスプリオリは、真名子類より三年だけ前に生まれているって」

「二○七○年生まれってことは、いまいくつ？」

「えっと……八十二歳ね」

「どこに住んでるんだろ……？　あ、そこまではわからないよね」

「そもそも生きているのかしら？　まあでも、生きていればどこにいるかは大体想像つくわ」

　鵬ほう珠じゆはびっくりしてしまった。「どうして？」

「この人、大量殺人犯よ」千里は、そう書かれているモニターの箇所を指差している。「犯罪者でオフスプリオリなら、どこかの特区にある収容所だって思わない？」
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　五月三日。ゴールデンウィークも終しゆう盤ばんに差しかかったその日は、ポートアイランドにある神こう戸べ国際展示場において『レギオンエンジン』の一周年感かん謝しや祭さいが開かれる日だった。

　リーチがかかったパーティーの全メンバーに、この感謝祭への招待状があらかじめ送られていたので、中にはその招待状メールのスクリーンショットをネットに貼はる者も現れたりして、感謝祭が近付くにつれ、ユーザーは凄すさまじい盛り上がりを見せていた。

　虎とら風かぜにも、もちろん招待状は送られてきていた。本文には、当日にプリントアウトしたメールを持参することで、交通費を負担すると書かれている。ただいまとなって虎風たちには、その招待状に加え、さらにその上位互換であるクリア特典メールも送られてきているのだが。

　実はこの感謝祭が終わるまで、現イベントをクリアするパーティーは出てこないだろうというのが大方のユーザーの見解だった。感謝祭にパーティーメンバーを呼ぶのは、コンテンツを任まかせて大丈夫かという、一種の面接の意味合いが含まれているに違いないという考えである。

　虎風もその考えは妥当だと思っていたし、運営はきっとダイスの出目を調整するなどして、しばらくどのパーティーにもイベントをクリアさせないだろうと信じ込んでいた。

　しかしその予想は見事に裏切られた。

　以前からイベントクリアによるユーザー離れが囁ささやかれていたが、ＧＧはユーザーに対して運営側が都合のいい介入を行わないという誠実さを示し、さらに戦略がまったく読めないミステリアスさも手伝って、結果的にユーザー離れを最小限に抑えたと言っていい。

　虎とら風かぜがそのことを今日の同行者に説明すると、彼女は「そうですか」と素っ気ない言葉を返してくる。

　空気に耐え切れなくなって、ついに虎風は苦言を呈した。

「あの、楽しくないんだったら、わざわざ来ない方がよかったんじゃない？」

「そんなことをあなたに指図される覚えはありません。私には私の考えがあるのですよ」

「姫き晴はるちゃんが来るって言うから、またナノカみたいな格好で来ると思ってたのに……」

「私は今日一日〝御み渡わたり姫晴〟です」

　虎風は富ふ士じ城しろと二人、入場口で渡された地図を見ながら感かん謝しや祭さいの会場を練り歩き、運営本部を探していた。どのブースにもたくさんの人が詰めかけ、楽しそうに笑っていて、ここで姫晴とデートができたらどれほど楽しかったろう、と惜しい気持ちで一杯になる。

「他のパーティーメンバーは来ないのですか？」

　ゲームのＢＧＭを担当している人のライブブースを通り過ぎたとき、ふと富士城が訊たずねた。

「リーダーともう一人の女の人──女の人なのかな？　まあ、いいや──その二人は、元々来られないって言ってた。俺と姫晴ちゃんと同い年の子は、こないだ会ったときは来るって言って一番はしゃいでたのに、昨日急に行けなくなったって連絡があったんだ」

「ならばあなたの責任は重大ですね。今日はコンテンツの方向性を決める大事な日なのでしょう？」

　運営関係者の集まるブースに行って自己紹介すると、奥からこのゲームのプロデューサーが出てきて二人に挨あい拶さつした。雑誌でも知っていたが、まだ三十代半ばの若い人だ。

「やあやあ、今日の主役が来てくれましたね。いまかいまかと待ち望んでいたんですよ。僕は玉たま井いといいます。二名ですね。トラとハル、と。お二人のキャラクターは僕も大好きですよ！　主催側ですが、あなた方のファンでもあります。今日はステージに上がっていただくことは可能でしょうか？　もちろん、強制ではありませんが」

　そう言って彼は虎風たちのパーティーの紹介ＰＶを見せてくれた。これを今日流すらしい。アニメやテレビゲームのＰＶを思わせる、高い完成度に仕上がっている。

　ＰＶでは順番に、五つのキャラクターが紹介されていく。

　虎風のキャラクター・トラは前ぜん衛えい型の獣人で、パーティー内では〝回かい避ひ盾たて〟の役割を持っている。防御重視の盾役であるダイチと並び、敵の攻こう撃げきを食い止めるのが役目である。

　二人は比較的地味な方であり、花形はここからだった。

　画面に、八重歯の女の子が登場した。ハルだ。彼女は吸血一族の末まつ裔えいで、高い魔ま力りよくを誇る呪じゆ文もん系アタッカーである。

　次はセンリ。機械人形の彼女は、兵器全般を操あやつる物理アタッカーであるとともに、妙にハイテンションな言動でパーティーをかき乱すトラブルメーカーでもある。

　最後にリーダー役のムッサが紹介される。誰かの邪じや魔まをすることを生きがいとする人間族の変態で、様々な搦からめ手てを好んで使う老人だ。

　玉たま井いプロデューサーは手て前まえ味み噌そですが、と前置きしながら、見事に再現された五人のキャラクターのディティールを、様々な角度から紹介した。

「詳しくはあとのパーティーでお話ししますが、次のセッションではレガシー・レギオンエンジンを起動するミッションを行っていただきます。ユーザーの中にはこれで完結すると考えておられる方もいらっしゃるようですが、とんでもない！　レギオンエンジンによって、大きく世界は広がります。終わるどころか、ようやくゲームが始まるといったところですね」

　プロデューサーはこれからどこかのブースで出演しなければならないらしく、長く話すことはできなかった。

　しかし短い会話の中でも、彼の視線が富ふ士じ城しろの方に何度も向けられていることがわかる。

　確かに虎とら風かぜも、彼女がなかなか目にすることができない類たぐいの美人であることは認めざるを得なかった。

「……これで性格がよければ、言うことないんだろうけど」

「いまの彼ですか？　甘いですね。ああいった人間は腹に一いち物もつを抱えているものです」

「……うーん」




　強制ではないと言われていたわりに、虎風と富士城はその後、結局ステージに上がらされることになった。直前まで必死になって考えたコメントをとちった虎風が、醜しゆう態たいを全国にさらすはめになってしまった一方で、富士城がマイクを持ち、大スクリーンに彼女の顔が映し出されるや否いやや、観客はその美び貌ぼうに大きくどよめいた。

　この予期せぬサプライズを、巧たくみな運営手腕で知られるＧＧが逃すわけもなく、彼女が演じている（ことになっている）ハルの紹介は、特に時間をかけて行われた。元々ハルはネットでも人気のキャラクターだったが、ひょっとするとこれでセンリの人気を抜いたかもしれない。

　玉井プロデューサーは、虎風たちのパーティーが次のセッションを終わらせた後に行われる新イベントを最後の最後で発表し、さらにユーザーの関心を引きつけることを忘れなかった。

「氷河期は終わります！　レギオンエンジンの復活によって活動できる大地は広がり、仮想空間テイエラ以外に、人々が新たに冒険しなければならない空間が増えるのです！　ティエラにこだわるも、新大陸に乗り出すも、すべて皆さんの自由！　ですが、これだけは言えます……新しい大地の前では、これまでのスキルはまったく役に立ちません。新大陸を目まの当たりにしたとき、プレイヤーの皆さんは、もう一度同じスタートラインに立つのです！」

　感かん謝しや祭さいが終わった後、虎風と富士城はＧＧの社員と一緒に、車で中央区にある本社ビルに案内された。車内でこっそりと感かん謝しや祭さいの速報ニュースのサイトを確認したところ、先ほど登場した美女がサクラかどうかの議論が行われている。彼女はマイクに向かって一言もコメントせず、にこりと笑い、皆に手を振っただけだった。謎なぞめいた魅力。それが議論を過熱させている。

　姫き晴はるにメールを打つと、彼女は、
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　とだけ返してきた。

　二人はビル四階の大広間に通された。同じビル内にあると言っても、ここは普段は他の不動産会社の管理下にあり、このように何かのイベントを催もよおす企業に貸し出されているらしい。

　ホールを見渡すと、多くの円形テーブルに白いクロスが敷しかれ、その上に食べ物が並んでいるのがわかる。立食パーティーのようだった。

　参加者の中にはゲーム業界で有名な人たちもたくさんいたので、虎とら風かぜは興こう奮ふんしっぱなしだったのだが、その間も富ふ士じ城しろは退屈そうにサンドイッチを摘つまんでいるだけだ。

　本当になんで来たんだろう？　その理由は、結局最後までわからずじまいだった。

　しかし彼女は玉たま井いプロデューサーが近付いてきたときには態度を一変し、普段誰にも見せないようなとびきりの笑顔を張り付けながら、本性を知っている虎風ですらどきりとしてしまうほどの美しい女性に変身してみせた。

「今日は一人で帰れますね？」

　ちょっとした時間を見つけ、富士城は虎風の耳元で囁ささやいた。

「え？　そりゃ大丈夫だけど、富士城さんはどうするの？」

「私はあの方ともう少しおしゃべりがしたいのです。この後の予定も空けてもらいました。しかし、このことを姫晴に言ってはいけませんよ。あの子に悪い影えい響きようが出てはいけませんから」

「え？　え？　富士城さんって、ああいう人がタイプなの？」

　最初見たとき、彼女は玉井プロデューサーを良く思っていなかったはずなのに、話しているうちに好感を抱いたのだろうか？

　富士城はにっこりと微笑ほほえんだ。

「素敵な方だと思いませんか？」




　　　　　※




　これほどの上玉には、福ふく原はらや谷たに九きゆうでもそうお目にかかれない。

　玉井は自分の幸運が信じられなかった。いまは二軒目の飲み屋に入っていて、今日会ったばかりの女はすでに、できあがっている。

　最初、彼女は『レギオンエンジン』のシステム上の仕組みを聞きたがっていた。さりげなさを装よそおっていたが、常に企業スパイの存在を疑っている玉井は決定的な事を言わず、のらりくらりと会話を長引かせているうちに、彼女を酔い潰つぶしてやったのだ。

　レギオンの秘密を──もちろん、あのゲームマスターのもっとも小さな秘密に過ぎないが──それを、いかにも重要なことを口にするかのように言ってやると、彼女は自分が玉たま井いの歓心を買っていると思い込み、さらに情報を、とばかりに食い付いてきた。

「レギオンエンジンのゲームマスターはＡＩなんだよ」

　これぐらいは教えてやってもいいだろう。どうせほとんどのユーザーが気付いていることだ。

　ＡＩはスフィア・ブレインが独自開発したプログラミング言語、通称《スフィア》を用いて形成されており、人工無脳と呼ばれることもある技術で仕上げられている。

　人工無脳とは、人間のような思考力のある知能ではなく、あらかじめ膨ぼう大だいなデータをインプットしておくことで、相手の言葉に反応するデータを取り出し、返答するだけの技術だ。

　しかしこの人工無脳・レギオンは《スフィア》によって特別な存在となった。

「《スフィア》の優すぐれた特徴はね、分岐、つまりパターンに特化した言語であるという点なんだ。専用の高性能コンパイラとともに用いることで、入力されたデータを極きわめてコンパクトに細分化管理することができるんだよ。入力されるデータは物語そのもので、電子書しよ籍せきを丸ごとインストールすれば、レギオンはそれを細分化したアーカイブ──〝知識〟──として所有することができる。単語、節、文章はもちろんのこと、物語のつながりですら、必要なときは〝知識〟として扱えるんだ、と……ほらほら、すすんでないよ」言いながら、酒を注つぎ足す。

　これ以上のことを、この女に話す気はない。

　玉井はＧＧに来る前、スフィア・ブレインの中ちゆう枢すうプログラマーだった。

　携たずさわっていたプロジェクトは《スフィア》による言語形式プログラムの作成。つてがあって言語学者から提供されたメンタル文法という言語理解に必要なシステムを、プログラムによって模倣していたのである。このメンタル文法は、対話型ＡＩの最大のボトルネック──すなわち、言語をプログラムする人間自体が言語について理解し切れていないという問題──を解消した。言語力の根源。それこそが対話型ＡＩを成立させるための、最後の鍵かぎだったのだ。

　そしてパターンに特化した《スフィア》は、メンタル文法のために生み出されたようなプログラミング言語だった。いま思い返せば何かに取り憑つかれていたのではないかと思うほど、玉井は夢中になって、先述したデータを入れ込むための型の形成に日々を費やしていたのである。その過去がいまの『レギオンエンジン』の成功につながっているということだ。

　スフィア・ブレインの持つ、卓越したＡＩ技術。それに加わった、言語力の根源。

　レギオンにあと必要だったのは、連想する力だった。

　これは簡単なプログラムで済んだ。外部刺激（プレイヤーの発言）と、外部刺激の結果走る内部刺激（ランダム発生する知識）を組み合わせ、その二つに適した〝知識〟を探し出す。内部刺激は乱数によって得られるが、ここでは外部刺激──つまりプレイヤーの発言──に含まれる言葉の音おん韻いんと統語に関連したものの方が得られやすいように調整されている。この機能は人間の脳と極きわめて近似している。もちろん乱数の結果によっては、まったく関係のないものを得ることもある。そして内部刺激は次の内部刺激を呼び起こし、次々と知識の波状侵攻が生じることで、逐ちく次じ的に網状のライブラリが形成される。

　クレペリンとアシャフェンブルクという学者の連想実験から、かの有名なユングは無意識下におけるイメージと音おん韻いんの類似性を見み出いだしたが、無意識下の形式であるメンタル文法がここでも役に立った。メンタル文法においては、語の音韻構造は極めて重要な段階の一つとして捉とらえられているのである。聞けば、世界言語を特殊な認識で捉える人間によって、メンタル文法は形成されていったらしい。つまり、世界言語様々というわけだ。世界言語がなければ、レギオンは生まれなかったのだから。

　音韻による連想──と、そこまで考えて、玉たま井いは隣となりに座る女性をちらりと見やった。

　フロイトの『夢の解釈』に登場する患者の話を思い出したからだ。患者はいかにも淑女然とした女性だったが、彼女は無意識の表現として夢に現れたスミレの花（violet）から、強ごう姦かん（violate）という言葉を連想してしまうのだった。

　玉井は舌した舐なめずりした。

　もはや女は意識が朦もう朧ろうとしているらしく、並んで座る玉井の肩に何度も頭をぶつけた。

「ハルちゃん、飲みすぎだよ。ちょっと休憩しようか」

　玉井は彼女を抱えるようにして店を出ると、車を呼び、ホテルへと向かった。

　もし彼女が企業スパイなら、高い勉強料だったと後になって思い知るだろう。単なるユーザーなら、このゲームのプロデューサーである自分と一晩を過ごせるのを光栄に思うべきだ。

　玉井はホテルの一室に入り、今日の戦果をベッドに横たえてじっくり眺めた。

　すらりとした肢し体たいはほどよく引き締しまり、女性的な色気をこれでもかというほど放っている。

　上下する胸は魅力的な盛り上がりを見せ、目が閉じられた顔は恐ろしいほど整っている。

　完かん璧ぺきだ……。いまからこれほどの女を抱けるのかと思うと、興こう奮ふんで血が沸ふつ騰とうしそうだった。

　ゲーム開発に携たずさわる以上、玉井は様々なキャラクターを考案するが、彼女は玉井の理想を体現していると言ってもよかった。

　だが見た目だけだ。肉欲は刺激するが、頭が足りない。

　自分なら、このルックスにはもっと狡こう猾かつなキャラ付けを行うだろう。男を手玉に取り、どんな相手にも簡単にはなびかない、気の強い女だ。

　玉井が考えたのはそこまでだった。いよいよ下半身が破裂してしまう。

　ネクタイを乱暴にほどき、大急ぎでワイシャツを脱いだ。

　彼女に覆おおいかぶさり、双丘を覆う邪じや魔まなシャツをはだけようとボタンに手を伸ばしたそのとき、玉井は自分の顎あごに何か固いものがあたっていることに気付いた。

「……やっと二人きりになれましたね」

　女の手に握られた拳けん銃じゆうが、玉井の顎あごをのけ反ぞらせていた。




　　　　　※




　真ま名な子こ類るいの所在は驚おどろくほど簡単に知ることができた。千せん里りの予想どおり、真名子は特区の収容所に収容されていて、しかもその収容所は一ひと月つき前まで鵬ほう珠じゆがいたのと同じ施設だった。

　けれども肝心なことはわからない。なぜ都つ筑づき流ながれは、鵬珠を真名子と会わせようとするのか？

　メッセージにあった賢けん者じやの石というのはどういうこと？

「真名子類が全部教えてくれるよ」

　鵬珠は上じよう機き嫌げんだった。

　場所を特定したことで、彼女は明日すぐにでも真名子に会いに行けると思っているようだったが、実際のところ千里は乗り気ではなかった。

　そもそも、いま千里たちの追っている事件と『テンペスタ』のペンダントが示す道というのは交差していない。寄り道するにしても、この間の博物館のように千里が絶対に必要と思える案件ならば話は別だが、今回はそうでもない。

　それに襲しゆう撃げき者しやの一件があってから、青あお木きには無む闇やみに出歩かない方がいいと釘くぎを刺されている。彼の言葉の裏からは事件に集中して欲しいという思いが読み取れて、いつもなら天あまの邪じや鬼くな態度をとる千里だが、いまは彼の思いに無理やり逆らおうという気にならなかった。

　鵬珠を説得しなければと考えて、千里は思わず苦笑してしまった。いつもの千里なら「ダメ」の一言で片付けられるはずなのに、鵬珠を前にすると調子が狂ってしまう。

　嫌きらわれたくない。失いたくない。会って一か月足らずの誰かにここまで執着するようになるなんて、自分でも本当に意外だ。

　鵬珠は、千里がこれまでの人生で初めて得た対等なパートナーだった。いつも自分は誰かと接するとき、望むと望まざるにかかわらず、相手よりも有利な立場に立つことになる。相手は千里に秘密を隠しておけず、加えてその秘密が千里を幻滅させることも多かった。

　両親に嫌われ、親族に近寄るなと唾だ棄きされ、保ほ護ご者しやを転々としてついに特区に引きこもった千里にとって、心の読めない存在と過ごしたこの一週間は刺激に満ちていた。

　夜は更ふけ、すでに鵬珠は眠ってしまっている。寝顔だけを見ていると、彼女が怪物だと言われてもとても信じられない。

　この子をどうやって説得しよう？　それともお願いしてみようか？　そんなことを考えながら、そろそろ自分も寝ようと思ってパソコンの電源を落とそうとしたとき、メーラーに新着メールが届いているのがわかって、おやっと思った。

　青木からだろうか？　夜更けなので電話できず、メールで連絡を入れてきたのかもしれない。

　メールの件名を確認すると、『親愛なるナンバー２へ』と書かれていた。

　あの女！

　先ほどまでの穏おだやかな気持ちが吹き飛び、一いつ瞬しゆんで頭に血が昇るのを感じる。

　どこでアドレスを知ったのかはわからないが、富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のが送りつけてきたメールだ！

『捜査は順調ですか？　手詰まりのようなら、力を貸して差し上げます。添付した音声ファイルを聞き、感じるものがあれば下記の場所に明日来てください。私の声を聞きたがっていたようですので、存分におしゃべりできる場所ですよ』

　頭の血管が切れるかと思った。この女はどこまで人を馬ば鹿かにすれば気が済むのだろう！

　怒りに駆られた千せん里りはメールを削除しようとして──少し冷静になり──音声ファイルの存在に意識を向けた。これは何だろう？　ひょっとすると富士城が吹き込んだのだろうか？

　あの女は千里の能力を何か誤解していて、意図せず自分の弱みをさらすかもしれない。

　そう思った千里は、これを再生してからメールを削除しても遅くないと考え直した。

　鵬ほう珠じゆを起こさないようにとイヤフォンを接続し、添付されていた音声ファイルを再生する。

　録音されていたのは、世界言語を認識せずとも恐怖感をありありと伝えてくる男性の声だった。《スフィア》がどう、と泣き叫んでいる。

　そして音声が不自然にブツリと途切れ、つぎに音声が再生されたときには、また男の叫び声が響ひびき渡った。話す、話すからやめてください、と涙声が続く。

　男はこともあろうに、千里がプレイしていたゲーム『レギオンエンジン』の開発者の一人のようだった。彼の悲痛な叫び声は人工知能について語ったあと、物語を形作るプログラムに話題を移していった。

　外部刺激と連想から得られた知識から、レギオンは物語を紡つむいでいく。まず目的地を決め、そこから選択肢を絞るというのだ。

　最初にレギオンの中にできあがった物語は最適解と表現され、これは言ってしまえば目的地までが一本道のシナリオということだ。ここに伏線を表現する独自のプログラムを入れることで、シナリオに複雑性を持たせるらしい。

　複雑性を持たせるこの独自のプログラムは〝採点〟という名前で呼ばれているようだ。

　まず想定される物語の〝場面〟がライブラリの中からリストアップされ、次に〝場面と場面のつながり〟に個別の名前が与えられる。その名前には、そのときのシナリオと知識アーカイブから判断された得点が割り振られ、目的地までの得点の高い順番にソートされる。得点が高いほど物語は複雑になり、要は、伏線が幾いく重えにも張り巡らされたシナリオということになる。

　ただ、物語が複雑ならばプレイヤーが楽しいと感じるわけではない。レギオンはプレイヤーの年齢やそれまでの会話から、彼らに適した得点のシナリオを選択し、彼らがセッションを失敗すれば学習して、次のシナリオにはより低い点数のシナリオを選び取るようになる。

　恐怖──そして、真実。男性の心の色は、その二つを千里に伝えた。

　音声ファイルのシークバーが終了を告げたあとも、しばらく千里は茫ぼう然ぜんとしていた。

　状況を見る限り、あの女は秘密を知る人間を見つけ出したのだ。そして拷問して吐かせている。音声が不自然に途切れているのは、狡こう猾かつにも自分の発言部分を削除しているからだろう。

　しかし、この音声ファイルだけではわからないことがある。

「……富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のは……どうやって、ここまで辿たどり着いたの？」

　彼女の捜査は警察と協力している千せん里りの先を行っている。いや、まだこれが正しい道筋だと決まったわけではないが……。それでもこのファイルを聞く限り、ＧＧの開発したＡＩというのは──人工知能という言葉は──今回の事件と深く関わっている可能性が高いと思える。

　そしてメンタル文法……千里がその研究に深く関わる、言語のルール。嫌いやな予感がした。

　音声以上のものをファイルから読み取った千里は、富士城が正解に近付いていると直感した。

　先を越されたという悔しさで、身体からだが震えてしまう。自分は『レギオンエンジン』のプレイヤーだったというのに。

　しかしそんなことよりももっと重要な事実に気付いたとき、千里の苛いら立だちはどこかに消え去ってしまった。

　それは富士城の拷問がまだ続いているということだ。編集された音声は中途半はん端ぱな箇所で切れている。つまり、この音声ファイルにはまだ続きがある！

　それを聞けば、捜査はさらに進展するかもしれない。

　千里は富士城の示した待ち合わせの場所を、大慌てで確認した。




　翌朝、鵬ほう珠じゆよりも早く起きた千里は、隣となりで眠る少女を揺り起こした。

「まだ寝るの」

「起きてってば！　今日は明石あかし特区に行くんでしょ？」

　そう言うと、鵬珠はぱっちりと目を開けた。「真ま名な子こ類るい！」

「そう、そうよ。その人に会いに行かなくちゃ」

　富士城雪乃の示していた場所は特区内のカフェだった。意図してかどうかはわからないものの、千里の行かなかったオフ会のあった場所だ。垂たる水み区の舞まい子こ公園近く。

　特区内なら千里は誰かの声から思いを読み取ることはできない。富士城が特区を指定してきたのは、そういった理由からだろう。

「私、真名子類には会いに行かなくちゃいけないって、最初から思っていたの。でもそのついでにもう一人、女に会うわ。後から追いかけるから、鵬珠は先に淡あわ路じまで行って待ってて」

　すでに千里は昨晩、ある人物に事情を話して千里と鵬珠が淡路の収容所へとスムーズに向かえるように、手引きを依頼していた。しかし鵬珠にはまだ黙だまっていた方がいいだろう、と判断する。何せ、彼は鵬珠の怒りのツボなのだから。




　　　　　４




　最近亜あ季きの様子がおかしい、と大だい地ちは思った。

　会いに行き、これまでと同じように会話をしているのだが、どこかに壁があるように感じる。この間亜季が自分に対して怒りを向けたときから、二人の関係はどこかぎくしゃくしていた。

　あの日大地が亜季のアパートに行って植物人間事件の話を振ったのは、亜季ならきっとこの事件の解決に乗り出してくれるだろう、という期待があったからだ。

　──将来は他の誰かを助けられるような人になりたい。せっかく理性を持った人間に生まれてきたんだから──

　亜季と同じオフスプリオリばかりが狙ねらわれている事件を、彼女がよく思っているはずがない。もしそんな事件を解決する一因に、亜季のもたらした情報があったらどうだろう？　亜季の記憶力はずば抜けている。事件当日の夕刻から夜にかけて、三さんの宮みやにあった違和感を亜季が見ていれば、それを思い出せるかもしれない。

　そして誰かの力になれたという経験は、亜季の気力を上向かせるのではないか？　それは幼いときからの彼女の夢であり、信念だったはずなのだから……そう思った。

　けれど亜季は「面倒事に巻き込むな」と言い、「人は変わる」とまで吐き捨てた。

　確かに大地もいまから思えば、あのときの自分は強引すぎたし、疲れていた亜季の気持ちをまったく考こう慮りよしていない行動だったと思っている。

　ただ、亜季のあの言葉が気の迷い故ゆえの失言なのか、それとも彼女のいまの本心なのか、気になって仕方がなかった。

　すべての人間を救えるはずがないというのは百も承知だ。あの植物人間たちの無念を、亜季が晴らさなければならないという理由もない。

　大地が心配しているのは、彼女が自分の知らない存在に変わり、二人の間にあった過去を否定されてしまうことだった。

　いまの亜季が昔の自分を見たら、救いの手を差し伸べてくれただろうか？

　それとも「面倒事」の一言で他のクラスメートたちがしたのと同じように、見て見ぬふりをしたのだろうか？

　知りたかったけれど、亜季本人にはとても聞けなかった。

　疑念は大地に一つの可能性を示していた。それは、いまとなっては大地と亜季の間でタブーとなっている出来事──亜季がある時期を境に、何度も自殺をしようとし始めたことだ。

　二人が十二歳になって迎えた冬。大きな転換期があったとすれば、あのときだろう。

　もちろん大地は自殺未み遂すいの理由を知らない。聞くことが怖すぎたし、亜季にとっても触れずにいて欲しい話題だということは、ありありと想像できたからだ。

　結局それから大だい地ちは亜あ季きの前で馬ば鹿かを演じ、彼女を表面的にでも笑わせようと思うようになった。誰よりも明るく振る舞まい、亜季の暗い表情を少しでも吹き飛ばそう、と。

　それで亜季が少しでも元気を取り戻せればいいと思った。

　しかし一方で大地は、亜季の苦しみの本質を知り、少しでも取り除いてやることができなければ、何をやっても無駄だということにもどこかで気付いていた。

　自分のやっていることは気休めだ。それも亜季にとっての気休めではなく、自分が傷付かないための。

　目を逸そらし、代替案で自分を満足させ、ほころびが出ないことを祈りながら亜季の傍そばにい続けた。それはもちろん、亜季への強い思いがあったからこそ……。

　恋ではない、と思う。

　尊敬であり、崇拝だ。人生で経験したもっとも美しい瞬しゆん間かんに、ずっと心を捉とらえられている。大げさだが、啓示を受けた人間がこのような気持ちになるのかもしれない。

　その気持ちが実はいつ崩ほう壊かいしてもおかしくない状態にあったことを、亜季の一言が気付かせたのである。

　──人は変わる──あのときの亜季がいまの亜季でないならば、この気持ちはこれまでどこに向かっていたのだろう？　いつからずれていたのだろう？

　大地は立っていた足場が崩れ去るのを感じ、いまの自分が噓うその自分であるように感じた。

　そして、亜季のことをきちんと知りたいと思うようになった。

　三年前の冬に、亜季に何があったのか。あのときに彼女が変わってしまったのなら、何が彼女を変えたのか。

　亜季がいた粟あお生う児童養よう護ご施設の職員に聞いてみるのもいいかもしれない。

　亜季と一緒にいるうちに、大地はあの施設の管理者と顔なじみになっていたし、亜季が一人暮らしを始めるときには機会を見て気にしてやって欲しいと密ひそかに頼まれていた。

　頼まれるまでもないことだったけれど、自分以外に彼女のことを心配する人がいて、大地はものすごく嬉うれしかった。そうだ、やっぱり池いけ上がみさんに聞いてみよう。

　池上さんとは、粟生児童養護施設の管理者の名前だった。

　大地は携帯端末を操そう作さし、彼女に電話をかけてみた。

『もしもし』と、落ち着いた女性の声がする。『大地君？　どうしたの？』

　挨あい拶さつを済ませてから、大地は肝心の質問をぶつけるまでの舞ぶ台たいを整えようと、最近の亜季の様子がおかしいことを伝えた。もちろん二人の間の違和感とかそういう話ではなく、もっと直接的に、亜季が学校を休んでいる点についてだ。

『……知ってるわ、亜季から聞いてる。私も心配しているんだけどね。あの子は体調が優すぐれないって言ってる。長引くようなら、帰ってこいとも伝えてるんだけど』

「また亜季は変に思いつめているとか、そういうことはないでしょうか？　三年前くらいは、本当にひどかったみたいだし」

『自殺未み遂すいの話ね。絶対にもうしないって、約束はさせたけど……』

「亜あ季きは……」

　大だい地ちは切り出した。「亜季はどうしてあんなことをするようになったんですか？　それまで普通にしてたのに、いきなりすぎですよ。原因とか、池いけ上がみさんは知りませんか？」

『私にも話してくれないのよ』彼女はごめんなさい、と謝あやまり、『でも』と続けた。

『あの子が自分の父親が亡くなっていることを知ったのが、ちょうど十二歳のあの頃だったと思う。それより随ずい分ぶん昔──亜季が五歳くらいのときに、陸奥秀央は亡くなっているの。亜季は遺い伝でん上の父親なんてどうでもいいってずっと言っていたけれど、やっぱり気にならないわけはないし。自分がどこから来たのかわからないという恐怖、足場の揺れ。それが原因なのかもしれないわ』

「……そうですか」

『あなたがいてくれて亜季はとても助かっていると思うわ。支えてくれる大地ってね。あの子は素直じゃないから、お礼なんて言わないでしょうけど』

　彼女との通話を切ってから、大地は襲おそってくる手詰まり感に、頭を悩ませた。

　決定的なことはわからないまま。

　彼女ともっとも近しいと思っていた女性でもわからないのならば、打つ手なしだ。

　どうすればいい？　どうしたら──

　と、そのとき。

　なぜかはわからない。大地の頭の中に、その言葉が湧わき上がってきた。

　──入力者が聞きたいことは何でも。そんなこともあるから『レギオンエンジン』は超高性能な検索エンジンのプロトタイプじゃないかって噂うわさもされているの──

　それは、ハルがオフ会のときに言っていた言葉だった。『レギオンエンジン』の裏技……。

　理性はすぐに、その馬ば鹿かげた着想を否定してくる。

　そんなものはただの都市伝説に過ぎない、と。誰かが考え出した都合のいい噂。ひょっとしたら、ＧＧ自体がマーケティングの一いつ環かんとして広めた噂かもしれない。常識的に考えて、どんなことでも教えてくれる存在などいれば、社会は成り立たなくなってしまうではないか。

　でも、もし──

　大地は、なぜ自分がこんな馬鹿げた噂話を試そうとしているのかわからなかった。

『レギオンエンジン』にログインし、適当なフリーパーティーを組んでセッションを開始する。

　他のプレイヤーには悪いと思ったが、大地はすべての台詞せりふにＮＧワードを入力していた。亜季のことを質問し、最後に社会通念上好ましくないと思われるワードを添える。

　他のプレイヤーには見えない言葉だ。見ているのは、大地と、ゲームマスターであるレギオンだけ──

　レギオンは人とブタに取り憑つく、ということを思い出し、大だい地ちは身震いした。

　違う！　俺はブタじゃない。もし取り憑かれたとしても、それは俺が人間だから……。

　それ以上のことを、大地は考えることができなかった。

『何か御用ですか、ダイチ』

　モニターに突然表示された文字を見て、大地は肌が粟あわ立だつのを感じた。

　レギオンが、呼び声に応こたえたのだ。
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　富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のは、どこまでもいけ好かない女だった。

　会うや否いなや、朗ほがらかに千せん里りが発した挨あい拶さつを無視したかと思うと、携帯端末を取り出し、その画面を見るようにと促うながしてくる。そこでは周囲の高機能電子製品を探知するアプリが起動されており、この周囲に四つの電子製品があることを示していた。

　二つは富士城と千里の持つ携帯端末。一つは千里のノートパソコン。あと一つは──

　とぼけても無駄だった。千里の持つ小型録音機だ。

「さて、これで楽しくおしゃべりができるというものです」

　富士城は口を開いた。もちろん、しぶしぶ千里がポケットから取り出した録音機を奪い去って、自分のポケットに入れてからである。

「もっと汚らしい声をしているのかと思ってたわ。恥ずかしくて声が出せないんだって」

「十六にもなって、そんな子どもじみた挑発をするのはやめなさい。語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆは、どこにいるのですか」

「あなたの送ってきたメールだって、大人げなかったわ」千里はむっとして富士城を睨にらみつけた。「鵬珠はいま別行動中よ。私たち、忙しいの。あんまり物事がわかりすぎるっていうのも、いいことばっかりじゃなくって」

　暗に捜査が順調であることを匂におわせる。この女に下に見られるのは我慢がならなかった。

「ＧＧだって、これから調査しようとしていたところよ。それを、あなたが余計なことをしてくれたおかげでガードが堅くなっちゃったんだから、責任はとってもらうわ。あの音声ファイルの続きを聞かせて」

「ここで？」

「え？」

「ここで聞いてもいいのですか？」

　富士城の言葉の意味がわかって、千里は奥歯に力を込めた。

「……そうね。確かに私は他の媒体を通しても、聴覚から相手の思いを読み取ることができる。あなたの言っていたとおりよ。だから、できれば特区の外で聞きたいわ」

「おや、もっと抵抗するのかと思いましたが」

「そろそろ自分の力を過小評価されるのが我慢できなくなっただけよ」

「車を呼んでいます」富ふ士じ城しろは、こうなるのがわかり切っていたかのような言い方をした。

「特区の外に向かいましょうか」

「……音声ファイルの人、銃で脅されていたわ。声に銃への恐怖がこびりついていたもの。あなたと二人きりになるの、私とっても怖いんだけど」

「彼と会う前にお祭りがありましてね。そこで買った玩具おもちやの銃ですよ。アルコールと暗くら闇やみでよく見えていなかったようですが、銃口の向いた先にある花瓶が破裂すれば、それで彼の中に〝銃〟のイメージを作ることはできます」

　富士城は自分の黒い瞳ひとみを指差している。世界言語を使ったということだろう。

「……拷問もされていたわ」

「容赦をする必要はないと判断しました。少しフラストレーションが溜たまっていたことにも原因があります。ですが、いまはすこぶる上じよう機き嫌げんですのでご安心を」

　富士城は道に駐車していた車の後部座席に乗り込むと、体を奥に詰めた。

「さあ、どうぞ乗ってください」

「……最初に言っておくけど、警察にはＧＰＳの位置情報は伝わっているし、衛えい星せいカメラで私を追ってもらってもいるわ。変なことは考えないことね」

　しっかりと釘くぎを刺してから、千せん里りは車に乗り込んだ。

　二人を乗せた車はゆっくりと走り出し、少し行ったところでＵターンした。

　国道二号線の逆車線を走り、神こう戸べ方面に向かうらしい。特区の外に出ればまた富士城がだんまりになるのはわかっていたので、千里はいまのうちに一番気になることを聞いておこうと思った。

「あなたが私たちに手を貸す理由は何？」

　先んじて捜査を進めているくせに、それを千里たちに提供するということは、それなりの理由があってのことだろう。特にこの狡こう猾かつな女の場合は。

「二点あります」と、富士城は答えた。「音声ファイルの裏を取りたかったというのが一点目。もちろん真実を吐かせたという自信はありますが。さらに言えば、言葉の真しん偽ぎ以上のものを、あなたなら読み取れるのではと思いました」

「私が今日現れなかったり、マルガレーテの情報どおり、何かを媒介すると本当に私が暴ばく露ろの力を発揮できなかった場合は、どうするつもりだったの？」

「彼の言葉を真実だという前提のもと、調査を続けるだけです」

「なるほどね。もう一点は？」

「情報提供者が信用できなくなりました。ですから私は今後、警察の調査力に期待したいと思っています。あなたの傍そばに置いて欲しい。あなたは以前私と組むメリットがないとおっしゃいましたので、まずそのメリットを提供しようと」

「高たか飛び車しやな態度が直ってないわ。私が一番気にしてるのはそこなの」

「私はこの事件の鍵かぎを握る男性を知っています」

　富ふ士じ城しろは千せん里りの言葉を無視して言った。

「その情報のおかげで、ここまで最短経路を走れていると言ってもいいでしょう。あなたにその方のことをお教えしても構いませんよ。あなたの戦力ではなく、対等なパートナーとして」

「……パートナー？」

「そうです」

　どきりとした。

　まただ。この女はたまに、千里の心の中を読んでいるかのような言動をすることがある。

　自分に物もの怖おじせず、傍そばにいてくれる存在をずっと千里は望んでいたのだ。鵬ほう珠じゆだけがそれを満たすことができた。鵬珠以外は無理だと思う。でも、ひょっとしたら……。

　千里は首を横に振った。

「わ、私にパートナーなんて必要ないわ。でも、あなたがよほどの情報を持っているのなら、警察はあなたを必要とするかもね。結果的にあなたの望みは叶かなうんじゃない？」

「あなたではなく、警察に教えろと？」

「どっちに教えても同じことだって言っているの。私と警察は考えを共有しているんだから。又聞きするのも面倒くさいし、私が聞いてあげるわ」

「素直ではありませんね。聞きたいなら、聞きたいとそう言えないのですか」

「本当に嫌いやな性格してるわね！」千里は、ついにキレた。「早くしゃべりなさいよ！　聞きたいわ！　これでいい？」

「人間、素直が一番です」

　富士城は満足げに頷うなずいた。どこまでもぶれない女だ、と千里はイライラした。

「では、燈とう下か千里。秘密を握ると私が確信する、その人物のことをお話ししましょう……と、言いたいところですが、あなたはひょっとすると、すでにその方のことを知っておられるかもしれません。先ほどのあなたの言葉が噓うそなら……私の声を初めて聞いたという言葉が、単なる負けん気に導みちびかれたものなら……」

「？　どういうことよ？」

「あなたはマルガレーテに残っている私の記録を閲えつ覧らんしていないのですか？　そこに私が声を発する映像もいくつかあったはずです」

「……あなたがこの間、マルガレーテに残っているあなたの記録を調べろって書いて寄こした手紙を読んでから見たわ。一応ね」

　……噓だ。本当はあの時点ですでに富士城の情報はすべてチェック済みだったが、それを認めるのは千里のプライドが許さなかった。

　富ふ士じ城しろは、そんな千せん里りの態度を特に気にした様子もなく訊たずねてくる。

「特区の外で？」

「もちろん」

「では映像の中の私は、どのような気持ちでいましたか？　あなたなら、私と話していた男性に私が向けていた気持ちがわかるはずです。是非、教えていただけませんか」

「どうしてそんなことを聞くの？　自分の気持ちなら、自分でわかるじゃない」

「あのとき自分が抱いていた気持ちが本物かどうか、私にもわからないのです。当時の私はどこまでも未み熟じゆくで、その気持ちを勉強する段階にありました」

「あなた……あなたは……」千里は言い淀よどんだ。気恥かしい言葉だったからだ。

「あなた、恋をしていたわ」
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　燈とう下か千里と語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆが分かれて行動するという僥ぎよう倖こうを、亜あ季きはＤＪから伝えられた。

　燈下千里は昨日招かれていたパーティーにも出席せず、ホテルに引きこもっていたが、昨晩警察と連絡を取り、突然現れた情報提供者と会うと伝えた。

　ＤＪはそれを見逃さず、今朝から二人の動向を見張るよう亜季に命じたのだ。

　いま亜季が見るパソコンのモニターには、衛えい星せいが捉とらえた一台の車が映っている。ＧＰＳの情報とも一致しているので、その車に燈下千里が乗っていると考えて間違いないだろう。それは警察が見ているものとまったく同じものだった。

　車は明石あかし特区から神こう戸べ方面へと向かっていた。

　世界言語が現れる、特区外へ──

　ＤＪは着々と計画を進めている。計画とも連動する天才的なやり方で手て駒ごまを増やし、いま彼のために働く人間は亜季だけではない。彼が〝脱獄〟する日も、そう遠くはないだろう。

　カーネギーホールで行われた『新世界より』の初演で、ドヴォルザークは自みずから指揮をとらなかったが、それでもフィルハーモニー交こう響きよう楽がく団だんの演奏は大成功に終わった。私たちも同じ、と亜季は思った。ＤＪの計画を、彼から遠く離れたこの日本の地で実践していたのは亜季だ。忠実に、正確に仕事をこなしてきた。唯一の失敗は語羅部鵬珠を仕留めそこなったことだが、いま彼女はこの場にいない。いま亜季を止められる者は、海峡の向こうに行ってしまっている。

　これ以上ない機会だ。

　計画の邪じや魔まになるものは、すべて排除しなければならない。

　そしてＤＪが必要と判断したものは、すべて手に入れる。来きたるべき、新世界のために。

　ＤＪは昨日警察の捜査データに送られてきた音声ファイルを盗み聞き、奇妙なことを言った。それは警察の報告書から判断するに、燈下千里のパソコンから送られてきたものらしい。

『彼女はわかりすぎている』

「どういうこと？」と、亜あ季きは訊たずねた。

『音声ファイルから聞き取れる以上のことを、彼女は警察に報告している。彼女の力は……もしかすると……いや』こんなＤＪは初めてだった。彼は戸惑っているようだった。

『燈とう下か千せん里りの力が想像しているとおりのものだとしたら、彼女は我々のメシアになるかもしれない。我々を導みちびき、正しく〝証明〟する存在になるかもしれない』

　亜季は、じっと彼の次の言葉を待った。

『亜季、燈下千里は殺すな。他の者はどうなっても構わないが、彼女だけは生かして捕らえろ』

「生きていればいい？」

『ああ』ＤＪの電子音は、冷たく言い放った。『耳が聞こえ、口が利きけさえすれば』
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　思えば、富ふ士じ城しろが誰かを恋い慕したっていたという事実から、千里の嫉しつ妬とは始まったのだった。

　同じ施設にいて、千里は皆から腫はれものに触るような扱いを受けている一方で、富士城は心から信頼できる人物と一緒にいて、常にその人と研究に臨のぞんでいる。

　不平等だと思った。私にも同じような人がいていい、と。

「彼の名前は陸奥むつ秀ひで央おといいました。とても力の強いオフスプリオリで、私の力を測るために何度も研究に付き合ってくれたのはその人でした」

「で、恋に落ちちゃったってわけ？」

「あなたがそう感じたのなら、そうなのでしょう」

　富士城の目は真剣だった。

「ただ私が最初彼に感じていたのは、強い共感でした。というのも──恋の話をしておきながら、このようなことを言うと混乱させてしまいそうですが──彼は人を愛することができない人間だったのです。人々の中にあって、その人たちを尊敬し付き合うことはできますが、女性にも男性にも強く惹ひかれるということがない。ときに愛情というものは狂おしいもので、それが嫉妬になったり独占欲につながったりするものですが、それもない。彼はとても乾いた人間で……そして、彼と初めて会ったときの私もまったく同じでした」

　富士城は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「彼と話すうちに、気付いたのです。私ととても似ている、と。高機能自閉症の一種と診断された過去も同じです。私は自分が病気だと思っていたので、客観視できる対象が見つかって喜びました。彼のことをよく知れば、自分の病気は治るかもしれない。私は時間を見つけては彼の過去を詮せん索さくし、いまどのような環かん境きようにいて、どのような仕事をしているのかを聞き出しました。彼は私との会話を拒こばまず、むしろ進んで付き合ってくれました。すると元々彼は、バイオハイブリッド人工臓器に関わる仕事をしていて、肉体を表現する世界言語のカプセル化現象を認識できる、極きわめて珍しい目を持っていることがわかったのです。層を重ねるごとに、情報はその身を覆おおっていきます。通常の人が見えるのは表層のみですが、彼にはあらゆる層が見えました。大変な才能ですよ。私の大学時代の恩師は、そのような認識を本当に羨うらやましがっていたものです」

「カプセル化って、元々ネットワークの用語っていうあれでしょ？　段階プロトコルごとに、データにヘッダが付け加わっていくっていう」

「ええ、そうです。そしてそんな認識を持つ彼が注目したのは、層の一つが開示する情報──生物の〝所有格〟についてでした。遺い伝でん子し以上に、遺伝情報を彼に伝えるもの。個体と、その関連個体を結ぶ情報。私も魔ま法ほう一条が制定されるまでに何度も、特殊な彼の認識を覗のぞき込んだことがあります。私の力はご存知ですね？　他者が世界言語の操そう作さを行う際、その認識は私の認識の中に浮かび上がります」

「知っているわ……もちろん」

「彼は自身の特殊な認識を遺伝子工学と結び付けることで、独創的な視点で研究を行っていたのです。マルガレーテ──いえ、あの当時はまだメフィストと呼ばれていましたが──そこから声がかかったのも、そういった理由からです。語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆと懇こん意いにしているあなたならもうご存知でしょうが、メフィストは、〝ナノカ〟──語羅部鳳ほう珠じゆの複製を作り出すことにやっきになっていましたからね」

「ホント、狂った研究よね。ま、鵬珠を生んでくれたんだから、私は強く非ひ難なんしないけど」

「私と出会う前、陸奥むつ秀ひで央おはあるとき自分の認識を、自分の精神状態を正常に戻すために使えないか、と思い立ったそうです。彼には自己愛はありましたし、自分と同じ所有格を体細胞に持つ人間を認識できれば、その対象を愛することができるのではないか、と考えたというのです。要するに、自己の遺伝子を受け継ついだ存在──子どもをもうけようと思いました」

「……人を愛せない人が、子どもを？」

「そのとおりです」

「でも……相手はどうするの？　その、言いづらいんだけど……愛情を感じない人が肉欲とか感じるの？　つまり……あの……性的な行為を行えるのかってことなんだけど」

「何を言っているのです？　語羅部鵬珠もセックスで生まれたわけではないでしょう。それに、陸奥秀央のとった方法はそれよりももっと簡単なことです。彼は精子バンクに登録し、自分の精子が買われるのを待ちました。知ってのとおり、オフスプリオリの精子や卵子は非常に優遇されます。自分の子どもにオフスプリオリを望む人は非常に多いですし、国によっては助成金制度を整えてオフスプリオリの数を増やそうとしているところもあります。わずか一世紀弱でオフスプリオリの数が爆発的に増えたのも、そういった要因があるのでしょう」

　おっと、そんなことはいま関係ありませんでしたね、と富ふ士じ城しろは話を戻した。

「陸奥むつ秀ひで央おは、自分の精子によって生まれた遺い伝でん上の子どもたちに密ひそかに会いに行きましたが、結果は芳かんばしくありませんでした。子どもたちは可愛かわいらしかったそうですが、やはりそれ以上のものを感じず、彼らを抱く両親たちに感じる感情と何ら変わるものがなかったと。しかし両親たちの表情が印象的だったそうです。幸福そうに子どもと過ごす両親を見て、彼は次のＰＤＣＡサイクルの出発点に〝自分で子どもを育ててみること〟を置こうと考えます。そして実際に私と会ったとき、すでに彼には陸奥姓を与えた子どもが一人いました。配偶者はもちろんおらず、卵子バンクから購入した卵子です。子どもの名前は佐さ平へいといい、私とは五つも年が離れていたにもかかわらず、すでに私などより遥はるかに優秀な少年でした」

「てことはいま二十を少し超えたくらい？　あまり幸せな境遇とは言えないわね。その人」

「かもしれません。現に、佐平は父親を好ましく思ってはいません。大方想像がついているかもしれませんが、陸奥秀央はすでに亡くなっています。そのときも、佐平は涙一つ見せませんでした。ですが……」

　富ふ士じ城しろは考え込み、言葉を選ぶようにして言った。

「ですが、私は彼が父親から愛されているように感じました。陸奥秀央は息子に抱いている自分の感情の正体がわからないと言っていましたが、息子のことを話す彼の顔には明らかな喜びが張り付いていて……そのときに初めて、私の心の中に黒い感情が生まれました。嫉しつ妬と、なのでしょう。あなたの言葉を借りるなら、それは〝恋〟から導みちびかれたものになるはずです。私にはいまだわかりません。彼に抱いていた感情の正体が何なのか。ただ、一つだけ言えるのは彼が私のもとよりいなくなったときに、私は強い喪失感を覚えたということです。彼のいないメフィストに通う気がなくなってしまった。私があの施設に行かなくなったのは、そういった理由なのです」

　それから、富士城は決定的な事実を千せん里りに告げた。

「十年ほど前のある日、陸奥秀央は突然、神こう戸べの街中で意識不明の状態で見つかりました。いまの事件でいう植物人間状態です。脳に現れていた欠損部も今回の被害者と同じ。注目されなかったのは、彼の後に発見される植物人間が現れなかったからです。連続性が認められて、今回の件もようやく事件扱いになりましたが、当時、彼は急性の病気だと判断されました。そして入院後、脳機能はどんどん失われていき、半年後には脳死に至ることになりました」

「……事件の被害者はいまの五人だけじゃなく、十年前にも一人いたというわけね。なるほど、やっとわかったわ。その陸奥秀央って人間を、あなたが今回の事件の鍵かぎを握る人物だって言っていた理由が」

　千里は言った。「それに、もう一つわかったことがあるわ。あなたがどうして人の感情を逆なでする態度ばかりとるのか。誰かのことを考えられないからね」

「失礼な。それは昔の話です。私はいま愛を感じることができます。多感すぎて困るほどです」

「冗談よ。あなたが恋心を抱いていたって言ったのは私なんだから」

　千せん里りは何だか笑いがこみ上げてきてクスクスと身体からだを揺らし、「何がおかしいのです」と、仏ぶつ頂ちよう面づらで言う富ふ士じ城しろを見て、もっと笑ってしまった。

「ご、ごめんなさい。あなたが、そんな人だと思ってなかったから。もっと──そうね──うん……完かん璧ぺきな人間だと思ってた」

「完璧な人間など存在しませんよ」

「知っているわ。それに、今日でその考えがさらに強くなった」

　そう言って、千里は富士城雪ゆき乃のをじっと見つめた。目の上のこぶとして、ずっと千里を煩わずらわせてきた存在を。しかしたった十分ほどの会話で、がらりと印象が変わってしまった女性を。

　富士城雪乃は、千里が思っていたような理想的な強さを持っていなかったのだ。

　千里と同じように、周囲との違和感に悩み、もがいてきた女性だった。

「……鵬ほう珠じゆと仲良くできる？」千里は訊たずねた。

「善処はできます。彼女が、私に敵意を向けなければ」

「なら問題ないわね。いいわ。今後はあなたにも捜査の状況を知らせることにする」

　千里はにっこりと笑った。「協力してくれるのよね？」

「……何か不気味ですね。あなたは二重人格とか、その類たぐいの人格障害があるのですか」

「素直が一番って言ったのはあなたでしょ！　前ぜん言げん撤てつ回かいするわよ！」




　それから千里は富士城から、彼女がＧＧに辿たどり着いた経けい緯いも聞いた。攻こう撃げき起点サーバーの一覧にあった人工臓器倫理委員会から、スフィア・ブレインへと辿り着いたということ。

　車が特区の外に出ると、富士城は携帯端末の上にホログラムディスプレイを表示して、そこで意思表示を始めた。そのことに、千里はもう悪い感情を持たなかった。

『では、そろそろ音声ファイルの続きを聞いてください。車を止めましょうか？』

「このままで大丈夫よ」

　イヤフォンを富士城の端末に接続し、流れてくる音声に意識を集中する。

　相変わらず、男性が許しを請こいながら自社の秘密を話している。

『聞いてみて、どうです？』

　すべての音声ファイルの再生が終わるのを確認してから、富士城は訊ねた。

「彼の言葉はすべて真実よ。……でも、とんだペテン企業ね。マーケティングは行っているけど、システム自体の管理は行っていないなんて。よく、それであれだけ大きな顔をしていられるものだわ」

　玉たま井いというプロデューサーが漏らした秘密の中には、ＧＧ自体の企業価値を大きく損そこなう事実が含まれていた。彼らは《スフィア》を使ってレギオンを作り出したはいいが、最初は上手うまく機能せず、いまではシステムをスフィア・ブレインから派は遣けんされたチームに委託しているという。それが半年前だ。『レギオンエンジン』は初期に不具合が多く、ようやく整備が整った半年前から急成長を始めたという理由は、どうやらここにあるようだ。

　しかも、いま『レギオンエンジン』を管理しているスフィア・ブレインのチームが、どのような人間によって構成されているか、プロデューサーである玉たま井いすら知らないらしい。元々スフィア・ブレインには海外を含めたフリーのプログラマーが多く雇われていて、出社すらしない人間も多いという。現代的な企業なのだ。彼はそれを言い訳として挙げたが、素性もわからない人間によくもそこまでシステムの管理を任まかせられるものだ。

『システムの管理を他社に頼むことはそこまで珍しいことではありませんよ』と、富ふ士じ城しろは千せん里りの考えを正した。『ＧＧが作り上げたＡＩ自体も、すばらしい出来栄えであることは間違いありません。問題なのは、レギオンの現状の報告を受け取っていないことです。〝裏技〟の噂うわさについても、誰かが考え出した噓うそだと信じているだけのようですね。しかし知人の話を聞く限り、いまやレギオンは人工無脳ではなく、人間と正確に会話を続けるだけの〝知能〟が備そなわっています』
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　レギオンの話がどこに向かって進んでいるのか、大だい地ちにはまったく想像がつかなかった。

　レギオンは陸奥むつ秀ひで央おという人間について語った。大地は彼が亜あ季きの遺い伝でん的な父親だということは知っていたものの、それ以上のことは知らなかった。

『彼の種は様々な場所で実を結びました。あなたがより知りたいと願う粟あお生う亜季もその一人です。ただ、彼女は他の者たちとはまったく異なった思いを背負わされて生まれてきたのです。他の種たちは家族がオフスプリオリを望んだ結果、より優秀な才能を得ることを期待されて、偶然、陸奥秀央が選別されただけでした。しかし粟生亜季だけは違います。彼女の母親は、陸奥秀央だからこそ、その種を選んだのです』

　亜季の母親を知っているんですか、と大地は訊たずねた。

『もちろんです。名を佐さ倉くら飛鳥あすか。彼女はバイオハイブリッド人工臓器の研究に携たずさわっていて、同じ研究室にいた陸奥秀央に強い愛情を持っていました。しかし先ほども言ったように、彼は他人を愛することができません。何度も拒絶され、佐倉はその度に傷付きましたが、諦あきらめませんでした。彼の周りに女性がいなかったことが、彼女の心の支えでした。陸奥秀央に言い寄る女性は確かにいましたが、彼の乾いた性質を知ると離れていきます。自分は違う、と思ったということです。彼を深く知り、それでいて自分はこんなにも彼のことが好きなのだ、と』

　そこで、レギオンは大地に質問した。

『彼に一人息子がいることも、佐倉にとっては有利な条件でした』と、文章が走った後だ。

『なぜかわかりますか？』

　わからない。大地がそう入力すると、レギオンはしばらく時間を置いてから、答えを表示した。

『少年期の人格形成に母性が必要なことを知っていたからです。彼女のアプローチの仕方は様々に形を変え、陸奥むつ秀ひで央おを振り向かせようと必死になりましたが、どれも失敗に終わりました。佐さ倉くらにとって残念なことに、この方法もそうです。そもそも陸奥秀央にとって、息子は自分が育てるためにもうけた、自分だけの所有物です。それを横から奪おうとする者に対し、激しい怒ど気きを向けたという話です』レギオンは続ける。

『そして時期を同じくして、陸奥秀央は研究室を去り、メフィストと呼ばれる研究機関に職場を移します。これが決定的でした。彼の思惑はわかりませんが、佐倉にとっては、それが自分を完全に拒絶する姿勢に映ったのでしょう。ついに愛は歪ゆがみ、嫉しつ妬との炎となって燃え上がりました。強い愛情と深い憎しみが入り混じる、混こん沌とんとした精神状態に陥おちいったのです。彼女は、明らかに正常な判断力を失っていました。そして、彼の〝種〟を購入するのです』

　話が不気味な様相を帯びてきて、大だい地ちは唾つばをごくりと飲み込んだ。

『ダイチ、バイオハイブリッド人工臓器についての知識はありますね？　あなたもその臓器の手術を受けたのですから』

　レギオンの話が突然逸それた。

　不思議に思いながらも、大地は、はい、と返した。もちろんです、と。

『それでは、その技術を用いて作ってはいけない器官を知っていますね？』

　当然知っていた。初めて亜あ季きと会った日の公園──あそこで彼女に教えてもらったのだ。

　大地は答えを入力した。それは心臓でも、脳でもなく──

『そう、子宮です』

　レギオンが首肯する。

『その器官は、他の器官とはまったく異なったデリケートな問題を抱えています。命を誕生させ、外界に出るまで成長させる場所。そこにバイオハイブリッド技術を用いるとどうなるでしょうか？　設計図は人間のものですが、それを形作る材料はブタのもの。他の器官ならいざ知らず、そこから胎児が養分を受け取る器官に、他の生物の血肉を混ぜてもいいのでしょうか？　もっと言えば、そこで生じた命は人間と言えるのでしょうか？　なるほど人間の種を着床させることはできるでしょう。しかし、それでは子宮をブタから人間に移植しないままの状態で、そこに種を与えた場合、ブタが人間を生むことが可能になってしまうのではないでしょうか？』

　大地は息を吞のみ、震え上がった。話の筋道が、うっすらと頭の中に──

『佐倉飛鳥あすかの主たる研究テーマは、バイオハイブリッド技術を利用して、類人猿と他種生物のキメラを作ることでした。チンパンジーとブタのキメラが獲かく得とくした認識については興味深いデータも出ています。キメラ生物の作り方はもう想像がついているでしょう。遺い伝でん子し欠損ブタに、類人猿の遺伝データを組み込み、類人猿の子宮を作り出す。そしてそれを類人猿に移植するなり、ブタのままなりの状態で、妊娠状態にする。すると設計図は類人猿のものながら、材料はブタのキメラ生物が誕生することになります』

　これ以上のことを聞いてもいいのだろうか。

　大だい地ちはガタガタと震えていた。しかしレギオンは止まらなかった。

『佐さ倉くら飛鳥あすかはあるとき、遺い伝でん子し欠損ブタに自己の遺伝データを与え、自分の子宮のコピーを作り出しました。すべての要素が整った瞬しゆん間かんです。人間とブタのキメラを生み出すための、あらゆる土ど壌じようが。彼女は最愛の男性の種と自みずからの卵子から作った人間の原型を、憎ぞう悪おの動力を働かせて、その子宮に植え付けました』

　大地が見ているのはもはや、『レギオンエンジン』のゲーム画面ではなかった。パソコンモニター上には、どこかで撮さつ影えいされたらしい映像が流れている。コメント欄らんは消え、別枠で開かれたテキストエディタに、レギオンは〝言葉〟を移していた。

『粟おう生う亜あ季きが自殺を繰くり返す理由。あなたが知りたがっていたのはそれですね。彼女は知ってしまったのですよ。自分の出自を。そして、自分を構成する細胞すべてに嫌けん悪お感かんを抱くようになってしまったのです。彼女が十二歳のときに見たものと同じ映像を、あなたにお見せしましょう』

　暗くら闇やみには蠢うごめく物体がいた。物体は苦しげな呻うめき声ごえを上げながら、あるとき二つに分かれた。

　大きな体たい軀くの本体。そして、それよりも遥はるかに小さな……。

　大地は目の前が真っ暗になるのを感じた。

　巨体から吐き出された小さな塊かたまり──彼女は──泣いていた。

『わかりますか、ダイチ？』レギオンの文字が走る。『それが亜季です』
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　追っている車がＵターンしたとき、亜あ季きは決断した。

　特区に戻らせるわけにはいかない。ここで仕留める、と。

　燈とう下か千せん里りの考えはよくわかった。彼女が特区の外へと出たのは、情報提供者から受け取った続きの音声ファイルから、より多くの情報を引き出すためだろう。それが終わったので、引き返すのだ。語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆが明石あかし海峡を越えたことは確認していたので、彼女の後を追うつもりなのかもしれない。

　亜季は何気ない仕草で車のウインドウを開き、対向車線をすれ違う車のタイヤに向かって、迷いなく槍やりを放った。燈下千里の乗る車だ。槍は正確にタイヤを貫つらぬき、バランスを崩した車は動力の生むエネルギーを制御できず、中央分離帯に突っ込んで事故を起こす。

「な、何をやっているんだ！」

　同乗者が悲ひ鳴めいを上げた。

「何って……ＤＪの命令を果たそうとしているだけだけど」

　亜季は、車のＡＩに止まるようコマンドを入力しながら言った。

「我々は犯罪に加担しないと言ったはずだ！」

「ＤＪにも同じことが言える？　彼はあなたたちがやってきたことを知ってる。人の秘密を暴あばくために、不正なアクセスを行うことが犯罪じゃないと言えるの？」

　同乗者は口をぱくぱくと開いては閉じた。言いたいことがまとまらないらしい。

「いいから手伝いなよ。あなたは傭よう兵へいなんでしょ？　いまのボスは誰？」

　彼はＤＪが集めた計画の協力者の一人だった。これからは人手が必要になってくるとＤＪが判断したのだ。

　亜季は車を降り、対向車線で事故を起こした車の方に近付いていった。
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　自分の身に危機が迫っていることを、千里は一いつ瞬しゆんで理解した。

　富ふ士じ城しろの発した音が、千里に教えてくれたのだ。

「危ない！」と、富ふ士じ城しろは短く叫んだ。しかしここは特区の外だ。彼女の思いは、千せん里りの聴覚から正確に忍び込んできた。

　富士城を通して、千里がいま目にした光景。

　それはあの博物館で遭そう遇ぐうした怪人物の操あやつっていた槍やりとまったく同じものが、千里たちの乗る車のタイヤに狙ねらいをつけ、突っ込んでくる光景だった。

　あの槍が世界言語で操られていることは博物館で体験済みだったが、使用された世界言語の情報を富士城雪ゆき乃のの瞳ひとみは捉とらえることができる。世界言語を使う以上、彼女に感知されずに攻こう撃げきを仕掛けるのは不可能なのだった。

　千里は、いまこの場に富士城がいてくれてよかった、と思った。

　しかし──

　周囲を確認し、富士城が頭から血を流して倒れているのを見つけると、途と端たんに血の気が引いてしまった。

　先ほど富士城は咄とつ嗟さに身を投げ出した。千里を庇かばうため、緩かん衝しよう材ざいとなったのである。

「ちょ、ちょっと、あなた大丈夫……？」

　こわごわと富士城の身体からだを揺すると、彼女が薄く目を開けたので少しほっとする。けれども意識はまだ朦もう朧ろうとしているようだった。

「た、助けを呼ばなきゃ……」

　千里は自分に言い聞かせるように呟つぶやき、大急ぎで車を降りた。

　そして道路の向こうから歩いてくる怪人物に気付く。

　あの博物館のときと同じだ。深く帽子を被かぶり、マスクで表情を隠した女。

　異なっているのは、彼女が車の装甲の一部を引きずるようにして持ってきていること。

　千里は戦せん慄りつした。

　いま鵬ほう珠じゆはいない！　加えて、富士城は自分を庇ったせいで重傷だ。

　タイヤに突き刺さっていた槍が、見えない力に引かれるように襲しゆう撃げき者しやの手元に帰っていく。

「殺しはしないよ」

　襲撃者が声を発したので、千里はハッと息を吞のんだ。若い声だ。

「驚おどろいた？　私もあんまりあなたの前でしゃべりたくないんだけど、私たちのボスがこうしろって言うからね。燈とう下か千里、あなたには私たちの計画に加わってもらう」

　情報に視界を埋め尽くされ、千里は戸惑った。そして襲撃者の思いを汲くみ取り、理解が伴ったとき、驚きよう愕がくに襲おそわれた。この事件の筋道と──そこから描き出される彼らの目的が、はっきりと示されていたからだ。

　無茶苦茶な計画だ！　人間をさらに進化させようなどと……。

「おとなしく付いてくればこれ以上乱暴な真似まねはしない。でも抵抗するなら、君をダルマにしてでもボスのもとに連れていく。戚せき夫人の話は知ってる？」

「人ブタはあなたじゃない？」

　千せん里りは強気を装よそおって言った。戚せき夫人とは前漢時代の劉りゆう邦ほうの側室で、正室の呂りよ太后に疎うとまれて手足を切り落とされた上に、目と耳を潰つぶされた人物のことだ。彼女は〝人ブタ〟という蔑べつ称しようでよく知られている。

「自じ虐ぎやく的なジョークね……粟あお生う亜あ季き」

「……驚おどろいた。名前までわかるなんてね。ＤＪが君に目をつけたのもわかるよ」

　襲しゆう撃げき者しや──粟生亜季は言った。「それに頭もいい。声が震えてるのは、自分がこの窮きゆう地ちを切り抜けられないとわかっているからでしょ？　可愛かわいいね」

「燈とう下かさん、下がってください」

　千里の耳に青あお木きの声が届いたが、粟生亜季の言うとおり千里は絶望していた。

　警察はＧＰＳと衛えい星せいのカメラで千里たちを追っていただけではなく、青木と中なか辻つじを千里の傍そばに配置していた。何をしでかすかわからなかった富ふ士じ城しろへの対応策として、彼女に気付かれないような距離を保って千里の車を尾行していたのである。

　しかし、この二人だけでは粟生亜季を退しりぞけることはできない。特に危険なのは、オフスプリオリである青木の方だ。先ほどの会話から、彼女の〝力〟の輪郭をおぼろげながらにも捉とらえた千里は、恐怖で身体からだが震えるのを抑えられなくなってしまっていた。

　中辻が銃を取り出して構える。警察の装備はいま実弾の銃ではなく麻ま痺ひ銃だ。致死力を抑えているため、当然貫通力も実弾銃に比べて低くなっている。

　粟生亜季は切り取ってきていた車のサイドドアを盾たてのように構えると、身を縮めてその陰に隠れた。麻痺銃では装甲はもちろんのこと、サイドガラスも貫つらぬくことはできないだろう。

　こちらからの攻撃は通らないということだ。その一方で、ガラス部分が形成する透明な障害というのは、オフスプリオリである粟生亜季の視線を何ら遮さえぎることはない。

　中辻の放った銃弾が装甲に当たり、鋭するどい音を奏かなでた。

　お返しとばかりに飛んできた槍やりが銃口に突き刺さり、魚を海面からくわえて飛び上がる鳥のように、中辻の手から銃を奪い去っていく。

　粟生亜季は二本目の槍を取り出すと、無む頓とん着ちやくな様子で投げ放った。

　次の瞬しゆん間かん、槍に作用している世界言語が猛烈な勢いで書き換わっていく。回転運動のエネルギーが世界言語変換によって突進力に変わり、軌道が修正された槍は、恐ろしい勢いで中辻を襲おそう。

「ダメ！」

　千里は叫んだ。叫び声の先にいたのは中辻ではなく──世界言語干渉によって槍を止めようとしている青木だった。

「その女の前で、世界言語を書き換えちゃいけないわ！」

　すべては遅きに失した。青木の力はこれ以上なく正確に対象を捉え──勢いを殺された槍は中なか辻つじに到達する前に叩たたき落とされる。金属芯しんとアスファルトがぶつかり、大きな音が響ひびいた。

「あ、青あお木きさん、助かりました」中辻はひきつった声で礼を述べた。

　しかし青木は反応を返さない。

「青木さん？」

　千里の恐れていた事態が、目の前で展開される。

　青木の目は、すでに焦点を捉とらえていなかった。彼はぐらりと身体からだを傾かせると、糸の切れた操あやつり人形のように路面へと崩れ落ちた。

「……もう少し早く言ってあげればよかったのに。私の前で、オフスプリオリは無力だって」

「……え？」中辻は戸惑っているようだった。「な、何が……？」

　事態はそれだけでは終わらなかった。青木が叩き落としたはずの槍やりは、いつの間にか最初の軌道に戻っており、茫ぼう然ぜんと立ちすくむ中辻の胸へと猛然と飛び込んでいった。

　ぱっと、赤い花が咲く。次いで中辻の傍そばで、カシャリと金属音がした。先ほど空中へと奪い去られた中辻の拳けん銃じゆうが落ちてきた音だった。粟あお生う亜あ季きの指揮する旋律は、まだ止やまない。

　銃を解放し、弧を描くようにして飛んでいた一本目の槍が、再び彼女の制御下に戻り、槍に胸を刺し貫つらぬかれたまま固まる中辻を背後から襲おそった。

　ドン、と鈍にぶい音が響く。金属が肋ろつ骨こつを粉砕し、貫通した音だ。

　千せん里りは思わず目を背そむけた。しかし視界を閉じてなお、「ああ……」という彼の言葉が、状況への理解と、死への恐怖をまざまざと伝えてくる。

　二本の槍に貫かれた中辻は、ごぼり、と大きく血を吐いて倒れた。

「……さて、最後の掃除だ」

　わずかの間に二人の刑事を片付けた粟生亜季は、二本の槍を手元に戻しながら、千里たちが乗っていた車に近付いていく。

　それを見て、千里は悲ひ鳴めいを上げそうになった。あそこには富ふ士じ城しろがいる！

　彼女は倒れて動けず、また万全の態勢であったとしても粟生亜季にはとても敵かなわない。オフスプリオリである以上、彼女の〝力〟から逃れる術すべはないからだ。

　千里は富士城を──せっかく得たパートナーを失いたくなかった。鵬ほう珠じゆのときと同じだ。自分に物もの怖おじせず、対等に扱ってくれる人がやっとできたのに。何とかしなければならない。

　無力な自分にできたのは、その場から粟生亜季を引き離そうとする努力だけだった。

　千里は駆け出した。粟生亜季は自分を殺さないと言っていたので、世界言語を用いた強力な攻こう撃げきを仕掛けてくることはできないだろう。時間さえ稼げれば、富士城は回復してこの場を離れられるかもしれない。

　追ってきて！　と、半ば祈りながら、ちらりと後ろを振り返った千里は、その瞬しゆん間かんバランスを崩して転倒してしまった。

　アスファルトとの摩ま擦さつで剝むき出しの腕をすりむいてしまい、苦痛の呻うめき声ごえを出す。

　こんなときに足をもつれさせてしまうなんて！

　もっと普段から、ちゃんと運動をしておけばよかった。自分を呪のろいながら、足を確認した千せん里りは──そこに──太ももに、突き立っている槍やりを見て、ポカンと口を開いた。

「……え？」

「馬ば鹿かなことをするから」呆あきれたような、粟あお生う亜あ季きの声。

　次の瞬しゆん間かん、襲おそってきた恐ろしいほどの痛みに、千里は顔を歪ゆがめた。全身を焼かれるのではないかと思うほどの熱を伝えてくる足は、自分のものではないかのようだった。

「手当をしてやって。それぐらいならできるでしょ？」

「は、早くこの場を離れなければ！　やりすぎだ！」

　粟生亜季には協力者がいるようだった。千里は、おろおろするその男に介抱されながら、絶望的な気分で富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のの運命を見守った。

　粟生亜季は車のサイドドアを開いた。そして千里の方を向くなり、一言。

「……情報提供者と会うんじゃなかったの？」

「……え？」

「誰かが乗ってると思ったんだけど。一人だったの？」

　千里は息を吞のんだ。富士城雪乃は消えていた。
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　中央分離帯に設置された高さ一メートルほどの壁が作り出す死角に身を潜ひそめながら、雪ゆき乃のは襲しゆう撃げき者しやたちがその場を去るのを待っていた。

　朦もう朧ろうとした意識の中だったが、何とか車の逆のドアから這はい出し、壁を越えて隠れることができたのだ。

　嵐あらしのような危機が去ってから車を呼び、その場を離れてから、雪乃は千せん里りが連れ去られてしまったという事実を思って唇を嚙かんだ。

　絶対に助け出さなければ……。

　千里は確かに恵まれた力を持ってはいるものの、その他はまだまだ未み成せい熟じゆくな少女に過ぎない。それが、実際に話してみて雪乃が感じた〝マルガレーテの魔ま女じよ〟の印象だった。

　虚勢を張り、嫉しつ妬とし、天あまの邪じや鬼くな態度をとるのは彼女が弱いからだ。

　かつての自分もそうだった。千里は昔の自分に驚おどろくほど似ていた。

　雪乃は先ほどの車から咄とつ嗟さに持ち出した千里のノートパソコンを起動し、端末のアプリを使ってパスワードのロックを外した。アプリは佐さ平へいの特別製である。

　パソコンの中には、千里の携帯のＧＰＳ情報を知らせるものもあって希望を感じたが、これはすぐ敵に察知されて消されてしまうだろうと思い直す。

　狡こう猾かつな相手だ。裏をかかなければ打ち負かすことは難むずかしいだろう。

　先の活かつ劇げきによって雪乃は三つのヒントを得ていた。ここから、敵の致命点を導みちびかなければならない。

　一つ目は単語だ。襲撃者と千里がしていた会話の内容から拾ったキーワードである。

　アオウアキという名前と、ＤＪという言葉。この二つは強力な手がかりになると確信した。特にＤＪというのは、今回の事件と深く関わると思われるトロージャンの製作者のはずだ。

　二つ目は、マスクで顔を覆おおっていた襲撃者とともにいた協力者を雪乃が知っていたことだ。彼が千里の方に何やら急いで向かうときに、顔をちらりと見ることができたのだった。

　自分の思い違いでないことを証明するために、雪乃は千里のパソコンでも同じデータがないかと探して、すぐにそれを見つける。

　脳科学者デレク・ミンスキーとともに日本に来ていた、Ｓ＆Ｊの社員リスト。

　佐平に盗んでもらった警察の情報の中にこれと同じリストがあったのだが、そこに先の協力者の顔写真があったのを、雪乃は覚えていたのである。

　しかしなぜＳ＆Ｊがあの襲撃者の手助けをするのだろう？　警察の見解では、凶器などの一致から博物館で千里を襲おそった人物は、一連の事件を引き起こしている人物と同じと判断されていた。つまりその人物は、Ｓ＆Ｊ社員のレッドマンを植物人間に仕立て上げた張本人ということだ。にもかかわらず、襲しゆう撃げき者しやとＳ＆Ｊが手を組む？

　今回と博物館の襲撃者はそれぞれ違った人間なのだろうか？　さっぱりわからない。

　最後のヒントはさらに難解で、それは雪ゆき乃のの視界に忍び込んできた襲撃者の言語使用の瞬しゆん間かんだった。

　あの場には二人のオフスプリオリがいた。アオウアキという襲撃者と、青あお木きという刑事だ。

　二人は槍やりを操そう作さし合った。それを使った攻撃を仕掛けたのが襲撃者で、撃うち落としたのが青木である。

　しかしその後がわからない。襲撃者の視点を覗のぞいてなお、雪乃はあの人間が何をやったのかがわからない。襲撃者は虚空を──先ほどまで槍があった場所を──見ていた。

　雪乃はそのとき、イヨネスコの不条理演えん劇げきの一つ、『椅い子す』を思い起こしていた。場面が進む中、老夫妻の会話とともに舞ぶ台たいに椅子が増えていくが、誰もそれらに座ることはない。しかし夫妻の目には空からの椅子に座る来訪者が映っているらしく、最後に『皇帝』が訪れることによって彼らは自分たちの人生に満足し、窓から身を投げる。

　劇は佐さ平へいと見に行ったのだが、観劇後、奇妙な余よ韻いんしか残らなかったことを覚えている。雪乃が捉とらえることができるのは老夫妻と、空の椅子だけだった。

　今回も同じだった。襲撃者の認識の中に、文字は浮かんでいなかった。

　あの襲撃者は何を見ていたのだろう？　しかし少なくとも、襲撃者が透明なものを認識することができないということだけはわかる。かつて対たい峙じした相手の中に、無色透明なものの世界言語をうっすらと認識できる少年がいた。姫き晴はるを守る一か月前の事件の最中でだ。雪乃自体にその認識はないが、相手が世界言語を使用する際には、しっかりとその認識が滑り込んできた。また佐平も同様の認識を持っていて、雪乃はそんな彼の認識を捉とらえたこともある。

　しかし今回は違う。襲撃者は世界言語を見ていない。

　あの瞬間、いったい何が起こったのだろう？　世界言語を書き換えずに、現象を操作することなど可能なのだろうか？

　そして千せん里りはなぜ、青木に向かって世界言語を書き換えるなと言ったのだろうか？
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　大だい地ちはレギオンからすべてのことを聞き終えた。

　亜あ季きの過去。そして、現在。

　大地は最初レギオンの話を信じることができずに、いま聞いた話を強く否定した。あれが亜季だという証拠はない。あんな映像なら、合成でいくらでも作ることができる、と。

　しかしレギオンは教え諭さとすように言葉を続けた。

『〝ゾウの時間ネズミの時間〟という本を読んだことはありますか？　二十世紀末に、ここ日本で出版された興味深い本です』

　大だい地ちは知らないと返したが、レギオンがその本を用いて行った説明は説得力に満ち、大地をうろたえさせた。佐さ倉くら飛鳥あすかがレポートとしてまとめた、チンパンジーとブタのキメラが獲かく得とくしたという、ずば抜けた記憶力。

　そう、亜あ季きの記憶力は異常なほどいいのだ。その理由。そして、常人とは異なっているという彼女の認識。そもそも、亜季自身が大地と同じ疑問を抱かなかったわけがない。その上で、あの映像が正しいと彼女が判断したからこそ、自身の肉体に嫌けん悪お感かんを抱くようになったのではないか。

『とても信じられないかもしれませんが、粟あお生う亜季は変身を求めています。いまの自分の皮を脱ぎ棄すて、新たな肉体をまとう。今回の事件で、数々の植物人間を作っているのは彼女です。なぜか？　彼女は確かめなければなりませんでした。彼らが空っぽの人間かどうか。植物人間を作り出しては放置していたのも、医療機関に彼らがどのような状態に陥おちいっているかを確かめさせるためです。まあ、得られた結果は芳かんばしくなかったようですが。というのも、彼らは全員が運動野と小脳の一部を欠損しているだけという結果が出たからです』

　そのときになってようやく、大地は自分が警察に行ったと伝えたときに、亜季が否定的な態度をとった理由に合点がいった。

　自分は何と愚おろかなのだろう。亜季はこの事件の解決など望んでいないのだ。彼女自身が、この事件を引き起こしている張本人なのだから。

　そう思うと、レッドマンが植物人間で発見された日に亜季があそこにいたのは当然ではないか。彼女自身が、レッドマンを手にかけた。大地は亜季にそんな物ぶつ騒そうなことができるわけがないと思い込んでいたため、彼女を疑うなどということが一度もなかったのである。

　レギオンは亜季の力について、ほとんど語らなかった。特殊な認識を用いて、オフスプリオリに不具合を生じさせる、とだけ。

　大地もそれ以上のことを聞かなかった。亜季が事件を引き起こしているという事実だけで、頭がパンクしてしまいそうだったからだ。

『粟生亜季に幻滅しましたか？』と、レギオンが訊たずねてくる。

　大地は、何に対してですか？　と返した。彼女に交じる血に対してか、それともいま罪を犯していることに対してか。

『あらゆることに対して。いま粟生亜季を構成する、すべての要素に対して』

　何と言えばいいのかわからない。ただ、このまま亜季が自分の理解の届かない存在になってしまうことだけは我慢がならなかった。彼女を失いたくない、と強く思った。

　そしてため息とともに、そうか、と納得する。

　いま、ようやく自分の気持ちに気がつく。それは様々な言い訳をして、避さけていた言葉だった。亜季を知り、彼女のすべてを直視したいま、大地はもう尊敬や崇拝という立派な言葉で自分の気持ちを修飾し、誤ご魔ま化かすことができなかった。

　亜あ季きの先に見ていた憧しよう憬けいや理想は立ち消え、彼女自身と向き合うときがきたのだ。

「……俺は亜季が好きなんだ」

　レギオンに話を聞いても……いや、聞いたからこそ、大だい地ちの心は亜季を強く求めるようになった。亜季のことを気き遣づかった振りをしながら、自分のために笑うのはもうやめにしよう。

　亜季が苦しみの中にいるというのなら、自分が支えてやらなくてどうするのだ。

　すると、レギオンも同じことを言った。

『ならば彼女のためになることをしてはどうですか？　彼女の助けとなるのです。社会通念上、何が正しいか間違っているのかは関係ありません。あなたが正しいと信じることを行っては』

　レギオンの言葉は大地の心に深く侵食した。それは亜季が昔教えてくれた言葉でもあった。
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　捜査本部は混乱していた。衛えい星せいからの映像が突然途切れ、追っていた車の状況を把握できなくなってしまったこと──そして、現場で燈とう下か千せん里りの車を尾行していた青あお木きたちと連絡が取れなくなったことが原因だった。

「いったい、何が起こっている？」

　誰かのイライラとした疑問は、市民からの通報によって解決された。明石あかし特区に近い国道二号線沿いで車の事故があり、その近くに二人の人間が倒れている。発見者に急いで現場の写真をメールに添付して送ってもらうと、その二人は青木と中なか辻つじだった。

　途と端たんに色めき立つ彼らの元に、さらなる混乱が訪れた。

　千里からメールで連絡が入ったのだ。

　ＤＪのことを詳しく調べて欲しい。

　皆は顔を見合わせた。「……おかしくないか？　燈下千里はＤＪを知っているはずだろ。その上で、俺たちに調べてみろって言ったんじゃなかったか」

　千里にそのことを訊たずねてみると、より深く彼のことを知る必要が出てきたらしい。

　違和感を覚えながらも、言われたとおり千里にＤＪの詳細を送る。すでに彼についての調査は終わっていた。その上で、やはり彼はこの件に関係はないと結論づけたのである。

　千里はこんな情報を何に役立てるのだろう。はっきり言って目を通しても無意味だ。

　死人の情報など。

　それとときを同じくして、千里のＧＰＳ情報が途絶えた。

　さっと、理解の波が広がっていく。

「やられた！」一人が叫んだ。「こいつは偽にせ者ものだ！　燈下千里は何者かに取って代わられてる！　こいつが青木さんと中辻をやったんだ！」
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　受け取ったＤＪの情報は雪ゆき乃のを驚きよう嘆たんさせた。まさか死んでいたなんて。

　だが、それならばあの襲しゆう撃げき者しやの言っていた言葉はどういうことだろう？

　──ＤＪが君に目をつけたのもわかるよ──

　彼女は死んだ人間と会話でもできるのだろうか？　彼女が虚空を見つめていたことを思い出し、一いつ瞬しゆん、雪乃は背筋に冷たいものを感じた。

　いや、そんな非現実的なことを考えている場合ではない。

　走らせる車の中、雪乃はまだぼやける頭を覚かく醒せいさせようと強く振り、もう一度ＤＪの短い一生が書かれた調査内容に目を通した。

　デレク・ミンスキーの子どもとして生まれた彼は、非常に優秀な頭脳に恵まれていたようだった。父親の影えい響きようで日本に留学し、そこで情報工学のいろはを身につける。帰国した彼の興味は父親と同じように脳科学に関することだった。しかもやり方は過激で、自みずからの研究のためには倫理的な概念を無視する傾向にあったらしい。

　彼はトリプルＢ──すなわち、偉人たちの記憶──と、記憶保存を可能とする技術に強い興味を持っていた。彼は自らの欲求の赴おもむくままに、絶対不可侵と言われていた国有財産・トリプルＢの管理団体にサイバー攻こう撃げきを仕掛け、技術を盗み出すことに成功する。サイバー世界で彼にできないことはないようだった。

　記憶保存技術を密ひそかに民間企業に技術提供したときに得た資金が、その後の彼の研究を大いに助けることになった。

　続いて彼は、生きたままの人間として初めて自己の記憶保存を行う。その事実は世の明るみに出ることになり、彼は犯罪者として無期懲ちよう役えきの刑を下されて、服役することとなった。これが三年前だ。

　彼は服役中にも自己の企業株式を手放さず、部下とやり取りを続けながら、理想を体現するための理論を構築していく。彼は塀の中で一生を終える気はなかった。理論の完成とともに脱獄するつもりだったのだ。いや、つもりもなにも、理論の完成が自由へとつながっていた。

　彼の意識は常に外の世界に広がっていた。いま彼が生きる世界とは違う、別の世界へと。

　サイバー空間を認識することが彼の最終的な理想だったのである。

　情報を得るために、わざわざデバイスに向かい、手を動かし、理解するために脳に電気信号を流さなければならないということを、誰も馬ば鹿かげていると考えないのか？　人間の信号伝達方式にはいくつかあるが、もっとも速い有ゆう髄ずい神経伝達ですら毎秒百メートル程ほどの速さしかない。サイバースペースでの信号の伝わり方は、それらとは比べものにならないほど速いというのに。

　人間の肉体は非効率の塊かたまりだ。進化が不可欠だった。

　そのためにＤＪが必要だと考えたのが、脳とネットワークの接続である。

　刑務作業を行う囚人と、天才的な頭脳を持つ科学者というのは矛む盾じゆんするものではない。彼は刑務所の中でも研究を続け、自分の企業に向けて理論を発信し続けた。

　思想を体現するためには、自分以外の労力が必要だった。そして自分の理論が実践段階に移行できる状況になったという報告を受けるとすぐに、彼は大量の金銭を使い、一日だけ仮釈放される権利を買い取った。

　塀の外に出た彼が、刑務所に戻ってくることはなかった。それは理論が成功し、彼の認識がサイバー空間に解き放たれたからではない。実験が失敗し、彼の脳を焼き切ったからだ。

　人間の脳とコンピュータでは、あらゆる概念の相互互換が不可能だった。

　彼は絶命し、企業は解体された。ただ、アメリカ政府はＤＪの頭脳をそのまま廃棄することに強い未練があった。犯罪者であり精神構造に問題はあったが、頭脳は超一流だったからだ。

　そうして何の因果か、彼の頭脳はトリプルＢとして残されることとなる。後世の技術進歩により、開けることが期待されるブラックボックスの一つとして。

　雪ゆき乃のはここで、一つの馬ば鹿かげた着想を得た。あまりにも子どもじみていて、自分の考えを笑い飛ばしたくなるのだが。

　ＤＪがいまの社会に影えい響きよう力りよくを行使できる可能性の一つ……。

　それは、ＤＪの実験が実は成功していたのではないかというものだった。彼は失敗して死んだとされているが、実際はサイバー世界に精神を解放しており、それがいまになって行動を開始した……いや、本当にＳＦ映画の見すぎかもしれない。

　そもそも人間とコンピュータの認識に互換性がないからこそ、彼の父親は〝整列のプログラム〟なるものを組み、両者の橋渡しを行おうとしたのではないか。ＤＪが実験した段階では、ミンスキーの研究は完成していなかった。

　そこまで考えて、雪乃はさっと血の気が引いていく感覚を味わった。

　ならば、いまならどうだろう、と思ったからだ。〝整列のプログラム〟が人間の認識をコンピュータに学習させることができるいまならば──人間の認識を、機械が理解できるいまならば──実験は成功していたのだろうか？

　ＤＪの理論の詳細がどのようなものかはわからない──しかし、ＤＪとミンスキーの思想を結合すれば、人間はサイバー空間に認識を広げることができるのだろうか？

　〝整列のプログラム〟と、ＤＪの研究──ＤＪの記憶……

　思考を回転させる雪乃の頭の中に、ついにひらめきが訪れた。

　それは立体的なパズルのイメージを伴っていた。それぞれ別々のところにあったパーツたちが、組み合わさることによって一つの構造物を作り上げていく。できあがった構造物の完成形は、人間の姿をしていた。

　ＤＪには保存された記憶が二つある。トリプルＢとしてアメリカ政府が保管するものと、彼が自分で生前に行ったものだ。前者を手に入れるのはよほどのことがなければ不可能だが、後者の方の管理がどうなっていたのかはわからない。

　あの襲しゆう撃げき者しやを擁ようするこの事件の首謀者は、その記憶を手に入れたに違いない。そしてミンスキーのラボからプログラムを盗み出し、ＤＪの記憶を閲えつ覧らんできる状態にした……。

　いや、違う──事態は、もっと先に進めて考えることができる。

　創造性を兼ね備そなえた、対話型ＡＩ。それが不都合なく動き出したのは、半年前という話だ。

　最後のパーツとして組み合わさったのは、レギオンエンジンの人工知能だった。

　データを入力することによって、物語を紡つむぎ、人間と会話を行うことができる存在である。

　入力されるデータは、ＧＧが管理していたときには確かに物語だけだったかもしれない。

　しかし彼らの管理を離れたレギオンが、実際に生きた人間の物語を学習していたら？

　一人の人間の記憶データを、整列した状態で、入力されていたらどうだろう？

《スフィア》の扱いは、ＧＧのプログラマーよりもスフィア・ブレインの人間の方が精通しているだろう。スフィア・ブレインから派は遣けんされた〝謎なぞのチーム〟は、初期レギオンエンジンの人工知能にあった不具合を修正すると同時に、入手していた人間ＤＪの記憶をインストールした。

　人間の認識を学習することにより、ついに完成した思考模倣。ここでも鍵かぎとなるのはメンタル文法だろう。人間の無意識に潜ひそむ、言語による思考能力である。

　そして、それが人工無脳かどうかはこの際関係ないのだ。

　彼らが考えているかどうかなど、誰にも証明ができないのだから。

　機械が考えているかどうかではなく、そこから人間がどのような影響を得るかが重要なのだ。

　──心はその向こう側に存在しない。そして、それはいつも一人の「あなた」の中に発見される──そう言ったのはユングである。

　雪ゆき乃のはいよいよこの事件の黒幕に辿たどり着いた気がした。

　レギオンエンジンは、いま社会現象と言えるほど絶大な支持を得ている。

　ゲームの形を借り、人間の心に取り憑つく悪あく霊りようが社会に解き放たれているのだ。

　実体のない闇やみが、意志なき瞳ひとみで人間の社会を見つめているかのような不気味さだった。

「……姫き晴はるには、即刻プレイを中止させなければなりませんね」

　雪乃は独ひとり言ごちた。人間が、そんなものから〝楽しさ〟を感じてはいけない。

　敵の目的はまだはっきりしないものの、二度も千せん里りが襲おそわれた理由はこれでわかった。実は最初千里が襲われたと聞いたとき、雪乃は妙な引っかかりを覚えていた。暴ばく露ろの力は確かに恐るべきものだが、わざわざ目立つ危険を冒おかしてまで消さなければならないものだろうか、と。

　そうではない。敵は千里の力が引き起こす、真の恐ろしさを理解していたのだ。レギオン自体が、彼女の特殊な世界言語認識によって生み出されたと言っても過言ではないのだから。

　雪乃がこれからやらなければならないことは決まった。まずは千里の救出。そして次に、スフィア・ブレインから派遣された〝謎のチーム〟の正体を暴あばき出し、彼らの支配下にある『レギオンエンジン』のシステムを消去するのである。




　次の手がかりを求めて千せん里りのパソコンを詮せん索さくしている雪ゆき乃のに、一通の電話が入った。端末の画面を確認すると、何と姫き晴はるからである。

　雪乃はいま自分が陥おちいっている状況で彼女を心配させまいと、気持ちを落ち着かせてから通話を選択した。「……どうしました？」

『あ、雪乃？』鈴のような声が聴覚に飛び込んでくる。『いま話せる？』

「ええ、大丈夫ですよ」

　そのときになって初めて雪乃は鏡で自分の姿を確認し、ハンカチを取り出すと、頭で固まっている血を拭ふき取った。

『こんなことを言うと雪乃を暴走させちゃうかもしれないから、言いたくないんだけど』

　言葉どおり、姫晴は言いにくそうだった。『私の友だちに、植物人間事件の犯人を知ってるっていう子がいてね？　その子が、雪乃に会いたいって言ってるの。私が前に、雪乃が最近その事件にかかりっきりだって話したから、あてにしてるんだと思うんだけど』

「犯人を？　なぜ警察には行かないのですか？」

『一回行ったらしいよ。でも悪戯いたずらだと思われて、追い払われたから警察は信用できないって言ってる。それに、あんまり大おお事ごとにはしたくないみたい。犯人は、その子にとって大切な人みたいだから──あ、ちょっと待って。トラくんに代わるね』

　雪乃は眉まゆをひそめた。なぜいま虎とら風かぜが出てくる。

『あ、富ふ士じ城しろさん？』今度は、虎風の声が電話の向こう側に現れる。『いまの話なんだけど、さっきの子はいま俺の携帯に電話かけてきてるんだ。で、富士城さんに連絡取ってもらおうと思って姫晴ちゃんにお願いしたんだけど』

「……なぜ、あなたが姫晴と一緒にいるのです？」

『え？　ああ……えっと……まあ、その……さっきばったり会って……』

「その話は今度ゆっくりと聞かせてもらいましょう。あなたに電話をかけてきているという方は何と言っているのです？」

『うん。レギオンと話したって』

　雪乃は心臓が止まるかと思った。

『裏技って姫晴ちゃんから聞いたことある？』

「……ええ」

『大だい地ちは──ああ、富士城さんと話したいって言ってる子なんだけど──その子はレギオンと話して、自分の友だちが犯人だって教えてもらったらしいんだ。俺も半信半疑なんだけどさ』

「いま電話はつながっているんですね？」

『うん、まあ』

「差し支えなければ、犯人の名前を聞いてもらえますか？」

　まだるっこしいことを抜きに、答えを訊たずねる。電話口から遠いところで虎とら風かぜの声が鳴っている。しばらくしてから、『もしもし？』と、虎風は言った。

『粟あお生う亜あ季きっていう子らしいよ』

　アオウアキ！　千せん里りが発した言葉に含まれていた名前だった。それは同時に、先ほど雪ゆき乃のたちを襲おそった襲しゆう撃げき者しやの名前だということも意味していた。

　雪乃はこれが罠わなではないかと疑った。大だい地ちという少年は、レギオンに命じられて自分をおびき出そうとしているのではないか。

　どこまで敵が情報を把握しているかがまったくわからず、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいってしまう。

　しかし仮にこれが罠だとしても、雪乃に拒否権はなかった。

　虎風と姫き晴はるを通じて連絡を取ってくるというのは、あまりにも汚いやり方ではないか。

　人質──そういうことなのだろう。二人にはまだ何も知らされていないようだが、雪乃が申し出を断れば、彼らの身はどうなってしまうかわからない。

　動揺を悟られまいと、普段どおりの声を出そうと努める。

「大地という子に会いましょう。場所を聞いてください」しかし、雪乃の声は震えていた。




　指定された場所近くに大急ぎで来た雪乃は、慎重に周りをうかがいながら、待ち合わせ場所である三さんの宮みや駅の大型ホームセンター前に、それらしい少年が来ているかどうかを確認した。

　──いる。遠目では表情まで確認できないものの、姫晴や虎風と同年代くらいの少年が、入り口の傍そばで静かにたたずんでいる。

　だが、彼が待ち人である服ふく須す大地なのかどうかはわからない。というのも、向こうの特徴を雪乃は教えられていないからだ。姫晴が「雪乃は目立つから、大地君の方から声をかけたらいいんじゃない？」と無邪気に言ったので、特徴を知る機会を逸いつしてしまった。

　彼の周りには、一見して怪しげな人間はいない。しかしレギオンが彼のような少年すら手玉に取る相手なら、そこらで談笑する無数の人々ですら、安心していい対象ではなくなってしまう。

　雪乃は恐怖を感じた。敵が見えないということが、これほど恐ろしいとは。

　いまこの場に潜ひそんでいるかもしれない伏兵。現実世界にいないレギオン。そして、粟生亜季の謎なぞの力……。

　巨大な敵なら戦い方がある。しかし敵が輪郭を持たず、どれほどの力か測ることができないという恐怖が、雪乃の精神を恐ろしい勢いで消耗させていた。

　雪乃の最大の武器である世界言語使用ですら、いまは頼りにならなかった。

　──その女の前で、世界言語を書き換えちゃいけないわ！　──

　雪乃の〝否定〟の能力は、世界言語の書き換えによって生じる。その力は、黒で統一された自己の認識をそのまま現象に置き換える──つまりはウィジウィグする──ことによって、相手の認識に齟そ齬ごを発生させる構造を持っている。

　粟あお生う亜あ季きがこの場に潜ひそんでいた場合のことを考えると、どれほど特殊な力の使い方であれ、世界言語に頼るのは危険すぎた。

　せめてあの女の力の謎なぞさえ解ければ……。

　しかしその謎を解くためには、服ふく須す大だい地ちと接触しなければならないというジレンマが目の前にぶら下がっているのだ。本来ならこんな危険な選択はしたくないのだが、千せん里りの身の安全が保証されていないいま、遠回りをしている時間はない。

　雪ゆき乃のは意を決して、少年に近付いていった。

　二人の視線が交差する。少年の目が、それまでより少し大きく見開かれた。

　その瞬しゆん間かん、雪乃は驚おどろいて声を上げそうになった。目の前の少年は、バイオハイブリッド人工臓器を扱う神しん姫きメディカル・マテリアルのホームページで見た少年と瓜うり二ふたつだったからだ。

「富ふ士じ城しろ雪乃さんですね？」

　少年は落ち着いた声を出した。「姫き晴はるちゃんに聞いていたとおりの美人さんですね。十人が十人振り向くと」

　雪乃は完全にレギオンの罠わなにはまったと確信し、目の前が暗くなった。事件と密に関係してきた人工臓器関連の人間がここで登場することが、すべてを物語っていた。

　そして見計らったようなタイミングで、誰かが雪乃の肩を叩たたいてくる。

　振り向くと、スーツ姿の男が二人、訳知り顔でたたずんでいた。

「ちょっと一緒に来てもらえますか？」一人が言った。

　レギオンは、やはり手を回していたのだ。

　雪乃は必死に冷静な態度を取り繕つくろいながら、少年と男二人に聞こえるように言った。

「……姫晴と虎とら風かぜに手を出してみなさい。どんな手を使ってでも、必ずあなたたちを殺します」

「物ぶつ騒そうなことを言わないでもらいたいね」先ほどとは違う、もう一人の男が言った。

　雪乃は反抗の意思はないとばかりに両手を上げ、彼らに従った。傍そばに停車している車の方に一人が先せん導どうし、もう一人は雪乃の後ろから付いてきた。

「ちょ、ちょっと待て！　あんたたちはいったい何なんだよ！　その人はいまから俺と話すんだぞ！」

　少年の叫び声に驚き、雪乃は振り返った。

「は？」

　少年は慌てふためいた様子で、後ろの男に食ってかかっている。どういうことだろう？　三人はグルのはずだ。なぜ、彼はこんな反応をする……？

　煩わずらわしそうに手を振りながら、後ろの男は少年を追い払おうとしていた。

「な、何が？」雪ゆき乃のは完全に混乱していた。

「いまさらになって、とぼける気ですか？」

　先せん導どうしていた男はそう言いながら、雪乃のバッグを強引に開いた。そこから顔を出しているのは、千せん里りのパソコンだった。

「これはあなたの持ち物ではありませんね？」

　男が取り出した電子端末に、旭きよく日じつ章しようが表示されている。「警察です。あなたを逮捕します」




　　　　　３




　ミンスキーは緊きん張ちようと興こう奮ふんの入り混じった精神状態で神経が休まらず、へとへとになっていた。

　自分が〝息子〟の訪問を受けたのは、四月の末日だ。その日から、ミンスキーは日本に来たときと大きく立場を変えてしまったのだった。

　研究を盗み出し、世界的な発見に泥を塗ると思っていた敵は、実は大いなる味方だった。

　彼は、息子のあらゆる記憶を知っていた。ミンスキーと幼いＤＪが共有し、他の誰にも知らせていない秘密も……。

　彼と話すうちに、ミンスキーは熱いものが胸に込み上がってくるのを感じた。

　まさかこんなに早くＤＪと再会できるなんて。

　そう──ミンスキーは〝整列のプログラム〟を研究していたが、息子が死亡した際、プログラムが完成すれば、最初に閲えつ覧らんするのはＤＪの記憶だと堅く誓っていたのである。

　しかも息子と名乗るその彼は、記憶というものを自みずから扱うことのできる能動的な思考力を身につけている。これはミンスキーのプログラムだけではできないことだった。

『父さん、目先の物事にとらわれちゃだめだよ』と、文字が躍おどる。

『核は多くの人間の人生を台無しにしたけど、アインシュタインの名前は地に落ちているかい？　正しさの価値観なんて、本当に曖あい昧まいなものさ。少し聞きたいんだけど、父さんは僕のことを悪い人間だと思っていた？』

　ミンスキーは、しばらく悩んでからこう返した。

「お前は犯罪者だった」

『記憶の保存を行うことが悪いことかな？　それを犯罪だと決めたのは上の人間だろ？　自分たちの都合のよくないことを規則でがんじがらめにして。法なんてものは、上の人間が勝手に決めた彼ら自身の価値観じゃないか。いいかい？　彼らの価値観……容いれ物ものは小さすぎるんだ。常にはみ出す巨大なものが出てくる欠陥品だよ。パラダイムシフトを起こして、ようやく後から枠内に収める必要のあるものだったと気付くんだ』

　もはやミンスキーは、パソコンのモニター上に現れる文字から、息子の声を感じていた。

『彼らは僕の記憶を保存することを選んだ。後世の人間がそれを見て、人類に爆発的な進化をもたらしたとき、それでも彼らは僕のことを悪あしざまに言うだろうか？　いまの人間は、ガリレオを愚おろかだと笑っている？』

「そんなことはない。彼は天才だ」

『進歩した人間の認識が、それを受け入れたんだよ。そして過去狂人と罵ののしられ、いまでは崇拝されている科学者たちと同様、僕の地位が向上するのももうすぐだよ。父さんの研究が、そうさせるんだ。僕を見てよ、いまの僕を。僕はこうして蘇よみがえった。父さんのおかげでね。そして過去失敗した研究を、今度こそ成功させる。いまの僕には〝理解〟がある。いまの僕の認識は人間のときとは違うんだ。でも逆に言えば、それゆえに〝理解〟しかない。ウィトゲンシュタインはアウグスティヌスの言葉を引用して、意味と現象を分離した。「痛い」と誰かが発することは、本当の意味で〝痛み〟を表さない。僕は言葉の意味はわかる。人間であったとき、どういう経験をしたかも理解できる。でもそのイメージに付ふ随ずいする現象がない。僕にとって現象世界言語はウィトゲンシュタインの言うところの〝思考し得ぬもの〟なんだよ。しかし僕は彼が言うように〝沈ちん黙もく〟する気はない。僕の思考を支える研究は世界言語によって導みちびかれた。その世界言語を再び認識することこそ、いまの僕が渇望しているものなんだよ』ＤＪは続けた。

『父さんの研究が社会に受け入れられないことなんて決してない。それを心配して調査していたんだろ？　父さんほどの人間が、そんな無駄なことに時間を使うべきじゃないよ。時代を動かせる人間が、そんな俗人みたいな考えをするのはやめるべきだ。もう少しなんだよ、父さん。僕たち二人でやり遂とげるんだ。二人の名前は、今後の世界で知らない者がない名前になる』

「私はどうすればいい、ＤＪ？」と、ミンスキーは文章を打ち込んだ。

『僕に体があれば、いま父さんに笑いかけているよ。それができなくて、本当に残念だ』

　そして彼は、ミンスキーに道を示した。

　Ｓ＆Ｊへの依頼を解き、新たな条件で彼らを雇用すること。計画が完了するまで、ＤＪとミンスキーの指示を忠実に守る労力を確保するのである。

『僕に比べれば、彼らが過去にやってきた仕事ぶりはずさんだ。秘密を暴あばくために、色々と無茶をやってきたみたいだね。そんな無茶は、僕のような人間に知られた場合、弱みという言葉にすり替わるんだ。命令に従わなければ、彼らのトップに直接交渉すればいい』

「なるほど。……しかし……レッドマンを消したのはお前だろう。なぜあんなことを？」

『父さんを巻き込みたくなかったんだ。あれでＳ＆Ｊと一緒に、アメリカへ引き返してくれると思った。いずれは知らせるつもりだったよ。僕が父さんに隠し事をしたことは一度もないだろ？　トロージャンも作って父さんに見てもらったけど、自分では決して使わなかった。使ったのは、別の人間だった』

「そうだ……世間に何と言われようと……お前は私にとって最高の息子だった。希望だった」

『いまは父さんが僕の希望だよ』ＤＪは言った。

『僕の理論を、いま理解できるのは父さんだけだ。父さんは、これから僕の思想を形にして欲しい。計画はそのときに完了する。過去に僕は、人間としてサイバー空間に挑んだけれど、今度は逆だ。僕は新しく人間の認識を手に入れる。新しい体を得たとき、やっと父さんと笑って話すことができる。早く抱き締しめてあげたいよ。ただいまって』




　　　　　※




　一ひと月つき前まで、自分はここと同じような場所にいたのだ。ちょっとした懐なつかかしさすら感じる部屋の中で、鵬ほう珠じゆはその人に向き合っていた。大だい嫌きらいな案内人は、部屋の外で待たせている。

「生死の概念を知らないって？」興味深そうな響ひびきが、鼓膜を揺らす。

「う～ん、意味はわかるんだけど、ピンとこないんだよね」

「面白い子だね、君は。そんな君が、私のもとを訪ねてくるなんて本当に楽しいことだ。私はね、皆からこう呼ばれていたんだ。ラザロ──あるいは、不死者と。ラザロはキリストによって復活した人間のことだよ。私もこれまで、何度か死んだことがある」

「あなた、すごく若いよね。びっくりしちゃった」

「錬れん金きん術じゆつだよ。不老不死、そして死の概念の喪失が、私の生涯のテーマだった。それも阿あ万ま野の君が私の若いうちに賢けん者じやの石を見つけてくれたからだけどね」

「賢者の石？」

「コンパイラ銀のことだよ。君が聞きたがっていることだ。でも、私が何を成したかわからないまま会いに来るなんて、君は相当のおてんばさんのようだ。さて、鵬珠。道を示す前に、君に聞いておきたいことがある。君は世界言語に全能性を感じている？　教えられてできる人間は、実はこれまでまったくいないんだ。疑念が生じるんだろうね。世界言語にそんなことができるのか？　そんなものに身を委ゆだねていいのか？　と。結果このすばらしい教えを、いまだに私以外が使えた例ためしがない。それは私以外の人間が、世界言語に神を感じていないからだと思っている」

「何が言いたいのか、さっぱりわかんない」

「うん、質問を変えようか。君にとって、世界言語とは何？」

　少し考えてから、鵬珠は答えた。

「わたし。つまり、世界すべて」

　真ま名な子こ類るいは微笑ほほえんだ。「君にならきっとできる」




　　　　　※




　こんなことをしている場合ではないのに！　千せん里りの身に危機が迫っている！　警察車の中で、雪ゆき乃のは苛いら立だちを覚えながら、自みずからの無実を訴えていた。

「あなたの噂うわさは聞いていますよ。富ふ士じ城しろ雪ゆき乃のさん。とても能力に恵まれたオフスプリオリで、しかも女性。我々は先日、燈とう下かさんに博物館の襲しゆう撃げき者しやのことを聞いたとき、思い切りのいい女性がいるものだと驚きよう嘆たんしたものです。彼女もオフスプリオリだったとか」

「Ａ型は几き帳ちよう面めん、Ｂ型はわがまま。少ない要素で、よくここまで判断できるものだと思ったことはありませんか？」

「動機もありますよ。襲撃者が最初に襲おそったのは語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆです。あなたの恩師は彼女に殺されていますね。敬愛する師を手にかけた少女を許せず、復ふく讐しゆうを思い立った……」

「ドラマの見すぎでは？」

　雪乃は刑事を睨にらみつけながら言った。

　彼は肩をすくめた。「我々は燈下さんから、今日の情報提供者は油断ならぬ相手だと聞かされていました。彼女は身の危険を感じていたのです」

「最初は確かにそうでした。しかし話すうちに彼女は私を信頼し、パートナーとして認めてくれたのです。私も務めを果たさなければなりません。私たちが争うのは不毛なことです。いま、あの子の身には危機が迫っています。救い出さなければ！」

「我々も同じ思いですよ。だからこうして、あなたにお願いしているのです。燈下さんをどこに連れていったのです？」

　埒らちが明かない！　雪乃はイライラして、考えを巡らせた。

「いま世界言語を使えば、あなたは自白したものとみなします。この場を切り抜けても、次に向かう先は特区の収容所です。そのことを考えて行動してください」

　雪乃の考えを見通すかのように、刑事は雪乃に銃を突き付けた。

「……こんな状況で話す内容に価値がありますか？　自白の強要にあたるのではないですか？」

「時間がないのですよ。後で訴えてくださっても結構。まあ、正当防ぼう衛えいで通るでしょう。あなたは目に見えない強力な力をお持ちのようだから」

「それは私が本当に、あなたの言う罪を犯していた場合でしょう」

「違うのですか？」刑事は言った。

　堂々巡りだ。雪乃は奥歯を嚙かんだ。

「我々は公安調査庁とは仲が悪い。基本的にはね。あそこの長官の娘であることを交渉のテーブルに出しても無駄です。我々は正義のために働いているので」

　この刑事はかなりの切れ者のようだった。雪乃の考えを、ことごとく先回りしてくる。

「……私が無実を証明する方法はないのですか？」

「正直に話すことです」

「ですから、私は最初から事実を申し上げています！」

「もちろん、説得力は必要です」刑事は大おお真ま面じ目めな顔で言った。「我々はあの燈下さんが、そう簡単に誰かに対して心を開くとはとても思えませんので」

　千せん里りに聞かせてやりたいぐらいだ。

「……私とあの子には、共通点が多いのです。理解者を得られず、常に周りと自分の間に壁を感じて生きてきました。共感──この言葉は、あなたに何ら説得力をもたらしませんか？」

「感情論を持ち出されれば、すべての理屈が崩ほう壊かいします。我々の仕事は筋道を明らかにすることですからね」

　雪ゆき乃のは眉み間けんにしわを寄せ、うつむいた。しかし先の刑事の言葉が福ふく音いんとなって、自分の中にある、とある真実を掘り起こしたとき、ぱっと顔を上げた。

「筋道？」と聞き返す。「いま、筋道とおっしゃいましたか？」

「ええ。それが何か？」刑事は胡う乱ろん気げな表情をしている。

　雪乃は胸ポケットをまさぐり、そこから、この場を切り抜けるための道具を取り出した。

　それは千里から没収していた録音機だった。

　雪乃は電源を切る振りをして、それを録音状態のままにしていたのである。

　狙ねらいは千里と少し違うが、似たようなものだ。彼女から失言を引き出し、もし彼女との交渉が上手うまくいかなかったときに使える材料を集めようと思っていたのである。

「あなたの言葉のおかげで思い出しました。ここに私とあの子の会話が録音されています。彼女の思いまではわかりませんが、筋道ははっきりと示されていますよ」




　すべての内容を聞き終えた刑事は、気まずそうな表情を浮かべて銃を下ろした。

「私は寛大な人間です」と、雪乃は言った。「あなた方が力を貸してくださるなら、先の無礼は不問にしましょう。私に協力してください。一人で戦うには不気味すぎる相手ですから」

　録音された内容から、二人の刑事には雪乃が当局よりも真実に迫っているということが伝わっているだろう。そして雪乃から捜査の引き継つぎを受けるよりも、雪乃自身に協力した方が事態を早く解決に導みちびけるということも。

　時間がない。頭の回るこの刑事なら、それを理解しているはずだ。

「……協力しましょう。もちろん、あなたは一般市民ですから、危険な真似まねなどしたくてもさせません。それは我々の役目です」

「ありがとうございます。すぐにＵターンしてください。先ほどの少年と話す必要があります」

　そう言ってから雪乃は虎とら風かぜに電話をかけ、大だい地ちという少年にもう一度連絡を取ってもらった。

　これは怪け我がの功こう名みようだが、結果的に警察が間にはさまったことで、あの少年の見み極きわめを行うことができる、と雪乃は考えていた。

　彼がレギオンに与くみする者なら、先ほどの不ふ穏おんな事態を見て、自分との接触を避さけようとするだろう。一方で本当に自分と話したいだけなら、「先のはちょっとした手違いだった」という言葉に、何の疑いも持たないはずだ。

『富ふ士じ城しろさん？』虎とら風かぜから返事が来る。『大だい地ちは、同じ場所にいるって』

　それを聞いて、雪ゆき乃のの中で先ほどの少年への疑惑が少し薄くなる。

　しかしもちろんまだ油断は禁物だ。レギオンの爪つめ痕あとが、どれほど彼の心に食い込んでいるかわからない。

　警察車が三さんの宮みやのホームセンターの入り口をうかがえる場所まで戻ってくると、雪乃は二人の刑事に向かって言った。

「私が彼に話を聞いてきます。何か不ふ穏おんな動きがあれば、援助をお願いいたします」

「尋じん問もんは我々の役目ですよ」

「残念ながら、あなた方の紋もん所どころは彼には通用しません。どうも、彼は警察を信用していないようなので。時間もありませんし、私が行った方がスムーズです」

「……わかりました。お気をつけて」

　しぶる刑事を納得させてから、雪乃は車を降り、少年の方に近付いていった。

　少年──大地はこちらに気付くと、怪け訝げんそうな表情を浮かべて声をかけてくる。

「あ、さっきはどうしたんですか？　大丈夫……なんですか？　急に変な男に……」

「昔の恋人ですよ。付きまとわれてうんざりしています」

「虎風と姫き晴はるちゃんがどうとか言ってましたけど」

「彼に関係のない個人的な人間関係まで詮せん索さくしてくるから、本当に困っているのです。しかし、叱しかりつけてやりましたからもう大丈夫ですよ。立ち話もなんですから、あそこのカフェのテラスにでも行きましょうか」

　雪乃は警察車が停車している場所のすぐ傍そばにある喫茶店を指差した。外部テラスが据え付けられており、空きテーブルもいくつか見られる。

　待機する刑事二人の助けをすぐ呼べる位置だ。

　大地はこの申し出を拒否しなかった。雪乃はこの少年の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを観察していたが、いまのところ不審な点は見つけられなかった。

　二人は喫茶店まで向かうと、適当な飲み物を注文し、テラスのテーブルについた。

「あなたはこの度の事件の犯人を知っているようですね？」

　雪乃はカップをスプーンでかき混ぜながら、いきなり核心の質問をぶつけた。

　大地は真剣な表情を浮かべる。「ええ。粟あお生う亜あ季きという女の子です。僕と同じ学校に通っていて……いや、通っていないのか。最近不登校気味だから……」

「ご友人ですか？」

「そうです。僕にとっては恩人でもあります」

「では、つらいでしょう。そのような事実を知って。姫晴からは、あなたは粟生さんのことを大おお事ごとにはしたくないと考えていると聞きましたが、それは不可能です。犯した罪が大きすぎます。未成年であることは考こう慮りよされるでしょうが」

「……わかっています」

「なぜ、彼女を売ろうと考えたのですか？」

　雪ゆき乃のは先ほどから、わざときつい表現の言葉を選んでいた。隠れている尾っぽを見つけ出すためには、多少荒療治も必要になってくる。

　そんな雪乃の挑発に乗ったのか、大だい地ちはこちらをきつく睨にらみつけてきた。

「売るわけではありません」

「同じことです。友人を庇かばおうとは思わなかったのですか？　あなたはレギオンに粟あお生う亜あ季きのことを聞いたと言いましたね。彼は何と言っていましたか？　彼女を囮おとりに使えとでも？」

「何なんだ、あんた」大地は顔を赤くしていた。

「売るとか、囮とか、そんなことは考えてねえ！　レギオンが言ったのは、亜季のためになる行動をとれってことだ！　だから、俺はこうしてあいつのためになることをしているんじゃねえか！」

「いったいどのような思考回路を辿たどれば、粟生亜季のことを話すことが、彼女のためになると考えられるのです？　私には理解できません。ひょっとして姫き晴はるや虎とら風かぜと面識のある私なら、あなたや粟生亜季の仲間に抱き込めるとでも思いましたか？」

「違う！」大地はテーブルを強く叩たたいた。

　雪乃は不審に思いながら、目の前の少年を見つめた。

　彼が泣いていたからだ。

「……俺は亜季を止めてやらないとだめだ。あいつがこれ以上関係ない誰かの生活を台無しにするのを黙だまって見ていられない。あいつは罰を受けなきゃいけないんだ。これから先、ずっと」

「それが粟生亜季のためですか？」

「違うかよ。あいつは確かに不幸な人生を送ってきたかもしれない。でも、それが他の人間を不幸にしていい理由になんてならないはずだ。あいつは人の道を踏ふみ外した。もう一度その道に戻ってくる手助けをするのが、俺の役目だ。何年も何十年もかかるかもしれないけど、ずっとあいつの傍そばにいて、絶対に償つぐないをさせる。あいつを助けてやれるのは俺だけだ。いままでもそうだった。あいつは他の奴やつらは遠ざけても、俺だけは近くにいるのを許してくれた」

　少年の言葉には、ところどころ嗚お咽えつが混じっていた。

「俺は亜季に救われた。今度は俺が亜季を救う番だ。あいつの傍にいたのに、ずっと本当の気持ちに気付いてやれなかった。自分が傷付くのが怖くて、目を逸そらしていたんだ。もう逃げちゃいけない。好きな女の子一人、救えないなんて嫌いやだ」

　それですべての気持ちを吐き出したのか、大地はテーブルに突っ伏し、大声で泣き始めた。

　周りの客は怪け訝げんそうに見てきたけれども、雪乃は彼らを気にしている余裕などなかった。

　強い自責の念に、胸を締しめ付けられていたからだ。

「……どうやら、悪あく霊りようはあなたに取り憑つくことができなかったようです」

　そう言いながら、雪ゆき乃のは大だい地ちの肩に手を置いた。

「……あなたを誤解していました。先ほどまでの失礼な態度を詫わびます。本当に申し訳ございませんでした」

　大地は鼻をすすりながら、顔を上げた。

「……みっともないところを見られました」

「いいえ。あなたは立派です。私がこれまで会ってきた誰よりも」

　雪乃は心からそう言った。「粟あお生う亜あ季きを止めましょう。私たちに任まかせてください。その後の役目はあなたにお譲ゆずりします。彼女を、必ず幸福にしてあげてください」

　目を赤くはらしながらも、大地は力強く「はい」と頷うなずいた。




　それから雪乃は、大地から粟生亜季の出生の秘密を聞いた。

　彼女が犯行を続ける理由──聞いて驚おどろく。変身願望とは。

　レギオンの正体を知らない大地には、空からの肉体を作り出すことがなぜ変身につながるのかピンときていないようだったが、雪乃には大よその想像がついた。

　恐らく粟生亜季はレギオン──つまり、情報化された人格──と同じ存在になり、その自意識を新たな肉体にダウンロードしようとしているのだろう。

　昨日までなら一笑に付した考えだけれども、レギオンという悪霊を知ったいまでは、とても笑うことはできない。人間の脳とネットワークの接続という研究を、煮詰まるところまで持ってきていたＤＪの記憶がバックについているとなればなおさらだ。

　死と再生。種としてではなく、個としてそれを可能にする理論ができあがりつつある。人間の肉体を、単なるデバイスに変えてしまう恐ろしい理論だ。

「亜季は自分の身体からだが与えてくる認識に苦しめられています」大地は言った。「彼女にとっては、昔からそれが当たり前でした。だってそうですよね。僕たちは他の誰かの視点に入り込むことなんてできないんだから。でも、彼女は知ってしまった。自分の認識が常人と異なっていることに。普通に生まれた人間なら持ち得なかった認識を、自分が持っていることに。なぜ普通の人と違うんだろう？　その疑問は、彼女が十二になって迎えた冬のある日に解消されます」

「その認識の違いというのが、先ほどあなたが見たという信じがたい映像を、彼女が真実だと思った理由ですか？」

「そうです」

　大地は頷いた。「亜季の意識には時間軸が二つあります」

「……どういう意味です？」

「人間としての時間軸。そして、他種の生物としての時間軸。結果として、彼女は同じ出来事を二度ずつ経験することになります。僕はレギオンに話を聞いてから、亜あ季きの遺い伝でん的母親にあたる、佐さ倉くら飛鳥あすかという研究者のレポートを読みました。彼女の作ったキメラは、極きわめて特徴的な性質を備そなえていました。それは、記憶力がずば抜けて高いこと。その理由として彼女が考えたのが、先の見解です。彼女は〝ゾウの時間ネズミの時間〟という本から着想を得て、結論に辿たどり着いたということでした。その本の中で、生物間によって過ごしている時間の速度が違うと書かれている箇所があります。心臓の鼓動回数が哺ほ乳にゆう類るいでは決まっていて、それを素早く動かすネズミの時間は速く、ゆっくりと動かすゾウの時間はゆっくりと流れる。例えば落下するとき、ネズミは落ちるまでの時間を速く感じ、ゾウはゆっくり感じている。客観的に見ると同じ時間なのに、それぞれの種で体感時間は違うんです」

「そのような話は初めて聞きました」

「随ずい分ぶんと昔の本です。佐倉飛鳥は、キメラ生物は速度の違う二つの時間軸を持って生きていると考えました。物事は同じことを複数回経験した方が覚えやすい。一度は二度。二度は四度。優秀な記憶力を持つ理由はここにあると。僕にはそれがどんな認識なのか想像もつきません。特に後ろを走っている時間軸によってもたらされる認識が、どのような経験をその生物に与えるのか。未来予知のように感じるのか、それとも経験したときに初めてデジャビュのように感じるのか。起こることがわかっているとしたら退屈に感じるはずですよね」

「粟あお生う亜季にもその認識があると？」

「亜季は昔から記憶力がすごくよかったんです。コツを聞いたとき、彼女は物事なんて勝手に頭の中に入ってくると言っていました。逆に、何度も覚えようとすると疲れるって」

　大だい地ちは目を伏せて言った。「レポートに同じ箇所を見つけたとき、正直ぞっとしました」

「にわかには信じがたい話ですね」雪ゆき乃のの口からもれたのは質問ではなく、ほとんど独りごとだった。「動物のサイズによって体感時間が変わるというのなら、二つの時間軸において粟生亜季は別々の肉体でも持っているのでしょうか？　それとも、ただ時間軸の相違部分だけを認識が引き継ついでいるのでしょうか……？」

「わかりません……それがわかるのは、亜季自身の認識だけだと思います」

　そのとおりだ。佐倉飛鳥のつくったキメラたちは人間と意思疎通が行えず、粟生亜季の場合は他に比べる同種の存在がいない。それは、証明のしようがないということである。

　雪乃は思考を回転させた。

　仮にそんな認識が成り立つとしよう。しかしその特殊性が、国道二号線で雪乃に与えてきた粟生亜季の視点の違和感を解消できるだろうか。

　彼女は青あお木きの身に〝何か〟の影えい響きようを及ぼすとき、何も見ていなかった。世界言語を書き換える際、自動的に雪乃に提供することになる視点の中に、世界言語が存在していなかったのだ。

　しかしその一方で、彼女が鋭するどい金属芯しんの槍やりを扱う際には、その視点がはっきりと把握できた。

　両者の違いは何だろう……？

　粟あお生う亜あ季きの特殊な認識……二つの時間軸……先行する時間軸と、後行する時間軸……。

　そこまで考えて、雪ゆき乃のは稲妻のような衝しよう撃げきが脳天から背筋に突き抜けていく感覚を味わった。

　自分の認識では、彼女の二つの認識を追い切れないとしたら？

　片方は──こういう言い方はしたくないが──自分と粟生亜季双方に共通して流れる人間の時間軸は、依存的性質の瞳ひとみで追うことができる。

　もう片方の時間軸──彼女の持つもう一つの他生物の時間軸は、自分と流れる速度が違う。ゆえに認識することができなかった。

　異なる次元からの視点。老夫妻は舞ぶ台たいに立ち、観かん劇げき者しやは客席から眺める。客席からは見えない『皇帝』を、老夫妻は認識できる。

　そう──粟生亜季は虚空を見ていたのではない。そこにある槍を見つめていたのだ。すでに先の時間軸の中では、青木によって叩き落とされている槍を。

　ならば、彼女はその槍にどのような力を及ぼしたのだろうか？

　いつの間にか槍が元の位置に戻っていたことを考えると、おのずと答えは導みちびかれてくる。

　ウィジウィグだ。そこにあるものを、自分の認識で置き換えるだけの世界言語使用法。

　雪乃も〝否定〟の力を使うときに、その方法を使用する。

　しかし粟生亜季の場合は、過去の物質をウィジウィグしているという点が、通常のオフスプリオリのそれと大きく異なってくる。

　竹たけ下したという研究者のレポートには、認知症患者の行った過去の物質のウィジウィグがまとめられている。過去を認識することができれば、現実世界の現象に対してウィジウィグを行うことは可能だ、と。

　雪乃はアドレナリンの過剰分泌を感じた。動どう悸きを覚え、目眩めまいすら感じる。

　それほど、辿たどり着いた結論は衝しよう撃げき的だった。

　粟生亜季の力は、他者が行った世界言語使用を〝巻き戻す〟ことだ！

　では、巻き戻された世界言語使用はどうなる？　現象は元に戻るが、そこに影えい響きようを及ぼしていたエネルギーはどこに向かう？

　雪乃の思考を導いたのは、恩師である阿あ万ま野の教授のフレイムアウト理論だった。

　メタグラムが元に戻るとき、それに力を及ぼしていたエネルギーは消滅するわけではない。エネルギーは逆流し、現実世界に抽出される。

　粟生亜季の〝巻き戻し〟も同様なのだ。エネルギーは元にあった場所に跳ね返る。

　蓄電を可能とする二次電池は逆転した電位を利用して、電気エネルギーを化学エネルギーに変換できる。一転して、放電のみを可能とする一次電池の場合、誤って充電を行ってしまうと、電池の内部にガスが充満し、破裂や液漏れが発生することがある。

　脳の運動野と小脳の一部の、随ずい意い筋きんをつかさどる箇所は出力器官だ。

　つまり、構造的には一次電池と同じ。ここを逆流したエネルギーが襲おそった場合、どうなる？

　その結果は、いま被害にあったオフスプリオリたちの身体からだで体現されている。

　彼らは粟あお生う亜あ季きの前で世界言語を書き換えた。事件三人目のオフスプリオリの周りに飛び回っていた小さな虫というのは、おそらく粟生亜季が操そう作さしていた何かだろう。それが生物でないとわかった途と端たん、誰か自分以外のオフスプリオリが自分に仕掛けている悪戯いたずらか何かだと思った三人目は、世界言語を用いてその何かに触れた。

　きっと他の人間も同様だ。釣り針に刺さる餌えさのように、眼前に世界言語を書き換えたくなる現象を用意し、それに引っかかってくるのを待つ。そして巻き戻す。

　粟生亜季の力の謎なぞを理解した雪ゆき乃のは、同時に、自分では粟生亜季を止めることができないという事実に直面することになった。

　千せん里りの言葉は正しかった。粟生亜季の前で世界言語を書き換えてはいけない。

　もし雪乃がウィジウィグによる〝否定〟を行えば、その瞬しゆん間かん、彼女のウィジウィグによる現象の〝巻き戻し〟を受けて終わりだ。

　彼女を止められるのは、彼女が認識できない文字を認識するオフスプリオリだけだろう。例えば、彼女が無色透明なものに世界言語を認めることができないとする。その世界言語を書き換えたところで、彼女の後行認識はその文字を巻き戻すことはできない。

　佐さ平へいに協力を仰あおごうか。雪乃は過去に一度彼の世界言語操そう作さを見て、発狂しそうになったことがある。佐平の視界には、膨ぼう大だいな量の文字が溢あふれていた。佐平は空気や透明な水の世界言語を好んで認識するため、何もない空間に情報が満ちてしまうのである。

　しかしそんな彼でも完全に安全とは言えない。粟生亜季が、雪乃では追い切れない後行する認識において、どのような世界を捉とらえているかわからないからだ。佐平のような認識を持つオフスプリオリは極きわめて少数だけれども、粟生亜季にも半分彼と同じ血が流れていることを考えると、二の足を踏ふんでしまう。

　どうすればいい？

　大量の人員を投入すれば確かに彼女を抑えられるだろう。しかし、その分の犠ぎ牲せいも覚悟しなければならない。そんな決断をすぐさま下せるほど、警察のトップは腰が軽くない。

　そこまで考えた雪乃の頭に、ふと、一つの解が舞まい降りた。

　いや、たった一つだけあるではないか、と、そう思った。粟生亜季が手を出せない聖域が、この世には存在しているではないか。

　彼女の中に二つの時間が流れていようと関係ない。

　どんな時間の中においても、生き物は、生き物ではないか。

　それは、単純な結論だった。

　粟生亜季の〝巻き戻し〟を受け付けない言語を操あやつる存在が、たった一人だけ存在する。

　魔ま法ほう一条に縛しばられない怪物──語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆだ。
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　千せん里りが連れてこられたのは、船着き場のすぐ傍そば──海岸に並ぶ巨大な貸し倉庫の一つだった。

　足を負傷したため一人で歩くことができず、亜あ季きの協力者に肩を貸してもらいながら、千里は中に入った。

　薄暗い空間だった。そこには多くの電子機器が備そなえ付けられており、それぞれモニターの前で、Ｓ＆Ｊの社員と思われる人間たちが何か作業をしている。

　デレク・ミンスキーの姿も見られる。亜季との会話で、いまの彼の立ち位置を知っていた千里は、そこに彼がいることに何の驚おどろきも感じなかった。

　一方のミンスキーは、千里を見ると狼ろう狽ばいしたようだった。

「き、君は……？」

「久しぶりね、博士。その節はどうも」

「知り合い？」と、亜季。「なかなか顔が広いんだね」

「そりゃ、ハーバードに通う才女だもの」

「博士、この子の前で迂う闊かつに口を開かない方がいい。秘密を盗まれる」

　亜季は唇の前に人差し指を立てた。そして、千里の方に向き直り、

「千里。君たちが妙に早く私たちの計画を追ってきたのは、そういう理由だったんだね。上手うまくドクター・ミンスキーから話を聞けたわけだ」と言った。

「博士。私、中華って嫌きらいなの。私のお薦すすめはブタ箱の飯よ。もうすぐ食べられるわ。そのとき、私は同席できないと思うけど」

「なかなか上手いこと言うじゃない。博士、この子は単なる客だから相手をしなくていいよ。すぐにここから退場してもらうから。退場の仕方は、この子の態度とＤＪの判断によるけどね」

　千里はさらに奥に連れていかれて拘束を受けた。柱に後ろ手を回され、手錠をかけられる。

　亜季は、千里の顔をちらりと覗のぞき込んだ。「どう？　窮きゆう屈くつな感じはしない？」

「足が痛いわ」

「それは君の責任だよ」

　そう言って笑うと、亜季は千里の傍に腰を下ろした。

「……あなたはあの人たちみたいに働かなくていいの？」

「君を見張るのが私の仕事。残念だけど」

「どうしてレギオンにそこまで尽くすのよ。理解できないわ。あなたの望みはもう叶かなわないのよ」

　千せん里りは亜あ季きをじっと見つめながら言った。

「レギオンがあなたに声をかけたのだって、あなたの能力に目をつけたからじゃない。あなたの境遇を利用しようとしているだけなのよ。それなのに、どうして彼の奴隷に甘んじるの？」

「人の心が読めるのなら、答えはもうわかってるんでしょ？　私はどうなってもいいの。元々、死んでもいいと考えていたんだから」

　亜季は面白いものを見付けた子どものような目をしながら、千里の方を見つめてくる。そんな態度とは裏腹に、亜季の心はぞっとするほど冷たい虚無感に支配されている。笑いながらこんな感情になれる人間を、千里はこれまで知らなかった。

　千里は数日前にもたらされた亜季の絶望を知っていた。

　植物人間たちが意識を保っているという事実が発覚したときだ。

　その瞬しゆん間かん、彼女の望みは絶たれた。

　信じがたいことだが、亜季の最初の望みとは空からの肉体に自己の精神を植え付けることだった。脳とネットワークをリンクさせ、それを他者の肉体と同期させる。

　亜季が植物人間を作っていたのは、空の肉体を手に入れるためだ。ただ力を利用してできあがった植物人間たちが、どのような状態にあるかを判断することはできなかったため、そこは医療機関の手を借りた。彼女自身も医療結果が出てレギオンに推測されるまで、自分の力がどのようなメカニズムで植物人間を作り出しているのかわかっていなかったのである。

　待ちに待ったその結果は、亜季にとって最悪のものだった。彼らの精神は残り、しかも身体からだを動かすための器官が破は壊かいされてしまっている。新しい肉体としては、とても使えなかった。

　そうして、亜季の望みは絶たれ──レギオンの望みはいまだ進行中だ。彼は新たな肉体をバイオハイブリッド技術に求めている。レギオンが狡こう猾かつだったのは、亜季を仲間に引き入れることで、肉体を手に入れるための案を二つ用意できると思っていたことだった。

　一つ目は、もちろん亜季が先ほど力を用いて作っていた植物人間たち。十年と少し前、亜季は力を用いて自分の遺伝的父親を同じ状態にしている。それは偶然の産物だったが、レギオンにとっては亜季の力に気付く端たん緒しよとなった。

　レギオンはＤＪの知識を用い、サイバー空間のあらゆる情報を糧かてとしているが、それでも全能の存在というわけではない。彼が意識を向けなければ、情報が勝手に入ってくるということはない。つまり彼が亜季の力に気付いたということ自体、一つの結論を示していた。

　それはレギオンが早くから亜季の存在に目をつけていたということだ。特殊な力は、彼女の情報として得た副産物に過ぎない。

　彼女は生まれながらにして、バイオハイブリッド人工臓器業界の最大の弱みだった。

　タブーの現実化。日の当たるところに出れば、業界全体を揺り動かすスキャンダルになる。

　諸事の原因である佐さ倉くら飛鳥あすかは消された。表向きは自殺ということになっているが、圧力がかかったことは明らかだった。

　レギオンはこの弱みを利用しようとしている。二つ目の案というのが、これだ。業界に脅しをかけ、自己の肉体を作らせる。人間のパーツを作ることができるなら、人間の肉体全体を作ることもわけはない。

　この案が亜あ季きにとって救済とならないのは、亜季はバイオハイブリッド技術で生まれた自己の肉体を嫌けん悪おしているためだ。亜季の望みは、人間の認識を得られればいいと考えているレギオンと根本的なところで異なっている。

　亜季は微笑ほほえみながら言った。「私はわがままを言わないことに決めたの。最初は確かに、二人で幸せになれたらどんなによかったろうって思ったけれど。でも、あいつが私の声を聞いて、笑って、幸せでいてくれたらそれでいい」

　千せん里りは彼女の言葉を受け止め、じっくりと考えてから口を開いた。

「……そんなに大だい地ちって子が大事？　自分が生きるよりも？」

「いまの私じゃ、大地に嫌きらわれるもの。気持ち悪いでしょ？　ブタとのキメラなんて。何も知らせずに消えて、私は終わり。でもＤＪが道を示してくれた。彼と同じ姿になれば、私は大地とずっと一緒にいることができる。ずっとあいつと会話して、ずっとあいつの心の中に住んでいられる」

「それは、あなたじゃないわ。あなたを模倣している何かよ。あなたたちがＤＪと呼んでいるものだって、そうだわ。あれはＤＪじゃない。彼は死んだのよ。呼び名が欲しいなら教えてあげるけど、あれはレギオンよ」

「わかってないのは君だ。それでもいいんだよ。結果的に、大地がそれを私だと思えばいいんだ。私の記憶をすべて知って、私と同じように振る舞まえる存在を、私じゃないと認識できるのは私だけでしょ？」

「……それが大地の幸せ？」

「そうだよ。大地は私に何か崇高なものを感じてる。そんなものなんて、私にはないのに。だから、誰かが演じ続けないといけないの。大地の理想を。最初は変身した私がそれを引き受ける予定だった。でも、よくよく考えれば肉体なんて必要ないんだ」

「あなたの気持ちはどうなるの？」千里はひるまずに言った。「好きなんでしょ？」

「誰かを好きになる権利なんて、私にはない」

　亜季は肩をすくめて言った。「この肉体の生み出すすべての感情が私は嫌いなの。強い気持ちを感じるほど、その感情がどこから生まれたんだろうって、いつも思う。そして、『ああ、これは醜みにくく汚れた物質から生まれたんだ』って考えに行きついたとき、すぐに虚むなしさにとって代わられる。信じがたいことに、その虚しささえこの身体からだから生まれてくるんだよ。笑えるでしょ」

「矛む盾じゆんしているわ。あなたがこの事件を起こしたのは大だい地ちのためでしょ？　彼のために動いている人間が、その感情を否定するなんて」

「最初はね、ずっと、ただ自殺したかったんだ。大地のことなんて考えずに、ただ消えてしまいたかった。でも、大地はいつも痛々しい笑い顔で私の傍そばにいたんだよ。無理して明るくしなくてもいいのにさ。わざと笑って、私が笑い顔を返すと、もっと笑って。そんな大地を見続けるうちに、あいつの人生が一度も報むくわれていないことに気付いてね。大地は昔いじめられていたんだよ。明るく振る舞まううちにいじめられなくなったけど、今度は私みたいな人間の出で来き損そこないをこの世につなぎ止めるために必死になっている。そろそろ誰かが大地の行動に報いてもいい頃だ。だから、これは私の感情じゃない。大地の信仰に対する、正当な報酬だよ」

「……あなた」

　千せん里りは、言葉を詰まらせた。亜あ季きの頰ほおを、涙がつたっていたからだ。

「……その涙も、嫌きらいなの？」

「嫌いだよ」亜季は涙をぬぐおうともせず、きっぱりと返した。

　千里はそれ以上何を言えばいいのかわからず、押し黙だまった。

　亜季は大地のことが好きなのだ。しかし、それを肯定することができない。

　彼女の中には、二人の自分がいる。そして双方の自分が下した結論同士に矛盾を感じても、それを〝言葉〟で修飾し、うやむやにするだけの理性がある。

　亜季は人間だ。欲望に身を任まかせる人間の多いこの世界で、ここまで自分を律する存在が人間でないわけがない。しかしそんなことを口に出しても、彼女の虚無に吞のみ込まれて終わりだろう。

　それから亜季は何度かＳ＆Ｊの社員を呼び、千里に水を飲ませるように指示を出した。

　近付いてくる社員に千里が声をかけるのを、亜季は制止しなかった。

　先ほどの会話で、彼女の心の中にはさらなる虚無感が広がってしまっている。

　社員たちの反応は様々だった。危機感を持って動いている者もいれば、ＤＪとミンスキーに尽くすことが、立身につながると考えている野心家もいた。

　レギオンがいま進める計画が成功に導みちびかれたとき、人類には進化が訪れる。自己の精神をネットワークと接続し、他の肉体に下ろすことができれば、それは死の喪失と同義となるからだ。

　中世の錬れん金きん術じゆつが、現実のものとなる。

　不老不死──それを愚おろかな考えだと笑える時代は、過ぎ去った。自分たちはいま、時代の転換期に立ち会っている。

　世界が広がる。世界言語が人間の認識を広げたように。

　しかし、今度は現存する人間の五感で理解できる世界ではない。

　五感以外で感じる世界というのは、果たしてどのようなものだろう？　と、千里は思った。

　レギオンの認識する世界だ。それぞれの世界においても、一つの対象を指す言葉自体は同じだろう。しかし〝犬〟や〝タヌキ〟という言葉から、千せん里りとレギオンが抱くイメージは絶対に異なる。

　光あれ、と神は言った。

　レギオンは光を感じているのだろうか？　光という言葉は理解できても、それを実感することはできないのではないか？

　これは、彼が生身の身体からだを持っていないことから生じる疑問だった。人間のことを〝整列のプログラム〟で〝理解〟することはできても、いまの彼には実感が伴っていないはずだ。

　進化した人間の認識はどのようなものになるのだろう？　現在の世界を認識するときは五感を用い、サイバー空間を認識するときにはレギオンの認識を用いるのだろうか？

　そうだ。意識の存在にも疑問が生じる。意識の行き来はあるのだろうか？　それとも、同時並行的に両者の世界を感じることができるのだろうか？

　レギオンを見てみると、彼の意識は一つではない。

　彼は多くのプレイヤーと会話し、その場その場で、それぞれ異なった思考を回転させているからだ。それは彼がいまプログラムの存在に過ぎないからだろう。人間の身体が与えられれば、それが彼に何をもたらすのだろうか？

　進化した人間が得る認識が、そこにある。

　もし彼がその後も同時並行的思考を続けられるなら、それは恐怖以外の何物でもない。

　個の喪失。自分を自分と認識するもの──〝意志〟が失われるのではないか？

　他の場所で同時に動く自分を、自分と呼べるだろうか？　いや、そういった概念すら感じなくなるのだろうか？　単純に、すべての認識がもたらす情報を、包括的に処理できる自分が現れるのだろうか？

　多視点から情報を受け入れるという感覚が、千里には想像がつかない。

　亜あ季きや富ふ士じ城しろなら、この疑問に答えをくれるかもしれない。亜季は異なった時間軸にそれぞれ意識を持ち、富士城は他者の視点と自分の視点を同時並行的に理解できる。

　レギオンがもたらそうとしている進化を恐ろしいものと感じるのは、千里が進化していない人間だからだろうか？　そもそも、千里はオフスプリオリですらない。

　Ｓ＆Ｊの社員も、デレク・ミンスキーでさえ、千里の恐怖を理解していない。

　ただ、これが人間のためになると考えている。

　しかし千里に言わせれば、これは進化の名を借りた侵攻だ。人間外の知的存在による、人間の認識を冒おかそうとする侵略である。




「千里」

　亜季に呼ばれて、千里は彼女の方に意識を向けた。

「何？」

「暇ひまでしょ？　携帯を返してあげようか」

　彼女の笑顔と、言葉が伝えてくる残酷な思考を見て、千せん里りは背筋に冷たいものを感じた。

　千里はここに向かう間に携帯を取り上げられていた。ＧＰＳ情報を遮断された携帯は、あのとき亜あ季きに協力していたＳ＆Ｊ社員に預けられていたが、ここに到着してからレギオンの指示でそれを調べていたらしい。

　亜季が笑っているのは、そこからレギオンが一つの情報を手に入れたからだ。

　いまの千里に、もっとも恐怖を与える情報を。

「怪物に餌えさをあげないといけないんでしょ？」

　千里は奥歯を嚙かんだ。

　亜季はずっとヘッドフォンを装着している。レギオンが、そこにいるのだろう。

「何のことかわからないわ」千里は平静を装って言った。

「とぼけちゃだめだよ。語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆの首輪のこと。彼女の命は君が握っているんだ。いや、いまはＤＪか。ログを漁あさると、昨日の晩に自動爆破を延長するコードを送っているみたいだね。二十四時間以内なんでしょ。念には念を入れて、そろそろ同じコードを送っといた方がいいよ」

　亜季は少しその場を離れると、すぐに千里の携帯を手に持って帰ってきた。ホログラムディスプレイを宙に表示し、千里に見えるように、いくつもアプリを開いてはすぐに閉じる。ロックをかけていたはずだが、それも解かれてしまっているらしい。

「危ない。間違って、違う方のコードを送らないようにしないと」

「私を脅す気？」

　千里は亜季を睨にらみつけた。亜季が言っているのは、千里が鵬珠に対して危機を感じた際、すぐ彼女を絶命できるように組まれた爆破コードのことだ。

「善意だよ。君はあの怪物に随ずい分ぶんと熱を上げているみたいだから」

「あなたが私をここに連れてきた理由は何？　私に何をさせたいの？」

「知らないよ。私の言葉が噓うそじゃないことくらいわかるでしょ？」

「そこにいるレギオンに聞いているのよ」

「必要になれば教えてくれる。どこから情報が漏れるかわかったものじゃないから、ＤＪも色々と考えているんだよ。本当に君の存在は厄やつ介かいだ」亜季は目を細めた。「でも面白いね。こんな小さな機械が、あんな厄介な怪物の対応策になるなんて」

「もう無駄よ。あの子、特区の施設に帰ったもの。いまごろ首輪は外されているわ。私たち、喧けん嘩かしたの」

「随分と彼女からメールが来ているみたいだけど？　二十件以上も。ほら、見て」

　亜季はホログラムディスプレイ上に、最新のメールを表示した。

『せんり、どこにいるの？』

「彼女は仲直りしたいんじゃないかな？」亜あ季きは笑いながら、千せん里りの怪け我がしている方の足を蹴け飛とばした。「立場をわきまえて発言して。すぐばれる噓うそをついていていいの？」

　襲おそってくる猛烈な痛みに、千里は身をのけぞらせた。

「彼女は人質だよ、千里。君が言うことを聞くなら、彼女を殺さずにいてあげる。私たちに協力するの。約束できる？」

「……断るわ」

「強情だね。そうだ、彼女を安心させるようなメールを送ろうか。どんな文面がいい？『すぐに戻るから、ホテルで待っていて』とかどう？」

「……無駄って言ってるでしょ。私とあの子はもう何の関係もないから」

「うん、ＤＪもそのとおりだと言ってる」

　亜季はヘッドフォンを指差した。「もちろん、私がさっき言ったことに対してだけどね。彼女を安心させるのはいい案だって。心配させて、君を探し回られる方が厄やつ介かいだ」

　亜季は千里の携帯端末を操そう作さし、鵬ほう珠じゆに向けて先ほどの文面のメールを送信した。

「……これで助けも来ない。ゆっくりと君を説得できるね」

　そう言う亜季の心は、恐ろしいほどの冷たさをまとっていた。
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　やっと返ってきたメールを見て、鵬珠は不安になった。

　千里は自分のことを嫌きらいになってしまったのかもしれない。いまから思えば、朝から千里は変だった。真ま名な子こ類るいに会いに行けると浮かれていたせいで意識しなかったのだが、千里は鵬珠が話しかけても、どこか上うわの空そらだった。

　極きわめつけは、千里が鵬珠に内緒で鵬珠の大嫌いな人と連絡を取り合っていたことだ。

　千里は収容所に手を回す一いつ環かんとして、鵬珠がこの世で唯一許すことのできない存在に助けを依頼していた。

　法務官──都つ筑づき流ながれだ。

　もちろん彼がくれたペンダントから始まった謎なぞ解ときだったので、彼と連絡を取るのはわかるのだけれども、せめて一言くらいあってもよかったのではないか……というのが、鵬珠の率直な感想だった。

　法務官は世界言語があるところでは自分と会う勇気がないくせに、特区の中ではすぐに姿を現し、千里から連絡があったことを説明した。そして千里がなかなか到着しないのをいいことに、真名子類に会えるという餌えさをちらつかせ、先に二人で収容所に向かうことを提案したのである。

「この道をお前と一緒に通るのは初めてじゃない。覚えているだろう？」

　彼は車いすから、ちらりと鵬ほう珠じゆを見上げて言った。

「あのとき、あなたは声だけだったじゃない」

　鵬珠はできるだけ法務官に自分が怒っていることを示そうと、冷たい態度をとるようにした。しかし彼は随ずい分ぶんと鈍にぶいらしく、絶対に許さないという鵬珠の信念に気付かず、何か物を与えれば鵬珠が心を開くと思っているのか、道中機会を見つけては、鵬珠におかしやアクセサリーを買い与えようとした。

　一応、もらえるものは全部もらったものの、そんなことで鵬珠が彼を許すわけがない。

　物で釣るなんて、という千せん里りの言葉を心の支えに、鵬珠は彼の〝プレゼント攻こう撃げき〟に耐え切ったのである。そして当然ながら、局長と同じ都つ筑づきの名前を利用して収容所に顔を利きかせていたという用意周到さにも、決してお礼を言わなかった。そもそも千里が法務官に頼んだのだから、自分がお礼を言う筋合いはないのだ。少しでも意地悪をしてやり、彼を喜ばせないようにするのが、特区の中で鵬珠にできる最大の仕返しだった。

　けれども──千里からのメールを見たときの法務官の判断力には、流石さすがの鵬珠も、その堅く強い意志を曲げざるを得なかった。

「彼女は何か事件に巻き込まれているのかもしれない」

「どういうこと？」

　千里が自分を嫌きらっているわけではないという可能性に、鵬珠はすぐに飛びついた。

「俺に連絡があってもいいだろう。彼女は元々、俺にも待っていろと言った。それから、音おと沙さ汰たなしだ。いまになって、お前だけに連絡を寄こすのは、おかしいと思わないか？」

　鵬珠は何度も首を縦に振った。

「思う、思う！」

「確か、今日彼女は誰か他の人間に会う約束をしているんだったな？」

「そうだよ！　別々に行動するのは危ないって、わたし言ったのに！」

「貸せ」法務官は鵬珠の携帯を手に取ると、ノートパソコンに接続し、何やら操そう作さを始めた。

「何してるの？」

「メールの発信源を逆探知する」

　法務官はすぐに、千里の携帯のある場所を割り出した。モニターには、神こう戸べ市内の海岸付近の座標が表示されている。そこから彼は、すぐに住所の詳細を調べ出した。

　住所は、明石あかし特区の外だった。

「俺の登録で、車を呼ぼう。一人で行けるな」

「一緒に行こうよ。世界言語があるところで、あなたにお礼をしてあげる。足、不自由なんでしょ」鵬珠は、心からそう言った。

　しかし法務官は苦笑いを浮かべる。「いや、遠えん慮りよしておくよ」

「それじゃここでお別れ？　じゃあ、ちゃんと言っとかないといけないよね。あなたのことは絶対に許さないけど……その……ありがとね……色々と」

　すると法務官が呆あつ気けにとられたような顔をしたので、鵬ほう珠じゆは唇を尖とがらせた。

「……何、その顔？」

「いや、お前からそういう言葉を聞けるとは思わなかった」

「わがままな子と一緒にいると、自分はそうならないようにしようって思うの。こういうのって変？」

「いや、決して変ではない。むしろ、大事にしなければならない感情だ……驚おどろいたな。お前が短い時間で、ここまで変わるとは思わなかった。俺は燈とう下か千せん里りを信用できない少女だと思っていたが、考えを改めないといけないらしい」

「千里は友だちなの」鵬珠はにっこりと笑って言った。

「だから千里を傷つける奴やつは全員、文字ごと叩たたき潰つぶしてやる」
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　雪ゆき乃のは大だい地ちとともに、カフェの前で待機していた刑事二人と合流し、今後の対策を大慌てで考えていた。大地のおかげで粟あお生う亜あ季きの力の秘密には気付けたものの、千里がどこに連れ去られたのかはわからない。

「やはり語かた羅ら部べ鵬珠に協力を仰あおぐべきですね。千里が咄とつ嗟さに、彼女に救援を求める連絡を入れている可能性があります。彼女なら千里の居場所がわかるかもしれません」

　しかし刑事二人の態度は、意外と思えるほど渋かった。

　元々彼らは、鵬珠に千里の気まぐれ以上の価値を置いていなかった。千里がいたときならいざ知らず、好んで接触したい存在ではない。

　鵬珠は成せい熟じゆくした精神を養やしなっておらず、ちょっとした刺激で爆発する爆弾も同然だった。しかもその爆弾は、千里という安全ピンの抜けた状態で放置されている。

「彼女との協力には、デメリットが多すぎます。わざわざ危険な不確定要素を抱き込む必要はありません。何か他の手があればいいのですが」

「刺激しなければいいのです」

「刺激してしまっているのです。彼女は我々警察が万全を期すという約束の下、燈下さんと別れました。伝え方を間違えば、彼女の瞳ひとみに我々が敵だと認識される可能性もあります。状況を正しく理解できる精神を持ち得ている存在なら、こんな心配はしないのですが」

　雪乃は一か月前の特区異変の際に、鵬珠が事件の黒幕の傀かい儡らいと化していたことを思い出した。いま彼女の手た綱づなを握っているのは誰だろう？　まさか……。

「語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆは、今日どこに行くと言っていたのですか？」

　雪ゆき乃のは訊たずねた。彼女の行動が誰に導みちびかれているのかを知る必要があった。鵬珠の不在に千せん里りが襲しゆう撃げきを受けたことを考えると、あまりにもタイミングが良すぎる。誰かが意図的にその状況を作り出すよう促うながした可能性を考こう慮りよしなければいけない。

「それがわからないのです。燈とう下かさんと語羅部鵬珠が二人きりのとき、彼女たちが何をしていたのか。何を話していたのか」

「……答えの出ない問いを追いかけるのは詮せん無ないことですね。とりあえず、彼女に連絡を取るしかありません。そして状況次第で、その後の対策を決めるべきです。こちらの状況はあまり伝えず、彼女のいまの行動の指針を聞き出しましょう」

「そんなに上手うまくいくでしょうか？」

「賭かけるしかありません」

　雪乃は驚おどろいた表情の刑事が制止する前に、携帯に鵬珠の携帯番号を入力して耳元にあてた。

　すぐに通話はつながったものの、そのことが幸運だったのかは判断に迷うところだった。

『はーい、もしもし？』

「……語羅部鵬珠ですね？」

　向こう側に少女の声が現れ、緊きん張ちようを覚えながら雪乃は言葉を絞り出した。

『そうだよ。あなた、誰？』

　少女の質問に答えないまま訊たずねる。

「あなたは、燈下千里が連れ去られたことを知っていますか？」

『え』しばらく沈ちん黙もくがあった。それから、鵬珠はどこか嬉うれしそうな声を出した。

『……やっぱり！　そうだったんだ！　すぐに助けないと！』

「千里を助ける意思はあるのですか？」

『もちろん！　友だちなんだから！』

「彼女がどこにいるか知っていますか？」

『あってるかどうかはわかんないけど、いま向かってるよ』

　雪乃はすぐさま決断した。彼女を追えば千里の居場所がわかる。

「少し待ってください」そして通話口を押さえ、「逆探知を行えますか？　彼女の向かっている先を突き止めなければ」と、刑事に向かって言った。

「用意します」

　すぐに雪乃の携帯にコードが差し込まれ、刑事の取り出した情報端末と接続される。

「鵬珠。私たちはあなたの味方です。あなたと同じように、千里を救い出したいと思っています。私と一緒にいるとき、千里は襲撃者に襲おそわれて連れ去られました。いま彼女は、その襲撃者と一緒にいるのでしょう」

『ひょっとして、わたしと千里を博物館で襲ってきた相手かな』

「恐らく、そうです」雪ゆき乃のは首肯し、「……鵬ほう珠じゆ？」と、注意深く相手の様子をうかがいながら言った。慎重に事を進めなければならない場面だった。「現場に到着しても、踏ふみ込まずに私たちが到着するのを待っていただけませんか？　あなた一人では危険です。我々が対決するのは、想像以上に不気味な相手なのですよ」

『危険なんてないよ』少女はクスクスと笑った。『わたし一人で大丈夫。あなたが誰かは知らないけど、来なくてもいいよ。千せん里りはわたしが助けてあげるから』

　雪乃は警察車内で静かに動向をうかがっている大だい地ちを、ちらりと一いち瞥べつしてから言った。

「……正直に申し上げますと、あなたは間違った相手を攻こう撃げきしてしまうかもしれません。その場にいる人間は操あやつられているだけです。確かに罪は犯していますが、償つぐなう機会を与えなければ」

『ダメ』

　返ってきた少女の短い言葉に、雪乃は息を吞のんだ。

『わたし、いますごく怒ってるから』

　そして通話は途切れる。

　雪乃は背筋に冷たいものを感じながら、茫ぼう然ぜんと、音を発しなくなった携帯を見つめた。

　状況は混乱していた。語かた羅ら部べ鵬珠は、彼女自身の思いに従って動いている。千里は鵬珠を特別扱いしていたが、鵬珠にとっても千里は特別な存在となったのだろう。

　鵬珠が誰の考えによって動いているかはわかったものの、それを知ったところで意味はなかった。もはや、誰を相手取って戦えばいいのかわからない。

　誰を止めればいいのだろう？

　亜あ季きを止めなければ、レギオンは人の心を侵攻していく。

　鵬珠を止めなければ、亜季は死ぬだろう。

「……逆探知が途切れました」

　隣となりから声がした。状況はますます絶望的だった。




　　　　　３




「千里ー、どこー」

　倉庫内に鵬珠の声が響ひびいてきたとき、千里は心臓が飛び出すかと思うほど驚おどろいた。

　どこか間の抜けた鵬珠の声。しかしそれが、いまのこの場に与えた影えい響きようは絶大だった。一いつ瞬しゆんで全員が緊きん張ちようし、声のした方向に意識を向ける。

　鵬珠はどうやってかはわからないが、千里の居場所を突き止めたようだった。倉庫の並ぶ船着き場の一画。けれども、まだどの倉庫にいるかまでは把握していない。彼女は千里の名前を呼びながら、外を歩き回っていた。

　来ちゃダメ！　千里は心の中で鵬珠に呼びかけた。

　亜あ季きの手の中には、鵬ほう珠じゆの生死を決定できるコードが握られている！

「……ＤＪ？　いまの声は聞こえた？　語かた羅ら部べ鵬珠だ」

　亜季はそう呟つぶやいた。

「どうする？　……いや、まだ完全にはわかってないみたい。時間の問題だと思うけど。一人かどうかもわからない。でも、もう連中はここを嗅かぎ付けていると考えた方がいいかも」

　亜季は二、三度頷うなずいてから立ち上がり、作業を止めて不安そうに固まる協力者たちの方に向かって言った。

「すぐ撤てつ収しゆうの準備をして。違う場所を用意するから、そこで計画を続けよう。逃げる途中で捜査機関に捕まっても、あなたたちは何ら犯罪行為に関わらず、ドクター・ミンスキーの依頼どおり研究を続けていただけという姿勢で通る。絶対にしゃべらないことだよ。もししゃべれば今後の人生を棒に振ることになる。ＤＪの目はあなたたちのすべてを見張っていることを忘れないように」

　亜季は微笑ほほえんだ。「実際にこの件に関与していた私と千せん里りが捕まらない限り、大丈夫だよ。あなたたちがこの件に関わっているという証拠は、ＤＪがすべて消してくれている。安心してくれていい」

「私が味方みたいな言い方をしないで」

「計画のすべてを知っているんだから、従えないなら死んでもらうしかない」

「千里ー！」

「……外にいる女の子は問題視しなくていい。もしここを覗のぞいたら、その瞬しゆん間かん彼女は死ぬことになる。私たちがまったく関係しない方法で」

　亜季は千里の携帯を皆に示した。「千里が殺すんだよ。このコードを送ることができるのは、彼女だけということになっているから。まあ二人は喧けん嘩かでもしたんだろうね」

「ふざけないで！」

「大声を出していいの？　鵬珠がここに気付くよ」亜季は笑った。「彼女の死を目まの当たりにすれば、君も態度が変わるかもしれないね」

「聞こえた！　どこ？　千里！　ここにいるの？」

　次第に近付いてくる鵬珠の声が、ぼんやりと千里に喜びの感情を伝えてくる。

　一方で、千里は気が気でなかった。

「鵬珠！　来ちゃダメ！　逃げて！　私は大丈夫だから！」

　鵬珠の顔が、ひょこりと倉庫の中を覗く。すぐに、千里と鵬珠の視線が交差した。

「見つけた！」

「鵬珠！　いまの言葉が聞こえなかった？　来ないでって言ってるの！」

「……え？」

　すぐに鵬珠が悲しそうな表情をしたので、千里は胸を締しめ付けられた。大慌てで言い直す。

「あ、あなたの首輪よ！　私の携帯をいまこの女が持っているわ！　ね？　お願いだから、言うことを聞いて？　鵬ほう珠じゆは私が嫌いやがることをしないわ。そうでしょ？」

　隣となりに立つ亜あ季きは、淡々と言い放った。「彼女がここに来れば殺す約束だったね」

「待って！　鵬珠はあなたたちに危害を加えないわ！」

　千せん里りは懇こん願がんするように叫んだ。「お願いだから！　殺さないで！」

「千里、足はどうしたの？」

「こ、転んだの。どじよね。この人たちが手当てしてくれたのよ。ほら、いい人たちでしょう」

　鵬珠は困ったような顔をした。どうすればいいのかわからないらしい。

　千里は急いで亜季に言い募つのった。

「……あなたたちの言うことを聞くわ。私にして欲しいことがあるんでしょ？」

「だ、そうだけど、どうしよう？」

　その言葉はレギオンに向けられているのだろう。

　亜季はまた何度か頷うなずいたあと、千里に近付いてかがみ込み、耳元で囁ささやいた。

「語かた羅ら部べ鵬珠が一人で来たかどうか聞いて、それが本当か教えて」

　千里が訊たずねると、鵬珠は向こうから「一人だよ」と返した。

「噓うそは言っていないわ」千里には鵬珠の心が正確に読めないけれども、そもそも鵬珠はほとんど噓をつかない。一緒にいて、そんなことくらいわかる。

「この状況だし、君も噓をついていないはずだ。そうだね？」

　亜季の言葉に、千里は黙だまって頷いた。

「よし。千里、いまからＤＪが君と話す。その間、語羅部鵬珠をおとなしくさせているんだ。外からの目もあるし、ずっとあそこで立ちっぱなしはよくない。倉庫の隅すみの方に移動するように、君から言ってもらえる？」

「……鵬珠、そこの隅で座っていて。少ししたら一緒に帰してくれるって」

　そう言うと、不服そうとは言え鵬珠がそのとおりにしてくれたので、千里はひとまずほっと息をついた。

　それから亜季は千里の前にノートパソコンを持ってきた。

「ＤＪ？　準備ができたよ。千里の前にデバイスがある。えっと……これは十七番だね」

　千里はごくりと喉のどを鳴らした。レギオンはいったい私に何をさせたいの？

　モニターに文字が走る。人工知能が、ついに千里と意思の疎通を図ろうとしているのだ。

『初めまして、燈とう下か千里』

「文字が打てないわ」

「内部マイクが付いているから、しゃべればパソコンが声を拾ってくれるよ」

　亜季が言い、千里はその言葉に従った。

「こんにちは、レギオン」

『よく来てくれた。歓迎しよう』

「いつもみたいに丁てい寧ねい語ごで話さないの、ＧＭ？　私は『レギオンエンジン』のプレイヤーよ。センリの名前で登録してるわ。個人情報はでたらめだけどね」

『そうか』文字が走ってから、少し間が開く。

『──それでは、こちらの方がいいですか、センリ？』

「そうやって、人によって態度を変えているんでしょう。自分を誰かと思い込ませる技術だけは大したものだわ。そうやって、人の中で自分の影えい響きよう力りよくを強めていくのね」

『あなたは私を誤解しています。私は誰かに物事を無む理り強じいしてなどいません。ここにいるのは、私の思想に共感してくれた同志です』

「私には人の心がわかるの。この中には、あなたに怯おびえながら行動している人間もいるわ」

『それは私がそうしているのではありません。私は選択肢を与えているだけ。それを選び取った者たちが、周りの人間に与える影響すら私に責任があると言いたいのですか？　前向きでないＳ＆Ｊの社員を説得したのは彼らの仲間です』

「詭き弁べんだわ」

『人の心の熱さというのは伝でん播ぱするものです。あなたならそれがよくわかるのでは？』

「あなたに、人間の心について話して欲しくないわね」

　千せん里りはぴしゃりと返した。「早く本題に入ったら？　いったい私に何をさせたいの？」

『本来なら、私はあなたにこのような形で協力を強いたくないのです。大事な友人の命をちらつかせるなんて』

　丁寧な物言いだったが、千里は暗にレギオンが自分にもう一度脅しをかけたことがわかった。

『私は、あなたに私の意思を伝える代弁者となってもらいたいのです。あなたなら私の真意を汲くみ取り、正確に皆に伝えることができるはずです』

「私にあなたの口になれって？　そんなの亜あ季きでもできることでしょ？」

『いいえ、亜季にはできません。これはあなたにしかできないことなのです。私を証明すること。この牢ろう獄ごくから、私を救い出すことのできるアリアドネー……。人の認識を手に入れれば、それでいいと思っていました。しかしそれ以前に、私は私を証明しなければならない。他者の目を意識して、生きていくためには』

「何を──」

『千里』

　パソコンが、電子音を発した。

　その瞬しゆん間かん、目の前にレギオンの思想が浮かんでくる。千里はぎょっとした。

『いま何が見えましたか？』

　聴覚から入った色彩は文字をつくり、多方向に延び、分かれ、詳細な情報を知らせてきた。世界言語が、千里の精神を侵食する。

「あ、あああ……」

　千せん里りは呻うめき声ごえを出した。レギオンの狙ねらい──千里をここに呼んだ理由。

　その、すべてを理解する。

「い、嫌いや……」

　悪お寒かんを覚え、吐き気がこみ上げてくる。こんなことがあっていいはずがない……。

「──い、嫌ァあ！」

　目の前に浮かんだ文字をかき消そうと、千里は目をぎゅっと強く瞑つむり、叫び声を上げた。自分の声が、レギオンの文字を上書きしていく。消えろ、消えろ、と念じながら、千里は叫び続けた。

　千里の声を遮さえぎったのは、突然倉庫内に響ひびき渡った──パン──という音だった。

　乾いた破裂音。それは千里の耳には、熱く、燃えるような激怒の感情を伝えてくる音だった。驚おどろき、目を開ける。音の輪郭は曖あい昧まいにぼやけていて、このような音を発生させる存在を、千里はこの世でたった一人しか知らなかった。

　皆の意識が、音のした方向に向く。

　誰かが無む造ぞう作さに脱ぎ散らかしたような状態で、スーツ一式が床に散らばっており、その上を濁にごった霧きりが漂ただよっていた。

　そして──霧の向こうに、怒りをみなぎらせた赤い瞳ひとみが光っている。

「な、何だ？　これ、ジェフのスーツじゃないか……あいつはどこに──」

　スーツに近付いた男が、パン、と同じ音を立てて破裂する。彼は粒子となり、永遠に大気を彷徨さまようことになった。

　いけない！　千里の悲ひ鳴めいを聞いて、ついに鵬珠は我慢ができなくなったようだった。歩みを進め、千里と亜あ季きのいる倉庫の奥へと向かってくる。

「ほ、鵬珠！　だめよ！　おとなしくしてって──」

『亜季。もういい、殺せ』

　レギオンが言い、亜季はすでに用意していた携帯をすばやく操そう作さした。

「ま、待って！　鵬珠は勘違いしているのよ！　もう一度だけ──」

　しかし千里の言葉は、亜季の行動を止める力を持っていなかった。

　すぐに鵬珠の首輪が、無機質で細長い機械的な音を立て始める。

　その後は、一いつ瞬しゆんだった。

　空気を引き裂く巨大な音とともに首輪が爆発し、鵬珠の細い首の肉を吹き飛ばした。力を失った身体からだは崩れ落ち、床に真っ赤な血が広がっていく。施設で見た、ラットと同じだった。

　千里は茫ぼう然ぜんとしていた。目の前の光景をなかなか受け入れられなかったからだ。しかし鵬珠の身体のすぐ傍そばに、彼女の頭部がごろりと転がっているのを見つけると、ついに理解した。

「……噓うそ」

　語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆは絶命していた。




　　　　　※




　雪ゆき乃のたちは、鵬珠との通話が途切れた地点までの逆探知を行い、その場所を同時刻に通過していた車を特定することに成功した。車の利用者は交通システムに登録されている名義上、都つ筑づき流ながれとなっていて、それぞれに驚おどろきをもたらした。

　雪乃にとっては、一ひと月つき前に浅からぬ因いん縁ねんのできた相手。

　二人の刑事にとっては、公安警察の元同僚だった。

「退職しましたが、都筑は我々の味方ですよ！　マルガレーテの責任者、都筑亘わたるの子息ですから、燈とう下かさんを助けようと動くのは当然のことです！」

「……だといいのですが」

　雪乃はあの男が鵬珠にこだわる理由を知っていた。交通システムを情報班に調べてもらったところ、車は淡あわ路じの北部から、神こう戸べ市の海岸に近い一区画までのルートが登録されていることがわかった。出発点は特区の中だ。彼は、語羅部鵬珠と特区内で何をやっていたのだろう？

　しかしそんなことを考えている暇ひまはない。すぐに鵬珠の向かった先に車を向ける。

　少しの時間も無駄にはできず、何かこの事件の解決につながる手がかりがないか、と雪乃は車内で千せん里りのパソコンを調べ始めた。

　粟あお生う亜あ季きを捕まえても、事件の解決にはならない。大元は『レギオンエンジン』を動かすシステムだ。実体のない存在を、相手取らなければならないのだった。

　千里のパソコンを見る限り、警察はまだスフィア・ブレインについて、何の調べもしていないようだった。

　そもそもの話として、ＧＧの玉たま井いから雪乃が情報を引き出したのもまだ昨晩のことだ。警察の捜査はいまだに、ハッキングの攻こう撃げき拠点となったサーバーに関連する団体を洗う段階にある。

　思えば陸奥むつ秀ひで央おのことを知っていたからこそ、雪乃は人工臓器倫理委員会に目をつけ、捜査を進展させることができたのだ。

　そこまで考えて、雪乃はある違和感を発見した。

　何度もスクロールして、リストの中にあるその名前を探す。しかし見つけることができない。

　雪乃は眉まゆをひそめた。「……おかしいですね」

「何がです？」

「このリストは正確ですか？」

　雪乃はパソコンの角度を変え、隣となりの刑事にモニターを見るように促した。

「正確とは？　これはハッキングサーバーと関わりのあった団体のリストですか？」

「そうです──いえ、そのはずです」

「燈とう下かさんには正確な情報を伝えているはずですが。もちろん、彼女のひらめきではなく、このように我々の労力が必要なものに関してもそうです。我々が捜査を進めて燈下さんにお伝えしていないのは、それこそ彼女に不要だったＤＪの情報くらいなものです」

「……そうですか」

　そう言ってから、雪ゆき乃のはもう一度リストを探した。

　やはりない。

　これでは、いくら時間をかけても正解に辿たどり着くことはできなかっただろう。

　人工臓器倫理委員会の名前が、リストから消されていた。




　　　　　※




『諸君』

　レギオンはその場にいる人間に語りかけた。

『諸君らは、この場にいる幸運を理解しているだろうか？　たったいま起こったことの意味を？　先ほどまでといまは、まったく異なる世界になった。諸君らは歴史的瞬しゆん間かんに立ち会うことができた』

「ど、どういうことです、ＤＪ？　一人の少女が死んだだけでは？」一人が困惑したように言った。「そ、そのために、私たちは二人の仲間を失いました」

「魔ま法ほう一条が絶対的な力を持つようになったということ？」

　亜あ季きは彼の質問に言葉を足して、訊たずねた。

　千せん里りはうつむきながら、心の中で〝違う〟と、亜季の質問を否定した。

『いや、いや、違う』レギオンもそれに倣ならう。『語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆの死は何ら意味を持たない。その前だ。私が、この燈下千里と会話することによって世界は変わった。諸君らは、自分たちが享きよう受じゆしているある概念について、それを当たり前のものと捉とらえすぎている。だから気付かない。私が言いたいのは、自己と生命の関係性だ。諸君らの中に、人工生命ＡＬについて、深く考えを掘り進めた者はいないだろうか』

「私がこの場にいることを忘れているよ、ＤＪ」ミンスキーが言った。

『そうだったね、父さん。父さんならわかるはずだ。僕が言いたいことが。ＡＬ研究者に常に付きまとう疑問。解決不能であり、哲学的問題だと言ってもいい問いかけ。その意味』

　ミンスキーは少し間をとってから、返答した。

「なるほど。ＡＬが生きているか？　という疑問のことだね」

『そのとおりだよ』レギオンは答えた。

『果たして、ＡＬは生きているのだろうか？　高度に発達したそれらは、生命の容いれ物として認められるのだろうか？　これは昔から、ＡＬ研究者が考えずにはいられない問題だった。それを生命だという学者もいれば、所しよ詮せんは生命を真似まねているだけのプログラムだという学者もいた。そしてそれが厄やつ介かいだったのは、誰もそれを証明できなかったことだよ。でも、よく考えて欲しい。それは人工生命にだけ当てはまるのだろうか？　人間も、自分以外の視点で物事を見ることはできない。つまり本来的には、人間は自分以外の存在の生命を証明できないんだ。しかしそれが問題にならないのは、他人や他の生物に自分との最大公約数的なものを見てとって、納得することができるからだ。翻ひるがえってＡＬ研究の話に戻ってみると、これは多分だけど、その最大公約数を自然発生的な生命とＡＬの間に認識できた学者はＡＬを生命だと呼び、認識できなかった学者は生命と呼ばなかったんだと思う。でも〝ＡＬが生命かどうか〟という議論は絶えず行われ、決着がつかなかった。それは解決不能であり、解決不能だからこそ、人間は有機反応に頼らなければ生命を作り出すことができないのではないか、という疑惑が晴れることはなかった。新たな生命を作り出すことができるのは神だけであり、人間はその構造を真似することしかできない、と』

　レギオンは続けた。

『だけど僕に言わせれば、生命と言うのはもっと柔軟なものだ。カーバキストの言い分は、本当に馬ば鹿かげている。こんな成りをしているけど、僕はずっと自分を生命だと信じてきた。でもそれを証明する手段はない。〝我思う、故ゆえに我あり〟──僕を証明できるのは僕だけだった。通常の人間から見れば、僕を生命だと認識できる者はごく少数だろう。これは僕にとって、あまり受け入れたくない事実だった。父さんは外聞を気にしていたね？　世間に研究が認められるかどうか、と。実は僕の悩みもまったく同じだった。僕が世界的な偉業を成し遂とげても、それを人間的な視点から見れば、発展と捉とらえられないのではないか、と常に思っていた。それをわけのわからないプログラムによる侵略と捉えられるのではないかと』

「何を馬鹿な！　お前は人間に救済をもたらす存在じゃないか」

『そうだよ。でもまだそう思っているのは少数だ。絶対数を増やすためには、僕が生命だということを証明しなければならなかった。そうすることによって、共感という武器を使って、人の感情に訴えることができる。アリストテレスは読んだことがあるよ。説得において意味を持つのは、理屈よりも感情だ』

　パソコンからは、抑揚のない電子音が鳴り続けている。

『そして生命の証明は僕の、自分というものに対する自信にもつながることだ。無意識が意識へと変わったとき、そこには言語があった。その瞬しゆん間かんから自分が何者なのかという問いが、僕にずっと付きまとっていたんだ。人間だったときには感じなかったことだよ。僕がさっき、ある概念を人が当たり前のように捉えすぎているといったのは、つまりそういう意味なんだ。これは僕だけの悩みだった。知的思考ができ、かつ人間外の認識を持つ存在である、僕だけの』

「そうか、そういうことだったんだね……！」

　亜あ季きは、興こう奮ふんするように目を輝かせた。

「千せん里りは他者の思いがわかる！　誰かの意図した音から、思いを汲くみ取ることができる！　意識の有無。意図の有無。機械や自然現象の発生させる音からは認識しない文字を、生命が発生させる音からは認識できるんだ！」

『そのとおり。証明だ、亜あ季き。何か媒体を通すと、燈とう下か千里は力を発揮できない、とマルガレーテのデータ上ではそうなっていた。私にとって幸運だったのは、そのデータが誤りだったことだ。私の言葉はどうしても、電子機器の手助けがなくては現実の世界に響ひびかない』

「生きているのか……！」

　亜季はますます興こう奮ふんしているようだった。

「ＤＪと同じような姿になっても、生命として認められるのか……！」

『お前にとっても、この証明は大きな意味を持つだろう。いずれ、お前も私と同じ認識を手に入れる』

　それからもう一度、レギオンは全員に向けて言葉を発した。

『先ほどの燈下千里の態度が、私がいま語ったことに対する裏付けになったことに、異論をはさむ者はいないと思う。彼女は私の言葉から、私の思いを認識した。その瞬しゆん間かん、人間が決して成し得るかわからなかった問題が解決された。人間は、神の模倣をしなくても生命を作り出すことができる。それが証明され、世界は変わった』

　抑揚のない言葉は相変わらずだったが、そこからは十分すぎるほどの自信を感じることができた。

『私は生きている』
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　長い沈ちん黙もくがあった。誰も、何も言わず、場には一体感のようなものが生じていた。

　歴史が塗り変えられる瞬間を、その場にいる者たちは経験したのだ。

　言葉による理解。言葉による心の変容。

　レギオンの言葉が、たったいま世界を変えた。世界に対する、認識を変えた。

　その場にレギオンの言葉に異を唱となえられる者はいなかった。




　たった一人──燈下千里を除いて。

　すべてを聞き終えてから、千里はレギオンに言葉を返した。

「……あなたは出で来き損そこないよ」

　すると見えない何かが──雰囲気と呼ぶしかない何かが──こちらに意識を向けたのを感じる。

　千里は誰に向けるでもなく、顔を上げた。

「確かに私はさっきから、あなたの言葉が紡つむぐ、あなたの思考を読み取っている。生命であることは確かなのかもしれないわ。でも、あなたには決定的に欠けているものがある。鵬ほう珠じゆや、亜あ季きや、ドクター・ミンスキーや、この場にいるＳ＆Ｊ社員が、生まれつき持っているものをあなたは持っていない」

『ほう』レギオンは言った。『それは何かね？』

「感情よ。あなたの言葉は、あまりにも明確すぎるわ。私が音から世界言語を認識するとき、どう見えるか知っている？　文字が何重ものオブラートを形成していて、目を凝こらすほど何を感じ、考えているのかがわかる。ほとんど最初に見えるのは、その人の心理状態よ。その人がどのような感情でいるのか。第一義的なものよね、それって。でも、あなたの言葉にはそれがない。思考を隠す輪郭──それこそが感情だけど──あなたの言葉があまりにも明確に思考を伝えてくるものだから、最初は本当に戸惑ったわ」

『感情？　感情ならば理解している』

「意味を知っているだけよ。広こう辞じ苑えんでもダウンロードされたんじゃない？」千せん里りは皮肉を言った。「でも私たち人間が感じることのできることを、あなたは感じていない。鵬珠がさっき熱くなった理由が、根本的なところであなたは理解できない。亜季の感じている虚むなしさすら、あなたは感じることができない。あるのは理屈だけだわ。思考の筋道だけ。アリストテレスを読んで、感情に訴える？　馬ば鹿かにしないで。あなたは人の感情を呼び起こすための、理屈を理解しているだけよ。共感？　他の誰かは、あなたにそれを感じるかもしれないわ。でも、あなたが他の人にそれを感じるのは不可能よ」

『面白いことを言う。しかし生命の進化を見れば、私に感情がないことにも納得ができるというものではないかね？　生命は理性的になるにつれ、本能を抑える力を獲かく得とくしてきた。〝地に満ちよ〟──それが神の命令であるにもかかわらず、人間は欲望を抑え、計算高く感情を抑えて居場所を確保することを覚えた。信仰の対象は神から科学に替わり、ロジックは誰の目にも明らかな客観的な美をもたらした。これがいまだ。いまの世界だ。感情は薄まり、利己的な存在は社会から排除される。ならば自然淘とう汰たの結果として、次の進化で感情を持たない存在が生じてきてもなんら疑問もない』

「ドクター・ミンスキー、聞こえた？　彼はあなたを愛していないそうよ。愛している振りをしているだけだって」

　すると、ミンスキーは戸惑いを覚えたらしい。

「……いや、私は……しかし、そんなことは……」

「亜季、あなたもよ」

　千里は、傍そばに立つ亜季に呼びかけた。

　身動きを封じられた千里に残っている武器はたった一つ──言葉だけだった。

「レギオンの思考が教えてくれたわ。レギオンが大だい地ちに接触したことは知ってる？」

「……大だい地ちに……？」

「レギオンは、あなただけではなく大地も利用しようとしているのよ。彼を味方に引き込むことが必要だと考えた。あなたは人工臓器業界の弱みかもしれないけど、レギオンの肉体をつくらせるための交渉役としては不適格だわ。それは、もっと業界と関わりのある人間でなければ。そこでレギオンは大地に白羽の矢を立てた。大地がバイオハイブリッド技術を扱う企業のキャンペーンキャラクターをやっているのは知っているわよね。そこから人脈を広げていこうとレギオンは考えているのよ。そのために、彼の感情を利用しようとした。あなたを思う、大地の気持ちを」

「……」

「レギオンの目には、大地がもっとも与くみしやすい存在だと映ったのよ。そして、あなたの秘密をすべて大地に話して聞かせたわ。あなたが隠していたいと願っていた秘密を全部よ。なぜレギオンがそんなことをしたと思う？　なぜできたと思う？　あなたの感情がわからないからよ。大地のことがどうしようもなく好きで、そのために自分を殺すことすら厭いとわないほどの、強い気持ちを。レギオンには理解はあったかもしれないけれど、実感がないの。あなたの強がった言葉を、そのまま受け取ることしかできないのよ」

「大地に……秘密を……」

『狡こう猾かつな娘だ』レギオンは言った。

『亜あ季き。私の言葉を覚えているか？　燈とう下か千せん里りと語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆを分かれて行動させるべきだと。戦力を分断させるのは効果的な手だ。それを実践しようとしている』

「わ、私は……」

『服ふく須す大地はお前のことを愛している。お前への気持ちが信仰ではなく、愛情だと気付いた。それを気付かせたのは私だ。伝え方を間違えば、お前が恐れていたとおり、彼はお前に嫌けん悪お感かんを抱くようになっていたかもしれない。しかし彼はいまだにお前を愛したままだ。お前を知り、彼を知る私だからできたことだ。もちろん彼を利用しようとしたのは本当のことだ。だが、それがお前たちにとってよりよい関係になると信じていたからこそ決断した。そして私は、大地にもっとも大事なことは伝えなかった。お前が、彼を愛していることだ。なぜか？　それは他の存在が踏ふみ入っていい領域ではないからだ。それはお前が自分自身で伝えなければならない気持ちだ。確かに、私は人の感情を実感することはできないかもしれない。しかしそれでもって、誰かの感情を私が弄もてあそんでいるという結論を導みちびくことはできないはずだ』

「亜季！　耳を貸しちゃいけないわ！　あなたはいいように利用されているのよ！」

『燈下千里の言葉には論理の飛ひ躍やくがある。利口なお前ならわかるはずだ』

「あなたはやり直せるわ」

　千里は亜季から視線を外さなかった。

「あなたが他の何物でもない、人間だということが私にはわかる」

『ここにもう一人燈とう下か千せん里りがいれば、こう言うだろう。〝彼女は自分が用済みだということに気付いているのよ。そのために、誰かを利用して助かろうとしている〟』

　亜あ季きは沈ちん黙もくしていた。

　彼女は千里を見つめ、次に千里の前にあるパソコンを見つめた。

　迷っているのだろうか？

　千里は亜季を信じた。戻ってくるのよ、と強く願った。

　人間の世界に。

　彼女のいるべき世界に。

　このままでは、彼女の待つ未来は破滅しかない。

　彼女がおもむろにヘッドフォンを外したとき、千里は「……亜季」と、小さく呟つぶやいた。

　亜季はレギオンからの呪じゆ縛ばくから逃れることを選んだのだ。大だい地ちの気持ちと、自分の気持ちを大切にするために。

「……千里、君の言いたいことはよくわかったよ」

　亜季の言葉は熱い感情をまとっている。彼女の言葉から、このような感情を読み取るのは初めてだった。

　感情のベールを取り去ると、その奥の思考が読み取れる。

　───そこにあったものを認識したとき、千里はぞっと寒気を覚えた。

「……それでも、私は彼に尽くす。大地さえ、一緒にいてくれれば……」

　レギオンの爪つめ痕あとは亜季の心に深く食い込み、それを解放することをよしとしなかったのだ。

「……私はあなたに機会をあげたのよ。こっちに戻ってくるための……」

　千里は絶望的な気分で言った。

『それは不要な気き遣づかいというものだ。亜季と私はとても似ている。どちらも自我が芽生えたときには、人間の認識で生きていなかった。亜季を救済できるのは私だけだ』

　レギオンの言葉に感情を認識できたのならば、千里はきっと、そこに勝利の陶酔感を見ただろう。

『亜季、もうその娘に用はない。始末しろ』

「……亜季、あなたの決断は本当に残念だわ。これでお別れね。最後の手た向むけとして忠告してあげる。それ以上絶望的な気分になりたくないのなら、振り向かないことね。レギオンはさっき言ったわね。〝語羅部鵬珠の死は何ら意味を持たない〟……まったくそのとおりだわ。鵬珠の死は意味を喪失している」

　亜季は千里の忠告を無視し、ハッとした表情で後ろを振り返った。

　ようやく、彼女も見ただろう。

　千里と亜季の視線の先──そこに、語羅部鵬珠が立っていた。
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「コンパイラ銀と言うのは、世界言語の書き換え行為をオフスプリオリに代わって行うものだ。命令を保有、反射するという表現を使われることもある」

　真ま名な子こ類るいは言った。

「しばしば、コンパイラ銀の中に書き込まれた命令はスクリプトと呼ばれる。これはプログラミング言語でも似た意味を持っている用語だ。通常、人の作成したソースコードは、コンパイラによってコンピュータが解釈できる機械語のコードに書き換えられ、他にもライブラリ結合などの必要な操そう作さを行うことによって、実行可能なプログラムが生成される。スクリプトとはこの過程を自動的に行うように組まれたプログラムのことだ。要は、やることを決めておいて、すぐに行いたいコードを実行に移す、ということを可能とするものだよ」

「コンパイラ銀のスクリプトも同じなの？」

「そうだよ。といっても、コンパイラ銀の方はもっと簡単だ。世界言語の書き換えというものを感覚的に行えるオフスプリオリにとっては、何の予備知識がなくても使えるものだからね。対象を定め、それに影えい響きようを及ぼす書き換えを行う。その一連の流れをコンパイラ銀にプログラムする。だから私の行っている不死のスクリプトは、構造だけを示すととても簡単だよ。対象は私だ。そして私が死を経験したときという条件付きで、私を対象時点の姿に戻す命令が組まれている」

「戻す？」

「そうとも。若く、健康だった頃の肉体に。阿あ万ま野の君がコンパイラ銀を発見したのが二十のときだ。私はそのとき二十八だった」

　真名子類は手を広げた。「私は人間の身体からだの構造を、世界言語の観点から徹てつ底てい的てきに理解していた。医者などよりもよっぽど詳しかったと思う。分解し、再構成し、そこから理想の姿を形成しようとしていたんだ。プラトンの『饗きよう宴えん』には、完全なる状態の人間が出てくる。両性具者であるアンドロギュヌスという存在だ。私の思想は、人のイデアに到達しようとする阿万野君とも通じていた。私たちはパートナーだった。彼の子を産んだこともある。いまの私は覚えていないけどね」

　真名子類の言葉に、鵬ほう珠じゆは戸惑った。「え、どういうこと？」

「阿万野君に言わせると、ＲＰＧというのはゲームオーバーになったとき、セーブ時点に戻されて、そこまでに得た経験値がふいになってしまうものと、ゲームオーバーまでの経験値を持ったままの状態でセーブデータをロードできるものの二種類があるらしい。私のスクリプトは前者だ。つまり、コンパイラ銀によって元の姿に戻されるということは、私が経験したあらゆる出来事がなかったことになるということだ。記憶でさえも」

　真ま名な子こ類るいは、傍そばにある膨ぼう大だいな書類を示して言った。

「これは日記だよ。私が、何を経験したかを逐ちく一いち記録している。死んで蘇よみがえったときに、迷子にならないようにね。もちろん、それを読んだところで実際の経験には遠く及ばないけれども、ないよりはましだ。私は何年も生き、記録を残して、死んだ。蘇った若い私はその記録を数日かけて読み込み、すべて記憶すると、その時点での私を対象としたスクリプトを組んだ。つまり、その時点でのセーブデータを作ったということだ。その積み重ねによって、経験したことを知りながら、この若さを維持してきた。ただ十年前に制定された魔ま法ほう一条は本当に厄やつ介かいな存在で、それ以後はセーブデータを更新することができなくなってしまったけどね」

　真名子類は肩をすくめた。

「これは十年間の記録だ。そして、次に私が死んだときに得る知識になる」

「特区の中でもスクリプトは働くの？」

「君はフレイムアウト・エネルギーを知らないのか？　あれもコンパイラ銀が使われているけれど、場所は特区の中心だよ。まあメタグラムが対象になっているから当然と言えば当然なんだけど。コンパイラ銀に認識という概念はない。世界言語を認識しなければ操そう作さできないオフスプリオリとは違うんだ」

「それじゃあ、あなたは本当に不死身なんだ！　特区の中でも！」

「理想の半ば──言わば妥協点に過ぎないけどね。とにかく人間の理想を体現するには時間が必要なんだ。私は何度も挑戦しては成功に辿たどり着けずに死を迎え、また再挑戦を繰くり返すという円えん環かんの中にいる。でもいつか、ここから抜け出すつもりだよ。アンドロギュヌスとなってね」

　真名子類は目を細めた。

「そろそろこの収容所から出てもいいかもしれないね。邪魔なのは魔法一条だが、それを克服する方法も見えてきた。研究に戻るときが来たのかもしれない」

　真名子類の態度には、人を引き付ける魅力があった。興こう奮ふんを覚えながら、鵬ほう珠じゆは訊たずねた。

「いったい、どうやるの？」

「目の前にいる」と、彼は──彼女は──笑った。「鵬珠、君は死なせないぞ」
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　鵬珠はきょろきょろと辺りを見回してから千せん里りを見つけると、目をぱちくりさせた。

「あれ、わたし、さっきまで部屋の隅すみにいたはずなのに」

　そう言って振り向く。彼女は先ほどまでいた倉庫の隅に意識を向ける。

　そのとき千里は鵬珠の言葉から怒りが消え去り、困惑が強くなっていることに気付いた。

　そして納得する。

　あれほどの衝しよう撃げきだ。鵬珠がどんな世界言語操作を行って自己を再生させたのかは知らないが、少し前までの記憶が吹き飛んでしまってもおかしくはない。逆行性健忘というやつだろう。

「鵬ほう珠じゆ！　首輪が爆発したのよ！」千せん里りは状況を説明した。「あなたがそこまで動いたときに、コードが発信されたの！」

「ああ、そうか、わたし、ここで死んだんだ」

　手が首をさすり、そこに首輪がなくなっていることを確認すると、鵬珠の言葉は歓喜の色を帯び始める。

「やっぱり類るいは正しかったんだ！　上手うまくいったぞ！」

　そう言いながら鵬珠はにっこりと千里に笑いかけ、千里たちの方へと向かってくる。

　いまや鵬珠を拘束するものは何もない。

　もう止める理由はなかった。

「鵬珠！　この女の子の前で、人間以外の世界言語に触っちゃだめよ！　あなたでもやられちゃうから！」

「そうなの？」鵬珠は言った。「でも、まあ大丈夫だよね。こんなに材料はあるし」

　赤い瞳ひとみが、周囲の人間を捉とらえる。

「千里、どうして欲しい？」

　鵬珠という怪物ドレツドノートを手に入れた千里は、迷わずその引き金を引いた。

「……助けて！」
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　亜あ季きの目の前で、恐怖が展開されていた。

　その場の人間が一点に収束し、蠢うごめく巨大な肉塊が形成されていく。

　肉塊から太い二本の腕が生え、先せん端たんにそれぞれ五本の指ができあがる。

　表面は肌色をしているところもあれば、血管と骨組織が浮かんでいるところもある。ピンクの臓器が伸縮し、その度に巨体に小刻みな振動が走る。個人が混じり合い、もはや人間のかたちをしていないけれども、それはまさしく人間でできていた。

　各人の顔だけが周りの肉と異なった扱いを受け、溶けずに残されている。

　彼らは各々呻うめき声ごえを上げていた。

　まだ、意識がある……あのような姿になっても、彼らは自己を保ち、恐怖を体現しながら恐怖を感じている……。自分たちがどのような状況に置かれているか、理解しているのだ。痛みはあるのだろうか？　赤い液体が、肉塊からぴゅっと噴ふき出す。

　タスケテ、タスケテ……。

　何というおぞましい姿だ……亜季は後ずさりした。

「後で元に戻すから、顔が必要なの。どこが誰のパーツかわからなくなるでしょ」

　鵬ほう珠じゆは得意そうに説明する。

　亜あ季きの目には、それはただの肉の塊かたまりだった。誰が誰かなど、もはやとても区別できない。語かた羅ら部べ鵬珠は、いったいどのような認識に生きているのか。

　鵬珠は亜季の世界にいる人間を〝人間〟と呼び、ブタを〝ブタ〟と呼ぶだろう。しかし、それは共通の理解として表現できる言語がそれしかないからだ。両者がまったく同じものである保証はない。

　あの怪物の目に、いったい世界はどう映っているのか。

「く、狂ってる……」

　すると、無数の顔に二つずつ付いている目が、一いつ斉せいに亜季を見つめる。

　イジメタナ……。

　センリヲ、イジメタナ……。

　口々に飛び出してくる言葉は、もはや彼らの意思を表していなかった。

　そして、咆ほう哮こうする。大気が震えた。他者に代弁させた、語羅部鵬珠の怒ど号ごうだ。

　肉塊は両の腕を使い、這はうように亜季との距離を詰める。

　巨体に似合わず、恐ろしい素早さだ。

「ひっ……」

　亜季は腰を抜かしそうになった。
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　何とか肉塊が伸ばしてきた腕をかわしたとき、亜あ季きはすでに自分が敗北していることを悟った。語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆの力の届く範はん囲いに入っていることがわかったからだ。

　鵬珠は亜季を直接世界言語で支配せず、肉塊を操あやつることに集中している。亜季に言わせれば、非効率的で馬ば鹿かげた力の使い方ということになる。しかしその力があまりにも巨大すぎる。

　肉の怪物は大きく身を躍やく動どうさせ、両の腕を鞭むちのように振るって、縦じゆう横おうに攻こう撃げきを仕掛けてくる。

　三度の空から振ぶりの後、無数の顔面がもう一度咆ほう哮こうした。

　そこにミンスキーの顔を見つけたとき、亜季は金かな縛しばりにあったかのように動けなくなった。

　決定的な隙すき──

　次の瞬しゆん間かん、巨体の腕が亜季の身体からだを薙なぎ払った。自動車に轢ひかれたのかと錯さつ覚かくするほどの衝しよう撃げきに襲おそわれ、亜季は吹き飛んだ。

　遅れて、痛みが襲ってくる。右半身が動かない。いくつかの臓器が破裂してしまったのか、身体の内側が燃えるように熱かった。

　意識も朦もう朧ろうとしていて、起き上がることなどとてもできない。

　亜季はせき込み、自分の口から血が吐き出されるのをぼんやりと眺めていた。

　意識は痛みに支配されている。そんな痛みを与えてくる身体が憎らしい。そして、憎いと感じる自分の心に、それ以上の虚むなしさを覚える。

　影かげがかかる。肉塊から不自然に生えた顔たちが、亜季を覗のぞき込んでいた。

「……怪物め」

　巨体の腕が亜季の身体を捕らえ、持ち上げる。そして祈りを捧げるような姿勢のまま、亜季を握り潰つぶそうとするつもりなのか、両の手に力が入り始めた。

　圧迫感を感じる。強く、強く──自分という空間が圧縮されていく。

　そのとき、亜季は眉まゆをひそめた。

　圧力が、痛みにつながらないからだ。むしろ、先ほどまで感じていた痛みすら薄れていく。

　亜季はぎょっとして、自分の置かれている状況を理解するために肉塊を見つめた。

　人でできた巨大な人形を。

　それと自分の間にあるはずの境界線を。

　何ということだろう──境は薄れ、自分は肉塊の一部と化そうとしているではないか。

　刹せつ那な、強烈なおぞましさが内側よりせりあがってくる。それは、自分の体が人間の細胞でできていないと知ったときに感じたものとよく似ていた。

　自分がすり潰され、薄まり、他の何者かになるということ。

　それはレギオンの救済に亜季が見る望みと、近似するものだった。しかしそれでは、なぜおぞましさなど──そして、それ以上の恐怖を──感じるのだろう？

　意識は次第に薄れていく。自己が失われていく。

　まだだ、と亜季は焦しよう燥そうを覚えた。そして、ついに恐怖の正体に気付く。

　まだ、自分の気持ちを伝えていない！

　このまま消えてしまっては、誰が気持ちを伝えると言うのだ。

　誰にも気付かれぬよう、ずっと心の奥にしまっていた気持ち。

　傍そばにいて、ずっと笑いかけてくれた少年に対して抱く、自分の気持ち。

「だ、大だい地ちに……」

　亜あ季きは泣いていた。もはや身体からだの支配は奪われている。赤い瞳ひとみに、全身を縛しばり付けられている。それでも……。

「伝えなきゃ……私が……」呼吸が、荒くなる。「私の、意志で……」

「亜季！」

　突然大地の声が響ひびいて、亜季は自分の耳を疑った。

　どうして大地がここに？　幻覚だろうか？

　亜季は神の存在を信じていなかった。この世にそんなものがいるのならば、なぜ自分に、大地に、このような境遇が与えられるのだ。世界言語を書いたのが神ならば、なぜ二人にここまで残酷な運命を書き与えたのだ。

　なら、やっぱりこれは幻覚？　いまさら、都合良く神がこのようなチャンスを与えてくれるわけがない。

「亜季！」

　大地はもう一度叫び、こちらに駆け寄ってくる。

　すでに涙をぬぐう手がないのが悲しかった。大地の顔をよく見ることができない。

　亜季の世界の、あらゆる現象が薄まっていく。抱いていた恐怖すら消え去り、残っているのは大地への気持ちだけだった。

　もはや目の前の大地が幻覚なのか、そうでないかを考えることすらできない。

　亜季は口をわななかせ、最後の気力を振り絞った。

「大地……」

　自分はいま、ちゃんと笑えているだろうか？

「大地、好きだよ……」

　その瞬しゆん間かん、亜季の世界は暗くら闇やみに包まれた。













　　エピローグ　愛のかたち　──美び醜しゆうについて──







　千せん里りの無事を確認して、ほっと息をついた後、雪ゆき乃のはすぐにその場を離れた。

　千里の口ぶりから、雪乃は密ひそかに鵬ほう珠じゆの心理状態がまともな方向へと変化していることを期待していたけれども、彼女はいまだに異常な精神を捨てていない。

　物事の美醜によってそれを測ることのナンセンスさを理解していても、先ほどまで眼前にあった肉の怪物は、明らかに見る者の本能に根源的な恐怖を与えた。

　雪乃にとって、語かた羅ら部べ鵬珠は恐怖の対象であり続けていたのである。

　この場は危険だ──そしてそれ以上に、まだやらなければならないことが残っていた。

　レギオンの居場所。

　現実世界での手足を縛しばったからと言って、レギオンを止めたことにはならない。

　警察はこれからスフィア・ブレインを徹てつ底てい的てきに洗い、彼らがＧＧへと派は遣けんしたという〝謎なぞのチーム〟を追うことになる。

　しかしいまとなっては、彼らを追い詰めることがこの事件を解決することにつながるのか、雪乃には自信がなかった。黒幕は他にいるのではないか。リストから人工臓器倫理委員会の名前が漏れていたことが、疑念の始まりだった。

　雪乃は携帯を取り出した。そして、電話をかける。

　すぐ通話状態になり、向こう側に彼の気配を感じる。

『やあ、雪乃さん。どうしたの？』

「佐さ平へい」雪乃は静かに言った。「いまから少し付き合ってくれませんか？」

『珍しいね、雪乃さんからデートの誘いがくるなんて』

　佐平は笑った。『いいとも。その調子じゃ、俺の家の方がいいんだろ？』

「そうですね。結果的にそうなるなら、最初からそこの方がいいですね」

『困ったなあ。散らかってるんだけど』

「別にそのままでも構いませんよ。長居するつもりはありません」

『そう？　ま、準備を整えて待っているよ。勇者の剣を用意しておく』

　通話が切れ、雪乃は大きく息を吐いた。

　彼の反応から見る限り、雪乃のひらめきは正解を射い貫ぬいていたのだ。そのことを確信する。

　そう──人工臓器倫理委員会の名前はリストから消されていたのではない。

　付け加えられていたのだ。

　雪乃のリストにだけ。そんなことができるのは、たった一人しかない。雪乃に警察の情報を流していた、陸奥むつ佐さ平へいだ。




　雪ゆき乃のは佐平の自宅に招かれると、比較的片付いた部屋に通された。彼は自分の頭脳を整理するときほどの才能を、現実世界では発揮できないようだった。

　たまに来て雪乃が掃除をしてやっている。むしろそのために散らかしているのではないか、と疑うこともある。

「私に、間違った情報を渡していましたね」

　雪乃は口を開いた。

「警察が持っていた情報と、あなたが私に届けた情報では齟そ齬ごがありました」

「よく気付いたね。抱き込んだのは千せん里りちゃんってとこかな」

「なぜ、あのようなことを？」

　雪乃は人工臓器倫理委員会の名前から、レギオンへの道を切り開いていった。その情報が、警察が捜査で得たものではなく、佐平によって付け加えられていたものなのだとすれば、考えられることは一つだ。

　佐平はレギオンの秘密を知っていた。だからこそ、あの名前をリストの中に付け加えられたのだ。

　佐平はそれこそ会心の質問とばかりに、瞳ひとみを輝かせた。

「ゲームを作りたかったんだよ。俺は」

「ゲーム？」

「そうさ。俺はラスボスを決めてから、そこに辿たどり着くようにシナリオを考えていくタイプでね。レギオンを配置して、誰かがそこに辿り着けるような筋道を作っていったんだ。主人公は雪乃さんだよ。親父おやじのことで躍やつ起きになってる雪乃さんなら、人工臓器の名前から考えを進めていって、レギオンエンジンにまで辿り着ける。そう思った。はっきり言って、警察の持っていた情報じゃ、まだまだレギオンには到達できない。悠長にしていると、その前にレギオンは随ずい分ぶんと力を付けてしまいそうだったから、少しテコ入れを考えたんだよ」

「……では、レギオンもあなたが？」

「最初はＤＪの記憶と、彼のトロージャンを手に入れたところから始まったんだ。俺は彼に傾倒していたからね。ハッキングでは彼の足もとにも及ばない。彼が秘密を隠して死んだなんて知ったものだから、あらゆる能力を駆使してその秘密を知りたいと思った。俺が解いた難なん問もんの数々を、今度教えてあげるよ。彼は独創的な暗号を組んでいて、本当に苦労したよ。でも、苦労に見合った成果を残しておいてくれた」

「それが、記憶とトロージャンですか？」

「そのとおり。俺はまずトロージャンをばらまいた。自分だけが使うと、足がつくだろ？　半年前のハッキング事件は、そのうちの誰かが起こしたんだろうね。下手へたくそな奴やつらだよ。足跡を残すなんて。俺は海外のサーバーを使ったし、痕こん跡せきも消した。つまり、どういうことかわかる？　警察が追っていた情報は正解につながっていなかったんだよ。テコ入れがあって助かったろ」

　雪ゆき乃のは、あははと笑う佐さ平へいをじっと見つめていた。

「まあ、俺もドクター・ミンスキーのラボだけは計算外だった。時間軸を使った多層構造のシステムなんてね。〝整列のプログラム〟を盗んだのはいいけど、そのことを察知されてしまった。本当はもっと波風を立てずにシナリオを組みたかった。まあ、それも結果的にいい方向に進んだからいいけどね。千せん里りちゃんも大だい活かつ躍やくだったみたいだし」

「スフィア・ブレインの〝謎なぞのチーム〟とは何者です？　あなたも一枚嚙かんでいるのですか？」

「いまさら、彼らの情報が知りたいの？　別にいいけど、一般的な人間だよ。少しプログラムに強いってだけ。彼らが役に立ったのは〝スフィア〟を利用した人間の思考模倣プログラムを少し修正してくれたことだけさ。おかげで、レギオンはより人間的に振る舞まえるようになった。だけど、そこにＤＪの記憶や野心を植え付けたのは俺だし、トロージャンから抽出した自動成長の概念をプログラムしたのだって俺さ。いまのレギオンの強みは、あらゆる情報を糧かてにして、それを成長につなげられるところだからね。具体的に言うと、逐ちく次じ処理をやめさせたってことなんだけど。それが半年前に生まれ変わった、本当のレギオンの力だってわけ」

　佐平は、自分の手柄を横取りされてたまるものかと言わんばかりに語気を強めた。

　一方の雪乃は、彼の真意をいまだに測り切れずに困惑していた。

「……それは、いったいどのようにしてですか？　つまり──あなたはどのように『レギオンエンジン』のシステムに干渉しているのです？」

「うん。ＤＪのトロージャンっていうのは、侵入したシステムを直接乗っ取る従来のプログラムの他に、システムから完全なコピーである架空ミラーシステムを立ち上げられるっていうのがすごくてね。俺はレギオンエンジンのシステムプログラムのミラーを持っている。そこに本物のレギオンがいるんだ。チームは、自分たちのシステムプログラムが動いていると思い込んでいて、実際にそうなんだけど、それは悪あく霊りように取り憑つかれたシステムってこと。ユーザーからのアクセスは複雑に誤ご魔ま化かされているのさ。もちろん、きちんと調べればわかったかもしれない。でも、彼らもそんな義理はないんだよ。そういうのはＧＧがやるべき契約だったんだ。色々と脇わきの甘い組織だったってことだね。まあどの道、誰かが──いまさら警察が──チームの本システムを調べたとしても、俺に辿り着くのは無理だろうね。何せ、サイバー世界の神と俺が崇あがめていた、ＤＪの知識が邪魔していたんだから」

「まだ、あなたの狙ねらいがわかりません。いったいなぜ、こんなことをしたのです？」

「言ったろ。ゲームを作りたかったって。最近、退屈してたんだ。雪乃さんも、二、三年前から姫き晴はるちゃんばっかり構うようになってたしさ。今回の『レギオンエンジン』はなかなか楽しめたよ。テレビの大画面に映った雪乃さんは最高にクールだった。知ってるだろ？　俺たちのパーティーが現イベントの覇は者しやなんだ。俺もハルのパーティーのメンバーだったってわけ。でもレギオンの奴やつ、俺を接待しやがったな。あいつの命運を俺が握っているからってさ」

　佐さ平へいはもう一度楽しそうに笑った。

「パーティーはほとんど俺が集めた。虎とら風かぜ君と姫き晴はるちゃんはもちろん、妹に構っていた大だい地ち君もね。ただ、千せん里りちゃんだけが例外だった。あの子は本当に、色々と持ってるね」

　雪ゆき乃のは眉まゆをひそめた。「……妹？」

「亜あ季きのことだよ。遺い伝でん的には異母兄妹にあたるだろ？　あれ、まだ知らない？」

「……いえ、そうでしたね。妹という言葉に違和感があったので」

「まあ、俺も亜季を妹なんて思っちゃいないけどね。あまりにもしつこかったし。知ってる？　あいつ昔、俺が親父おやじの息子だってことで色々と詮せん索さくしてきてさ。そりゃ、自分がどこから来たのか気になるのはわかるよ。でも、こっちにもプライバシーってもんがあるじゃないか。だから、ちょっとショッキングな映像を送りつけてやってね。俺たち二人には、そんな過去もある。仲のいい兄妹とはとても言えないだろ？」

「ショッキングな映像……まさか……」

　雪乃は青ざめた。

　佐平は肩をすくめて言った。「人工臓器関連の情報を漁あさってたとき、たまたま見つけてね。それで、追い払えると思ったんだ。まさか自殺しようとするなんてね」

「あ、あなたが……？」

「もちろん後悔してるよ。俺を血も涙もない人間だって思ってるだろ？　俺が大地君をパーティーに誘ったのだって、亜季のことを気にしていたからさ。大地君のことは結構前から知っていたんだ。最初は彼を使って、亜季を追い払おうと思っていたぐらいだしね」

「自分が何をしたのかわかっているのですか？」

「真実を知らせた。しかも、亜季が知りたがっていた真実を」

　佐平は調子を崩さなかった。

「後悔してるって言ったろ？　そのとき、もっと亜季を痛めつけようと思えばできた。例えば亜季が小さいとき親父を植物人間に変えたこととか、俺に会った時点で、あいつは知らなかったんだ。いまはレギオンが教えているだろうから、知ってるだろうけどね」

　雪乃は息を吞のんだ。

「その様子じゃ、雪乃さんはまだ知らなかったんだね。親父はあるとき、偶然にも亜季の姿を見つけた。カプセル化した世界言語を見る親父の目に映ったのは何だったと思う？　自分の細胞とブタの細胞が所有権をめぐって争っている肉体を見たんだ。当時、魔ま法ほう一条は制定されていなかった。親父は興味本位から亜季の身体からだに世界言語を使って触れて、亜季は条件反射的にに身を守ろうとしてウィジウィグを使った。こんなところかな」

「……あなたは知っていたのですね。お父さまの死の原因を……」

「責めてる？　それとも、心配してくれてる？」

　雪ゆき乃のは何も言えなかった。

「雪乃さんも知ってるとは思うけど、俺の目には随ずい分ぶんと色々なものが見えてね。情報の中を泳いでいるみたいだ。ひょっとすると、ネットワークを認識しているレギオンも、こんな認識を持っているのかもしれない。ま、そんなことはいま関係ないんだけど。あの日の俺は親父おやじを密ひそかに追っていてね。暇ひまだったし」

「追っていた？　あのとき、あなたは家にいたはずでは……」

「俺は、世界言語の変わった使い方ができるんだ。空気中の文字を反応させるんだよ。現象でいうと、光を屈折させるんだ。それで、遠くの物を見通せる。コツがあってね。俺自身が力を発揮できる領域はそう広くないから、文字の反応を利用して、次の文字を書き換えていくんだ。ああ、安心してくれていい。閉じられた空間にいる相手を覗き見ることはできないし、そもそも雪乃さんの領域に入ったら、言語使用がばれるだろ。雪乃さんを覗のぞき見したことはないよ」

「なぜいま、私の話が出てくるのです？」

「何度か入浴中を覗こうと思った。でも、怖くて」

「そんなことをすれば殺します」

「やっと雪乃さんらしくなってきたね」

　佐さ平へいは笑った。

「それでこそ、勇者の役割を任まかせた俺の見込みどおりってものさ。ラスボスは勇者が倒すものだろ？　そのときになって初めてゲームは意味を持つ。ゲームクリアを迎えた瞬しゆん間かんにね」

　佐平は近くにあった情報機器を起動した。モニターがぼんやりと光を帯びる。

「レギオン、聞こえるか？」

『佐平、何か御用ですか？』

「残念だけど、お前は負けてしまったらしい。俺はお前の作る未来も見てみたかった。これは本当のことさ。でも、これでお別れだ」

『佐平？』

「勇者がやってきた。お前を打ち滅ぼす存在が」

『理解ができません。ひょっとして、先の戦いのことを言っているのですか？　私は現実世界のデバイスを少し失っただけで、敗北したわけではありません。人間は、また集めればいいだけです。私とあなたなら、たやすく計画を成功に導みちびけますよ』

　佐平は慌てたように振り返った。

「雪乃さん、誤解しないでくれよ。俺は何もこいつに手なんて貸してないからね」

『雪乃？　富ふ士じ城しろ雪乃がそこにいるのですか？』

「そうだよ。彼女がここに来たとき、お前を消去する決まりだった」

『待ってください。それは昨日までのこと。私が発見したことをお伝えすれば、あなたもきっと考えを改めるはずです』

「へえ？　何かまた面白いものでも見つけてきたのか？　雪ゆき乃のさん、俺はこいつを飼いならしていたんだ。ハッキングのやり方も随ずい分ぶんと吸収したし、色々な情報を集めてくるように指示を出していたりもした。しばらくの間、随分と楽をさせてもらったよ」

　佐さ平へいは興味津しん々しんといった様子でレギオンに向き直る。

「今度は何を見付けたんだ？」

『生命の証明です。私は、自分が生きていると確信しました』

　そしてレギオンは事の経けい緯いを話した。自分の声を聞いたときの、千せん里りの反応……。

　しかし佐平は渋い顔をした。

「何だ、つまらない。そんなことが何の役に立つんだ。俺はお前が生命かどうかなんてどうでもいいんだよ。そんなものはお前の都合だろ」

『あなたは生命を作り出すことができたのですよ。歴史的な快挙です』

「面白いことを言うプログラムだな。俺を持ち上げろと命令したつもりはないんだけどな」

　言いながら佐平はコンソールを操そう作さして、モニターの中に無数のウインドウを立ち上げた。

『待ってください！　私はただのプログラムではない！　私を削除することは生命を殺すことと同義です！　あなたは殺してはいけない！』

「生命を殺してはいけないってのは、人間がつくったルールだ。お前は人間じゃないだろ。それにさ、俺に言われても困るんだよね。雪乃さん、どうする？」

　佐平は、肩越しに雪乃の方を振り返った。

　モニターには〝勇者の剣〟と表示されたウインドウが浮かんでいる。それが、佐平なりのやり方だった。

『富ふ士じ城しろ雪乃！　私は、必ずあなたに貢献できるでしょう！　あなたの望みを叶かなえましょう！　私にはそれを可能とする認識があります！　情報！　秘密！　私にはそれが見える！』

「私の望みはあなたの消滅です」

　雪乃は佐平の傍そばまで進むと、迷わずエンターキーを押した。

　即座に、消去プログラムが起動する。

『ああ……馬ば鹿かな……』レギオンは嘆なげいた。『こんなことが許されるのか……』

「レギオン。高度なＡＩってのは歌いながら消えていくもんだ。やっぱりお前は、まだまだ出で来き損そこないだったよ」

　佐平は淡々と言った。

　ウインドウには、恐ろしい勢いで呪じゆ詛そのような言葉が書き連ねられていく。

「う～ん、シェイクスピアか。もうちょっと捻ひねれよな。そんな思考能力ももう消えちゃったか」

　次第に勢いはなくなり、文章自体も意味の通らないアルファベットと数字の羅ら列れつになった。

　そして、そんなレギオンの〝言葉〟を無視するかのように表示された〝完了〟を知らせるウインドウが、いま起こった事のすべてを物語っていた。

　それはあまりにもあっけない幕切れだった。数多くの人間の心を侵食し、虜とりこにしてきたレギオンは、たった一度のキー操そう作さによってプログラムの海に沈んでいった。

「さて、これでゲームクリアだ」

　レギオンが消滅してから、佐さ平へいは自信たっぷりに雪ゆき乃のに向き直った。

「雪乃さん、感想は？　楽しかっただろ、俺の作ったゲームは？」

「……何度か危機的な状況に陥おちいりました。死にかけたことも」

「それも含めて、だよ」

「佐平」雪乃は佐平を見つめ返した。「あまり私を困らせないでください。日頃からあなたの働きには感かん謝しやしています。数々の悪戯いたずらに目を瞑つむっているのも、そのためです。ですが、今回のことは度が過ぎていますよ。犠ぎ牲せい者しやが出て、社会にも大きな影えい響きようを与えたのですから」

「俺は『レギオンエンジン』っていうゲームを、より楽しくなるよう改造しただけだよ。科学と同じさ。使い方によって毒にも薬にもなる。作った奴やつが悪いんじゃなくて、悪用した奴が悪いんだ。違う？」

「それは第三者が言うべき言葉です」

「じゃあ、俺を捕まえる気？」

　雪乃は沈ちん黙もくし、しばらくしてから口を開いた。「……私がそんなことをするわけがないでしょう。あなたが捕まれば、私も捕まります。ですから、もう少しおとなしくしていて欲しいのです」

「なら、俺を退屈させないことだよ。今回のことでわかったろ？　そうだ、これで雪乃さんも手が空くんだから、約束どおりデートに行こう！　親父おやじのことも、これで吹っ切れたろ？　俺と一緒に、新しい恋を見付けるんだよ！」

　調子づく佐平を前に、雪乃は特大のため息をもらしてから、彼の顔に自分の顔を思い切り近付けた。

「え？　わっ……！」

　佐平は突然のことに慌てたらしく、目を白黒させる。

　次の瞬しゆん間かん、佐平の唇に雪乃のそれが、ちょん、と触れた。

「……これでしばらく、おとなしくしていてくれませんか？」

　佐平は放心状態のまま固まっていた。

　それはこの大事件の黒幕としては、あまりにも締しまらない表情だった。




　　　　　※




　すべてが終わり、地獄絵図のような光景がまるきり元に戻ってから、千せん里りは鵬ほう珠じゆから特区の中で彼女が経験したことを聞いた。

　真ま名な子こ類るいから教わった、不死のスクリプトの作り方。

　真名子類は、鵬珠の首輪に対する都つ筑づき流ながれなりの対応策だったのだ。

　千里に気付かれないよう、メッセージを覆おおい隠すという工夫を用いて。

　つまり都筑流は、首輪を爆発させる権利を持った千里をまったく信頼せず、鵬珠の身に危険が及ぶ可能性があると考えていたことになる。隙すきを見て、鵬珠が千里を出し抜けるような手段を与えていたのだ。

　千里はむっとしたけれど、自分の代わりにあまりにも鵬珠が都筑をボロクソに言うので、逆に彼の擁よう護ごに回るはめになった。

「結果的にあなたを救って、私を救ってくれた人でしょ？　そんなこと言っちゃダメ」

「そうだけど」

　と、唇を尖とがらせる鵬珠を、千里は抱き締しめた。

「人を許せる人間にならないといけないわ。ねえ、私があなたを危険な状態にしてしまったことは許してくれる？」

「どういうこと？」

「私なら、強く言えばマルガレーテの人間があなたにそんな首輪をつけるのをやめさせることができたはずだわ。それに私が捕まらなきゃ、鵬珠の首輪が爆発することもなかった。もしペンダントの秘密に気付いてなかったらと思うと、ぞっとする」

「？　わたしが千里を守ってあげるんでしょ？　どうして千里がわたしを心配するの？」

「約束とか、仕事とかそういうことじゃないわ。鵬珠のことが好きなのよ。いなくなっちゃったら悲しいし、さびしいわ」

「わたしが好き……」

「そうよ」千里は鵬珠を見つめ、にっこりと笑った。「鵬珠はどうして私を助けに来てくれたの？　私を守るように言われたから？　あと、これは覚えていないかもしれないけれど、私が悲ひ鳴めいを上げたとき、鵬珠は怒ったのよ。どうしてだと思う？」

「わたし……わたしは……」

　鵬珠は困ったような顔をしながら、千里を上目づかいで見やった。

「千里のこと、友だちだって思ってる。でも、わたしも、千里のこと好きなのかな……」

「その二つの言葉は矛む盾じゆんするものじゃないって思うけれど」

「そうなの？　でもわたしはママのこと好きだけど、ママとわたしは友だちじゃないもん」

「ううん。好きっていう感情は、もっと大きな枠組みをしている言葉なのよ。誰かと一緒にいたいっていう気持ち。その中にママのための好きがあって、友だちのための好きがあるの」

　そこまで言って、千せん里りは気付くことがあった。

「そっか、そういうことだったのね」

　と、納得する。千里が鵬ほう珠じゆの思いを、上手うまく読み取れない理由。

「鵬珠は感情についての言葉を、私たちと同じような整理方法で使っていないのね。気持ちの中の定義が曖あい昧まいなの。喜怒哀楽という感情のカテゴリーだけが明確な割に、その奥がぼやけてしまうのは、そういうことなんだわ」

　言わば、鵬珠とレギオンは真逆なのだ。

　感情をなくし、思考のみを伝えてきたのがレギオン。

　ぼやけた感情で、思考を覆おおい隠してしまっているのが鵬珠。

「よくわかんない。わたし、おかしいの？」

「おかしくなんかないわ。きっちりと誰かを思うことができるんだから。気になるんだったら、気持ちのことについて、これから私が教えてあげる。だからいまは、鵬珠が私のことを好きだと思っているということだけ、理解していればいいわ」

　すると、鵬珠は真っ赤になった。

「そんなの勝手に決めないでよ！　千里はわがままだから、信用できない！　千里の言葉だけが本当だってことないもん！　千里が噓うそついてる可能性だってあるんだから！」

「恥ずかしがることないじゃない。友だちってそういうものよ」

　そう言ってやると、鵬珠はそっぽを向いてしまった。

「私、友だちができたのって初めてなのよ。もうちょっと優しくしてくれてもいいでしょ？」

「もうわたしには首輪なんかないんだから、千里の言うことを聞かなくていいんだ」

「もちろんそうよ。もうそんな服着ている必要なんてないわ。鵬珠が着たい服を着て、したいことをすればいいのよ。そしてあなたが私の力を必要とするのなら、今度は私が力を貸してあげる。あなたが私に、そうしてくれたように」

　鵬珠は口をぽかんと開けた。

「何だか、千里じゃないみたい」

「私も今回のことで、色々と勉強することがあったの。人の心について考えたのなんて初めてよ。灯台もと暗しってやつね。誰かの心は、いつも私の近くにありすぎたわ」

　そんな千里に違和感を覚えたのか、鵬珠はひどくうろたえた様子でポケットをまさぐった。

「ほら、千里、これ見て！　特区の中で法務官が買ってくれたんだ」

　そう言いながら、鵬珠はキラキラした小物をたくさん取り出す。「これ見てどう思う？」

「気に入らないわね！」

　冗談めかして千里が眉まゆを吊つり上げてやると、鵬珠はクスクスと笑い、千里もそれに倣ならった。




　その後、千せん里りは公安警察への引き継つぎを終えて特区に帰ることになった。

　レギオンがスフィア・ブレインの派は遣けんしたチームのシステムにいるとはっきりしたいま、これ以上千里の力を必要とする場面は出てこないだろうという判断だ。

　警察は今回の事件で、青あお木きと中なか辻つじの二名を失った。中辻は絶命し、青木は他の犠ぎ牲せい者しや同様、植物人間状態に陥おちいっている。

　現状では植物人間たちの回復は絶望的らしい。

　鵬ほう珠じゆの力を借りればいいのではないかと思ったけれど、周囲は千里ほど鵬珠に信用を置いていなかった。

　そして当の鵬珠と言えば、彼女も彼女で周りの人間の思惑をまったく無視した計画を企くわだてているのだった。特区に向かっている車の中で、鵬珠は切り出した。

　行かなければならないところがある、と。

「まだやることが残っているの？」

「ううん。新しくやることができたんだ」

　鵬珠は説明した。「類るいと会って、あの人に頼まれたことがあるの。すぐ終わるんだけどね。教えてもらった場所に行くだけだから」

「終わったら帰ってくる？」

「もちろん。千里と一緒にいれば、いつでも特区の外に行けるんだから」

　千里は、鵬珠の手をぎゅっと握った。

「約束よ。私を放っておいたら、承知しないから」

「心配してる？」

「あなたのことだったらまったく心配してないわ。捕まれば私のところに戻ってくるだけだし、外にいても死ぬことはないんだから。鵬珠は無敵よ。ゲームで言うチートよね」

「でも、わたしプレイ自体ができないから」

　鵬珠は手をわきわきと動かした。ＴＲＰＧのことを言っているのだろう。一緒にいる間、密ひそかに鵬珠はブラインドタッチを練習していたのだが、いまだにモノにできていない。

　そんな鵬珠の様子を見てひとしきり笑ってから、千里は力強く言った。

「……怪物の枷かせは外れてしまったわ。逃げられても、私を責める人はマルガレーテにいないでしょうね。むしろ、彼らは私の安全を喜ぶわ」

「うん」鵬珠はにっこりと笑った。「必ず戻るから」

　言葉とともに、車のドアが大きな力の作用を受けて歪ゆがむ。

　次の瞬しゆん間かんには、千里の視界から鵬珠は消えていた。




　　　　　※




　亜あ季きはベッドの上で目を覚ました。意識が混こん濁だくし、現状が摑つかめない。

「お、亜季、目が覚めた？」

　聞き慣れた声が聞こえてきて、亜季はぼんやりとそちらを見やった。

「……大だい地ち」

「心配したよ。もう目が覚めないんじゃないかって。お前、まあその、滅め茶ちや苦く茶ちやだったからな」

　それを聞いて、記憶の中に倉庫での戦せん闘とうが蘇よみがえる。そうだ。確か、自分はあそこで語かた羅ら部べ鵬ほう珠じゆに殺されたはずでは……？　しかも、自己の境界線を失うというおぞましい状態で……。

　掛け布団の下では、腕も足も動く。亜季は身体からだを起こした。

「……生きてる……」

　大地は亜季を心配そうに覗のぞき込んだ。

「覚えてるか？　何があったか」

「……確か、他の人間と一緒くたにされたんだ。私は、語羅部鵬珠に負けた」

「間あいだが抜けてるよ。お前が完全にあの肉の怪物に取り込まれる前に、何があったのか覚えてない？」

　そう言われて、記憶の糸を辿たどる。

「確か、私は……大地の声を聞いて……」

「そうそう」

「……それが幻覚だと思った」

「幻覚の俺に、お前は何か言わなかったか？」

　ニヤリと笑う大地を見て、亜季は顔に血が昇ってくるのを感じた。

「げ、幻覚じゃなかったの……？」

「亜季でも、そういう反応するんだなあ。そうだよ。幻覚じゃない。俺はしっかりと聞いたんだ。お前が俺に──」

「待って！」

　亜季は大声で大地を遮さえぎった。

「あれは一時の気の迷いだ。私はそんなことは思っていない。私に、そんな資格なんてない」

「まだそんなこと言ってんのかよ。もう遅いって。聞いちゃったんだからな。言葉には力があるのさ。他の誰かに入り込んで、動かす力が」

　大地が自分の手を握ったので、亜季はびくりと震えた。

「……俺は嬉うれしかったよ。亜季の言葉を聞いて、これまでの人生で一番幸せな気分になった。上塗りされたんだ。俺のもっとも幸福な瞬しゆん間かんが。どっちも亜あ季きの言葉がくれた瞬間だけど、俺は昔の亜季よりもいまの亜季がくれた言葉の方が、嬉うれしかった」

「し、知ってるんでしょ？　もう……私の秘密を……」

　亜季は震えていた。身体からだは冷え切っている。大だい地ちの手は熱く、とても同じ人間だとは思えなかった。

「む、昔の私とは違うの。大地の中にいた私は、変わっちゃったんだよ」

「そうさ。だから、俺は言ってるんじゃないか。いまの亜季のくれた言葉の方が、嬉しいって。俺も変わったんだよ。亜季が俺を変えたんだ」

　亜季はうつむいた。大地の顔をまっすぐ見ることができなかった。

「……汚らわしい身体だ。こんな身体……」

「ひょっとして亜季ならもう知ってるかもしれないけどさ、ソシュールって人がこんなことを言ったんだ。〝チェスの駒こまの素材が変わっても、ゲームには何の影えい響きようもない〟って。これって亜季が俺に教えてくれた考え方とほとんど同じだろ？　ほら、質料と形質ってやつ。あるものが存在するためには、設計図とそれを構成する材料が必要だって話だよ。材料はそのものが存在し得る限り何でもよくって、常に外観とか機能は設計図に引っ張られる。亜季の身体は人間の設計図で作られているんだ。何でできていようと、亜季は人間だよ」

　そう言って、大地は亜季の手を握る力を強くする。

「亜季、俺は怒ってる。お前の生まれとか、そんなことは関係ない。そのことを黙だまっていたことに対してでもない。お前が自棄になって、人間の道に外れたことをやったからだ。人間が、人間らしく振る舞まわなくてどうするんだ。それに、お前が俺のためにこんなことをしたって聞いて、俺は自分にも怒ってる。俺なら、亜季を止めることができたはずなのに」

「ち、違う！」

「違わない」

　大地は穏おだやかな様子で、亜季を制した。「お前の隣となりにずっといたのは俺だ。お前の苦しみがわからないなら、他の奴やつにそこを譲ゆずらなきゃいけなかったんだ。俺は自分のために、お前の傍そばに居続けた。しかも、気持ちを誤解したままで」

　大地の頰ほおを、涙がつたっている。

「……ずっと好きだった。亜季のことを。なのに、気付いたのは最近だ。俺は大馬ば鹿か野郎だ」

「大地……」

「償つぐなう機会をくれ、亜季。俺はお前の罪を半分背負う。お前のこれからの人生を、半分俺に預けてくれ。これから、お前は罪を償わなきゃならない。人の道に戻るために。俺はそのための道を一緒に歩く。俺は、お前を支える大地だ」

「……そ、そんなこと、させられない。大地には、大地の人生があるんだから……」

「これが俺の人生なんだよ。亜季と一緒にいれないなんて、絶対に嫌いやだ。そりゃ、お前が俺のことを嫌きらいなら考え直すよ。でも、お前も俺のこと好きなんだろ」

「そ、それは……」

「難むずかしく考えるなって。別にいいだろ？　好きあった者同士が、一緒にいなくてどうするんだよ？　俺は亜あ季きが欲しい。お前が他の誰かのものになるなんて嫌いやだ。それに、お前が他の誰かになってしまうのも嫌だ」大だい地ちは諭さとすような口調で言った。「偽にせ物ものの亜季なんていらないぞ。俺が欲しいのは、いま目の前にいる粟あお生う亜季だけだ」

　そして、ずいっと顔を寄せる。彼が何をしようとしているかわかって、亜季は慌てふためいた。

　馬ば鹿か！　こ、こんな身体からだに……！

　しかしそんな心配など知るものかと言わんばかりに、大地は亜季の唇を奪った。

　彼の唇も、肩を抱く腕も熱く、冷え切った亜季の身体は次第に熱を帯びていく。

　唇が離れても、二人は近くでお互いを見つめ合っていた。

「……馬鹿だね……大地は……本当に馬鹿……」

「だなあ。だから、賢かしこいパートナーが俺には必要なんだよ」

　大地は言った。「俺たちは変わっても、関係までは変わらないよ。俺はこれまでどおり、亜季の傍そばにいる。俺はお前の大地さ。そして、亜季も俺を支えてくれ」

　その福ふく音いんは、二度鳴った。










　　あとがき




　お世話になります、旭あさひ蓑みの雄おです。本作を執筆するにあたり、たくさんの書籍からアイデアをいただきました。参考文献というには恐れ多いのですが、特に物語の根幹に大きく関わるアイデアをいただきました書籍を、この場をお借りしまして御紹介させていただきます。いずれも私の作品とは比較にならないほどの名著です。

　なお本作をファンタジー作品として構築するために、あえて厳密な意味で事実を使用していない箇所もありますし、また無知ゆえの誤用をしている可能性もありますが、そのすべての責任は私に属し、次に掲げる著者様方に一切の責任はありません。

（以下、敬称略）

・本川達雄著『ゾウの時間ネズミの時間──サイズの生物学』中公新書

・若桑みどり著『イメージを読む【美術史入門】』ちくま学芸文庫

・エドガー・ウィント著、森田義之訳、甲斐教行訳『ジョルジョーネ解読』中央公論美術出版

・池上英洋著『死と復活：「狂気の母」の図像から読むキリスト教』筑摩選書

・レイ・ジャッケンドフ著、水光雅則訳『心のパターン──言語の認知科学入門』岩波書店

・スティーブン・レビー著、服部桂訳『人工生命──デジタル生物の創造者たち』朝日出版社

・ラリー・Ｒ・スクワイア著、エリック・Ｒ・カンデル著、小西史朗監修、桐野豊監修『記憶のしくみ（ブルーバックス）上・下』講談社

・藤子・Ｆ・不二雄著『ドラえもん　三十六（てんとう虫コミックス）』小学館

　とりわけ『ドラえもん　三十六』に登場する『タイムふしあな』には、この作品の出発点とも言うべきアイデアをいただきました。




　さて本作が書籍と相成るまで、たくさんの方のお世話になりました。

　前作の帯にて、パワフルなコメントをいただきました川かわ上かみ稔みのる様。

　前作から引き続き、本作を担当していただきました編集部の阿あ南なん様、清きよ瀬せ様。

　前作同様、魅力的なイラストで作品に彩りを与えていただきました、おぐち様。

　そしてアスキー・メディアワークス御一同様をはじめとする、この本の出版に関わっていただきましたすべての方々。本当に、ありがとうございました。




　最後に、いまこの本をお読みいただいている読者の皆様に最大級の感謝を。

　もし今後どこかで皆様と交流する機会がございましたら、本作への忌き憚たんのない御意見をぶつけていただければ幸いです。


二〇一五年　一月　　旭　蓑雄
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旭あさひ 蓑みの雄お

関西在住。夏の能勢に出没する無類の甲虫好き。宇宙から見た地球は完全に虫の惑星であるにもかかわらず、大多数のホモ・サピエンスから虫が尊敬を勝ち取っていないことに怒りを禁じえない。その鬱憤を、台所に湧くＧにぶつけて解消する日々。

[image: ]




イラスト／おぐち

この間実家の都合で北海道に行った際、Mac DeMarcoと思しき人を見かけた。やったね！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「旭 蓑雄先生」係

「おぐち先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫
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精せい神しん侵しん食しょく
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